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入学者受入の方針
（アドミッション・ポリシー）



入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）：岩手大学 

 

岩手大学は，地域における知の府としての役割を果たす教育研究の場として，国際的な視野を持ち，

幅広い教養と深い専門性を備えて持続可能な共生社会の形成に寄与する人材の育成に取り組んでいま

す。 
そのために，高等学校等における幅広い学びから育成される基礎的な知識と思考力に加えて，次の

ような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 真理の探究や課題の解決に向けて主体的に取り組む姿勢 
○ 地域社会や国際社会に貢献する意欲とリーダーシップ 
○ 自然や人を思いやる心と倫理性 
○ 豊かな発想とチャレンジ精神，そしてコミュニケーション能力 
 

 
入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）：人文社会科学部 

 
人文社会科学部は，グローバル化が進み変化が著しい現代社会の諸問題を，総合的観点から理解す

る能力と人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力を有し，地域社会及び国際社会に実践を

通して貢献できる人材の養成を目指しています。 
そのために，本学部では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 人間・文化・社会・環境に関する基礎学力と論理的思考力 
○ 人間・文化・社会・環境のあり方と問題について，広く学ぶ意欲 
○ 多様な考え方，異質なものの見方を理解しようとする柔軟な姿勢と自らの考えを発信しようと

する積極的態度 
○ 地域社会・国際社会の諸課題に実践的に取り組み，貢献したいという熱意 

 
◇人間文化課程 

人間文化課程は，多様な固有文化を育み，歴史的に継承されてきた地域の在り方と，そこに暮らす

人間の行動を多角的に学修し，グローバル化を踏まえた地域づくりと住民の心身両面の健やかな生活

に貢献できる人材，及び地域の来歴を踏まえ文化を世界に向けて発信できる人材を養成します。 
そのために，次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 人間・言語・文化・芸術を学ぶための基礎的な学力・技能と語学力 
○ 多様な特性をもつ人間・言語・文化・芸術の現象と問題を解明しようとする強い探究心 
○ 人間・言語・文化・芸術の問題を，世界及び地域双方の広い観点から学ぶことへの高い関心 
○ 人間・言語・文化・芸術に関する学修を実践に活かし，地域社会・国際社会に貢献しようとす

る強い意欲 
 

◇地域政策課程 

地域政策課程は，震災復興から，未来のモデルとなる持続可能な社会づくりへの道筋を見据え，地

域創生・地域マネジメントの課題に，法学・経済学・環境学それぞれの分野の学修を軸としながら，

総合的視点から取り組むことのできる人材を養成します。 
そのために，次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 社会・環境について学ぶための基礎的な学力 
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○ 複雑に絡み合う社会・環境の現象と問題を解明しようとする強い探究心 

○ 社会・環境の問題を，法・経済・環境の広い観点から学ぶことへの高い関心 

○ 法学・経済学・環境学に関する学修を実践に活かし，地域社会・国際社会に貢献しようとする

強い意欲 

 

 

入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）： 教育学部 

 

◇教育学部・学校教育教員養成課程 

教育学部すなわち学校教育教員養成課程は，幅広い視野と教養，そして実践的な指導力を兼ね備え

た学校教員の養成を目的としています。 

そのために，本学部では教員養成の専門学部として次のような資質・能力を備えた入学者を求めて

います。 

○ 学校教育への関心と教員への意欲 

○ 自ら学ぼうとする姿勢と社会問題に主体的に対応できる基礎学力 

○ 豊かな人間性と優れたコミュニケーション能力 

○ 社会問題を自らの課題として位置づけ，解決・改善に取り組む意欲と姿勢 

 

【小学校教育コース】 

小学校教育コースは，人間の成長過程で重要な位置を占める小学校段階の教育を担う教員の養成

を目的としています。本コースでは，小学校教育に関わる教科指導と生活指導に関する専門的知識・

技能および実践的指導力に加え，小学校教育への使命感と豊かな人間性を持った教員を養成します。 

そのために，本コースでは次のような資質・能力を備えた入学者を求めています。 

○ 小学校教育への関心と小学校教員への強い意欲 

○ 小学校教育コースで学ぶために必要な基礎学力 

○ 小学校教育の諸課題に積極的に取り組もうとする意欲と関心 

○ 子どもに対する愛情と対人関係能力 

 

【中学校教育コース】 

中学校教育コースは，特定の教科に関する専門性を備え，生徒の発達に応じて適切に指導できる

中学校教員の養成を目的としています。本コースでは，教科に関する専門的な学力とともに，生活

指導に関する専門的知識・技能および実践的指導力を有し，中学校教育への使命感と豊かな人間性

を持った教員を養成します。 

そのために，本コースでは次のような資質・能力を備えた入学者を求めています。 

○ 中学校教育への関心と中学校教員への強い意欲 

○ 中学校教育コースで専門教科を学ぶために必要な基礎学力 

○ 中学校教育をめぐる諸課題に対する幅広い視野と強い関心 

○ 子どもに対する愛情と対人関係能力 

 

【理数教育コース】 

理数教育コースは，子どもたちに理科・数学に関する確かな学力や学ぶことの大切さを伝えると

ともに，子どもたちの科学的な思考力や創造性を育成する理数教育の担い手として，小学校におけ
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る理科・算数の教科リーダーとなる教員，また中学校における高い専門性を備えた理科・数学の教

員を養成します。 
そのために，本コースでは次のような資質・能力を備えた入学者を求めています。 
○ 理数教育への関心と理数教員への強い意欲 
○ 自然科学・数学を学ぶための基礎学力 
○ 自然科学・数学分野における旺盛な探究心と論理的思考力 
○ 自然科学・数学分野に強い関心を持ち，積極的に勉学しようとする意欲 

 
【特別支援教育コース】 

特別支援教育コースは，特別支援学校，特別支援学級，小学校・中学校等の通常の学級に在籍す

る特別な支援を必要とする子どもに対して，主体的取り組みを支援する観点から教育的ニーズを把

握し，適確に指導・支援できる教員を養成します。 
そのために，本コースでは次のような資質・能力を備えた入学者を求めています。 
○ 特別支援教育への関心と特別支援学校教員への強い意欲 
○ 特別支援教育コースで学ぶために必要な基礎学力 
○ 子どもの思いによりそう豊かな人間性と子ども理解の基礎となるコミュニケーション能力 
○ 特別支援教育及び関連分野における課題を自らの課題として位置づけ，解決・改善に取り組

む意欲と姿勢 
 

 

入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）：理工学部 

 

理工学部は，理工学分野又は工学分野の基礎学力と科学技術分野に関する課題を解決するために

必要な専門的能力を有し，グローバルな視点に立ちながら地域社会づくりやイノベーション創出に

貢献できる技術者と研究者，次世代の優秀な理系人材を育成する教育者の養成を行います。また，

持続可能な社会の発展のために，理工学分野の基礎から応用までの広範な研究を推進します。 
そのために，本学部では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 理工学分野又は工学分野を学ぶ意欲と学習に必要な基礎学力 
○ 理工学分野又は工学分野における課題を発見・探求し，解決したいという積極性 
○ 豊かな発想力と論理的な思考力 
○ 地域や社会における課題への理解力と地域貢献等への意欲 
 

◇化学・生命理工学科 

化学・生命理工学科では，化学及び生命に関連する科学技術分野の理工学的な諸課題を解決す

るための理学的な基礎学力と工学的な応用学力を統合した総合学力を有し，国際的視点に立ちな

がら地域社会づくりに貢献できる研究者や技術者，教育者の育成を行います。また，持続可能な

社会の発展のために，化学及び生命理工学分野の基礎から応用までの広範な研究を推進します。 

そのために，本学科では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 化学及び生命理工学の学習に必要な基礎学力 

○ 化学・生命分野における豊かな発想力と論理的な思考力 

○ 化学・生命分野における課題を探究し，解決したいという積極性 
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【化学コース】 

化学コースでは，化学及びその関連分野に関する広範な基礎学力と，課題を探求し解決でき

る能力を有し，地域社会と国際社会の持続可能な発展に貢献できる人間性豊かな専門技術者，

研究者，教育者の育成を行います。 

そのために，本コースでは次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 化学の専門科目を学ぶに相応しい必要な基礎学力 

○ 化学物質や化学反応に強い関心を持ち，それらの性質や機能を解明しようとする探究心 

○ 資源，エネルギー，環境保全等の諸課題を解決しようとする意欲 

    

【生命コース】 

生命コースでは，工学分野の基礎知識と生命科学分野の専門的知識を身につけた人材，課題

探究・問題解決能力を備えた専門技術者や研究者の育成を行います。具体的には，医療機器，

医薬品，福祉産業分野で活躍できる人材，地域はもとよりグローバルに活躍できる人材の育成

を目的とします。 

そのために，本コースでは次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 医療技術開発に興味を持ち，新しい課題に挑戦する積極性 

○ 生命科学分野における問題解決や真理探究への意欲 

○ 地域社会や国際社会で活躍する意欲 

○ 生命科学研究に対する教養と倫理観 

 

◇物理・材料理工学科 

物理・材料理工学科では，数理科学，物理科学，物質科学，材料工学の各分野を担える広範な

専門基礎学力と，関連する諸課題を探究し解決できる能力を有し，地域社会と国際社会の持続発

展に貢献できる人間性豊かな技術者，研究者，教育者の育成を行います。 

そのため，本学科では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 高校教育の中で，数学，物理，化学，英語などを十分に学習し，本学科の学習に必要な基

礎学力 

○ 数理科学，物理科学，物質科学，材料工学に強い関心を持ち，環境との調和に留意しつつ，

これらの発展に大きな貢献をしたいという意欲 

○ 強い勉学意欲と，新しい課題に挑戦する積極性 

 

【数理・物理コース】 

数理・物理コースでは，物質の性質から宇宙の構造まで，自然界の仕組みを探究する中で深

く論理的に考える力を養い，学んだ知識や考え方を活用して，社会に貢献できる人材の育成を

行います。 

そのために，本コースでは次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 数理・物理科学を学ぶに相応しい，数学，物理，化学，英語等の基礎学力 

○ 数理科学，物理科学，物質科学の学問分野に対する高い勉学意欲 

○ 数理・物理科学分野に強い興味を持ち，自然科学の発展を通して人類が直面する諸問題

に取り組みたいという意欲 

○ 新しい課題に挑戦する積極性と，地域はもとよりグローバルに活躍したいという意欲 
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【マテリアルコース】 

マテリアルコースでは，すべての産業を支える“材料”の性質を原子・分子レベルから科学

的に理解し，新しい材料やそれらの製造・評価技術の開発につながる専門知識と技術を習得し

て，社会に貢献できる人材の育成を行います。 

そのために，本コースでは次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 材料・物質科学を学ぶに相応しい，数学，物理，化学，英語等の基礎学力 

○ 材料工学や物質科学の学問分野に対する高い勉学意欲 

○ 材料・物質科学分野に強い興味を持ち，環境との調和を図りながら，産業の発展を通し

て社会の諸問題に取り組みたいという意欲 

○ 新しい課題に挑戦する積極性と，地域はもとよりグローバルに活躍したいという意欲 

 

◇システム創成工学科 

システム創成工学科では，知能・メディア情報，電気電子通信，機械科学，社会基盤・環境の

各科学技術分野に関する広範な基礎学力と工学分野における課題を探求し，解決するために必要

な専門的能力を有し，地域社会と国際社会の持続的発展に貢献できる技術者や研究者の育成を行

います。 

そのために，本学科では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ システム創成工学を学ぶに相応しい数学，物理，化学，英語などの基礎学力 

○ 電気電子通信，知能・メディア情報，機械科学，社会基盤・環境の各分野に強い関心を持

ち，豊かな発想力と論理的な思考力を有し，自ら積極的に勉学しようとする意欲 

○ システム創成工学分野における課題を積極的に解決しようとする探究心 

 

【電気電子通信コース】 

電気電子通信コースでは，自然との共生を考えた再生可能エネルギー，先端技術を支えるエ

レクトロニクスデバイス，高度情報化社会を支える通信ネットワークなどの専門分野を担う，

十分な専門的能力を身に付けた人材の育成を目標とし，基礎理論から実用的技術開発まで広範

な教育・研究を行います。 

そのために，本コースでは次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 電気電子通信工学を学ぶに相応しい基礎学力と論理的な思考力 

○ 電気電子通信工学への高い勉学意欲 

○ 地域はもとよりグローバルに活躍したいという意欲及びコミュニケーション能力 

 

【知能・メディア情報コース】 

知能・メディア情報コースでは，安心・安全で豊かな生活環境を支えるための高度で多様な

情報システムを構築できる人材の育成を目標とし，コンピュータの基礎理論から知能情報工学，

メディア情報工学に至るまでの広範な教育・研究を行います。 

そのために，本コースでは次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 情報工学を学ぶに相応しい基礎学力 

○ 積極的に人と協働できるコミュニケーション能力と情報工学を学ぶための論理的思考

能力 

○ 情報工学に強い興味と関心を持ち，社会や生活上の様々な問題の解決に情報技術を通じ

て貢献しようとする意欲 
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【機械科学コース】 

機械科学コースでは，先端的なものづくりの分野において，次世代の科学技術を創出するこ

とにより持続可能な社会を実現することを目指し，環境負荷の低減や省エネルギーなど，多様

な社会の要求に柔軟に対応しながら，機械システムを創成できる能力を身に付けた機械系技術

者を育成します。 

そのために，本コースでは次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 持続可能な社会の実現のために，地域はもとよりグローバルに活躍したいという意欲 

○ 機械科学に興味を持ち，それを学ぶために相応しい基礎学力と論理的な思考力 

○ 人類の多様な課題に関心を持ち，解決のために情報を収集する行動力 

○ 機械科学における課題を積極的に探求し，解決しようとする意欲 

 

【社会基盤・環境コース】 

社会基盤・環境コースでは，安全・安心な社会基盤の整備をはじめ，既設構造物の長寿命化，

環境問題の克服，循環型社会の実現を目指し，建設工学・環境工学・防災工学を専門分野とし

た教育研究を展開し，これらの専門分野に精通した建設技術者の育成を行います。 

そのために，本コースでは次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 社会基盤・環境工学の専門科目を学ぶに相応しい基礎学力 

○ 持続可能な社会の実現のための豊かな発想力と論理的な思考力 

○ 自然と調和し，安全・安心な社会の構築のために，社会基盤・環境工学に関する様々な

課題を積極的に探求し，解決しようとする意欲 

○ 地域はもとよりグローバルに活躍したいという意欲及びコミュニケーション能力 

 

【特別プログラム】 

理工学部には，次の特別プログラムがあります。特別プログラム履修者は，所属する学科及

びコースが求める能力・資質に加え，それぞれの特別プログラムが求める能力・資質を備えた

入学者を求めています。 

なお，先端理工学特別プログラム履修生については，入学後，希望者に対して実施する面接

結果と入学試験の成績により選抜します。 

 

「先端理工学特別プログラム 〔全学科対象〕」 

先端理工学特別プログラムでは，理工学分野に高い興味と関心を持ち，専門分野での学修

に高い意欲を持った次のような入学者を求めています。 

○ 理工学分野における高度な専門性を修得するのにふさわしい基礎学力 

○ 大学院進学までも見据えた理工学分野への高い勉学意欲，及び，新しい問題に積極的

に取り組む意欲 

○ 地域社会から国際社会まで，その発展に幅広く貢献しようとする意欲・行動力・リー

ダーシップ 

 

「地域創生特別プログラム〈ものづくり系〉 〔システム創成工学科の電気電子通信コー

ス，知能・メディア情報コース及び機械科

学コースが対象〕」 

地域創生特別プログラム〈ものづくり系〉では，ものづくりに高い興味と関心を持ち，
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地域産業の活性化に資する高度な専門技術を身に付け，地域の中小企業等で活躍し，独自技

術を芽吹かせようとする高い意欲を持った次のような入学者を求めています。 

○ 地域の中小企業で独自技術を開発したいという強い意欲 

○ 工学を学ぶために必要な基礎学力と論理的な思考力 

○ 課題解決のために情報を収集する行動力 

○ ものづくりに対する豊かな感性や想像力 

 

「地域創生特別プログラム〈防災・まちづくり系〉 〔システム創成工学科の社会 

                            基盤・環境コースが対象〕」 

地域創生特別プログラム〈防災・まちづくり系〉では，建設・環境に関する専門技術を身

に付け，地域防災ならびに復興に関して次のような高い意欲や資質を備えた入学者を求めて

います。 

○ 防災・まちづくりの専門科目を学ぶに相応しい基礎学力 

○ 持続可能な社会の実現のための豊かな発想力と論理的な思考力 

○ 自然と調和し，安全・安心な社会の構築のために，社会基盤・環境工学に関する様々

な課題を積極的に解決しようとする探究心 

○ 地域社会から国際社会まで幅広く活躍したいという意欲とそれに必要なコミュニケ

ーション力 

 

 

入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）： 農学部 

 

農学部は，植物生命科学，応用生物化学，森林科学，食料生産環境学，動物科学ならびに獣医学の

各分野において，基礎から応用までの一貫した知識と技術を習得し，持続的な食料生産と環境保全の

両立，食料の安全と安定的供給の確保，人類とそれを取り巻く生命の健康・保全，生命現象の解明と

機能応用に寄与する人材を育成することを目的としています。 
そのために，本学部では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 農学を学ぶに相応しい基礎学力 
○ 生命の尊さを知り，食料生産，生物資源の開発と利用について専門的知識を習得する意欲 
○ 農学に関するグローバルな問題を地域の視点から論理的にとらえる思考力 
○ 持続可能な社会の実現に向けて行動する姿勢 
 

◇植物生命科学科 

植物生命科学科では，植物および昆虫の生命現象と農学に関連する生命の機能を解明するための基

礎知識を生物学や化学的な観点で学習します。さらに，農産物や農業生物を有益な資源として生かす

ために生命科学技術ならびに論理を学びます。 
そのために本学科では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 生命機能の解明や生命資源利用を学ぶに相応しい基礎学力 
○ 生命科学や生命資源の可能性を数量的・論理的に推理・解析できる分析力 
○ 食料の安定供給と環境負荷低減を両立させる戦略・論理・技術を学ぶ意欲 
○ 新たな生命現象や未利用資源に関する成果を社会へ還元する行動力 
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◇応用生物化学科 

応用生物化学科では，生命の現象，食品素材の特性，生物圏での物質の動きを理解するための基礎

知識を化学的な視点から学習するとともに，それらに関連する実験技術を習得します。これらをもと

に，微生物・動物・植物資源の有効利用や生物機能の応用についても学びます。 
そのために本学科では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 生命現象や食品素材特性の解明と応用を学ぶに相応しい基礎学力 
○ 微生物や酵素の高度利用について専門的知識を習得する意欲 
○ 健康と食品機能について専門的知識を習得する意欲 
○ 食料生産と生物圏の化学的な解明について専門的知識を習得する意欲 
 

◇森林科学科 

森林科学科は，東北地域の恵まれた自然環境を背景として，森林の持つ多様な環境保全機能や樹木

資源の生産と利用について総合的に学習し，自然との共生関係を築きながら発展できる地域社会の実

現に貢献する人材を育成します。 
そのために本学科では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 
○ 森林科学を学ぶに相応しい基礎学力 
○ 森林の多面的機能を最大限に発揮できる森づくりに必要な知識と技術について学ぶ意欲 
○ 森林里山地域の自然生態系に配慮した適切な資源の利用と管理について学ぶ意欲 
○ 再生可能資源である木質バイオマスの総合的かつ持続的利用法について学ぶ意欲 

 
◇食料生産環境学科 

食料生産環境学科では，農業の生産基盤の整備や生活環境の向上，農村の生態系，文化・景観の保

全や災害に強い地域づくり，食を取り巻く環境の急速なグローバル化及びおよび農業就業人口の減少

や高齢化に対応する，食料生産技術の高度化，農産物の保存・流通，６次産業化，農業経営の高度化，

さらに持続可能な水産資源の管理や漁獲・増養殖，加工技術の改良と開発，グローバルな視野に立っ

た新たな流通体系などの科学と技術を学びます。 
そのために本学科では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

 
【農村地域デザイン学コース・食産業システム学コース】 

○ 世界的にひっ迫する食料の供給基盤の創出と持続のための理論や応用を学ぶに相応しい基

礎学力 
○ 農村地域の持続的発展のために地域資源の適切な利用・管理について学ぶ意欲 
○ 農村の社会的・経済的な振興と環境保全に向けて現状と課題を学ぶ意欲 
○ 食料生産環境の科学的な解明や，農作業の快適化と効率化，農業廃棄物の有効利用に関する

次世代にむけた理論と技術を学ぶ意欲 
○ 農産物の高度な保存・流通システムを構築するための基礎理論と応用について学ぶ意欲 
○ グローバル化に対応した農業経営の高度化，農業の６次産業化や農業情報の利活用について

学ぶ意欲 
 

【水産システム学コース】 

○ 水産資源の管理・生産，その利活用，流通・販売に関する科学を学ぶに相応しい基礎学力 
○ 水産業全体を俯瞰するために必要な幅広い専門的知識を習得する意欲 
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◇動物科学科 

動物科学科は，産業動物（家畜），実験動物, 野生動物，展示動物などの様々な動物種および飼料作

物などを対象に，人と動物が共生する地域社会の創造を目指し，効率的かつ機能的な動物産業の発展

と生命科学に関する高度な科学技術の開発に貢献できる人材を育成します。 

そのために本学科では次のような能力・資質を備えた入学者を求めています。 

○ 動物科学を学ぶに相応しい基礎学力 
○ 動物科学への強い関心と，積極的に学ぶ意欲 
○ 動物に関連した産業の諸問題の解決に取り組む意欲 

 
◇共同獣医学科 

共同獣医学科は，獣医師は人類と動物の健康と福祉に貢献するという理念に基づき，高度獣医療の

提供，人類の健康と食の安全，生命科学研究の発展に活躍できる国際的な視野を持つ人材を育成しま

す。 
そのために本学科では，次のような能力・資質を備えた入学者を国内外から求めています。 
○ 獣医師としての目標を持ち，獣医学の発展に貢献しようとする意欲 
○ 自然や生命現象に関心を持ち，それを探求しようとする意欲 
○ 獣医師として，国際的な交流・協力を推進し，世界に学び世界に貢献しようとする意欲 
○ 常に自己を啓発し，実行力に優れ，社会で貢献しようとする意欲 
○ 獣医学を学ぶに相応しい基礎学力を持ち，課題を探求し，問題を解決する意欲手・コース名、

入学定員、募集人員および計画内容は，予定であり変更する場合があります。 
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学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー）



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：岩手大学 

 

岩手大学は、地域における知の府として、国際的な視野を持ち、幅広い教養と深い専門性

を備えて持続可能な共生社会の形成に寄与する人材の育成を目指しています。 そのために岩

手大学は、すべての学生を対象とする全学共通教育と、人文社会科学部、教育学部、工学部、

農学部が専門性に応じて行う専門教育により、学生が下記のような学習成果を得られるよう

にしています。 学生は、各学部に所定の期間在学し、全学共通教育科目と専門教育科目の中

から必要な授業科目を履修し、成績の評価を受けて、所定の単位数を修得することにより学

士の学位が授与されます。 

 

１．幅広い基礎的知識  

文化・社会・自然に関する諸現象についての学問的な基礎的知識を有する 

２．学問的専門性  

所属する学部、学科・課程での学士課程に求められる学問的な専門性を習得する 

３．領域を超えた学際的知識  

グローバル化、高度情報化、環境問題や持続可能性等の人類的諸課題を正しく捉えるた

めの学際的知識を有する 

４．論理的思考力  

自然現象や社会現象等を多面的に考察し、自分の考えを論理的に展開できる 

５．コミュニケーション・スキル  

日本語や他の言語を運用して、課題解決に向けて他者と効果的に意思疎通を図ることが

できる 

６．情報リテラシー  

多様な情報を適切かつモラルに則って収集・処理・分析し、その結果を有効に活用でき

る 

７．持続可能な共生社会への志向性  

環境問題をはじめとする複合的な人類的諸課題に対して、持続可能性と共生の観点から

その解決に取り組む姿勢を持つ 

８．市民としての社会的責任  

人や自然を思いやり、自己の良心にしたがって市民として責任ある判断や行動ができる 

９．課題探究力  

生涯を通じての持続的な学習に備え、課題を主体的に探究できる 
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学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：人文社会科学部 

 

人文社会科学部では、「総合化と専門深化」の教育理念に基づき、現代社会の諸問題を総合

的観点から理解する能力と人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力を有し、地域

社会および国際社会に実践を通して貢献できる人材の養成を目的としており、所定の教育課

程を学修し、以下に示す能力を修得した者に「学士（総合科学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．教養教育により幅広い分野の知識を修得している。 

２．人間・文化・社会・環境について、教養教育で得た基礎的知識・技能等を土台にし、専

門的な知識と理解を有するとともに、総合的・学際的な広い視野を有している。 

（思考・判断） 

３．総合的な学修を活かし、変化が著しく複雑化する現代社会に対応できる柔軟な思考力と

的確な判断力を有している。 

（技能・表現） 

４．グロ－バル化が進む社会において、多様な考え方、異質なものを理解するとともに、自

らの見解・成果を的確に表現し、発信できる高いコミュニケ－ション能力を有している。 

（関心・意欲・態度） 

５．地域社会・国際社会の諸課題に実践を通して取り組み、貢献しようとする積極的態度と

高い倫理性を有している。  

 

【行動科学専修プログラム】 

行動科学専修プログラムでは、人間行動を個人的側面と社会的側面から総合的に理解し、

情報科学的素養と人間学的素養をもって、地域住民の心身の問題、家族の問題、生きがいの

問題など、人々が抱える多様な問題に適切に対処できる人材の養成を目的としており、以下

に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．心理学、社会学を中心とした行動科学的なアプローチから得られた人間行動に関する知

識を幅広く身につけており、人間行動を総合的・多元的に理解することができる。 

（思考・判断） 

２．人間行動をめぐる諸問題に適切に対処するための情報分析能力やコミュニケーション能

力を身につけている。 

３．人間行動に関する専門的な知識等を活用して、現実の問題解決に向けてアプローチでき、

地域社会に積極的な提案を行うことができる。 

（技能・表現） 

４．現代社会に生きる人々が新たに直面する事象を、自らの力で理解し判断する自発的課題

探求力を身につけている。 

５．発表や討論を通じてのコミュニケーションやプレゼンテーションのスキルを修得してい

る。 

６．経験（実習・実験）を通して、チームワークやリーダーシップなどの集団活動場面にお

けるスキルを修得している。 

（関心・意欲） 

７．専門分野の学問内容、最新の研究成果、動向等について興味・関心を持っている。 

013

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：人文社会科学部



人文社会科学部 

- 2 - 

 

８．専門性を活かして、社会に参画する意欲を持っている。 

（態度） 

９．人間に対する深い理解と広い視野に基づく学際的・総合的な課題探求能力を修得し、現

代社会の様々な課題を全体的に把握し、それらの課題に適切かつ柔軟に対処できる。 

 

【スポーツ科学専修プログラム】 

スポーツ科学専修プログラムでは、スポーツ科学の基礎的な知識を踏まえ、多様な対象者

に適切な運動やスポーツの処方や指導ができる資質を身につけ、スポーツを通した地域づく

りや地域住民の心身の健康づくりに適切に対処できる人材の養成を目的としており、以下に

示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．スポーツ科学の基礎的な知識を理解している。 

２．健康づくりに関する知識とその意義を理解している。 

（思考・判断） 

３．スポーツや健康に関する地域の多様なニーズやシーズを察知でき、適切な対応策が講じ

られる。 

（技能・表現） 

４．対象に応じた適切な運動処方が計画、および具体的な実践指導ができる。 

５．地域課題を探索するために、社会調査等を利用した方法が活用できる。 

（関心・意欲） 

６．健康やスポーツによる地域の活性化や地域づくりに関心を持ち、自ら地域に出て実践的

な活動をする意欲がある。 

（態度） 

７．専門性を生かし、グローバルな視野から地域貢献に積極的に関わる態度を身につけてい

る。 

 

【現代文化専修プログラム】 

現代文化専修プログラムでは、人間の営みの総体としての文化を近代モダニズムを含む現

代的な視点から捉え、文化現象の生成・発展・変容とともに流動化する現代社会を把握し、

文化の継承や創成を通じて地域社会の活性化に寄与できる人材の養成を目的としており、以

下に示す能力を修得した者を専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と素養を有している。 

２．国際的な視野に立って異文化を理解できる。 

３．地域社会の諸問題を歴史や思想などの根源的原理から考察できる。 

４．現代的状況の下で文化がどのように変容していくかを理解できる。 

（思考・判断） 

５．地域社会の現況把握や遭遇する諸課題に対して、多角的な視点から対象を把握できる。 

６．グローバルな観点が不可欠な現代的諸課題に対して、柔軟な思考で最適解を導き出せる

判断力を有している。 

（技能・表現） 

７．対象に応じた認識手段や分析手法を有している。 
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８．企画・立案した内容や自身の見解等を的確に説明し発信できる。 

（関心・意欲・態度） 

９．未知の事象に対しても積極的に対応し得る好奇心や意欲を持っている。 

１０．地域社会の活性化等に主体的に関わろうとする態度を有している。 

 

【異文化間コミュニティ専修プログラム】 

異文化間コミュニティ専修プログラムでは、性別、国籍、言語・民族性などの違いによっ

てマイノリティ（少数者）が生み出されるしくみ、社会的排除の現状と歴史的背景を学び、

これらの知識と当事者へのエンパワーメント・スキルを身につけ、社会的排除の乗り越えを

目指す地域の創生に貢献できる人材の養成を目的としており、以下に示す能力を修得した者

を主専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．マイノリティが生み出されるしくみについて、総合的・多角的に理解する能力を有して

いる。 

２．社会的排除の現状・歴史的背景・乗り越えをめぐる模索について、人文・社会諸科学の

幅広い知識にもとづいて理解する能力を有している。 

（思考・判断） 

３．性別、国籍、言語・民族性などの違いによって、自らがどのような社会的位置づけに置

かれているのかを、人文・社会科学の諸議論をふまえて思考する能力を有している。 

４．性別、国籍、言語・民族性などの違いによって、自らにどのような視座の偏りが生じる

のかについて、自覚的な思考ができる能力を有している。 

（技能・表現） 

５．社会的排除当事者へのエンパワーメント・スキルのうち、基礎的な技能を身につけてい

る。 

６．社会的排除当事者のヴァルネラヴィリティ（社会的立場の弱さ）を考慮に入れた、行動

や表現ができる能力を有している。 

（関心・意欲） 

７．多様なコミュニケーション手段を積極的に学び、国内のみならず国際的な異文化間コミ

ュニティ形成に対する関心を有している。 

（態度） 

８．社会的排除の乗り越えに対して、地域の一員として主体的に関わろうとする態度を持っ

ている。 

 

【歴史専修プログラム】 

歴史専修プログラムでは、日本・アジア・西洋の過去を横断的に学び、現代の諸問題の歴

史的背景を理解するとともに、過去との対話を通して現代を相対化して捉える能力を身につ

け、流動性や越境性を増す現代社会で活躍できる、歴史的視座と国際的視野、および比較の

視点を有する人材の養成を目的としており、以下に示す能力を修得した者を主専修プログラ

ム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関する幅広い知識と教養を有し、国際的な視野に立って異文化を理解する

ことができる。 
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２．日本・アジア・西洋各国の歴史に関する横断的、基礎的な知識を有し、現代の諸問題の

歴史的背景を理解している。 

（思考・判断） 

３．日本・アジア・西洋各国の政治・経済・社会・文化・思想などについて歴史的視座から

検討し、また国際的視野から比較することを通して、現代の諸地域の政治・経済・社会・

文化・思想などを相対化し、問い直すことのできる能力を身につけている。 

（技能・表現） 

４．文献資料あるいは非文献資料を適切に取り扱い、読み解く能力を身につけている。また、

従来の研究成果を批判的に検討し、自らの見解を論理的に組み立て、資料に基づいて適切

に発表することができる。 

（関心・意欲・態度） 

５．日本・アジア・西洋各国の歴史に関する諸問題について自らの課題を見出し、主体的に

探究する意欲を持っている。 

 

【芸術文化専修プログラム】 

芸術文化専修プログラムでは、社会における文化・芸術のあり方に関する総合的な学修を

基礎として、生涯教育活動の中核となる芸術文化の実践によって、地域における文化の活性

化、および地域からの文化発信に貢献できる人材の養成を目的としており、以下に示す能力

を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。 

２．芸術文化の諸領域に関して総合的な素養を身に付けている。 

３．現代的状況や地域社会の下で、多様な視点から芸術文化を理解することができる。 

４．芸術文化におけるアート・デザイン・クラフト・理論の諸領域のいずれかに関して深い

知識を有している。 

（思考・判断） 

５．芸術文化について、作品鑑賞や文献を使って自主的に学習し思考することができる。 

６．探求する課題について論理的に思考・判断することができる。 

（技能・表現） 

７．芸術文化におけるアート・デザイン・クラフト・理論の諸領域のいずれかに関して、実

践的あるいは論理的な技能を身に付け、作品あるいは文章によって表現することができる。 

８．探求する課題について、制作あるいは文章によって自分の考えを展開し、表現すること

ができる。 

（関心・意欲） 

９．芸術文化に関する関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲を有している。 

（態度） 

10．強い責任感を持って、専門分野を社会に活かそうとする態度を身に付けている。 

 

【英語圏文化専修プログラム】 

英語圏文化専修プログラムでは、英語圏の文化・文学・言語について深い理解と英語の高

度なコミュニケーション能力を通して、グローバル社会で活躍できる人材を養成することを

目的としており、以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 
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（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。 

２．国際的な視野に立って異文化を理解することができる。 

３．英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野に関して総合的な素養を身に付けている。 

４．英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野のいずれかに関して深い知識を有してい

る。 

（思考・判断） 

５．英語圏の文化・文学・言語について、英語の資料や文献を使って自主的に学習し思考す

ることができる。 

６．探求する課題について論理的に思考・判断することができる。 

（技能・表現） 

７．実践的な英語コミュニケーション能力を身に付け、英語圏の人と英語で交流することが

できる。 

８．探求する課題について、論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。 

（関心・意欲） 

９．英語圏の文化と言語に関する関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲を有している。 

（態度） 

10．強い責任感を持って、専門分野で得た知識や技能を社会に活かそうとする態度を身に付

けている。 

 

【ヨーロッパ語圏文化専修プログラム】 

ヨーロッパ語圏文化専修プログラムでは、ヨーロッパの諸言語（ドイツ語、フランス語、

ロシア語）のコミュニケーション能力を養成するとともに、ヨーロッパ諸国の文化的特徴・

社会事情の理解、文学作品・作家についての理解、ヨーロッパ諸言語の言語学的分析方法の

習得などを通して、多文化・多言語化するグローバル化社会で活躍できる人材を養成するこ

とを目的としており、以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。 

２．国際的な視野に立って異文化を理解することができる。 

３．ヨーロッパ諸国の言語・文化の諸相を、その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理

解できる能力を有している。 

４．ヨーロッパ諸国の言語・文化・文学の諸分野のいずれかに関して深い知識を有している。 

（思考・判断） 

５．ヨーロッパ社会における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背

景を踏まえた判断力を有している。 

６．探求する課題について論理的に思考・判断することができる。 

（技能・表現） 

７．グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として個別言語を用いて発信で

きる能力を有している。 

８．探求する課題について、論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。 

（関心・意欲) 

９．ヨーロッパの諸言語、文化に関する関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲を有している。 
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（態度） 

10．多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を有

している。 

 

【アジア圏文化専修プログラム】 

アジア圏文化専修プログラムでは、日本および中国を中心としたアジア地域の歴史的文化

的特徴・社会事情の理解、文学作品・作家についての理解、日本語および中国語の言語学的

分析方法の習得などを通して、多文化・多言語化するグローバル化社会で活躍できる人材を

養成することを目的としており、以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者と

みなす。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。 

２．国際的な視野に立って異文化を理解することができる。 

３．アジア圏の言語・文化の諸相を、その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理解でき

る能力を有している。 

４．アジア圏の言語・文化・文学の諸分野のいずれかに関して深い知識を有している。 

（思考・判断） 

５．アジア圏における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背景を踏

まえた判断力を有している。 

６．探求する課題について論理的に思考・判断することができる。 

（技能・表現） 

７．グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として個別言語を用いて発信で

きる能力を有している。 

８．探求する課題について、論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。 

（関心・意欲) 

９．アジア圏の諸言語、文化に関する関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲を有している。 

（態度） 

10．多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を有

している。 

 

【政策法務専修プログラム】 

政策法務専修プログラムは、法学全体、とくに公法、刑事法、政治学などに関する学修に

基づき、学部・課程および他専修プログラムにおける学修で得られた知見と合わせて、公共

政策形成の観点から地域創生・地域マネジメントの課題に取り組むことのできる人材の養成

を目的とする。この目的の下、本プログラムの教育課程は、公共政策形成に必要な専門的知

識および法学的思考様式をもって、実際の政策立案・評価を効果的に行うことのできる能力

の修得を目標とし、以下に示す条件を満たした者を主専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．法・経済・環境に関する基礎的な知識を修得している。 

２．地域社会が抱える現実的な法的・政治的課題の内容や意義、歴史的経緯について的確に

認識している。 

（思考・判断） 
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３．法と人間・社会のあり方について、相互の複雑な連関を踏まえて理解するための法学的

思考様式を身につけている。 

４．法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を有している。 

（技能・表現） 

５．法学全体に関する基礎的な観点および公法、刑事法、政治学を中心とする専門的な観点

から、地域社会が抱える課題につき、法学的思考様式を用いて政策立案を行い、それを論

理的かつ的確に説明するスキルを身につけている。 

６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテ

ーションのスキルを身につけている。 

（関心・意欲） 

７．地域社会が抱える課題の解決や地域創生・地域マネジメントに強い関心を持っている。 

８ 本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし、地域の問題解決のために社会に参画

する意欲を持っている。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持って、専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を

身につけている。 

 

【企業法務専修プログラム】 

 企業法務専修プログラムは、法学全体、とくに民法（財産法）、商法、労働法などに関する

学修に基づき、学部・課程および他専修プログラムにおける学修で得られた知見と合わせて、

企業法務の観点から地域創生・地域マネジメントの課題に取り組むことのできる人材の養成

を目的とする。この目的の下、本プログラムの教育課程は、企業法務に必要な専門的知識お

よび法学的思考様式をもって、地域産業が抱える諸問題の解決を実行ないし提言することの

できる能力の修得を目標とし、以下に示す条件を満たした者を主専修プログラム修了者とみ

なす。 

（知識・理解） 

１．法・経済・環境に関する基礎的な知識を修得している。 

２．地域産業が抱える現実的な法的（とくに私法に関する）課題の内容や意義、歴史的経緯

について的確に認識している。 

（思考・判断） 

３．法と人間・社会のあり方について、相互の複雑な連関を踏まえて理解するための法学的

思考様式を身につけている。 

４．法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を有している。 

（技能・表現） 

５．法学全体に関する基礎的な観点および民法（財産法）、商法、労働法を中心とする専門的

な観点から、地域産業が抱える課題につき、法学的思考様式を用いて政策立案を行い、そ

れを論理的かつ的確に説明するスキルを身につけている。 

６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテ

ーションのスキルを身につけている。 

（関心・意欲） 

７．地域産業が抱える課題の解決や地域創生・地域マネジメントに強い関心を持っている。 

８．本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし、地域産業の問題解決のために社会に
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参画する意欲を持っている。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持って、専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を

身につけている。 

 

【地域社会経済専修プログラム】 

地域社会経済専修プログラムでは、経済学の基礎的学修とともに、地域・地方自治にかか

る基礎的な制度・政策を学ぶことによって、地域経済の創生・再生を担うことができる人材

の養成を目的としており、以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。 

２．地域経済のしくみを総合的に理解するための専門的な知識を修得している。 

（思考・判断） 

３．経済と人間・社会のあり方について、相互の複雑な連関を踏まえて理解する経済学的素

養を身につけている。 

４．経済学をはじめとした専門的知識を活用し、地域経済のしくみとその課題を総合的に思

考することができる。 

（技能・表現） 

５．地域経済の現状や課題を関連資料・データに基づいて理論的・実証的に分析・評価し、

それらに基づく政策的判断ができる。 

６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテ

ーションのスキルを身につけている。 

（関心・意欲） 

７．地域経済が抱えるさまざまな諸問題や経済現象に強い関心を持っている。 

８．経済学をはじめとする専門的視点を活かして、地域経済の課題に主体的・実践的に取り

組む意欲を持っている。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持って、専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を

身につけている。 

 

【地域社会連携専修プログラム】 

地域社会連携専修プログラムでは、経済学を基礎として、法学や環境学の視点を取り入れ

ながら地域社会や産業の現場で生じている生産・生活をめぐる諸問題を学修することによっ

て、地域が抱える諸課題を総合的な観点から解決できる人材の養成を目的としており、以下

に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。 

（知識・理解） 

１．経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。 

２．地域社会や産業のしくみを総合的に理解するための専門的な知識を修得している。 

（思考・判断） 

３．経済と人間・社会のあり方について、相互の複雑な連関を踏まえて理解する経済学的素

養を身につけている。 

４．経済学をはじめとした専門的知識を活用し、地域社会や産業のしくみとその課題を総合
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的に思考することができる。 

（技能・表現） 

５．地域社会や産業が抱える諸問題を関連資料・データに基づいて理論的・実証的に分析・

評価し、それらに基づく政策的判断ができる。 

６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテ

ーションのスキルを身につけている。 

（関心・意欲） 

７．地域社会や産業が抱えるさまざまな諸問題や経済現象に強い関心を持っている。 

８．経済学をはじめとする専門的視点を活かして、地域社会や産業の課題に主体的・実践的

に取り組む意欲を持っている。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持って、専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を

身につけている。 

 

【環境共生専修プログラム】 

環境共生専修プログラムでは、環境学・法学・経済学の総合的学修を基礎に、環境学の専

門的学修を環境政策・環境マネジメントの実践に活かし、持続可能な共生社会の構築に貢献

できる人材の養成を目的としており、以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了

者とみなす。 

（知識・理解） 

１．環境・法・経済に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。 

２．文理融合に基づく環境学諸分野の研究手法と専門的な知識を修得している。 

（思考・判断） 

３．環境と人間・社会のあり方について、相互の複雑な連関を踏まえて理解する能力を身に

つけている。 

４．環境学を始めとした専門的知識を活用し、環境問題の解決、「持続可能な共生社会」構築

に向けた具体的な方策を総合的に思考・判断することができる。 

（技能・表現） 

５．地域社会とその環境に関する調査・分析ができ、そこに潜む問題点やその解決法につい

て、自らの見解・提言を論理的かつ的確に説明するスキルを身につけている。 

６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテ

ーションのスキルを身につけている。 

（関心・意欲） 

７．地球規模から身近な地域まで、多岐にわたる環境や環境問題に強い関心を持っている。 

８．環境学をはじめとする専門的視点を活かし、環境や地域の問題解決のために社会に参画

する意欲を持っている。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持って、専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を

身につけている。 
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 岩手大学教育学部の理念と教育目標に則り、所定の教育課程（複数免許取得を含む）を修

了し、以下の各項目を身につけた学生に「学士（教育）」の学位を授与する。 

 

【小学校教育コース】  

（知識・理解） 

１．総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。 

２．小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。 

３．各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。 

４．専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。  

（思考・判断） 

５．学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面

的かつ実践的に思考・判断する能力を身につけている。  

６．専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを

創造的にアプローチする能力を身につけている。  

（技能・表現） 

７．小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。  

８．ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができ

る。 

また、授業や話し合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。 

（関心・意欲） 

９．学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持

っている。 

（態度） 

10．学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけ

ている。 

 

【中学校教育コース】 

（知識・理解） 

１．総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。 

２．中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。 

３．取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。 

４．専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。 

（思考・判断） 

５．学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面

的かつ実践的に思考・判断する能力を身につけている。 

６．専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを

創造的にアプローチする能力を身につけている。 

（技能・表現） 

７．中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。 
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８．ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができ

る。また、授業や話し合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。 

（関心・意欲） 

９．学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持

っている。 

（態度） 

１０．学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につ

けている。 

 

【理数教育コース】 

（知識・理解） 

１．総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。  

２．義務教育段階の学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。 

３．理科あるいは算数・数学の内容及び指導法に関する知識を身につけている。 

４．専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。  

（思考・判断） 

５．学校教育に関する総合的な基礎的知識、理数教育に関する知識、及び実践的な体験を通

して、学校教育について実践的に思考・判断する能力を身につけている。 

６．専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを

創造的にアプローチする能力を身につけている。  

（技能・表現） 

７．理数教育を中心として小学校及び中学校における学習指導の基本的な技能を身につけて

いる。  

８．小学校及び中学校における生活指導のための基礎的な技能を身につけている。 

９．ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができ

る。 

また、授業や話し合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。 

（関心・意欲） 

10．学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、理数教育の充実を中心として学校教育の発展

に貢献しようとする意欲を持っている。 

（態度） 

11．学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけ

ている。 

 

【特別支援教育コース】 

（知識・理解） 

１．総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。 

２．特別支援学校における教育及び小学校教育または中学校教育並びに子どもに関する基礎

的な知識を身につけている。 

３．特別支援学校及び小学校または中学校の各教科等の内容並びに指導法に関する基礎的な

知識を身につけている。 

４．特別支援教育の専門的知識を身につけている。 
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（思考・判断） 

５．学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面

的かつ実践的に思考・判断する能力を身につけている。 

６．特別支援教育への探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創

造的にアプローチする能力を身につけている。 

（技能・表現） 

７．小学校または中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけて

いる。 

８．特別支援学校における指導及び支援、特別支援学校が有するセンター的機能に求められ

る相談支援のための基礎的な技能を身につけている。 

９．ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができ

る。また、授業や話し合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。 

（関心・意欲） 

10．学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持

っている。 

11．特別支援教育の現状や課題に強い関心を持ち、最新の動向の把握に努め、特別支援教育

の発展に貢献しようとする意欲を持っている。 

（態度） 

12．学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけ

ている。 

13．特別支援教育に対する強い使命感と責任を自覚し、児童生徒及び保護者の思いに寄り添

う態度を身につけている。 
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・理学・工学双方の素養を有し、両学問を統合・融合した理工学の幅広い学力と論理的な思

考力を持ち、地域や世界の諸課題に果敢に挑戦する研究者・技術者として主体的に活躍する

能力を身に付けたと認定した場合、「学士（理工学）」の学位を授与する。 

・工学系の幅広い学力、専門分野の深い知識と柔軟な思考力を持ち、社会で要求される様々

な工学システムの開発、設計、製造に関する次世代の技術者・研究者として主体的に活躍す

る能力を身に付けたと認定した場合、「学士（工学）」の学位を授与する。 

 

◇化学・生命理工学科 

 【化学コース】 

 化学コースの教育目的と修得能力に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項目を身

につけた学生に「学士（理工学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．幅広い教養と理工学分野の基礎学力を身につけている。 

２．化学に関する専門知識を有し、それらを応用できる。 

（思考・判断） 

３．地域における諸問題を分析し、その解決法を論理的に提案できる。 

４．化学に関する専門知識に基づいて、直面する課題に対する解決法を思考することがで

きる。 

（技能・表現） 

５．化学技術者として必要な基本的実験技能を有する。 

６．実験や調査結果を論理的に表現する文章作成能力を有し、国際的に通用するプレゼン 

テーション能力を身につけている。 

（関心・意欲・態度）  

７．地域における課題、化学に関する研究動向に関心を持っている。 

８．化学に関する知識や技能を活かして、社会に貢献する意欲と態度を持っている。 

 

 【生命コース】 

 生命コースの教育目的と修得能力に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項目を身

につけた学生に「学士（理工学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．一般教養を身につけている。 

２．自然科学に関する幅広い基礎知識と、生命理工学に関する専門知識を有しそれらを応

用できる。 

（思考・判断） 

３．多様な社会性や地域性を考慮しつつ、生命理工学の見地から健康や福祉等の諸問題解

決のための論理的な判断や提案ができる。 

（技能・表現） 

４．生命理工学分野の基本的な研究・実験技能を身につけている。 

５．日本語と英語による論理的な表現力とコミュニケーション能力を修得している。 

（関心・意欲・態度） 
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６．生命理工学及び関連分野の進展に関心を持ち、主体的に学ぶことができる。 

７．生命理工学に関する知識や技能を活かして、社会に貢献する意欲と態度を持っている。 

 

◇物理・材料理工学科 

 【数理・物理コース】 

 数理・物理コースの教育目的と修得能力に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項

目を身につけた学生に「学士（理工学）」の学位を授与する。 

（知識・理解）  

１． 教養教育、数学、物理、化学の各分野の幅広い基礎知識，基礎学力を有している。 

２． 数理科学および物理学に関する幅広い専門知識を有している。 

（思考・判断） 

３．数理科学および物理学の観点から諸問題を分析し、問題解決のための論理的な判断や

提案ができる。 

（興味・関心） 

４．科学技術の創成や人の暮らしや産業の発展を担う新現象の解明、研究手法の開発、お

よび、数理科学、物理学に大いなる意欲を有している。 

（技能・表現） 

５．教育者、研究者あるいは技術者として必要な基本的な実験や演習、計算の技能を有す

るとともに、自らの考えを論理的に説明できる。 

６．科学英語の読解力と文章力を有するとともに、英語により自らの成果をプレゼンテー 

ションすることができる。 

（態度） 

７．社会における科学技術の役割を理解し、高い倫理性を持って、獲得した知識や技術を

地域や国際社会の様々な問題解決に積極的に生かそうとすることができる。 

 

【マテリアルコース】 

 マテリアルコースの教育目的と修得能力に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項

目を身につけた学生に「学士（理工学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．教養教育、数学、物理、化学の各分野の幅広い基礎知識、基礎学力を有している。 

２．マテリアル工学および材料科学に関する幅広い専門知識を有している。 

（思考・判断） 

３．マテリアル工学および材料科学の観点から諸問題を分析し、問題解決のための論理的

な判断や提案ができる。 

（興味・関心）  

４．科学技術の創成や人の暮らしや産業の発展を担う材料開発や評価技術開発に大いなる

意欲を有している。 

（技能・表現） 

５．教育者、研究者あるいは技術者として必要な基本的な実験や計算の技能を有するとと

もに、自らの考えを論理的に説明できる。 

６．研究者あるいは技術者として必要な科学技術英語の基礎知識と技能を有している。 

（態度） 
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７．社会におけるマテリアル工学および材料科学の役割を理解し、高い倫理性を持って、

獲得した知識や技術をエネルギーや地球環境などの問題解決に積極的に生かそうとする

ことができる。 

 

◇システム創成工学科 

 【電気電子通信コース】 

 電気電子通信コースの教育目的と修得能力に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各

項目を身につけた学生に「学士（工学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．幅広い教養を備え、電気電子通信工学に関する基本的な原理、法則、理論を理解して

いる。 

（思考・判断） 

２．專門知識を実際の課題に結びつけて柔軟な思考ができ、創造的に応用することができ

る。 

（技能・表現） 

３．電気・電子・通信に関する機器の動作原理を理解し、活用することができる。 

４．他人と議論や協力ができる論理的なコミュニケーション能力・語学力を身につけてい

る。 

（関心・意欲） 

５．科学技術の進展に高い関心を持ち、継続的・主体的に学習することができる。 

（態度） 

６．社会における役割を理解し、環境や安全に対する倫理観を身につけている。 

 

 【知能・メディア情報コース】 

 知能・メディア情報コースの教育目的と修得能力に則り、所定の教育課程を修了し、以

下の各項目を身につけた学生に「学士（工学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．幅広い教養と知能・メディア情報工学に関する基礎的な専門知識を身につけている。 

（思考・判断） 

２．問題の本質を理解し、基礎的な課題に対して解決法を考える能力、および問題解決の

ための具体的な計画立案・遂行能力を身につけている。 

３．専門分野等の知識を活用してデータを分析することができ、論理的な評価や考察を行

える能力を身につけている。 

（技能・表現） 

４．知能・メディア情報システムを構成するハードウェアやソフトウェアを開発するため

に必要な基礎的能力を幅広く身につけている。 

５．自らの思考・判断のプロセスや結果を論理的に表現する文章能力と、協創的課題解決

のために他人に説明するコミュニケーション能力を身につけている。 

６．知能・メディア情報工学及びその関連分野に関する基礎的な英語能力を身につけてい

る。 

（興味・関心・態度） 

７．自然科学、地域課題、及び知能・メディア情報工学等の動向や進展に関心を持ち、主
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体的に学ぶための基礎的な能力を身につけている。 

８．社会における知能・メディア情報システムの役割を理解し、技術者として社会に貢献

する基礎的な能力を身につけている。 

 

 【機械科学コース】 

 機械科学コースの教育目的と修得能力に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項目

を身につけた学生に「学士（工学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．一般的な教養を身につけ、工学に関する幅広く基礎的な知識と、機械科学に関する専

門的な知識及び技能を修得している。 

（思考・判断） 

２．幅広く深い教養と総合的な判断力を身につけ、社会における科学技術者の在り方や社

会への貢献について考察できる。 

（技能・表現） 

３．機械科学分野の機器およびコンピュータを活用し、所望の機能を実現する基礎的な能

力を身につけている。 

４．日本語と英語による論理的な表現力とコミュニケーション能力を身につけている。 

（関心・意欲） 

５．機械科学の進展に関心を持ち、専門的知識を応用しながら主体的に学習することがで

きる。 

（態度） 

６．社会における機械科学の役割を理解し、環境や安全に対する倫理観を身につけている。 

 

【社会基盤・環境コース】 

 社会基盤・環境コースの教育目的と修得能力に則り、所定の教育課程を修了し、以下の

各項目を身につけた学生に「学士（工学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．数学・自然科学および情報技術に関する知識を習得し、多面的な視点から考えること

のできる能力を身につけている。 

２．社会環境工学の建設、環境、防災の各専門技術に関する知識とその知識を応用する能

力を身につけている。 

（思考・判断） 

３．問題の本質を理解し、必要な情報を収集・分析して解決法を考える能力、および問題

解決のための具体的なデザイン・計画を立て、遂行する能力を身につけている（デザイ

ン能力）。 

４．自ら課題を発見・解決する能力および主体的・持続的に学習を行う能力を身につけて

いる（課題発見能力、継続学習能力）。 

（関心・意欲・態度） 

５．地球環境・地域環境を理解する能力および持続可能な循環社会構築のための技術を考

える能力を身につけている。 

６．科学技術が社会や自然におよぼす影響を理解して、技術者としての社会的使命・責任

を認識する能力を身につけている（倫理）。 

028

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：理工学部



理工学部 

- 5 - 

 

（技能・表現） 

７．充分な語学力、および自国の文化・社会を学ぶとともに世界の多様な価値観を理解し、

国際的に通用するコミュニケーション能力を身につけている。 

８．自分の意見や実験研究の内容・成果を論理的・客観的に表現する文章作成能力とプレ

ゼンテーション能力を身につけている。 

９．他者と協力してチームで仕事をすることができる能力を身につけている（チームワー

ク力）。 

029

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：理工学部



 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）：農学部 

 

 岩手大学農学部では、所定の教育課程を修了し、以下に掲げる各学科・コースの学位授与

の方針に該当する者に学位を授与する。 

 

◇植物生命科学科 

植物生命科学科の教育目的に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項目を身につけた

学生に「学士（農学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．生命機能を解明し、農業生産に応用するための自然科学、情報技術、コミュニケーショ

ン技術に関する基礎知識を有している。 

２．有用植物の遺伝育種・機能開発、新規作物の創出、植物ウィルスと昆虫の制御及び機能

利用、持続的農業生産、有用技術の開発・応用に関する科学的方法について十分に理解し

ている。 

（思考・判断） 

３．生命資源・農学に関する知識と理解を基礎に、関連する諸課題に対して多面的に考察し、

自分の考えをまとめ、行動することができる。 

（関心・意欲） 

４．豊かな課題探求能力と課題解決能力をもって生命資源に関連する諸課題を解決しようと

する意欲を持っている。 

（態度） 

５．生命資源の創出・発展のニーズに、協調性と倫理性をもって、自律的・継続的に行動す

ることができる。 

（技能・表現） 

６．自らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーション能力

とコミュニケーション能力を修得している。 

 

◇応用生物化学科 

応用生物化学科の教育目的に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項目を身につけた

学生に「学士（農学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．微生物や動植物などの生物資源に関する分子レベルから生態系レベルまでの生命現象や  

食品素材の特性を理解するための基礎的な知識を化学的な視点で理解している。 

（思考・判断） 

２．生物資源や食品素材に関する知識と理解を基礎に、食糧、環境、健康に関する諸課題・

未知事項について、多面的に思考し、自らの考えをまとめることができる。 

（関心・意欲） 

３．食糧、環境、健康に関する課題や未知事項に関心を持ち、その解決・解明に意欲的に取

り組むことができる。 

（態度） 

４．生物資源の有効利用やその応用を通じて、食品産業や医薬品産業を始めとするバイオ関

連産業の創出・発展に寄与し、地域や社会に貢献する考え方や行動がとれる。 
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（技能・表現） 

５．自らの知識と論理的な思考に基づいた判断結果を的確に説明する表現力や、それを実践

する技能を修得している。 

 

◇森林科学科 

森林科学科の教育目的に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項目を身につけた学生

に「学士（農学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．数学、自然科学、情報処理に関する基礎的知識を持っている。 

２．森林科学の学問内容および方法を説明できる。 

（思考・判断） 

３．森林の多面的機能について、総合的に考えることができる。 

４．与えられた制約の下で計画的に仕事を進めることができる。 

（関心・意欲） 

５．地球的視点から、各地の文化や異なる価値観に関心を示している。 

６．自主的、継続的に学修できる。 

（態度） 

７．技術者が社会に対して負っている責任を感じる。 

８．チームワークを意識して行動できる。 

（技能・表現） 

９．日本語で論理的に記述・発表・討議できる。 

10．森林科学の知識を利用し、社会の要求を解決するために提案できる。 

 

◇食料生産環境学科 

【農村地域デザイン学コース】 

食料生産環境学科農村地域デザイン学コースの教育目的に則り、所定の教育課程を修了

し、以下の各項目を身につけた学生に「学士（農学）」の学位を授与する。 

（知識・理解）  

１．自然科学や情報技術および地域文化に関する基礎知識を身につけている。 

２．農村地域デザイン学の基礎・応用分野の知識を身につけている。 

（思考・判断）  

３．地域の問題点と課題を理解し、生産環境と地域社会の計画・設計の在り方を考察できる。 

４．自ら課題を見つけ、計画を立て、自分の考えをまとめ、積極的に表現することができる。 

（関心・意欲）  

５．地域の生産・生活基盤の充実と環境改善に対する関心を持ち、解決の意欲がある。 

（態度）  

６．技術者としての社会的責任の重さを自覚している。 

（技能・表現）  

７．地域・現場の人達と良好なコミュニケーションを図る能力がある。 

８．文章や口頭発表による表現力を身につけている。 
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【食産業システム学コース】 

食料生産環境学科食産業システム学コースの教育目的に則り、所定の教育課程を修了し、

以下の各項目を身につけた学生に「学士（農学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．食産業に関わる諸問題を理解するために必要な自然科学、情報技術および地域社会に関

する基礎知識を身につけている。 

２．食料安定供給と環境負荷低減の両立や農業の６次産業化の推進など、次世代の食産業シ

ステムの構築に関する広範な知識を有している。 

（思考・判断） 

３．食産業に関する知識と理解を基礎に、関連する諸課題に対して多面的に考察し、自分の

考えをまとめ、行動することができる。 

（関心・意欲） 

４．食産業について多面的な関心を持ち、技術や経営の革新を通じて諸課題を解決しようと

する意欲を持っている。 

（態度） 

５．食産業における技術開発や経営活動において、協調性と倫理性をもって、自律的に行動

できる。 

（技能・表現） 

６．自らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーション能力

とコミュニケーション能力を修得している。 

 

【水産システム学コース】 

食料生産環境学科水産システム学コースの教育目的に則り、所定の教育課程を修了し、以

下の各項目を身につけた学生に「学士（農学）」の学位を授与する。 

（知識•理解） 

１．水産システム学を実践するための数学、自然科学、社会科学、コミュニケーション（日

本語・英語）に関する基礎的知識を身につけている。 

２．水産業の復興と持続的発展に貢献するために、水産科学分野に加えて、水産業に関わる

人文・社会科学分野までの幅広い関連分野を網羅した水産システム学を体系的に身につけ、

水産業の現状とその課題を俯瞰的視点から理解できる。 

（思考•判断） 

３．水産業が抱える諸課題について多角的に分析、俯瞰的に思考し、最善の解決策を判断で

きる。 

（関心•意欲） 

４．日本と世界の水産業の持続的発展の諸課題に関心を持ち、問題解決に意欲的に取り組む

ことができる。 

（態度） 

５．水産業に関わる専門家としての高い倫理観を持ち、真摯に責任をもって持続的水産業構

築の諸課題について積極的に携わる態度を持つ。 

（技能•表現） 

６．漁業及び周辺産業、海洋環境や水産資源管理の現状把握と分析のための基礎的な技術を

身につけている。 
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７．調査や統計データを的確に分析・利用する技術、結果に基づく論理的な思考能力、およ

び得られた結果を的確に伝えることが出来るコミュニケーション力（プレゼンテーション、

日本語、英語）を身につけている。 

 

◇動物科学科 

動物科学科の教育目的に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項目を身につけた学生

に「学士（農学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．農学や生命科学につながる幅広い知識及びその基礎となる教養を持っている。 

２．動物生産及び動物科学分野に関する知識を持っている。 

（思考・判断） 

３．動物関連産業に関する課題の解決を適切に行うため、動物生産及び動物科学分野に関す

る知識により考察することができる。 

（関心・意欲） 

４．動物関連産業に関する課題に関心を持ち、課題の解決に意欲的に取り組むことができる。 

（態度） 

５．動物関連産業に関する課題の解決を客観的に行うため、情報収集及び議論を積極的に行

うことができる。 

（技能・表現） 

６．動物関連産業に関する課題を解決して論文又は口頭で発表を行うか、修得した動物生産

及び動物科学分野の技術を実践することができる。 

 

◇共同獣医学科 

共同獣医学科の教育目的に則り、所定の教育課程を修了し、以下の各項目を身につけた学

生に「学士（獣医学）」の学位を授与する。 

（知識・理解） 

１．獣医師としての責務を遂行するために、動物の健康・福祉、公衆衛生などに関する高度

な専門知識を修得している。 

（思考・判断） 

２．獣医学領域に関わる課題について、生命科学を基礎とした知識と技能を用いて論理的に

判断できる。 

（関心・意欲） 

３．獣医師として国内での責務を果たすのみならず、国際的視野を有している。 

４．地球規模での感染症対策や畜産物の安全確保等に対して貢献できる知識を修得しており、

意欲も有している。 

（態度） 

５．幅広い専門知識や技能に基づいた説明ができる。 

６．倫理性も備えた行動規範を身につけており、適切なコミュニケーションができる。 

（技能・表現） 

７．高度な専門知識に基づいて修得した獣医学領域で必要な技能を実践できる。 

８．論理性と倫理性を兼ね備えた行動規範を身につけている。 
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）：人文社会科学部 

 

人文社会科学部では、「総合化と専門深化」の教育理念及に基づき、現代社会の諸問題を総

合的観点から理解する能力と人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力を有し、地

域社会および国際社会に実践を通して貢献できる人材の養成を教育目的としている。 

 この目的を達成するために、教養教育で得た多様な学問領域の基礎的知識および基本的思

考力、幅広く深い教養と総合的な判断力等を踏まえ、学位授与の方針に基づき、専門教育科

目を「学部共通科目」、「課程科目」、「専修プログラム科目」の４つのカテゴリ－に分け、体

系的な教育課程を編成する。 

 教育課程の特色として、学部共通科目の高年次必修科目に「総合科学論Ⅰ・Ⅱ」を配置し、

諸学問のあり方を規定する方法論および諸研究が学際的に取り組む現代の重要課題を学修し、

自らの学修の学問的特性や位置づけに対する理解を深める。また、多様な学修成果、能力の

養成を可能とする主・副専修プログラムを設けることで、専門性の強化および総合的・複眼

的視野の充実を図るだけでなく、地域の諸課題に柔軟に対応できる思考力・判断力と、その

解決に必要なコミュニケ－ション能力を育成する。 

（知識・理解） 

１．幅広い分野の知識等修得のために、教養教育を必修とする。 

２．総合的・学際的視野を養うために、「総合科学論Ⅰ・Ⅱ」および主・副専修プログラムの

修得を必修とする。 

（思考判断） 

３．柔軟な思考力と的確な判断力を養うために、１つ以上の副専修プログラムの修得を必修

とする。 

（技能・表現） 

４．基礎的語学力および多様な考え方を理解し、自分の考えを表現する力を養うために、教

養教育の外国語科目および１つ以上の副専修プログラム修得を必修とし、学部共通科目に

「課題解決型国際研修」を置く。 

（関心・意欲・態度） 

５．諸課題に積極的に取り組み、貢献しようとする態度および高い倫理観を養うために、教

養教育科目の「地域関連科目」を必修とし、「課題解決型国際研修」を置く。 

 

【行動科学専修プログラム】 

行動科学専修プログラムでは、人間行動を個人的側面と社会的側面から総合的に理解し、

情報科学的素養と人間学的素養をもって、地域住民の心身の問題、家族の問題、生きがいの

問題など、人々が抱える多様な問題に適切に対処できる人材の養成を目的としている。この

教育目的を達成するために、以下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．心理学、社会学を中心とした行動科学的なアプローチから得られた人間行動に関する知

識を幅広く身につけ、人間行動について総合的・多元的に理解できるようにするために、

２年次には、プログラム基礎科目として、心理学、社会学、情報科学、人間学の各専門分

野の基本的な講義科目、３・４年次には、プログラム展開科目として各学問分野のより専

門・応用的な講義科目を系統的に配置する。さらに、人間行動の理解に関わる専門分野に

通底する学際的な方法論を理解するための科目として「行動科学方法論」を配置する。 
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（思考・判断） 

２．情報分析能力を身につけるために、基礎科目として基礎的および実践・応用的な統計科

目と「社会調査法」（１年次）、「社会調査実習」（２年次）があり、コミュニケーション能

力の涵養をはかるために、心理学、社会学、情報科学、人間学の各専門分野の演習科目、

「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次）、「特別研究」（４年次）を配置する。 

３．現実の問題解決に向けてアプローチでき、地域社会に積極的な提案を行うことができる

ようにするために、「社会調査実習」（２年次）、「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次）、「特別研

究」（４年次）を配置する。 

（技能・表現） 

４．現代社会に生きる人々が新たに直面する事象を、自らの力で理解し判断する自発的課題

探求力を身につけるために、展開科目として各専門分野の演習科目、プログラム基礎科目

の「社会調査実習」（２年次）、「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次）、「特別研究」（４年次）を

配置する。 

５．発表や討論を通じてのコミュニケーションやプレゼンテーションのスキルを修得できる

ようにするために、展開科目として各専門分野の演習科目、「社会調査実習」（２年次）、「特

殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次）、そして「特別研究」（４年次）を配置する。 

６．経験（実習・実験）を通したチームワークやリーダーシップなどの集団活動場面におけ

るスキルを修得させるために、１年次の課程導入科目に「人間文化入門」、２年次の基礎科

目として「社会調査実習」を配置する。 

（関心・意欲） 

７．専門分野の学問内容に興味を抱かせるために、２年次のプログラム基礎科目として、心

理学、社会学、情報科学、人間学の基本的な講義科目が配置されている。また、最新の研

究成果・動向等について興味・関心を持たせるために、プログラム展開科目では各専門分

野のより専門・応用的な講義科目を系統的に配置する。研究成果を報告し議論する「特殊

実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次）もまた専門分野への関心を高めるために大きく寄与する科目で

ある。 

８．専門性を活かした地域社会への参画の意欲を高めるために、「社会調査実習」（２年次）、

「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」（３年次）、「特別研究」（４年次）、また、情報をデザインし社会に

働きかけていく力を修得させる「ソーシャルデザイン論」の講義科目と演習科目を配置す

る。 

（態度） 

９．人間に対する深い理解と広い視野に基づく学際的・総合的な課題探求能力を修得し、現

代社会の様々な課題を全体的に把握し、それらの課題に適切かつ柔軟に対処できるように

するため、１年次の課程導入科目に「人間文化入門」と「人間文化研究」、２年次のプログ

ラム基礎科目に「社会調査実習」と「心理学基礎実験」、３・４年次のプログラム基礎科目

に「特殊実験調査Ⅰ・Ⅱ」、「特別研究」を配置して、こうした態度の形成を促す。 

 

【スポーツ科学専修プログラム】 

 スポーツ科学専修プログラムは、スポーツ科学の基礎的な知識を踏まえ、多様な対象者に

適切な運動やスポーツの処方や指導ができる資質を身につけ、スポーツを通した地域づくり

や地域住民の心身の健康づくりに適切に対処できる人材の養成を目的としている。この教育

目的を達成するために、以下のようにカリキュラムを編成する。 
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（知識・理解） 

１．スポーツ科学の基礎的な知識を理解するために、基礎科目として２年次に「スポーツ文

化論」、「スポーツ行動論」、「健康運動論」、３年次に「スポーツ科学方法論」、展開科目と

して３年次に「運動生理学」、「スポーツ心理学」、「バイオメカニクス」等を配置する。さ

らに、その修得をサポートする「社会学概論」、「心理学概論」等を開設する。 

２．健康づくりに関する知識とその必要性を理解するために、基礎科目として「健康管理論」、

「健康づくり運動論」、展開科目として「健康障害と予防」を必修とする。 

（思考・判断） 

３．スポーツや健康に関する地域の多様なニーズやシーズを察知でき、適切な対応策が講じ

られるようになるため、理論的側面として２年次に「スポーツプロデュース論」、３・４年

次に「スポーツＮＰＯ論」、「スポーツ政策論」等を配置する。 

（技能・表現） 

４．対象に応じた適切な運動処方が計画、および具体的な実践指導ができるために、実技・

実習の基礎科目として「健康づくり運動実習」と「健康スポーツ指導法Ⅰ・Ⅱ」、展開科目

として「健康運動処方論」を配置する。 

５．地域課題の探索ができるようにするため、課程共通科目の「社会調査法」とプログラム

基礎科目の「スポーツ社会調査実習」を配置する。 

（関心・意欲） 

６．健康やスポーツによる地域の活性化や地域づくりに関心を持ち、自ら地域に出て実践的

な活動や地域住民の健康づくりに意欲を持つために「地域スポーツコーディネート実習」、

「スポーツトレーナー実習」を配置する。 

（態度） 

７．「スポーツ行動論演習Ａ・Ｂ」、「健康運動論演習Ａ・Ｂ」、「スポーツプロデュース演習Ａ・

Ｂ」を配置し、より専門性を深め、その過程の中でグローバルな視野から地域貢献に積極

的に関わる態度を身に付けさせる。 

 

【現代文化専修プログラム】 

 現代文化専修プログラムでは、人間の営みの総体としての文化を近代モダニズムを含む現

代的な視点から捉え、文化現象の生成・発展・変容とともに流動化する現代社会を把握し、

文化の継承や創成を通じて地域社会の活性化に寄与できる人材の養成を目的としている。こ

の教育目的を達成するために、主要領域である社会文化思想、音楽文化、表象文化、文化記

号に関わる分野を中心に、以下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を涵養するために、１年次に課程導入科目「人間

文化入門」、「人間文化研究」を必修科目として配置する。 

２．国際的な視野に立って異文化を理解するために、１年次に課程共通科目「国際交流研修」、

「英語圏文化論」、「ヨーロッパ語圏文化論」、「アジア圏文化論」、外国語の基礎及びコミュ

ニケーション基礎科目などを選択必修として配置する。 

３．地域社会の諸問題を歴史や思想などの根源的原理から考察するために、プログラム基礎

科目「社会文化思想論」、「美学芸術学入門」、「音楽文化史」を、２年次前期～３年次後期

に選択必修科目として配置する。 

４．現代的状況の下で文化がどのように変容していくかを理解するために、プログラム基礎
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科目「表象文化論」、「文化記号論」を、２年次前期～３年次後期に選択必修科目として配

置する。 

（思考・判断） 

５．地域社会の現況把握や遭遇する諸課題に対して、多角的な視点から対象を把握するため

に、プログラム展開科目「社会文化思想論特講」、「消費文化論特講」、「芸術文化論特講」、

「音楽文化論特講」、「表象文化論特講」、「現代文化論特講」を、２年次後期～４年次前期

に選択必修科目として配置する。 

６．グローバルな観点が不可欠な現代的諸課題に対して、柔軟な思考で最適解を導き出せる

判断力を養成するために、「社会文化思想論演習」、「芸術文化論演習」、「表象文化論演習」、

「文化記号論演習」、「ソーシャルデザイン論演習」を、３年次前期～４年次後期に選択必

修科目として配置し、特別研究の指導を兼ねることとする。 

（技能・表現） 

７．対象に応じた認識手段や分析手法を修得するために、プログラム基礎科目「文化事象探

究」を、２年次後期～４年次前期に必修科目として配置する。 

８．企画・立案した内容や自身の見解等を的確に説明し発信できるようになるために、「文化

事象探究」に加えて、プログラム展開科目「メディア文化論特講」、「著作権概論」を、２

年次後期～３年次後期に選択必修科目として配置する。 

（関心・意欲・態度） 

９．未知の事象に対しても積極的に対応し得る好奇心や意欲を持つために、プログラム基礎

科目「文化事象探究」を、２年次後期～４年次前期に必修科目として配置する。 

10．地域社会の活性化等に主体的に関わろうとする態度を養成するために、プログラム展開

科目「ソーシャルデザイン論」、「ソーシャルデザイン論特講」、「応用倫理学」を、２年後

期～３年前期に選択必修科目として配置する。 

 

【異文化間コミュニティ専修プログラム】 

異文化間コミュニティ専修プログラムでは、性別、国籍、言語・民族性などの違いによっ

てマイノリティ（少数者）が生み出されるしくみ、社会的排除の現状と歴史的背景を学び、

これらの知識と当事者へのエンパワーメント・スキルを身につけ、社会的排除の乗り越えを

目指す地域の創生に貢献できる人材の養成を目的としている。この教育目的を達成するため

に、以下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．マイノリティが生み出されるしくみについて、総合的・多角的に理解する能力をはぐく

むために、プログラム基礎科目においては「ジェンダー論」・「複合エスニシティ論」・「異

文化コミュニケーション論」の３分野いずれもの履修を必修とする。 

２．社会的排除の現状・歴史的背景・乗り越えをめぐる模索について、人文・社会諸科学の

幅広い知識にもとづいて理解する能力をはぐくむために、①様々な文化における民族問題

や差別別問題の概要を知ることのできる、歴史や外国文学・文化に関する科目（「日本思想

史講義」、「英米文化論講義」）、②現代における差別や社会的排除の諸相を学ぶことのでき

る、哲学や社会学に関する科目（「人間学」、「家族社会学」）、③様々な社会的包摂の方法を

知ることのできる、心理学やスポーツに関する科目（「臨床心理学」、「スポーツＮＰＯ論」）

を幅広く配置する。 

（思考・判断） 
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３．性別、国籍、言語・民族性などの違いによって、自らがどのような社会的位置づけに置

かれているのかを、人文・社会科学の諸議論をふまえて思考する能力をはぐくむために、

プログラム基礎科目において「ジェンダー論」・「複合エスニシティ論」・「異文化コミュニ

ケーション論」以外に、人文系より４単位以上、社会科学系より２単位以上の履修を選択

必修とした上で、それらで学修した諸議論をふまえた思考を、「ジェンダー論」・「複合エス

ニシティ論」・「異文化コミュニケーション論」の各特講の履修を通じて育成する。 

４．性別、国籍、言語・民族性などの違いによって、自らにどのような視座の偏りが生じる

のかについて、自覚的な思考ができる能力をはぐくむために、３・４年次に「ジェンダー

論」・「複合エスニシティ論」・「異文化コミュニケーション論」の各演習科目を配置し、討

論を通じた自覚的思考の涵養をおこなう。 

（技能・表現） 

５．社会的排除当事者へのエンパワーメント・スキルのうち、基礎的な技能を身につけるた

め、プログラム基礎科目は心理学などの社会的包摂の方法を知ることのできる科目も選択

できるよう配置するとともに、「社会保障論」、「国際開発と貧困」等、エンパワーメントと

関連の深い社会政策・制度についての選択必修科目群を配置する。 

６．社会的排除当事者のヴァルネラヴィリティ（社会的立場の弱さ）を考慮に入れた、行動

や表現ができる能力をはぐくむため、３・４年次に配置する「ジェンダー論」・「複合エス

ニシティ論」・「異文化コミュニケーション論」の各演習科目では、社会的排除と包摂をめ

ぐる具体的な実践課題を取り上げる。 

（関心・意欲） 

７．多様なコミュニケーション手段を積極的に学び、国内のみならず国際的な異文化間コミ

ュニティ形成に対する関心をはぐくむため、課程共通科目として、１年次に「国際交流研

修」、「日本語表現基礎」をはじめとする各国語基礎科目、「異文化間コミュニティ論」等を

配置する。 

（態度） 

８．社会的排除の乗り越えに対して、地域の一員として主体的に関わろうとする態度をはぐ

くむため、自己の設定した課題テーマを深く主体的に探求する「特別研究」を４年次に配

置する。 

 

【歴史専修プログラム】 

歴史専修プログラムでは、日本・アジア・西洋の過去を横断的に学び、現代の諸問題の歴

史的背景を理解するとともに、過去との対話を通して現代を相対化して捉える能力を身につ

け、流動性や越境性を増す現代社会で活躍できる、歴史的視座と国際的視野、および比較の

視点を有する人材の養成を目的としている。この教育目的を達成するために、以下のように

カリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関する幅広い知識と教養を有し、国際的な視野に立って異文化を理解する

ために、課程導入科目（１年次）と課程共通科目（１・２年次）を配置する。 

２．プログラム基礎科目（２・３年次）に配置する、①歴史資料論、史学史、および日本史・

日本思想史・アジア史・西洋史・社会文化思想論の各領域の講義を横断的・総合的に学ぶ

とともに、②漢文やギリシア語、ラテン語、総合英語・ドイツ語・フランス語・ロシア語

の各国語の中から選択して基礎的な読解力を身につけ、③またプログラム展開科目も含め
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て、表象文化論、ジェンダー論、ドイツ文学講義、フランス文化論講義、考古学各論など

の歴史学に関連する分野の学問を学ぶことにより、歴史を読み解く幅広い能力を修得する。 

（思考・判断） 

３．プログラム展開科目（２～４年次、演習は３・４年次）に配置する、日本史特講・講読・

演習、日本思想史特講・講読・演習、アジア史特講・演習、西洋史特講・講読・演習、社

会文化思想論特講・演習などの中から選択して学修し、歴史的視座と国際的視野、および

比較の視点を身につけ、現代を相対化して捉える能力を修得する。 

（技能・表現） 

４．プログラム展開科目（２～４年次、演習は３・４年次）に配置する、日本史特講・講読・

演習、日本思想史特講・講読・演習、アジア史特講・演習、西洋史特講・講読・演習、社

会文化思想論特講・演習などの中から選択して学修し、歴史学にかかわる資料の読解力を

向上させるとともに、先行研究を批判的に検討し、そのうえで自らの見解を発表できる能

力を修得する。 

（関心・意欲・態度） 

５．日本・アジア・西洋各国の歴史に関する諸問題について自らの課題を見出し、資料に基

づいて自らの見解を論理的に組み立て、最終年次において「特別研究」を達成する。 

 

【芸術文化専修プログラム】 

芸術文化専修プログラムでは、社会における文化・芸術のあり方に関する総合的な学修を

基礎として、生涯教育活動の中核となる芸術文化の実践によって、地域における文化の活性

化、および地域からの文化発信に貢献できる人材の養成を目的としている。この教育目的を

達成するために、以下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有するために、１年次に課程導入科目（「人間文

化入門」と「人間文化研究」）を必修科目として配置する。 

２．芸術文化の諸領域、すなわちアート（絵画・版画・彫刻・書・映像メディア等の造形表

現領域）、 デザイン（プロダクトデザイン・グラフィックデザイン等のデザイン領域）、 ク

ラフト（金工・窯芸・染織等の工芸領域）、理論（美学・芸術史・芸術理論等の芸術学領域）

の４領域に関わる分野について総合的な素養を身に付けるために、課程共通科目として、

１年次に「絵画基礎」、「彫刻基礎」、「工芸基礎」、「デザイン基礎Ａ」、「デザイン基礎Ｂ」、

「書法基礎」を、２年次に「芸術文化論」を選択必修科目として配置する。 

３．現代的状況や地域社会の下で、多様な視点から芸術文化を理解することができるために、

プログラム基礎科目として、「美学芸術学入門」、「美術史入門」、「デザイン論」、「書道史」、

「音楽文化史Ａ・Ｂ」を選択科目として配置する。 

４．芸術文化の諸領域のいずれかに関して深い知識を身に付けるために、プログラム基礎科

目に「音楽理論Ⅰ・Ⅱ」、プログラム展開科目に「美術史Ⅰ・Ⅱ」、「書学」、「芸術文化論特

講Ａ・Ｂ」、「音楽文化論特講Ａ・Ｂ」を選択科目として配置する。 

（思考・判断） 

５．芸術文化について、作品鑑賞や文献を使って自主的に学習し思考することができるよう

にするために、「芸術文化論演習Ａ～Ｄ」、「美術史演習Ａ～Ｄ」をプログラム展開科目とし

て配置する。 

６．探求する課題について論理的に思考・判断することができるために、「特別研究」（卒業
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論文または制作レポートを付した卒業制作）を課程共通科目の必修科目として配置する。  

（技能・表現） 

７．芸術文化におけるアート・デザイン・クラフト・理論の諸領域のいずれかに関して、実

践的あるいは論理的な技能を身に付け、作品あるいは文章によって表現することができる

ために、２～４年次にかけて各分野の造形実習を自由に選択できるように配置するととも

に、「美術史Ⅰ・Ⅱ」、「書学」、「芸術文化論特講Ａ・Ｂ」、「音楽文化論特講Ａ・Ｂ」も配置

する。 

８．探求する課題について、制作あるいは文章によって自分の考えを展開し、表現すること

ができるために、３・４年次にかけて各分野の造形演習や「芸術文化論演習Ａ～Ｄ」、「美

術史演習Ａ～Ｄ」を自由に選択できるように配置するとともに、４年次には「特別研究」

を配置する。 

（関心・意欲） 

９．芸術文化に関する関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲を高めるために、２年次に「プロジ

ェクト実践演習（基礎）」を、３・４年次にかけて各領域の演習科目を配置する。 

（態度） 

10．強い責任感を持って、専門分野を社会に活かそうとする態度を身に付けるために、３・

４年次にかけてプロジェクト解決型の授業「プロジェクト実践演習（発展）Ⅰ～Ⅲ」を配

置する。 

 

【英語圏文化専修プログラム】 

英語圏文化専修プログラムでは、英語圏の文化・文学・言語について深い理解と英語の高

度なコミュニケーション能力を通して、グローバル社会で活躍できる人材を養成することを

目的としている。この教育目的を達成するために、以下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有するために、１年次に課程導入科目（「人間文

化入門」と「人間文化研究」）を必修科目として配置する。 

２．国際的な視野に立って異文化を理解することができるために、課程共通科目として、１

年次に「国際交流研修」と「英語圏文化論」を選択必修科目として配置する。 

３．英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野に関して総合的な素養を身に付けるため

に、プログラム基礎科目として、「英米文化論講義」、「英米文学講義」、「言語習得論」、「英

語学講義」をそれぞれ２単位履修するよう配置する。 

４．英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野のいずれかに関して深い知識を身に付け

るために、プログラム展開科目の「英米文学演習」、「英米文化論演習」、「英語習得論演習」、

「英語学演習」のいずれかの分野において４単位を選択するよう配置する。 

（思考・判断） 

５．英語圏の文化・文学・言語について、英語の資料や文献を使って自主的に学習し思考す

ることができるようにするために、「英米文学演習」、「英米文化論演習」、「英語習得論演習」、

「英語学演習」をプログラム展開科目として配置する。 

６．探求する課題について論理的に思考・判断することができるために、「特別研究」を課程

共通科目の必修科目として配置する。 

（技能・表現） 

７．実践的な英語コミュニケーション能力を身に付け、英語圏の人と英語で交流することが
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できるために、「英語コミュニケーション基礎」、「英語コミュニケーション発展」、「英語コ

ミュニケーション応用」を２～４年次にかけて段階的に学べるように配置するとともに、

英語のレベルアップを図るために「アカデミック・イングリッシュ」、「パワーアップ・イ

ングリッシュ」、「スキルアップ・イングリッシュ」を２・３年次に配置する。 

８．探求する課題について、論理的な文章によって自分の考えを表すことができるために、

「英語発展ゼミナール」と「特別研究」を４年次に配置する。 

（関心・意欲） 

９．英語圏の文化と言語に関する関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲を高めるために、３・４

年次に各種演習科目を配置する。 

（態度） 

10．強い責任感を持って、専門分野を社会に活かそうとする態度を身に付けるために、課題

解決型の授業科目（英米文化論演習など）を配置する。 

 

【ヨーロッパ語圏文化専修プログラム】 

 ヨーロッパ語圏文化専修プログラムでは、ヨーロッパの諸言語（ドイツ語、フランス語、

ロシア語）のコミュニケーション能力を養成するとともに、ヨーロッパ諸国の文化的特徴・

社会事情の理解、文学作品・作家についての理解、ヨーロッパ諸言語の言語学的分析方法の

習得などを通して、多文化・多言語化するグローバル化社会で活躍できる人材を養成するこ

とを目的としている。この教育目的を達成するために、以下のようにカリキュラムを編成す

る。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有するために、１年次に課程導入科目（「人間

文化入門」と「人間文化研究」）を必修科目として配置する。 

２．国際的な視野に立って異文化を理解することができるために、課程共通科目として、１

年次に「国際交流研修」、２年次に「ヨーロッパ語圏文化論」を選択必修科目に配置する。 

３．ヨーロッパ諸国の言語・文化の諸相を、その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理

解するために、プログラム基礎科目として、「ドイツ語学講義」、「フランス語学講義」、

「ロシア語学講義」、「ドイツ文学講義」、「フランス文学講義」、「ドイツ文化論講義」、

「フランス文化論講義」、「ロシア文学・文化論講義」を配置する。 

４．ヨーロッパ諸国の言語・文化・文学の諸分野のいずれかに関して深い知識を身に付ける

ために、プログラム展開科目の「ドイツ語学演習」、「フランス語学演習」、「ロシア語

学演習」、「ドイツ文学演習」、「フランス文学演習」、「ロシア文学・文化論演習」を

配置する。 

（思考・判断） 

５．ヨーロッパ社会における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背

景を踏まえた判断力を獲得するために、「ドイツ文化論演習」、「フランス文化論演習」、

「ロシア文学・文化論演習」をプログラム展開科目として配置する。 

６．探求する課題について論理的に思考・判断することができるために、「特別研究」を課

程共通科目の必修科目として配置する。 

（技能・表現） 

７．グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として個別言語を用いて発信で

きる能力を身につけるために、「ドイツ語コミュニケーション（基礎／発展／実践）」、
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「フランス語コミュニケーション（基礎／発展／実践）」、「ロシア語コミュニケーショ

ン（基礎／発展／実践）」を２～４年次にかけて段階的に学べるように配置する。 

８．探求する課題について、論理的な文章によって自分の考えを表すことができるために、

「ドイツ語作文」を２～４年次に、「フランス語作文」、「ロシア語作文」を３・４年次

に、「特別研究」を４年次に配置する。 

（関心・意欲） 

９．ヨーロッパ語圏の文化と言語に関する関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲を高めるために、

３・４年次に各種演習科目を配置する。 

（態度） 

10．多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を身

に付けるために、各分野の演習科目を配置する。 

 

【アジア圏文化専修プログラム】 

アジア圏文化専修プログラムでは、日本語および中国語の言語のコミュニケーション能力

を養成するとともに、アジア圏の文化的特徴・社会事情の理解、文学作品・作家についての

理解、日本語および中国語の言語学的分析方法の習得などを通して、多文化・多言語化する

グローバル化社会で活躍できる人材を養成することを目的としている。この教育目的を達成

するために、以下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．人間と文化に関して幅広い知識と教養を有するために、１年次に課程導入科目（「人間文

化入門」と「人間文化研究」）を必修科目として配置する。 

２．国際的な視野に立って異文化を理解することができるために、課程共通科目として、１

年次に「国際交流研修」、２年次に「アジア圏文化論」を選択必修科目として配置する。 

３．広くアジア圏の言語・文化の諸相を、その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理解

するために、プログラム基礎科目として、「日本史講義」、「日本思想史講義」、「日本文学講

義」、「日本語学講義」、「中国語学講義」、「アジア史講義」を配置する。 

４．アジア圏の文化・文学・言語の諸分野のいずれかに関して深い知識を身に付けるために、

プログラム展開科目の「日本史演習」、「日本思想史演習」、「日本文学演習」、「日本語学演

習」、「中国語学演習」、「アジア史演習」を配置する。 

（思考・判断） 

５．アジア文化圏における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背景

を踏まえた判断力を獲得するために、「日本史特講」、「日本思想史特講」、「日本文学特講」、

「日本語学特講」、「中国語学特講」、「アジア史特講」をプログラム展開科目として配置す

る。 

６．探求する課題について論理的に思考・判断することができるために、「特別研究」を課程

共通科目の必修科目として配置する。 

（技能・表現） 

７．グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として日本語を用いて発信でき

る能力を身につけるために、「日本語表現基礎」と「日本語読解基礎」を２年次で学べるよ

うに配置する。中国語による論理的な文章を講読できるために、「中国語学講読」を２～４

年次に配置する。 

８．探求する課題について、論理的な文章を講読し、また、自分の考えを文章に表すことが
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できるために、「特別研究」を４年次に配置する。 

（関心・意欲） 

９．アジア圏の文化と言語に関する関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲を高めるために、３・

４年次に各種演習科目を配置する。 

（態度） 

10．多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を身

に付けるために、課題解決型の授業科目である各分野の演習科目を配置する。 

 

【政策法務専修プログラム】 

 政策法務専修プログラムでは、プログラムのディプロマ・ポリシーを実現するために、法・

経済・環境に関する基礎および公法、刑事法、政治学などの専門に関する学修を目的に、以

下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．法・経済・環境に関する専門基礎的な知識を幅広く身につけるために、１年次に必修の

課程導入科目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「民法（総則）Ⅰ・Ⅱ」など）、

２年次にプログラム基礎科目（「憲法（人権）Ⅰ・Ⅱ」、「憲法（統治機構）Ⅰ」、「刑法総論

Ⅰ」、「政治学（政治過程）」、「環境生態学Ａ」など）を配置する。 

２．法学全体に関する基礎知識および公法、刑事法、政治学を中心とする専門的知識を修得

するため、プログラム基礎科目として２・３年次に「憲法（統治機構）Ⅱ」、「刑法各論Ⅰ」、

「刑事訴訟法Ⅰ」、「行政法（作用法総論）Ⅰ・Ⅱ」、「行政法（救済法）Ⅰ・Ⅱ」、「民法（物

権）Ⅰ」、「民法（債権総論）Ⅰ」、「民法（家族法）Ⅰ」などを配置する。また、地域社会

が抱える具体的・現実的課題の内容や意義、歴史的経緯を学修するうえでの基本的知識を

学ぶために、２・３年次にプログラム基礎科目として「政治学（政治理論）」、「行政学Ⅰ・

Ⅱ」、「財政学Ⅰ・Ⅱ」などを配置する。  

（思考・判断） 

３．法と人間・社会のあり方について、相互の複雑な連関を踏まえて理解する法学的思考様

式を身につけるために、プログラム基礎科目として２・３年次に「憲法（統治機構）Ⅱ」、

「刑法総論Ⅱ」、「民法（家族法）Ⅱ」、「政治学（政治理論）」などを配置する。 

４．身に付けた法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を養うため

に、２・３年次にプログラム基礎科目として「刑事政策」、「政治学（政治過程）」を置き、

具体的個別的な政策についての評価を求める。また、３年次にプログラム発展科目として

「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）を配置し、地域の具体的な政策につい

て知り、評価を下す機会を設ける。 

（技能・表現） 

５．法学全体に関する基礎的な観点および公法、刑事法、政治学を中心とする専門的な観点

から、地域社会が抱える課題につき、法学的思考様式を用いて政策立案を行い、それを論

理的かつ的確に説明するスキルを身につけられるように、３・４年次にプログラム発展科

目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）および各演習科目（いずれか

を選択必修）を置き、調査・報告やグループディスカッションを実施する。さらに４年次

に課程共通科目として「特別研究」（必修）を配置し、自身の学修・研究の結果を文章に表

現する機会を与える。 

６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテ
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ーション・スキルを身につけさせるために、３年次にプログラム発展科目として「地域政

策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）を置き、多人数集団の中でのコミュニケーショ

ンと自己発信能力を陶冶することができるようにする。 

（関心・意欲） 

７．３年次にプログラム発展科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）

を配置し、地域政策に携わる実践的機会を与えることで、地域が抱える課題の解決や地域

創生・地域マネジメントへの関心を高められるようにする。 

８．本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし、地域の問題解決のために社会に参画

する意欲を高めるために、２・３年次にプログラム基礎科目として選択必修の「刑事政策」、

「政治学（政治過程）」、３年次にプログラム発展科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」

（いずれかを選択必修）を配置する。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち、専門分野を社会に活かす体験をさせるため、３・

４年次にプログラム発展科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）お

よび各演習科目（いずれかを選択必修）を配置する。 

 

【企業法務専修プログラム】 

企業法務専修プログラムでは、プログラムのディプロマ・ポリシーを実現するために、法・

経済・環境に関する基礎および民法（財産法）、商法、労働法などの専門に関する学修を目的

に、以下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．法・経済・環境に関する専門基礎的な知識を幅広く身につけるために、１年次に必修の

課程導入科目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「民法（総則）Ⅰ・Ⅱ」など）、

２年次にプログラム基礎科目（「民法（物権）Ⅰ・Ⅱ」、「民法（債権総論）Ⅰ・Ⅱ」、「会社

法Ⅰ」、「労働法Ⅰ」、「環境生態学Ａ」など）を配置する。 

２．法学全体に関する基礎知識および民法（財産法）、商法、労働法を中心とする専門的知識

を修得するため、プログラム基礎科目として２・３年次に「憲法（人権）Ⅰ」、「民法（債

権各論）Ⅰ・Ⅱ」、「民法（家族法）Ⅰ」、「民法（相続法）」、「商法（総則）」などを配置す

る。また、地域産業が抱える具体的・現実的課題の内容や意義、歴史的経緯を学修するう

えでの基本的知識を学ぶために、２・３年次にプログラム基礎科目として「民事訴訟法Ⅰ・

Ⅱ」、「雇用管理法」、「経営学総論Ⅰ・Ⅱ」などを配置する。  

（思考・判断） 

３．法と人間・社会のあり方について、相互の複雑な連関を踏まえて理解する法学的思考様

式を身につけるために、プログラム基礎科目として２・３年次に「憲法（人権）Ⅱ」、「民

法（家族法）Ⅱ」、「会社法Ⅱ」などを配置する。 

４．身に付けた法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を養うため

に、２・３年次にプログラム基礎科目として「労働法Ⅱ」、「商法（商取引法）」を置き、具

体的個別的な政策についての評価を求める。また、３年次にプログラム発展科目として「地

域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）を配置し、地域の具体的な政策について知

り、評価を下す機会を設ける。 

（技能・表現） 

５．法学全体に関する基礎的な観点および民法（財産法）、商法、労働法を中心とする専門的
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な観点から、地域社会が抱える課題につき、法学的思考様式を用いて政策立案を行い、そ

れを論理的かつ的確に説明するスキルを身につけられるように、３・４年次にプログラム

発展科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）および各演習科目（い

ずれかを選択必修）を置き、調査・報告やグループディスカッションを実施する。さらに

４年次に課程共通科目として「特別研究」（必修）を配置し、自身の学修・研究の結果を文

章に表現する機会を与える。 

６．様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテ

ーション・スキルを身につけさせるために、３年次にプログラム発展科目として「地域政

策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）を置き、多人数集団の中でのコミュニケーショ

ンと自己発信能力を陶冶することができるようにする。 

（関心・意欲） 

７．３年次にプログラム発展科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）

を配置し、地域政策に携わる実践的機会を与えることで、地域産業が抱える課題の解決や

地域創生・地域マネジメントへの関心を高められるようにする。 

８．本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし、地域産業の問題解決のために社会に

参画する意欲を高めるために、２・３年次にプログラム基礎科目として「労働法Ⅱ」、「商

法（商取引法）」、３年次にプログラム発展科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれ

かを選択必修）を配置する。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち、専門分野を社会に活かす体験をさせるため、３・

４年次にプログラム発展科目として「地域政策実践演習Ａ・Ｂ」（いずれかを選択必修）お

よび各演習科目（いずれかを選択必修）を配置する。 

 

【地域社会経済専修プログラム】 

地域社会経済専修プログラムでは、経済学の基礎的学修とともに、地域・地方自治にかか

る基礎的な制度・政策を学ぶことによって、地域経済の創生・再生を担うことができる人材

の養成を目的としている。この教育目標を達成するために、経済学ならびに地域経済を主に、

以下のようにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 

１．経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけるために、１年次に必修の課程

導入科目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」、「環境経済論Ⅰ」、

「民法（総則）Ⅰ・Ⅱ」、「環境政策論Ⅰ」）、２・３年次のプログラム基礎科目に多岐にわ

たる各分野の関連科目を配置する。 

２．地域経済のしくみを理解するための総合的な専門的知識を修得するために、１年次に課

程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」、「環境経済論Ⅰ」）、２・３年次のプログラム基礎科目に

選択必修科目（「理論経済学Ⅰ・Ⅱ」、「財政学Ⅰ・Ⅱ」、「国際経済論Ａ・Ｂ」、「農業経済論

Ⅰ・Ⅱ」、「ミクロ経済学」、「金融論」）を配置する。 

 （思考・判断） 

３．経済学的素養を充分に身につけるために、１年次の課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」、

「環境経済論Ⅰ」）や２・３年次のプログラム基礎科目における選択必修科目（「理論経済

学Ⅰ・Ⅱ」、「財政学Ⅰ・Ⅱ」等）に加えて、「経営学総論Ⅰ・Ⅱ」、「会計学Ⅰ・Ⅱ」、「経済

外書講読」、「簿記論Ⅰ・Ⅱ」、「環境経済論Ⅱ」等を配置する。 
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４．各分野の専門的知識を活かして地域経済のしくみとその課題を総合的に思考する能力を

修得するために、２・３年次のプログラム基礎科目を中心に経済関連科目だけでなく「行

政学Ⅰ・Ⅱ」、「行政法（作用法総論）Ⅰ・Ⅱ」、「環境政策論Ⅱ」、「持続可能な社会論」等

の法・環境関連科目を配置する。 

（技能・表現） 

５．地域経済の現象や課題を関連資料・データに基づいて評価・分析し、政策的判断を行う

スキルを身につけられるように、調査・分析、口頭発表・集団討議やレポート・論文作成

等の教育活動を取り入れた科目（プログラム基礎科目に「地域経済調査演習」、「地域経済

実践演習」（２年次履修）、プログラム展開科目に各分野の演習科目（３年次履修）、課程共

通科目に「特別研究」（４年次履修））を必修・選択必修として配置し、２年次から系統的

に履修できるようにする。 

６．柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーション・スキルを身につけるために、プ

ログラム基礎科目の「地域経済調査演習」、「地域経済実践演習」、各分野の演習科目、課程

共通科目の「特別研究」等の口頭発表・集団討議を取り入れる科目を必修・選択必修とす

る。 

（関心・意欲） 

７．経済関連科目をはじめとする各分野のプログラム基礎科目に加えて、プログラム展開科

目に「応用マクロ経済学」、「日本経済史」、「西洋経済史」、「人的資源管理論」、「経済思想」、

「企業論」、「労働経済論」、「日本経済論」、「公会計論」といった発展的な経済関連科目を

配置し、また各分野の演習科目や「特別研究」を通じて現代におけるさまざまな地域経済

の諸問題や経済現象への関心を高められるようにする。 

８．経済学をはじめとする専門的視点を活かして、地域経済の課題に主体的・実践的に取り

組む意欲を高めるために、プログラム基礎科目に「地域経済調査演習」、「地域経済実践演

習」、プログラム展開科目に各分野の演習科目、課程共通科目に「特別研究」等を配置する。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち、専門分野を社会に活かす体験をさせるため、プ

ログラム基礎科目に「地域経済調査演習」、「地域経済実践演習」、プログラム展開科目に各

分野の演習科目、課程共通科目の「特別研究」等を系統的に履修できるように配置する。 

 

【地域社会連携専修プログラム】 

地域社会連携専修プログラムでは、経済学を基礎として、法学や環境学の視点を取り入れ

ながら地域社会や産業の現場で生じている生産・生活をめぐる諸問題を学修することによっ

て、地域が抱える諸課題を総合的な観点から解決できる人材の養成を目的としている。この

教育目標を達成するために、経済学ならびに地域産業を主に、以下のようにカリキュラムを

編成する。 

（知識・理解） 

１．経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけるために、１年次に必修の課程

導入科目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」、「環境経済論Ⅰ」、

「民法（総則）Ⅰ・Ⅱ」、「環境政策論Ⅰ」）、２・３年次のプログラム基礎科目に多岐にわ

たる各分野の科目を配置する。 

２．地域社会や産業のしくみを理解するための総合的な専門的知識を修得するために、１年

次に課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」）、２・３年次のプログラム基礎科目に選択必修科
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目（「経営学総論Ⅰ・Ⅱ」、「会計学Ⅰ・Ⅱ」、「社会保障論Ⅰ・Ⅱ」、「政治経済学Ⅰ・Ⅱ」、

「環境経済論Ⅱ」）を配置する。 

（思考・判断） 

３．経済学的素養を充分に身につけるために、１年次の課程共通科目（「経済学基礎Ⅰ・Ⅱ」、

「環境経済論Ⅰ」）や２・３年次のプログラム基礎科目における選択必修科目（「経営学総

論Ⅰ・Ⅱ」、「会計学Ⅰ・Ⅱ」等）に加えて、「農業経済論Ⅰ・Ⅱ」、「財政学Ⅰ・Ⅱ」、「簿記

論Ⅰ・Ⅱ」、「国際経済論Ａ・Ｂ」等を配置する。 

４．各分野の専門的知識を活かして地域社会や産業のしくみとその課題を総合的に思考する

能力を修得するために、２・３年次のプログラム基礎科目を中心に経済関連科目だけでな

く「行政学Ⅰ・Ⅱ」、「会社法Ⅰ・Ⅱ」、「労働法Ⅰ・Ⅱ」、「持続可能な社会論」、「環境政策

論Ⅱ」、「環境社会学Ⅰ・Ⅱ」等の法・環境関連科目を配置する。 

（技能・表現） 

５．地域経済の現象や課題を関連資料・データに基づいて評価・分析し、政策的判断を行う

スキルを身につけられるように、調査・分析、口頭発表・集団討議やレポート・論文作成

等の教育活動を取り入れた科目（プログラム基礎科目に「地域経済調査演習」、「地域環境

マネジメント実践演習」（２年次履修）、プログラム展開科目に各分野の演習科目（３年次

履修）、課程共通科目に「特別研究」（４年次履修））を必修・選択必修として配置し、２年

次から系統的に履修できるようにする。 

６．柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーション・スキルを身につけるために、プ

ログラム基礎科目の「地域経済調査演習」、「地域環境マネジメント実践演習」、各分野の演

習科目、課程共通科目の「特別研究」等の口頭発表・集団討議を取り入れる科目を必修・

選択必修とする。 

（関心・意欲） 

７．経済関連科目をはじめとする各分野のプログラム基礎科目に加えて、プログラム展開科

目に「地方財政論」、「公会計論」、「協同組合論」、「マーケティング論」、「管理会計論」、「企

業論」、「日本経済論」といった発展的な経済関連科目を配置し、また各分野の演習科目や

「特別研究」を通じて現代におけるさまざまな地域社会や産業の諸問題や経済現象への関

心を高められるようにする。 

８．経済学をはじめとする専門的視点を活かして、地域経済の課題に主体的・実践的に取り

組む意欲を高めるために、プログラム基礎科目に「地域経済調査演習」、「地域環境マネジ

メント実践演習」、プログラム展開科目に各分野の演習科目、課程共通科目に「特別研究」

等を配置する。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち、専門分野を社会に活かす体験をさせるため、プ

ログラム基礎科目に「地域経済調査演習」、「地域環境マネジメント実践演習」、プログラム

展開科目に各分野の演習科目、課程共通科目の「特別研究」等を系統的に履修できるよう

に配置する 

 

【環境共生専修プログラム】 

 環境共生専修プログラムでは、プログラムの学位授与の方針を実現するために、以下のよ

うにカリキュラムを編成する。 

（知識・理解） 
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１．環境・法・経済に関する専門基礎的な知識を幅広く身につけるために、１年次に必修の

課程導入科目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）と課程共通科目（「環境政策論Ⅰ」など）、２年次

にプログラム基礎科目（「環境統計学Ⅰ・Ⅱ」など）を配置する。 

２．環境学諸分野の研究手法と専門的知識を獲得させるために、プログラム基礎科目として

２年次に必修の「環境科学演習」、「持続可能な社会論」、２・３年次に選択必修の「環境政

策論Ⅱ」、「環境経済論Ⅱ」、「環境文化論Ⅰ・Ⅱ」、「環境社会学Ⅰ・Ⅱ」、「環境生態学Ａ 」、

「自然環境学Ａ 」、プログラム展開科目として３・４年次に選択必修の「保全生物学」、「景

観生態学」、「環境経済論特講」、「環境文化論特講」、「環境社会学特講」、「環境思想史」、各

分野の演習科目などを配置する。 

（思考・判断） 

３．環境と人間・社会のあり方について、相互の複雑な連関を踏まえ、理解する能力を身に

つけるために、１年次に必修の課程導入科目（「地域政策入門Ａ・Ｂ」）、課程共通科目（「環

境経済論Ⅰ」など）、２・３年次にプログラム基礎科目（「環境政策論Ⅱ」、「環境経済論Ⅱ」、

「環境文化論Ⅰ・Ⅱ」、「環境社会学Ⅰ・Ⅱ」など）を配置する。 

４．獲得した様々な専門的知識を用いて、環境問題の解決、「持続可能な共生社会」構築に取

り組む活動を行わせるために、プログラム基礎科目に必修の「環境科学演習」、「持続可能

な社会論」、選択必修の「地域環境マネジメント実践演習」、「環境社会調査演習 」に加え、

「環境社会調査実習」、「環境科学実験」、各分野の演習科目等の演習・実習・実験科目（２・

３年次履修）、４年次必修の「特別研究」などを配置する。 

（技能・表現）  

５．地域社会やその環境に関する調査ができ、そこに潜む問題点や解決法に関する見解・提

言を論理的かつ的確に説明するスキルを身につけられるように、プログラム基礎科目に「環

境科学演習」、「地域環境マネジメント実践演習」、「環境社会調査演習・実習」、「環境科学

実験」、４年次に課程共通科目の「特別研究」等、調査・分析、フィールド実習、口頭発表、

論文執筆などの教育活動を取り入れた科目を必修・選択必修として配置し、２年次から系

統的に履修できるようにする。 

６．柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーション・スキルを身につけるために、プ

ログラム基礎科目の「環境科学演習」、「持続可能な社会論」、課程共通科目の「特別研究」

を必修、各分野の演習科目などを必修・選択必修とする。 

（関心・意欲） 

７．地球規模環境問題や開発途上国の開発をテーマとしたプログラム基礎科目の「国際開発

と環境・貧困」、身近な地域環境の現状・取り組みに焦点を当てたプログラム基礎科目の「環

境科学演習」、「地域環境マネジメント実践演習」、「環境社会調査実習」、「環境科学実験」、

これらから幅広く環境の現実を扱う科目をプログラム基礎・展開科目を中心に配置し、多

岐にわたる環境や環境問題への関心を高められるようにする。 

８．環境学をはじめとする専門的視点を活かし、環境・地域の問題解決のために社会に参画

する意欲を高められるよう、プログラム基礎科目に「環境科学演習」、「地域環境マネジメ

ント実践演習」、「環境社会調査実習」、プログラム展開科目に「保全生物学」、「環境経済論

特講」、「環境社会学特講」などを配置する。 

（態度） 

９．中立公正な立場から高い倫理性を持ち、専門分野を社会に活かす体験をさせるため、プ

ログラム基礎科目に「地域環境マネジメント実践演習」、「環境社会調査演習・実習」、「環
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境科学実験」、プログラム展開科目に各分野の演習科目、課程共通科目の「特別研究」など

を系統的に履修できるように配置する。 
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）：教育学部 

 

◇教育学部・学校教育教員養成課程 

 岩手大学教育学部・学校教育教員養成課程では、教育に関する理論的・実践的な力量、教

育内容とその背景をなす諸学問の理解、及び豊かな人間性と社会性を備え、高い意欲と使命

感を持って学校教育に取り組むことができる教員を養成することを目的としている。この教

育目的達成のために、教養教育科目と専門教育科目で構成される系統的な教育課程を編成し

ている。 

教養教育科目は、学士課程を修めた知識人として幅広い教養と豊かな人間性を養うことを

目的とし、大学共通の科目群が用意されている。各コースの学位授与の方針（ディプロマ・

ポリシー）の中に総合的思考力を養うために幅広い教養を身に付けることを掲げており、こ

の目的達成のため、幅広い分野について単位修得ができるようにカリキュラムが組まれてい

る。 

専門教育科目は、以下の５つの科目に区分して編成し、これらの科目について教員免許状

取得のための法規上の科目はもちろんのこと、さらに充実した教員養成を行うために多様な

科目が用意されている。 

（1）教育及び子どもに関する基礎的知識と技能の修得のための教職専門科目 

（2）教科に関する専門的知識と技能の修得のための教科専門科目 

（3）所属サブコース毎の専門的な知識と技能の修得のための所属専門科目 

（4）幅広い知識と技能の修得に資するための選択科目 

（5）卒業研究 

これらの専門教育科目について、次の２つの考え方に基づいて教育課程が組み立てられてい

る。 

１．学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）にも位置づけられているように、理論的な

学びと実践的な学びのつながりを重視し、双方の往還による相乗的な力量育成を目指し

ている。そのために系統的に教育現場での実践的な体験を組み込み、理論的側面と教育

現場における実践的側面をつなげながら、それぞれでの学びを自覚的に深めていくこと

ができる系統的なカリキュラムを構成している。なお、この４年間の教職課程の学習成

果を確認し、教職への意欲と自覚を促すことを目的として、在学期間全般にわたって「教

職ポートフォリオ」を導入している。 

２．学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）にも位置づけられているように、教員とし

て共通に身に付けるべき基礎となる内容（基礎力の育成）に加え、 自らが得意とする分

野を形成する内容（専門分野の育成）の両面の育成を図っている。 ここで特に専門分野

の教育では単に知識や技能を深めるだけではなく、ものの見方、課題分析力、論理的思

考力やものごとを創造的にアプローチする能力も重視し、このような学位授与の方針（デ

ィプロマ・ポリシー）の中に掲げられた能力を総合的に実現する場として卒業研究が位

置づけられている。 

 

すべての学生は、所属するコースの定めるところにより、主免許となる教員免許状の取得

が義務づけられている。さらに地域の教育現場のニーズに応えるとともに教員としての視野

を広げるため副免許となる教員免許状の取得が義務づけられている。これらの教員免許状の
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取得資格を得た上で、コース毎に定められた所定の単位を修得することにより学士課程を修

了することができる。 

 

【小学校教育コース】  

（知識・理解） 

１．文化、社会、自然、環境等に関する幅広い視野と教養を身につけるために、教養教育科

目の履修を必修としている。  

２．小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけるために、「教育概論」、「教育心

理学」、「発達心理学」、「特別支援教育」、「生徒指導」、「教育相談」等の教職専門科目の履

修を必修としている。 

３．小学校の教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけるために、２、３年

次に各教科等の内容及び指導法に関する科目を配置し、履修を義務づけている。 

４．専攻する学問分野の専門的知識を身につけることができるように、１年次後期からサブ 

コースに所属することとし、サブコース毎に専門科目を配置している。 

（思考・判断） 

５．学校教育について多面的かつ実践的に思考・判断する能力を身につけるために、「観察実

習」（１年次）、「学校体験実習」（２年次）、主免教育実習（３年次）、副免教育実習（４年

次）及び「小学校実践研究」（３年次）の履修を必修としている。 

６．課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする能力を身につけるた

めに、サブコース毎に演習科目及び実験科目や卒業研究を配置している。 

（技能・表現） 

７．小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけるために、教科

等の指導法に関する科目、「生徒指導」、「教育相談」、「小学校実践研究」及び１年次から４

年次までの教育実習関連科目を必修としている。 

８．ものごとを計画的に進め、口頭や文章で的確に表現することができる技能や、授業や話

し合いを主導的に進めたり、協調的に議論することができる能力を養うために、「教職入門」

（１年次）、教育実習関連科目（１～４年次）、「教職実践演習」（４年次）、サブコース毎の

少人数による授業科目、卒業研究等を配置している。 

（関心・意欲） 

９．学校教育への強い関心を持たせ、その発展に貢献しようとする意欲を持たせるために、 

 １年次から４年次までの教育実習関連科目を含め、「教職入門」（１年次前期）に始まって

「教職実践演習」（４年次後期）で完結する、系統的な教員養成カリキュラムを編成してい

る。 

（態度） 

10．学校教育に対する強い使命感と責任の自覚、常に学び続けようとする態度を身につける

ために、系統的な教員養成カリキュラムを編成するとともに、「教職ポートフォリオ」を活

用して、４年間を通した教職指導を行う。 

 

【中学校教育コース】  

（知識・理解） 

１．文化、社会、自然、環境等に関する幅広い視野と教養を身につけるために、教養教育科

目の履修を必修としている。 
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２．中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけるために、「教育概論」、「教育心

理学」、「発達心理学」、「特別支援教育」、「生徒指導・進路指導」、「教育相談」等の教職専

門科目の履修を必修としている。 

３．取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけるために、２、３年次に教

科の内容及び指導法に関する科目を配置し、履修を義務づけている。 

４．専攻する学問分野の専門的知識を身につけることができるように、１年次からサブコー

スに所属することとし、サブコース毎に専門科目を配置している。 

（思考・判断） 

５．学校教育について多面的かつ実践的に思考・判断する能力を身につけるために、「観察実

習」（１年次）、「学校体験実習」（２年次）、主免教育実習（３年次）、副免教育実習（４年

次）の履修を必修としている。 

６．課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする能力を身につけるた

めに、サブコース毎に演習科目、実技科目及び実験科目や卒業研究を配置している。 

（技能・表現） 

７．中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけるために、教科

の指導法に関する科目、「生徒指導・進路指導」、「教育相談」及び１年次から４年次までの

教育実習関連科目を必修としている。 

８．ものごとを計画的に進め、口頭や文章で的確に表現することができる技能や、授業や話

し合いを主導的に進めたり、協調的に議論することができる能力を養うために、「教職入門」

（１年次）、教育実習関連科目（１～４年次）、「教職実践演習」（４年次）、サブコース毎の

少人数による授業科目、卒業研究等を配置している。 

（関心・意欲） 

９．学校教育への強い関心を持たせ、その発展に貢献しようとする意欲を持たせるために、 

１年次から４年次までの教育実習関連科目を含め、「教職入門」（１年次前期）に始まって

「教職実践演習」（４年次後期）で完結する、系統的な教員養成カリキュラムを編成してい

る。 

（態度） 

10．学校教育に対する強い使命感と責任の自覚、常に学び続けようとする態度を身につける

ために、系統的な教員養成カリキュラムを編成するとともに、「教職ポートフォリオ」を活

用して、４年間を通した教職指導を行う。 

 

【理数教育コース】 

（知識・理解）  

１．文化、社会、自然、環境等に関する幅広い視野と教養を身につけるために、教養教育科

目の履修を必修としている。   

２．義務教育段階の学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけるために，「教育概

論」、「教育心理学」、「発達心理学」、「特別支援教育」、「生徒指導」、「教育相談」等の教職

専門科目の履修を必修としている。 

３．理科あるいは数学の基本的な内容及び指導法に関する知識を身につけるために、１、２

年次に理科あるいは数学の一般的な専門科目を配置するとともに、２、３年次に教科指導

法に関する科目を配置し、履修を義務づけている。 
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４．専攻する学問分野の専門的知識を深めることができるように、３、４年次で履修する発

展的な選択科目を配置している。 

（思考・判断）  

５．学校教育について実践的に思考・判断する能力を身につけるために、基礎となる学校教

育、理数教育に関する科目を３年次前期までに履修するとともに、学校現場の実践的教育

の場として４年一貫の教育実習（「観察実習」（１年次）、「学校体験実習」（２年次）、主免

教育実習（３年次）、副免教育実習（４年次））の履修を必修としている。 

６．課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする能力を身につけるた

めに、専攻分野の発展的な科目の少人数教育や卒業研究を行う。 

（技能・表現）  

７．学習指導の基本的な技能を身につけるために、教科の指導法や実験・実習の科目を必修

としています。さらに発展的な技能を学習するために「理数教材開発研究」，「ICT を活用

した理数教育」を必修としている。 

８．児童・生徒の生活指導のための基礎的な技能を身につけるために、「生徒指導」、「教育相

談」等の科目、および４年一貫の教育実習を必修としている。 

９．ものごとを計画的に進め、口頭や文章で的確に表現することができる技能や、授業や話

し合いを主導的に進めたり、協調的に議論することができる能力を養うために、学生の能

動的な学習を取り入れた「教職入門」（１年次）、教育実習関連科目（１～４年次）、「教職

実践演習」（４年次）、サブコース毎の少人数による授業科目、卒業研究等を配置している。 

（関心・意欲）  

10．学校教育への強い関心と学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持たせるために、１

年次から４年次までの教育実習関連科目を含め、「教職入門」（１年次前期）に始まって「教

職実践演習」（４年次後期）で完結する、系統的な教員養成カリキュラムを編成している。

その中で理数教育の発展に貢献しようとする意欲を高めるために、現在の理数教育の課題

解決に直結する科目として「理数教材開発研究」、「ICT を活用した理数教育」を必修とし

ている。 

（態度）  

11．学校教育に対する強い使命感と責任の自覚、常に学び続けようとする態度を身につける

ために、系統的な教員養成カリキュラムを編成するとともに、「教職ポートフォリオ」を活

用して、４年間を通した教職指導を行う。 

 

【特別支援教育コース】  

（知識・理解） 

１．文化、社会、自然、環境等に関する幅広い視野と教養を身につけるために、教養教育科

目の履修を必修としている。  

２．特別支援学校における教育及び小学校教育または中学校教育、並びに子どもに関する基

礎的な知識を身につけるために、「教育概論」、「教育心理学」、「発達心理学」、「特別支援教

育」、「生徒指導」、「教育相談」等の教職専門科目の履修を必修としている。 

３．特別支援学校及び小学校または中学校の教科等の内容並びに指導法に関する基礎的な知

識を身につけるために、主に２、３年次に各教科等の内容及び指導法に関する科目を配置

し、履修を義務づけている。 
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４．特別支援教育の専門的知識を身につけることができるように、１年次から特別支援教育

専門科目を配置している。 

（思考・判断） 

５．学校教育について多面的かつ実践的に思考・判断する能力を身につけるために、「観察実

習」（１年次）、「学校体験実習」（２年次）、主免教育実習（３年次）、副免教育実習（４年

次）の履修を必修としている。 

６．特別支援教育に必要な課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす

る能力を身につけるために、特別支援教育に必要な教育、心理、生理及び病理にかかわる

卒業研究を配置している。 

（技能・表現） 

７．小学校または中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につける

ために、教科等の指導法に関する科目、「生徒指導」、「教育相談」及び１年次から４年次ま

での教育実習関連科目を必修としている。 

８．特別支援学校における指導及び支援、特別支援学校が有するセンター的機能に求められ

る相談支援のための基礎的な技能を身に付けるために、「特別支援教育指導法」「知的障害

教育指導法」「軽度発達障害総論」を必修としている。 

９．ものごとを計画的に進め、口頭や文章で的確に表現することができる技能や、授業や話

し合いを主導的に進めたり、協調的に議論することができる能力を養うために、「教職入門」

（１年次）、教育実習関連科目（１～４年次）、「教職実践演習」（４年次）、サブコース毎の

少人数による授業科目、卒業研究等を配置している。 

（関心・意欲） 

10．学校教育への強い関心を持ち、その発展に貢献しようとする意欲を持てるように、１年

次から１年次までの教育実習関連科目を含め、「教職入門」（１年次前期）に始まって「教

職実践演習」（４年次後期）で完結する、系統的な教員養成カリキュラムを編成している。 

11．特別支援教育の現状や課題に強い関心を持ち、最新の動向の把握に努め、特別支援教育

の発展に貢献しようとする意欲を持てるように、１年次前期から学校等の参観や実際に幼

児児童生徒と活動する「特別支援教育実践論」を配置している。 

（態度） 

12．学校教育に対する強い使命感と責任の自覚、常に学び続けようとする態度を身につける

ために、系統的な教員養成カリキュラムを編成するとともに、「教職ポートフォリオ」を活

用して、４年間を通した教職指導を行う。 

13．特別支援教育に対する強い使命感と責任を自覚し、児童生徒及び保護者の思いに寄り添

う態度を身につけるために、教育実習に加え、１年次には「特別支援教育実践論」、２年

次には特別支援学校における「観察実習」を配置し、講義等における専門科目の学習経験

と対応して実地に学習できるようにしている。 
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◇化学・生命理工学科  

【化学コース】 

化学コースでは、基礎化学と応用化学に関する国際水準の高度な専門知識・専門技術を有

し、さらに幅広い一般教養と語学力を基にして、地域社会と国際社会の持続的発展を実現す

るうえで解決すべき諸問題に積極的に取り組むことができる人材の育成を目的として定めて

いる。本コースでは、その教育プログラムを通して、学生が以下の能力を修得することを目

指している。 

（知識・理解） 

１．文化・社会・自然・環境・地域に関する幅広い知識を身につけさせるために、教養教育

科目の履修を必修としている。 

２．理工学部卒業生として備えるべき、自然科学に関する国際水準の基礎知識や技能を修得

させるために共通科目として専門基礎科目を配置している。 

（思考・判断）  

３．地域における課題を見出し、それを解決する方法を提案する能力を開発するために、「ソ

フトパス理工学概論」等の地域学習科目を配置している。 

４．基礎化学と応用化学に関わる幅広く深い知識を修得し、問題解決能力を養うための専門

性を高めるために、無機化学、有機化学、物理化学、高分子化学、化学工学、分析化学の

科目を体系的に配置している。 

（技能・表現） 

５．専門科目で学んだ知識を活用する実践力養成のために、化学実験を実施する。 

６．プロジェクトベースドラーニング（PBL)科目（「化学生命研修Ⅰ・Ⅱ」）を通じて、自ら

調べた結果を、論理的に発表する能力を養う。また、英語で発表する能力を養うために、

「科学英語」を配置している。 

（関心・意欲・態度）  

７．科学技術による地域貢献、最新の化学トピックスに興味を持たせるための科目を専門科

目に配置している。 

８．実社会において化学の専門家として活動する際に必要となる素養を身につけさせるため

に、「技術者倫理」、「社会体験学習」等の科目を配置している。 

 

【生命コース】 

学位授与方針に基づき、入学から２年次までは教養教育科目と専門基礎科目を、２年次以

降は専門科目を受講させ、幅広い基礎知識と応用力を修得させる。３年次後期には研究室に

配属し、４年次に卒業研究を行うための準備を行わせる。学位授与方針の各項目と対応する

科目を以下に示す。 

（知識・理解） 

１．一般教養に関連した教養科目や分野横断型科目を教養教育科目として配置する。 

２．自然科学に関する幅広い基礎知識の修得に必要な専門基礎科目、生命理工学に関する専

門知識の修得に必要な学科内共通科目や生命コース科目を配置する。 

（思考・判断） 

３．多様な社会性や地域性を考慮し、生命理工学の見地から健康や福祉等の諸問題と向き合

057

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）：理工学部



理工学部 

- 2 - 

 

えるように、「基礎ゼミ」と「化学生命研修Ⅰ」を必修科目とし、「化学生命研修Ⅱ」、「社

会体験学習」、「化学生命概論」を選択科目とする。 

（技能・表現） 

４．生命理工学分野の基本的な研究・実験技能を修得させるため、「化学実験」「生命理工学

実験Ⅰ、Ⅱ」「生命理工学演習Ⅰ、Ⅱ」を必修科目とする。 

５．日本語と英語による論理的な表現力とコミュニケーション能力を修得させるため、「情報

基礎」、「教養教育の英語科目」、「科学英語Ⅰ、Ⅱ」を必修科目とし、「国際研修」を選択科

目とする。 

（関心・意欲・態度） 

６．生命理工学及び関連分野の進展に関心を持たせ、主体的に学ばせるため、「英語論文購読

Ⅰ、Ⅱ」、「生命理工学情報」を必修科目とする。また、３年次後期から研究室に配属させ、

卒業研究に主体的に取り組ませる。 

７．生命理工学に関する知識や技能を活かして、社会に貢献する意欲と態度を持たせるため、

「技術者倫理」、「ソフトパス理工学概論」を必修科目とし、「工業経営管理論」、「知的財産

権概論」、「特許法特論」、「原子力工学」を選択科目とする。 

 

◇物理・材料理工学科 

【数理・物理コース】 

数理・物理コースでは、数学及び物理に関する幅広い知識・教養を身につけると同時に自

然界の真理探究を通じて自然科学と人類社会との関係を総合的に判断出来る知性、品格さら

には国際感覚を身につけた人材の育成を目標としている。そのため、教育研究分野として、

物理科学分野と数理科学分野を設置し、幅広い基礎知識の修得と数理科学の専門性深化を目

指した教育課程を以下の様に編成している。 

（知識・理解）  

１．１、２年次に、理工学全般の基礎的な知識と実験・分析方法を修得出来るように、教養

教育、主として数学、物理、化学の講義と基礎実験科目からなる専門基礎科目を配置して

いる。 

２．数理科学、物理科学に関する幅広い基礎知識および高度な専門性を体系的に習得出来る

ように、学科内専門科目、さらにより高い専門性を学ぶためのコース内専門科目を２年次

以降に配置している。 

３．数理科学分野の専門性を深化できるように、微分方程式、線形代数学、複素解析学を基

礎に、応用解析学、ゲーム理論、複雑系科学などを体系的に履修することを徹底している。 

４．物理科学分野の専門性を深化できるように、電磁気学、量子力学、統計力学、などを基

礎に、固体物理学、磁性物理学、光学などを体系的に履修することを徹底している。 

（思考・判断） 

５．数理科学、物理科学の課題に対する実践的解決法を習得できるように「物理・材料理工

学実験」、「プログラミング学」、「インターンシップ」、「工場見学」、「卒業研究」などの実

験・研修科目を３年次以降に配置している。 

（技能・表現） 

６．専門科目で習得した知識や技能を活かす応用力と創造力を習得するため「物理学実験」、

「物理数学演習」、「物理・材料理工学実験」を配置している。 

７．科学技術英語の読解力と文章力、および、英語による表現法を習得できるように、科学
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英語科目を体系的に履修することを徹底している。 

（関心・意欲・態度） 

８．分野横断的な思考力および俯瞰的研究能力を身につけるため、１年次に「物理・材料理

工学基礎演習」を配置するとともに、マテリアルコースのコース内専門科目を選択科目と

して履修可能としている。 

９．社会における数理科学および物理科学の役割ならびに技術者・研究者が負っている社会

的責任について深く理解させるため、「ソフトパス理工学概論」および「技術者倫理」を配

置している。 

 

【マテリアルコース】 

マテリアルコースでは、マテリアル工学および材料科学に関する幅広い知識と高い専門性

のスキルを身につけ、それを科学技術の創成や人の暮らしや産業の発展を担うことができる

人材の育成を目標としている。そのため、教育研究分野として、金属生産工学分野と機能材

料理工学分野を設置し、幅広い基礎知識の修得とマテリアル工学および材料科学の専門性の

深化を目指した教育課程を以下の様に編成している。 

（知識・理解）  

１．１、２年次に、一般教養に関する教養教育科目を配置している。 

２．理工学全般の基礎的な知識と実験・分析方法を習得できるように、１、２年次に、主に

数学、物理、化学の講義と基礎実験科目からなる専門基礎科目を配置している。 

３．マテリアル工学および材料科学に関する幅広い基礎知識および高度な専門性を体系的に

習得できるように、学科内共通科目、さらにより高い専門性を学ぶためのコース内専門科

目を２年次以降に配置している。 

４．金属生産工学分野の専門性を深化できるように、材料物理化学、材料組織学、金属構造

材料学などの金属とセラミックスの物理・化学的性質を基礎に、金属工学、材料精製、加

工プロセス工学などを体系的に履修することを徹底している。 

５．機能材料理工学分野の専門性を深化できるように、電磁気学、固体物理学、半導体理工

学などを基礎に、新電子材料、計測技術、材料設計・解析などを体系的に履修することを

徹底している。 

（思考・判断） 

６．マテリアル工学および材料科学分野の課題に対する実践的解決法を習得できるように、

「物理・材料理工学実験」、「社会体験学習」、「工場見学」、「卒業研究」などの実験・研修

科目を３年次以降に配置している。 

（興味・関心） 

７． 専門科目で習得した知識や技能を材料開発や評価技術開発へ生かす応用力と創造力を育

成するため、「特別研修」、「特別講義Ⅰ・Ⅱ」、「工場見学」を３年次以降に配置している。 

（技能・表現） 

８．専門科目で学んだ知識を活用する実践能力や計算技能を習得できるように、「物理学実験」、

「物理・材料理工学実験」、「プログラミング学」を配置している。 

９．科学技術英語の読解力と文章力、および、英語による表現法を習得できるように、科学

英語科目を体系的に履修することを徹底している。 

（態度） 

10．分野横断的な思考力および俯瞰的研究能力を身につけるため、1 年次に「物理・材料理
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工学基礎演習」を配置するとともに、数理・物理コースのコース内専門科目を選択科目と

して履修可能としている。 

11．社会におけるマテリアル工学および材料科学の役割、および、技術者・研究者が負って

いる社会的責任について深く理解させるため、「ソフトバス理工学概論」、「技術者倫理」を

配置している。 

 

◇システム創成工学科 

【電気電子通信コース】 

電気電子通信コースでは、環境や人の暮らしに高い関心を持ちながら、効率化とクリーン

エネルギー化が進む電気エネルギー技術、材料や微細化により高度化が進む電子デバイス技

術、社会の隅々まで張り巡らされる通信・システム技術の基礎を修得し、これらの技術の発

展に貢献できる人材を育成する教育研究を行う。 

電気電子通信コースでは、コースの学位授与の方針を実現するために、以下の通り、カリ

キュラムを編成している。 

（知識・理解） 

１．科学技術が人間社会や自然環境に及ぼす影響を多面的に考えることができる素養を育み、

豊かな人格形成に資するために教養教育科目の履修を義務付けている。さまざまな専門分

野の根底を形成している普遍的な数理や、自然科学の基礎的知識を習得するために、低年

次に数学、物理学、化学に関する専門基礎科目を配置している。 

専門的となるコース科目では、電気回路、電磁気学、電子回路、計測・制御に関する科

目群を基幹の必修科目としており、電気電子通信の分野を学ぶための基礎を築くことがで

きるようにしている。また、数学と電気工学の橋渡しとして電気数学を設け、学び始めで

つまずかないように配慮した構成としている。 

３年次からは電子システム分野、電子デバイス分野、電気エネルギー分野の３分野にお

いて、より深く専門化した科目が用意され、難易度や前提となる予備知識に応じて、系統

的に学ぶことができるように科目を配置している。 

（思考・判断） 

２．講義で学んだ專門知識をベースとして、実社会と結びつけて課題を発見することができ、

柔軟な思考により問題解決への道を探り創造的に応用することができる人材を育成するた

めに、低年次には「電気電子工学課題実習Ⅰ」、高年次には「電気電子工学専門研修」、「電

気電子工学課題実習Ⅱ」、「卒業研究」を配置している。これらの科目ではＰＢＬの手法が

取り入れられている。 

（技能・表現） 

３．電気・電子・通信に関する機器の動作原理や操作方法を理解し、活用することができる

ようにするため、「電気電子工学基礎実験」、「電気電子工学応用実験」、「プログラム言語及

び演習」、「組込ソフトウェア実習」、「組込ハードウェア実習」、「電気設計製図」の実習科

目を 

２－４年次に配置している。これらの実験・実習により、ハードウェアからソフトウェア

まで幅広く体験的な学習をすることができるようにしている。 

４．４年次の「卒業研究」では自ら調べ、能動的に調査・実験・研究を行う。成果や結果を

発表することや、レポートや論文にまとめる作業により、第三者に論理的に説明する表現

能力を醸成する。また、グローバル社会で活躍するための英語能力を身につけるために、
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「電気電子工学英語研修Ⅰ」、「電気電子工学英語研修Ⅱ」、「国際研修」を配置している。 

（関心・意欲） 

５．科学技術の進展に高い関心を持ち、継続的・主体的に学習することができるように、コ

ース内の教員の研究を紹介する「電気電子工学特別講義」や、会社経営者や外部研究者を

招聘する「電気電子工学専門研修」を開講している。さらに、企業等でインターンシップ

を行う「社会体験学習」も設置している。 

（態度） 

６．社会における役割を理解し、環境や安全に対する倫理観を身につけるために、１年次の

教養科目で実施する「基礎ゼミナール」で基礎的な教育を行い、学部内共通科目には「技

術者倫理」を配置している。また、企業や自治体における電気電子通信工学の関わりあい

を学ぶために「社会体験学習」や「工業経営管理論」等の科目も配置している。 

 

【知能・メディア情報コース】 

知能・メディア情報コースでは、安心・安全で豊かな生活環境を支えるための高度で多様

な情報システムを構築できる人材の育成を目標としている。このため、コンピュータの基礎

理論から知能情報工学、メディア情報工学に至るまでの広範な教育課程を以下のように編成

している。 

（知識・理解） 

１．幅広い教養と知能・メディア情報工学に関する基礎的な専門知識を身につけるために、

教養教育科目や数学・理科に関する専門基礎科目を１、２年次に多く配置している。 

（思考・判断） 

２．問題の本質を理解し、基礎的な課題に対して解決法を考える能力、および問題解決のた

めの具体的な計画立案・遂行能力を身につけるために、コース内共通科目としてプログラ

ミングに関する基礎的な演習科目や数理計画法などの講義科目を２、３年次で履修できる

ように配置している。 

３．専門分野等の知識を活用してデータを分析することができ、論理的な評価や考察を行え

る能力を身につけるために、コース内共通科目としてハードウェア実験やネットワーク実

験などの実験科目、データ解析やデータベースなどの講義科目を２〜４年次で履修できる

ように配置している。 

（技能・表現） 

４．知能・メディア情報システムを構成するハードウェアやソフトウェアを開発するために

必要な基礎的能力を幅広く身につけるために、コース内共通科目では１年次後期から４年

次前期までの全学期に渡り多くの演習科目を系統的に履修できるように配置している。ま

た、知能情報工学・メディア情報工学に関するより高い専門性を学ぶための科目として、

ロボティクス、人工知能、コンピュータグラフィックス、メディアシステムなどの講義科

目を３年次で履修できるように配置している。 

５．自らの思考・判断のプロセスや結果を論理的に表現する文章能力と、協創的課題解決の

ために他人に説明するコミュニケーション能力を身につけるために、創造プロジェクトや

システム創成プロジェクトなどの PBL 科目、キャリアセミナーなどの実習科目を配置して

いる。 

６．知能・メディア情報工学及びその関連分野に関する基礎的な英語能力を身につけるため

に、教養教育科目の外国語（英語、英語以外）やコース専門科目の実用英語セミナーなど
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を配置している。 

（関心・意欲・態度） 

７．自然科学、地域課題、及び知能・メディア情報工学等の動向や進展に関心を持ち、主体

的に学ぶための基礎的な能力を身につけるために、教養教育科目の履修を必修としている。 

８．社会における知能・メディア情報システムの役割を理解し、技術者として社会に貢献す

る基礎的な能力を身につけるために、学部共通科目のソフトパス理工学概論を必修とし、

コース内共通科目として情報工学特別講義などの講義科目を配置している。 

 

【機械科学コース】 

 機械科学コースでは、学位授与の方針に基づき、学習の系統性に配慮しながら教育課程を

編成し、これに従って教育している。学位授与方針の各項目と対応する科目を以下に示す。 

（知識・理解） 

１．文化、社会、自然、環境等に関する幅広い知識を身につけ、多様な価値観等に触れさせ

るために、教養教育科目の履修を必修としている。 

機械科学に関する基礎的な専門知識を身につけるために、専門基礎科目に数学や物理に

関する基礎科目、コース内共通科目に機械科学の基礎的な講義科目や実習を低年次に配置

している。 

機械科学に関する応用分野の知識を身につけるために、航空宇宙とロボット分野のもの

づくりに関連する「航空宇宙分野」と「バイオ・ロボティクス分野」、融合的なものづくり

に関連する「システムデザイン分野」の３つの教育研究分野を設置し、各分野に関する知

識、ならびにその知識を応用する能力を修得できるようにコース内専門科目を配置し、基

礎から応用までを系統的に履修できるようにしている。 

（思考・判断） 

２．幅広く深い教養と総合的な判断力を身につけ、社会における科学技術者の在り方や社会

への貢献について考察できる能力を身につけるため、低年次には「初年次機械ゼミナール」、

高年次には「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」、「機械科学特別講義Ⅰ」、「技術者倫理」、「卒業研究」

等を配置している。 

（技能・表現） 

３．機械科学分野の機器およびコンピュータを活用し、所望の機能を実現する基礎的な能力

を身につけるために、「機械工作実習」、「FORTRAN 実習」、「C 言語実習」、「機械科学実験」

等の実習科目を１、２、３年次に履修できるよう配置している。３年次の「機械科学研修

Ⅰ」では与えられたテーマを通して課題解決を学び、４年次の「卒業研究」では学んだ知

識を応用して研究成果をまとめるというように、４年間を通してアクティブラーニングを

実施する。 

４．専門分野の英語で書かれた基礎的な文献を理解できる英語能力を身につけるために、「工

業英語」、「機械科学研修Ⅱ」を配置している。 

（興味・関心） 

５．機械科学の進展に関心を持ち、専門的知識を応用しながら主体的に学習をするために、

「機械科学特別講義Ⅰ」、「機械科学研修Ⅰ・Ⅱ」、「卒業研究」の科目を配置している。 

（態度） 

６．社会における機械科学の役割を理解し、環境や安全に対する倫理観を身につけるために、

学部内共通科目に「技術者倫理」を配置し、実社会での専門家のあり方を体験させるため
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に、「社会体験学習」や「工業経営管理論」等の科目を配置している。 

 

【社会基盤・環境コース】 

 社会基盤・環境コースでは「安全・安心な社会の構築」と「人と環境に優しい持続可能な

社会の創出」を教育理念に、建設に関する広範な専門基礎学力と建設工学・環境工学・防災

工学に関する様々な課題や問題に対する解決能力を備えた専門技術者を育成する。具体的に

は、建設工学、環境工学、防災工学の基礎と幅広い教養を身につけ、問題発見・解決能力を

持ち、次世代の科学技術の創生と発展を担うことができる人材、および、建設工学、環境工

学、防災工学の専門性を高めながら、社会基盤・環境工学分野を支え、地域復興のために貢

献できる人材、より高い専門性が求められる同分野で活躍できる人材を育成することを目指

している。 

このような観点から、社会基盤・環境コースでは、コースの学位授与の方針を実現するた

めに、以下の通りカリキュラムを編成している。 

（知識・理解） 

１．数学・自然科学および情報技術に関する知識を習得し、多面的な視点から考えることの

できる能力を修得できるように「基礎数学」「微分積分学 I」などの専門基礎科目を必修と

している。 

２．社会環境工学の建設工学、環境工学、防災工学の各専門技術に関する知識、ならびにそ

の知識を応用する能力を修得できるように体系的な履修を徹底する。 

（思考・判断） 

３．問題の本質を理解し、必要な情報を収集・分析して解決法を考え、問題解決のための具

体的なデザイン・計画を立て、遂行する能力を修得できるように地域創生課題演習Ⅰ、測

量学実習Ⅰ，Ⅱ、卒業研究等を必修としている。 

４．自ら課題を発見・解決しようとする問題意識をもち、主体的・持続的に学習を行う能力

を修得できるように地域創生課題演習Ⅰ、測量学実習Ⅰ，Ⅱ、卒業研究等を必修としてい

る。 

（関心・意欲・態度） 

５．地球環境・地域環境について深く理解し、環境と調和した持続可能な循環社会の構築の

ための技術を考える能力と素養を修得できるように教養科目の環境科目、および「環境工

学」等の専門教育科目の体系的な履修を徹底する。 

６．科学技術が社会や自然におよぼす影響を理解して、技術者としての社会的使命・責任を

認識できるように「技術者倫理」を必修としている。 

（技能・表現） 

７．充分な語学力を身に付け、自国の文化・社会を学ぶとともに世界の多様な価値観を理解

し、国際的に通用するコミュニケーション能力を修得できるように教養科目、語学科目、

専門教育科目の科学技術英語Ⅰ，Ⅱを必修としている。 

８．自分の意見や実験研究の内容・成果を論理的・客観的に表現する文章作成能力とプレゼ

ンテーション能力を修得できるように地域創生課題演習Ⅰ、科学技術英語Ⅱ、卒業研究等

を必修としている。 

９．他者と協力してチームで仕事をする能力を修得できるように地域創生課題演習Ⅰ、測量

学実習Ⅰを必修としている。 
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）：農学部 

 

農学部は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、生命科学・環境科学･動物

医科学の分野で幅広い教養と基礎学力を養うために、植物生命科学科、応用生物化学科、森

林科学科、食料生産環境学科（農村地域デザイン学コース・食産業システム学コース・水産

システム学コース）、動物科学科、共同獣医学科ごとに、教養教育科目、学部専門基礎科目、

学部共通科目、共通教育科目（共同獣医学科）及び学科・コース専門教育科目で構成される

系統的な教育課程を編成している。 
 

◇植物生命科学科 

植物生命科学科では、植物・生命に関する諸課題について自ら思考し解決・行動できる人

材の育成することを目的として、以下のカリキュラムを編成している。 
（知識・理解） 
１．広範な知識と高い倫理性を身につけるために、教養教育科目群、専門基礎科目群、学部

共通科目群に属する科目の履修を必修としている。 
２．植物・生命の機能を解明し、農業生産に応用する知識を身につけるために、専門重点科

目において作物学、園芸学、植物育種学、植物生理学、植物病理学、応用昆虫学、農業経

済・経営に関する科目群を配置している。 
（思考・判断） 
３．植物・生命資源および農学に関する知識と理解を基礎に、関連する諸課題に対して多面

的に考察し、自分の考えをまとめることができるように「演習科目」および「卒業研究」

を配置している。 
（関心・意欲） 
４．植物・生命資源に関する具体的な課題への関心と、課題を解決する能力・技術・意欲を

身につけるための科目として「農場実習」および「インターンシップ」を配置している。 
（態度） 
５．植物・生命資源の創出・発展のニーズに、協調性と倫理性をもって、自律的・継続的に

行動できる能力を修得するために「インターンシップ」、「卒業研究」を配置している。 
（技能・表現） 
６．論理的な思考の過程と判断の結果をわかりやすく説明するための高いプレゼンテーショ

ン能力とコミュニケーション能力を修得するために、「演習科目」、「卒業研究」、「科

学英語」を配置している。 
 

◇応用生物化学科 

（知識・理解） 

１．微生物や動植物などの生物資源に関する分子レベルから生態系レベルまでの生命現象や

食品素材の特性を化学的な視点で理解するため、教養教育科目の学問知科目の履修を必修

にしており、専門基礎科目に数学、物理学、化学、生物学、地学、フィールド科学科目群

を設け、専門重点科目に食品科学、栄養化学、天然物化学、生化学、微生物学、植物栄養

学、土壌学科目群を設けている。 

（思考・判断） 

２．生物資源や食品素材に関する知識と理解を基礎に、食糧、環境、健康に関する諸課題・
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未知事項について、多面的に思考し自らの考えをまとめる能力を育成するため、専門重点

科目に実験実習科目を設けている 

（関心・意欲） 

３．食糧、環境、健康に関する課題や未知事項に関心を持ち、その解決・解明に意欲的に取

り組むために、学部共通科目のインターンシップや卒業研究を設けている。 

（態度） 

４．生物資源の有効利用やその応用を通じて、食品産業や医薬品産業を始めとするバイオ関

連産業の創出・発展に寄与し、地域や社会に貢献する考え方や行動をとることが可能にな

るよう学部共通科目の農学のための倫理学やインターンシップを設けている。 

（技能・表現） 

５．自らの知識と論理的な思考に基づいた判断結果を的確に説明する表現力や、それを実践

する技能を修得するため、学部共通科目に科学英語や卒業研究、専門重点科目に実験実習

を設けている。 

 

◇森林科学科 

森林科学科では、東北地域の恵まれた自然環境を背景として、森林の持つ多様な環境保全

機能や樹木資源の生産と利用について総合的に学習し、自然との共生関係を築きながら発展

できる地域社会の実現に貢献する人材を育成することを目的としている。本学科の学位授与

の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現するために、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）ごとに履修年次を集中させた積み上げ型カリキュラムを編成している。 

（知識・理解） 
１．数学、自然科学、情報処理に関する基礎的知識を獲得するため、１、２年次に教養教育

科目の技法知科目（情報科目）、学問知科目（自然＆科学技術）及び学部専門基礎科目の

履修を促している。 
２．森林科学の学問内容と方法を説明できるようにするため、専門重点科目に森林学・森林

工学、自然環境学、林産学に関する基礎的な授業・実習科目群を配置し、２、３年次の履

修を促している。 
（思考・判断） 
３．森林の多面的機能について、総合的に考えることができるようにするため、専門重点科

目に「野生動物管理学」、「森林政策学」、「砂防学」などの応用的な授業科目群を配置

し、２、３年次の履修を促している。 
４．与えられた制約の下で計画的に仕事を進められるようにするため、専門重点科目に「森

林造成学実習」、「森林計測学実習」、「林道工学実習」などの野外実習科目群を配置し、

３年次の履修を促している。 
（関心・意欲） 
５．地球的視点から各地の文化や異なる価値観に関心を示すようになるため、１、２年次に

教養教育科目の学問知科目と技法知科目（外国語）の履修を促している。 
６．自主的・継続的に学修できるようにするため、専門重点科目全般で自己学習時間の確保

を促すとともに、宿題を特に重視する科目として、専門基礎科目の「生物統計学」、専門

重点科目の「森林計測学」を配置し、１、２年次の履修を促している。 
（態度） 
７．技術者倫理を感じられるようにするため、学部共通科目の「農学のための倫理学」、「イ
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ンターンシップ」の履修を促すとともに、専門重点科目に「海外・日本の林業」、「森林

科学応用演習Ⅰ」を配置し、３年次の履修を促している。 
８．チームワークを意識して行動できるようにするため、専門重点科目に「森林科学基礎演

習」、「森林測量学実習Ⅰ・Ⅱ」、「森林科学研修」を配置し、１年次から２年次の履修

を促している。 
（技能・表現） 
９．日本語で論理的に記述・発表・討議できるようにするため、１年次に教養教育科目の転

換教育科目と専門重点科目の「森林科学入門」の履修を促している。 
10．森林科学の知識を利用し、社会の要求を解決するために提案できるようにするため、専

門重点科目に「森林科学応用演習Ⅰ」、「森林科学応用演習Ⅱ」、「卒業研究」を配置し、

３年次後期から４年次の履修を促している。 
 
 上記のカリキュラムにより、まず１、２年次に「数学、自然科学、情報処理」、「文化と

異なる価値観への関心」、「自主的・継続的学修」、「チームワーク」及び「日本語による

論理的な記述・発表・討議」という基礎的知識・技能を学ばせる。次に、２、３年次に「森

林科学の学問内容と方法」と「森林の多面的機能の総合的考察」及び「技術者倫理」という

専門的知識・思考力を学ばせる。その上で、３年次から「制約下での計画的な業務遂行」と

「社会の要求を解決するための提案」という実践的思考力・技能を学ばせる。 

 

◇食料生産環境学科 

【農村地域デザイン学コース】 

農村地域デザイン学コースにおいては、このコースの学位授与の方針（ディプロマ・ポリ 

シー）を実現するために、以下のカリキュラムを編成している。 

（知識・理解） 

１．自然科学や情報技術および地域文化に関する基礎知識を身につけるために、教養教育科

目と専門基礎科目の履修を必修としている。 

２．農村地域デザイン学の基礎・応用分野の知識を身につけるために、専門重点科目におい

て、力学系科目群、地理情報系科目群、水土系科目群、生態学・社会科学系科目群を配置

している。 

（思考・判断） 

３．地域の問題点と課題を理解し専門知識を総合して、生産環境と地域社会の計画・設計の

在り方を考察するために、専門重点科目の演習・実習科目を配置している。 

４．自分の考えを積極的に表現するために、専門重点科目において実践的教育科目群、学部

共通科目においては「インターンシップ」と「卒業研究」を配置している。 

（関心・意欲） 

５．地域の生産・生活基盤の充実と環境改善に対する関心を持つために、専門重点科目の一

部では現場見学を取り入れ、実地研修の内容を取り入れた科目として学部共通科目の「イ

ンターンシップ」を配置している。 

（態度） 

６．自然と地域文化を含めた広い視野を得るための素養を身につけ、技術者としての社会的

責任の重さを自覚して、多様な主体と協働しながら継続的に努力するために、専門重点科

目の演習・実習科目を配置している。 
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（技能・表現） 

７．地域・現場の人達と良好なコミュニケーションを図る能力を高めるために、実践的教育

科目群の「農山村調査実習」と学部共通科目の「インターンシップ」を配置している。 

８．文章や口頭発表による表現力を身につけるために、実践的教育科目群の「農村地域デザ

イン学セミナー」と学部共通科目の「卒業研究」を配置している。 

 
【食産業システム学コース】 

食産業システム学コースにおいては、このコースの学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）を実現するために、以下のカリキュラムを編成している。 

（知識・理解） 

１．食産業に関わる諸問題を理解するために必要な自然科学、情報技術および地域社会に関

する基礎知識を身に着けるため、教養教育科目と専門基礎科目の履修を必修としている。 

２．食料安定供給と環境負荷低減の両立や農業の６次産業化の推進など、次世代の食産業シ

ステムの構築に関して幅広く理解させるため、専門重点科目において、農業循環科学、植

物環境科学、農産物流通科学、農作業システム学、農業経営・経済学に係る科目群を設け

ている。 

（思考・判断） 

３．食産業に関する知識と理解を基礎に、関連する諸課題を考察し、自分の考えをまとめ、

行動することができるようにするため、各科目に関連する実験、演習及び農場実習を設け

ている。 

（関心・意欲） 

４．食産業について多面的な関心を持ち、技術や経営の革新を通じて諸課題を解決しようと

する意欲をもって行動できるようにするため、各分野に係るセミナー及び演習を設けると

ともに、卒業研究を設けて総合的な能力の修得を図っている。 

（態度） 

５．食産業における技術開発や経営活動において、協調性と倫理性をもって、自律的に行動

できるようにするため、農業や関連企業・団体での実体験が習得できる農場実習、農場特

別実習及びインターンシップを設けている。 

（技能・表現） 

６．自らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーション能力

とコミュニケーション能力を修得させるため、科学英語や情報処理演習を設けるとともに、

各分野のセミナーや演習での発表を通じて実践的な能力形成を図っている。 

 

【水産システム学コース】 

水産システム学コースにおいては、このコースの学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

を実現するために、以下のカリキュラムを編成している。 

（知識• 理解） 

１．水産システム学を実践するための数学、自然科学、社会科学、コミュニケーション（日

本語・英語）に関する基礎的知識を獲得するため、１、２年次の教養教育科目に関連科目

履修を促している。 

２．水産業の復興と持続的発展に貢献する人材を育成するために，水産科学分野に加えて，

水産業に関わる社会科学分野までの幅広い関連分野を網羅した水産システム学を体系的に
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履修する。 

（思考• 判断） 

３．水産業が抱える諸課題について多角的に分析、俯瞰的に思考し、最善の解決策を判断で

きるよう基礎論と実践的な実習• 演習を履修する。 

（関心• 意欲） 

４．日本と世界の水産業の持続的発展の諸課題に関心を持ち，問題解決に意欲的に取り組め

るように、水産業の発展に関連した科目を履修する。  

（態度） 

５．水産業に関わる専門家としての高い倫理観を持ち、真摯に責任をもって持続的水産業構

築の諸課題について積極的に携われるように、水産業復興に資する科目を履修する。 

（技能• 表現） 

６．漁業及び周辺産業、海洋環境や水産資源管理の現状把握、分析のための基礎的な技術を

身につける科目を履修する。 

７．フィールド調査や統計データを的確に分析・利用する技術、結果に基づく論理的な思考

能力、および得られた結果を的確に伝えることが出来るプレゼンテーション力と語学力を

身につける科目を履修する。 

 

◇動物科学科 

動物科学科では、基礎的学問分野から動物生産技術の応用的分野まで、体系的、総合的に

学ぶことにより、動物関連産業の発展に貢献することのできる技術者及び研究者を育成する

ことを教育の目的とし、本学科の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を実現するため

に、以下のカリキュラムを編成している。 

（知識・理解） 

１．学士としての幅広い教養と豊かな人間性を養うために、教養教育科目、専門基礎科目の

履修を必修としている。 

２． 動物生産及び動物科学分野に関する知識を身につけるために、産業動物（家畜）、実験

動物、野生動物、展示動物など、幅広い動物種を対象として、動物の生理、形態、組織、

遺伝育種、発生、生殖、飼料、草地、栄養、生産生理、飼養、管理、行動及び動物資源の

利用に関する専門重点科目を配置し、さらに総合的な理解を深めるために専門展開科目群

を配置している。 

（思考・判断） 

３．動物関連産業に関する課題を理解し、講義で得た専門知識を駆使して課題解決を適切に

行う技能を養成するために、各専門重点科目の実験科目および牧場実習（附属寒冷フィー

ルドサイエンス教育研究センターなど）を配置している。 

（関心・意欲） 

４．我が国有数の畜産物生産地域である東北地方という背景を活かし、動物関連産業発展に

資する動物科学を学ぶために、専門重点科目および牧場実習を配置し、その一部に現場見

学を取り入れている。また、実地研修の内容を取り入れた科目として、インターンシップ

を配置している。 

（態度） 

５．情報収集及び客観的な議論を積極的に行うことができる技能を養成するために、各専門

重点科目の実験および牧場実習、さらに卒業研究へつながるよう科目を配置している。 
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（技能・表現） 

６．修得した動物生産及び動物科学分野の技術を総合的に実践する能力を養成するために卒

業研究およびインターンシップを配置している。 

 

◇共同獣医学科 

 共同獣医学科は、獣医学教育モデル・コア・カリキュラムに基づいた教育課程を実施する

ことに加え、獣医学の基盤となる生命科学の知識とともに、国際化に対応できるよう外国語

による情報収集や思考の素養を身に付け、また現代の人間と社会における基本的問題や人文

社会科学の諸分野を幅広く学ぶことで、獣医師として豊かな人間性を養うための科目群で編

成されている。 

（知識・理解） 

１．獣医師としての責務を遂行するために、動物の健康・福祉、公衆衛生などに関する高度

な専門知識を修得するため、専門科目の履修を必修としている。 

（思考・判断） 

２．獣医学領域に関わる課題について、生命科学を基礎とした知識と技能を用いて論理的に

判断できるように、共通科目の履修を必修としている。 

（関心・意欲） 

３．獣医師として国内での責務を果たすのみならず、国際的視野を有することができるよう、

海外研修などを配置している。 

４．地球規模での感染症対策や畜産物の安全確保等に対して貢献できる知識を修得するため

に、人獣共通感染症や食品衛生関連の科目を配置している。 

（態度） 

５．幅広い専門知識や技能を身につけるため、各種実習、演習を配置している。 

６．倫理性も備えた行動規範を身につけており、適切なコミュニケーションができるように

なるため、共用試験の受験を必修としている。 

（技能・表現） 

７．高度な専門知識に基づいて修得した獣医学領域で必要な技能を実践できるように、総合

臨床実習や公衆衛生実践実習などの現場での実習を配置している。 

８．論理性と倫理性を兼ね備えた行動規範を身につけられるように、獣医倫理や獣医学概論

の様な導入科目を配置している。 
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位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

成
す

る
専

門
分

野
の

基
本

的
な

講
義

科
目

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

成
す

る
専

門
分

野
の

専
門

的
・

応
用

的
な

講
義

科
目

を
履

修
し

た
。

□
学

際
的

・
多

元
的

な
人

間
行

動
理

解
の

た
め

、
「

行
動

科
学

方
法

論
」

を
履

修
し

た
。

２
．

□
情

報
分

析
能

力
養

成
の

た
め

、
基

礎
的

統
計

科
目

ま
た

は
「

社
会

調
査

法
」

を
履

修
し

た
。

□
情

報
分

析
と

意
思

伝
達

能
力

養
成

の
た

め
、

「
社

会
調

査
実

習
」

を
履

修
し

た
。

□
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

涵
養

の
た

め
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

の
演

習
科

目
を

履
修

し
た

。

□
「

特
殊

実
験

調
査

Ⅰ
・

Ⅱ
」

を
履

修
し

、
情

報
分

析
と

伝
達

方
法

を
総

合
的

に
習

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
を

履
修

し
、

そ
れ

ま
で

涵
養

し
た

知
識

・
能

力
を

活
用

し
た

。
３

．
□

「
社

会
調

査
実

習
」

を
履

修
し

、
社

会
に

お
け

る
諸

問
題

を
明

ら
か

に
す

る
方

法
を

習
得

し
た

。

□
「

特
殊

実
験

調
査

Ⅰ
・

Ⅱ
」

を
履

修
し

、
人

間
行

動
に

つ
い

て
専

門
的

な
知

識
を

元
に

検
討

を
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
を

履
修

し
、

得
ら

れ
た

知
見

が
ど

の
よ

う
に

社
会

に
還

元
で

き
る

か
を

検
討

し
た

。
４

．
□

プ
ロ

グ
ラ

ム
内

の
演

習
科

目
を

履
修

し
、

専
門

分
野

ご
と

の
課

題
を

検
討

し
た

。

□
「

社
会

調
査

実
習

」
を

履
修

し
、

現
代

社
会

の
諸

問
題

を
分

析
す

る
方

法
を

習
得

し
た

。

□
「

特
殊

実
験

調
査

Ⅰ
・

Ⅱ
」

を
履

修
し

、
自

ら
設

定
し

た
課

題
に

つ
い

て
一

定
の

知
見

を
得

た
。

□
「

特
別

研
究

」
を

履
修

し
、

人
間

行
動

に
つ

い
て

専
門

的
な

分
析

を
行

い
、

知
見

を
得

た
。

５
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
の

演
習

科
目

を
履

修
し

、
集

団
場

面
で

の
発

表
や

討
議

を
と

お
し

て
専

門
知

識
の

理
解

を
深

め
た

。

□
「

社
会

調
査

実
習

」
を

履
修

し
、

分
析

結
果

の
発

表
や

討
議

の
方

法
を

習
得

し
た

。

□
「

特
殊

実
験

調
査

Ⅰ
・

Ⅱ
」

を
履

修
し

、
学

術
的

な
発

表
・

討
議

の
基

礎
的

方
法

を
習

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
を

履
修

し
、

研
究

課
題

の
学

術
的

・
社

会
的

意
義

を
意

識
し

た
討

議
・

発
表

を
行

っ
た

。
６

．
□

「
人

間
文

化
入

門
」

を
履

修
し

、
大

学
で

の
学

び
に

お
け

る
集

団
活

動
の

基
礎

的
ス

キ
ル

を
習

得
し

た
。

□
「

社
会

調
査

実
習

」
を

履
修

し
、

調
査

の
企

画
・

実
施

・
報

告
ま

で
の

過
程

を
、

集
団

で
円

滑
に

進
め

た
。

７
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

内
の

基
本

的
な

講
義

科
目

を
履

修
し

、
専

門
的

知
識

の
基

盤
を

形
成

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

を
履

修
し

、
各

学
問

領
域

で
の

最
新

の
研

究
成

果
に

つ
い

て
習

得
し

た
。

□
「

特
殊

実
験

調
査

Ⅰ
・

Ⅱ
」

を
履

修
し

、
設

定
し

た
課

題
が

専
門

分
野

で
ど

の
よ

う
に

研
究

さ
れ

て
い

る
か

を
理

解
し

た
。

８
．

□
「

社
会

調
査

実
習

」
を

履
修

し
、

社
会

に
お

け
る

社
会

調
査

の
意

義
を

理
解

し
た

。

□
「

特
殊

実
験

調
査

Ⅰ
・

Ⅱ
」

を
履

修
し

、
得

ら
れ

た
知

見
と

実
生

活
上

の
人

間
行

動
と

の
関

連
を

検
討

を
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
を

履
修

し
、

得
ら

れ
た

知
見

が
ど

の
よ

う
に

社
会

に
還

元
で

き
る

か
を

検
討

し
た

。

□
上

記
科

目
で

の
学

修
を

発
展

さ
せ

る
こ

と
を

希
望

し
た

学
生

は
、

「
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ザ

イ
ン

論
」

の
講

義
科

目
と

演
習

科
目

を
通

じ
て

、
地

域
社

会
へ

の
働

き
か

け
の

様
相

を
理

解
し

た
。

「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
行
動
科
学
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
専

門
分

野
の

学
問

内
容

、
最

新
の

研
究

成
果

、
動

向
等

に
つ

い
て

興
味

・
関

心
を

持
っ

て
い

る
。

　
専

門
性

を
活

か
し

て
、

社
会

に
参

画
す

る
意

欲
を

持
っ

て
い

る
。

　
心

理
学

，
社

会
学

を
中

心
と

し
た

行
動

科
学

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
か

ら
得

ら
れ

た
人

間
行

動
に

関
す

る
知

識
を

幅
広

く
身

に
つ

け
て

お
り

，
人

間
行

動
を

総
合

的
・

多
元

的
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
人

間
行

動
を

め
ぐ

る
諸

問
題

に
適

切
に

対
処

す
る

た
め

の
情

報
分

析
能

力
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
人

間
行

動
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
等

を
活

用
し

て
、

現
実

の
問

題
解

決
に

向
け

て
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

、
地

域
社

会
に

積
極

的
な

提
案

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

　
現

代
社

会
に

生
き

る
人

々
が

新
た

に
直

面
す

る
事

象
を

、
自

ら
の

力
で

理
解

し
判

断
す

る
自

発
的

課
題

探
求

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
発

表
や

討
論

を
通

じ
て

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

を
修

得
し

て
い

る
。

　
経

験
（

実
習

・
実

験
）

を
通

し
て

、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
な

ど
の

集
団

活
動

場
面

に
お

け
る

ス
キ

ル
を

修
得

し
て

い
る

。
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学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
行
動
科
学
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

９
．

□
人

間
諸

科
学

の
学

修
へ

の
導

入
と

し
て

、
「

人
間

文
化

入
門

」
と

「
人

間
文

化
研

究
」

を
履

修
し

た
。

□
現

代
社

会
の

諸
課

題
を

実
証

的
に

解
明

す
る

た
め

の
基

礎
的

ス
キ

ル
を

、
「

社
会

調
査

実
習

」
の

履
修

に
よ

り
習

得
し

た
。

□
「

心
理

学
基

礎
実

験
」

を
履

修
し

、
人

間
行

動
に

対
す

る
実

験
的

接
近

法
と

そ
の

知
見

を
理

解
し

た
。

□
「

特
殊

実
験

調
査

Ⅰ
・

Ⅱ
」

を
履

修
し

、
学

際
的

・
総

合
的

な
課

題
探

求
能

力
を

習
得

し
た

。

□
「

特
別

研
究

」
を

履
修

し
、

現
代

社
会

の
課

題
と

人
間

諸
科

学
に

よ
る

対
処

に
つ

い
て

、
知

見
を

得
た

。

　
人

間
に

対
す

る
深

い
理

解
と

広
い

視
野

に
基

づ
く

学
際

的
・

総
合

的
な

課
題

探
求

能
力

を
習

得
し

、
現

代
社

会
の

様
々

な
課

題
を

全
体

的
に

把
握

し
、

そ
れ

ら
の

課
題

に
適

切
か

つ
柔

軟
に

対
処

で
き

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

の
ス

ポ
ー

ツ
科

学
に

関
す

る
専

門
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
「

ス
ポ

ー
ツ

科
学

方
法

論
」

と
「

ス
ポ

ー
ツ

科
学

実
験

・
実

習
」

を
履

修
し

単
位

を
修

得
し

て
い

る
。

２
．

□
「

健
康

管
理

論
」

と
「

健
康

障
害

と
予

防
」

を
履

修
し

、
単

位
を

修
得

し
て

い
る

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

の
健

康
に

関
す

る
専

門
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。
３

．
□

ス
ポ

ー
ツ

や
健

康
に

関
す

る
情

報
を

日
頃

か
ら

察
知

し
て

い
る

。

□
ス

ポ
ー

ツ
や

健
康

に
関

す
る

政
策

や
地

域
活

動
を

把
握

で
き

、
政

策
の

立
案

や
推

進
計

画
が

立
て

ら
れ

る
。

４
．

□
「

健
康

づ
く

り
運

動
実

習
」

を
履

修
し

、
単

位
を

修
得

し
て

い
る

。

□
「

健
康

ス
ポ

ー
ツ

指
導

法
Ⅰ

・
Ⅱ

」
を

履
修

し
、

実
践

指
導

で
き

る
ス

キ
ル

を
獲

得
し

て
い

る
。

□
「

健
康

運
動

論
」

・
「

健
康

運
動

処
方

論
」

や
「

ス
ポ

ー
ツ

と
栄

養
」

な
ど

を
履

修
し

、
計

画
立

案
や

実
践

指
導

が
で

き
る

。
５

．
　

地
域

課
題

を
探

索
す

る
た

め
に

，
社

会
調

査
等

を
利

用
し

た
方

法
が

活
用

で
き

る
。

□
「

社
会

調
査

法
」

や
「

ス
ポ

ー
ツ

社
会

調
査

実
習

」
を

履
修

し
、

社
会

調
査

の
基

礎
的

な
知

識
を

修
得

し
て

い
る

。
６

．
　

健
康

や
ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

や
地

域
づ

く
り

に
関

心
を

持
ち

，
自

ら
地

域
に

出
て

実
践

的
な

活
動

を
す

る
意

欲
が

あ
る

。
□

「
地

域
ス

ポ
ー

ツ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

実
習

」
や

「
ス

ポ
ー

ツ
ト

レ
ー

ナ
ー

実
習

」
を

履
修

し
、

地
域

に
お

け
る

実
践

的
な

活
動

に
意

欲
を

持
っ

て
い

る
。

７
．

□
演

習
科

目
を

履
修

し
、

専
門

的
な

知
識

を
活

用
で

き
る

ス
キ

ル
を

獲
得

す
る

。

□
ス

ポ
ー

ツ
関

連
以

外
の

講
義

や
演

習
を

履
修

し
、

幅
広

い
知

見
を

獲
得

し
て

い
る

。

　
ス

ポ
ー

ツ
科

学
の

基
礎

的
な

知
識

を
理

解
し

て
い

る
。

　
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

知
識

と
そ

の
意

義
を

理
解

し
て

い
る

。

　
ス

ポ
ー

ツ
や

健
康

に
関

す
る

地
域

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
や

シ
ー

ズ
を

察
知

で
き

，
適

切
な

対
応

策
が

講
じ

ら
れ

る
。

　
対

象
に

応
じ

た
適

切
な

運
動

処
方

が
計

画
，

お
よ

び
具

体
的

な
実

践
指

導
が

で
き

る
。

　
専

門
性

を
生

か
し

，
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

野
か

ら
地

域
貢

献
に

積
極

的
に

関
わ

る
態

度
を

身
に

つ
け

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
現
代
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

入
門

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

研
究

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。
２

．
□

課
程

共
通

科
目

の
う

ち
「

国
際

交
流

研
修

」
や

外
国

語
「

〜
語

基
礎

」
「

日
本

語
表

現
基

礎
」

「
日

本
語

読
解

基
礎

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
こ

れ
に

よ
り

、
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

「
人

間
行

動
論

」
「

現
代

文
化

論
」

「
芸

術
文

化
論

」
「

異
文

化
間

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

論
」

「
英

語
圏

文
化

論
」

「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

語
圏

文
化

論
」

「
ア

ジ
ア

圏
文

化
論

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
こ

れ
に

よ
り

、
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

３
．

□
「

社
会

文
化

思
想

論
」

「
美

学
芸

術
学

入
門

」
「

音
楽

文
化

史
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
、

２
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。

□
下

記
の

方
針

４
と

あ
わ

せ
て

、
６

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
方

針
３

、
４

、
５

、
６

、
８

、
１

０
で

３
０

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

４
．

□
「

表
象

文
化

論
」

「
文

化
記

号
論

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

、
２

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
上

記
の

方
針

３
と

あ
わ

せ
て

、
６

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
方

針
３

、
４

、
５

、
６

、
８

、
１

０
で

３
０

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

５
．

□
「

社
会

文
化

思
想

論
特

講
」

「
消

費
文

化
論

特
講

」
「

芸
術

文
化

論
特

講
」

「
音

楽
文

化
論

特
講

」
「

表
象

文
化

論
特

講
」

「
メ

デ
ィ

ア
文

化
論

特
講

」
「

現
代

文
化

論
特

講
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

社
会

文
化

思
想

論
特

講
」

「
消

費
文

化
論

特
講

」
「

芸
術

文
化

論
特

講
」

「
音

楽
文

化
論

特
講

」
「

表
象

文
化

論
特

講
」

「
メ

デ
ィ

ア
文

化
論

特
講

」
「

現
代

文
化

論
特

講
」

か
ら

２
分

野
以

上
か

つ
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
方

針
３

、
４

、
５

、
６

、
８

、
１

０
で

３
０

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

６
．

□
「

社
会

文
化

思
想

論
演

習
」

「
芸

術
文

化
論

演
習

」
「

表
象

文
化

論
演

習
」

「
文

化
記

号
論

演
習

」
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
論

演
習

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
「

社
会

文
化

思
想

論
演

習
」

「
芸

術
文

化
論

演
習

」
「

表
象

文
化

論
演

習
」

「
文

化
記

号
論

演
習

」
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
論

演
習

」
か

ら
２

分
野

以
上

を
履

修
し

た
。

□
「

社
会

文
化

思
想

論
演

習
」

「
芸

術
文

化
論

演
習

」
「

表
象

文
化

論
演

習
」

「
文

化
記

号
論

演
習

」
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
論

演
習

」
か

ら
２

分
野

以
上

か
つ

６
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。

□
「

特
別

研
究

」
を

提
出

し
、

６
単

位
を

修
得

し
た

。

□
方

針
３

、
４

、
５

、
６

、
８

、
１

０
で

３
０

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

７
．

□
「

文
化

事
象

探
究

Ａ
」

を
履

修
し

、
１

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

文
化

事
象

探
究

Ｂ
」

を
履

修
し

、
１

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

文
化

事
象

探
究

Ｃ
」

を
履

修
し

、
１

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

文
化

事
象

探
究

Ｄ
」

を
履

修
し

、
１

単
位

を
修

得
し

た
。

８
．

□
「

メ
デ

ィ
ア

文
化

論
特

講
」

「
著

作
権

概
論

」
を

履
修

し
た

。

□
こ

れ
に

よ
り

、
２

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
方

針
３

、
４

、
５

、
６

、
８

、
１

０
で

３
０

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

　
グ

ロ
ー

バ
ル

な
観

点
が

不
可

欠
な

現
代

的
諸

課
題

に
対

し
て

，
柔

軟
な

思
考

で
最

適
解

を
導

き
出

せ
る

判
断

力
を

有
し

て
い

る
。

　
人

間
と

文
化

に
関

し
て

幅
広

い
知

識
と

素
養

を
有

し
て

い
る

。

　
国

際
的

な
視

野
に

立
っ

て
異

文
化

を
理

解
で

き
る

。

　
地

域
社

会
の

諸
問

題
を

歴
史

や
思

想
な

ど
の

根
源

的
原

理
か

ら
考

察
で

き
る

。

　
現

代
的

状
況

の
下

で
文

化
が

ど
の

よ
う

に
変

容
し

て
い

く
か

を
理

解
で

き
る

。

　
地

域
社

会
の

現
況

把
握

や
遭

遇
す

る
諸

課
題

に
対

し
て

，
多

角
的

な
視

点
か

ら
対

象
を

把
握

で
き

る
。

　
対

象
に

応
じ

た
認

識
手

段
や

分
析

手
法

を
有

し
て

い
る

。

　
企

画
・

立
案

し
た

内
容

や
自

身
の

見
解

等
を

的
確

に
説

明
し

発
信

で
き

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
現
代
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

９
．

□
「

文
化

事
象

探
究

Ａ
」

を
履

修
し

、
１

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

文
化

事
象

探
究

Ｂ
」

を
履

修
し

、
１

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

文
化

事
象

探
究

Ｃ
」

を
履

修
し

、
１

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

文
化

事
象

探
究

Ｄ
」

を
履

修
し

、
１

単
位

を
修

得
し

た
。

1
0
.

□
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
論

」
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
論

特
講

」
「

応
用

倫
理

学
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
こ

れ
に

よ
り

、
２

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
方

針
３

、
４

、
５

、
６

、
８

、
１

０
で

３
０

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

　
未

知
の

事
象

に
対

し
て

も
積

極
的

に
対

応
し

得
る

好
奇

心
や

意
欲

を
持

っ
て

い
る

。

　
地

域
社

会
の

活
性

化
等

に
主

体
的

に
関

わ
ろ

う
と

す
る

態
度

を
有

し
て

い
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
論

」
の

履
修

を
お

こ
な

い
、

修
得

必
要

単
位

数
を

修
得

し
た

。

□
「

複
合

エ
ス

ニ
シ

テ
ィ

論
」

の
履

修
を

お
こ

な
い

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
「

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
」

の
履

修
を

お
こ

な
い

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

２
．

□
様

々
な

文
化

に
お

け
る

民
族

問
題

や
差

別
別

問
題

の
概

要
を

知
る

こ
と

の
で

き
る

，
歴

史
や

外
国

文
学

・
文

化
に

関
す

る
科

目
を

履
修

し
た

。

□
現

代
に

お
け

る
差

別
や

社
会

的
排

除
の

諸
相

を
学

ぶ
こ

と
の

で
き

る
，

哲
学

や
社

会
学

に
関

す
る

科
目

を
履

修
し

た
。

□
様

々
な

社
会

的
包

摂
の

方
法

を
知

る
こ

と
の

で
き

る
，

心
理

学
や

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

科
目

を
履

修
し

た
。

（
上

記
3
項

目
の

う
ち

、
１

つ
以

上
に

チ
ェ

ッ
ク

が
は

い
っ

て
い

る
こ

と
）

３
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

に
お

い
て

、
人

文
系

（
民

法
（

家
族

法
）

Ⅰ
・

Ⅱ
，

社
会

保
障

論
Ⅰ

・
Ⅱ

，
環

境
文

化
論

Ⅰ
・

Ⅱ
，

国
際

開
発

と
環

境
・

貧
困

、
お

よ
び

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

論
」

・
「

複
合

エ
ス

ニ
シ

テ
ィ

論
」

・
「

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
」

以
外

）
よ

り
４

単
位

以
上

の
履

修
を

お
こ

な
い

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

に
お

い
て

社
会

科
学

系
（

（
民

法
（

家
族

法
）

Ⅰ
・

Ⅱ
，

社
会

保
障

論
Ⅰ

・
Ⅱ

，
環

境
文

化
論

Ⅰ
・

Ⅱ
，

国
際

開
発

と
環

境
・

貧
困

）
よ

り
２

単
位

以
上

の
履

修
を

お
こ

な
い

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
論

特
講

」
・

「
複

合
エ

ス
ニ

シ
テ

ィ
論

特
講

」
・

「
異

文
化

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

特
講

義
」

の
各

分
野

か
ら

2
分

野
以

上
，

6
単

位
を

選
択

し
、

修
得

必
要

単
位

数
を

修
得

し
た

。
４

．
□

「
ジ

ェ
ン

ダ
ー

論
演

習
」

の
履

修
を

お
こ

な
い

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
「

複
合

エ
ス

ニ
シ

テ
ィ

論
演

習
」

の
履

修
を

お
こ

な
い

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
「

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
」

の
各

演
習

科
目

の
履

修
を

お
こ

な
い

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

（
上

記
3
項

目
の

う
ち

、
１

つ
以

上
に

チ
ェ

ッ
ク

が
は

い
っ

て
い

る
こ

と
）

５
．

□
様

々
な

社
会

的
包

摂
の

方
法

を
知

る
こ

と
の

で
き

る
心

理
学

や
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
科

目
を

履
修

し
た

。

□
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
と

関
連

の
深

い
社

会
政

策
・

制
度

に
つ

い
て

の
選

択
必

修
科

目
群

（
（

民
法

（
家

族
法

）
Ⅰ

・
Ⅱ

，
社

会
保

障
論

Ⅰ
・

Ⅱ
，

環
境

文
化

論
Ⅰ

・
Ⅱ

，
国

際
開

発
と

環
境

・
貧

困
）

か
ら

2
単

位
を

履
修

し
た

。
（

上
記

２
項

目
の

う
ち

、
１

つ
以

上
に

チ
ェ

ッ
ク

が
は

い
っ

て
い

る
こ

と
）

６
．

□
「

ジ
ェ

ン
ダ

ー
論

演
習

」
で

課
さ

れ
た

、
社

会
的

排
除

と
包

摂
を

め
ぐ

る
具

体
的

な
実

践
課

題
に

つ
い

て
取

り
組

み
、

修
得

必
要

単
位

数
を

修
得

し
た

。

□
「

複
合

エ
ス

ニ
シ

テ
ィ

論
演

習
」

で
課

さ
れ

た
、

社
会

的
排

除
と

包
摂

を
め

ぐ
る

具
体

的
な

実
践

課
題

に
つ

い
て

取
り

組
み

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
「

異
文

化
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
演

習
」

で
課

さ
れ

た
、

社
会

的
排

除
と

包
摂

を
め

ぐ
る

具
体

的
な

実
践

課
題

に
つ

い
て

取
り

組
み

、
修

得
必

要
単

位
数

を
修

得
し

た
。

（
上

記
3
項

目
の

う
ち

、
１

つ
以

上
に

チ
ェ

ッ
ク

が
は

い
っ

て
い

る
こ

と
）

７
．

□
「

国
際

交
流

研
修

」
を

履
修

し
た

。

□
「

日
本

語
表

現
基

礎
」

を
は

じ
め

と
す

る
各

国
語

基
礎

科
目

を
履

修
し

た
。

□
「

異
文

化
間

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

論
」

を
履

修
し

た
。

　
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
を

積
極

的
に

学
び

，
国

内
の

み
な

ら
ず

国
際

的
な

異
文

化
間

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

に
対

す
る

関
心

を
有

し
て

い
る

。

　
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
が

生
み

出
さ

れ
る

し
く

み
に

つ
い

て
，

総
合

的
・

多
角

的
に

理
解

す
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。

　
社

会
的

排
除

の
現

状
・

歴
史

的
背

景
・

乗
り

越
え

を
め

ぐ
る

模
索

に
つ

い
て

，
人

文
・

社
会

諸
科

学
の

幅
広

い
知

識
に

も
と

づ
い

て
理

解
す

る
能

力
を

有
し

て
い

る
。

　
性

別
，

国
籍

，
言

語
・

民
族

性
な

ど
の

違
い

に
よ

っ
て

，
自

ら
が

ど
の

よ
う

な
社

会
的

位
置

づ
け

に
置

か
れ

て
い

る
の

か
を

，
人

文
・

社
会

科
学

の
諸

議
論

を
ふ

ま
え

て
思

考
す

る
能

力
を

有
し

て
い

る
。

　
性

別
，

国
籍

，
言

語
・

民
族

性
な

ど
の

違
い

に
よ

っ
て

，
自

ら
に

ど
の

よ
う

な
視

座
の

偏
り

が
生

じ
る

の
か

に
つ

い
て

，
自

覚
的

な
思

考
が

で
き

る
能

力
を

有
し

て
い

る
。

　
社

会
的

排
除

当
事

者
へ

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン

ト
・

ス
キ

ル
の

う
ち

，
基

礎
的

な
技

能
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
社

会
的

排
除

当
事

者
の

ヴ
ァ

ル
ネ

ラ
ヴ

ィ
リ

テ
ィ

（
社

会
的

立
場

の
弱

さ
）

を
考

慮
に

入
れ

た
，

行
動

や
表

現
が

で
き

る
能

力
を

有
し

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

（
上

記
3
項

目
の

う
ち

、
１

つ
以

上
に

チ
ェ

ッ
ク

が
は

い
っ

て
い

る
こ

と
）

８
．

□
「

卒
業

研
究

」
に

お
い

て
、

地
域

の
一

員
と

し
て

社
会

的
排

除
の

乗
り

越
え

に
い

か
に

主
体

的
に

関
わ

り
得

る
か

を
意

識
し

た
、

課
題

テ
ー

マ
を

設
定

し
探

求
し

た
。

□
「

卒
業

研
究

」
に

お
い

て
、

設
定

し
た

課
題

テ
ー

マ
に

つ
い

て
必

要
水

準
を

満
た

し
た

探
求

を
お

こ
な

い
、

修
得

必
要

単
位

を
修

得
し

た
。

　
社

会
的

排
除

の
乗

り
越

え
に

対
し

て
，

地
域

の
一

員
と

し
て

主
体

的
に

関
わ

ろ
う

と
す

る
態

度
を

持
っ

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
歴
史
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
「

人
間

文
化

入
門

」
２

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

人
間

文
化

研
究

」
２

単
位

を
修

得
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

「
国

際
交

流
研

修
」

「
国

際
課

題
研

修
（

芸
術

）
」

「
日

本
語

表
現

基
礎

」
「

日
本

語
読

解
基

礎
」

「
ド

イ
ツ

語
基

礎
」

「
フ

ラ
ン

ス
語

基
礎

」
「

ロ
シ

ア
語

基
礎

」
「

中
国

語
基

礎
」

「
韓

国
語

基
礎

」
「

社
会

調
査

法
」

か
ら

４
単

位
以

上
、

「
人

間
行

動
論

」
「

ス
ポ

ー
ツ

科
学

」
「

現
代

文
化

論
」

「
異

文
化

間
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
論

」
「

芸
術

文
化

論
」

「
歴

史
学

概
論

」
「

英
語

圏
文

化
論

」
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
語

圏
文

化
論

」
「

ア
ジ

ア
圏

文
化

論
」

「
絵

画
基

礎
」

「
彫

刻
基

礎
」

「
工

芸
基

礎
」

「
デ

ザ
イ

ン
基

礎
Ａ

」
「

デ
ザ

イ
ン

基
礎

Ｂ
」

「
書

法
基

礎
」

「
ド

イ
ツ

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

」
「

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

」
「

ロ
シ

ア
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
基

礎
」

か
ら

４
単

位
以

上
修

得
し

た
。

２
．

□
「

歴
史

資
料

論
」

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
「

史
学

史
」

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
各

領
域

の
講

義
科

目
を

横
断

的
・

総
合

的
に

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
各

国
語

の
中

か
ら

２
単

位
以

上
選

択
し

て
、

基
礎

的
な

読
解

力
を

修
得

し

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

及
び

プ
ロ

グ
ラ

ム
展

開
科

目
の

歴
史

学
に

関
連

す
る

分
野

の
学

問
か

ら
２

単
位

以
上

選
択

し
て

、
歴

史
を

読
み

解
く

幅
広

い
能

力
を

修
得

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

を
１

０
単

位
以

上
修

得
し

た
。

３
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
中

か
ら

選
択

し
て

、
歴

史
的

視
座

と
国

際
的

視
野

、
お

よ
び

比
較

の
視

点
を

修
得

し
た

。
□

プ
ロ

グ
ラ

ム
展

開
科

目
の

中
か

ら
選

択
し

て
、

現
代

を
相

対
化

し
て

捉
え

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
演

習
科

目
（

選
択

必
修

）
を

４
単

位
以

上
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

を
１

０
単

位
以

上
修

得
し

た
。

４
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
中

か
ら

選
択

し
て

、
歴

史
学

に
関

わ
る

資
料

の
読

解
力

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
中

か
ら

選
択

し
て

、
先

行
研

究
を

批
判

的
に

検
討

し
、

そ
の

う
え

で
自

ら
の

見
解

を
発

表
で

き
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
演

習
科

目
（

選
択

必
修

）
を

４
単

位
以

上
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

を
１

０
単

位
以

上
修

得
し

た
。

５
．

□
歴

史
に

関
す

る
諸

問
題

に
つ

い
て

自
ら

の
課

題
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

□
資

料
に

基
づ

い
て

自
ら

の
見

解
を

論
理

的
に

組
み

立
て

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
「

特
別

研
究

」
６

単
位

を
修

得
し

た
。

　
人

間
と

文
化

に
関

す
る

幅
広

い
知

識
と

教
養

を
有

し
，

国
際

的
な

視
野

に
立

っ
て

異
文

化
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
日

本
・

ア
ジ

ア
・

西
洋

各
国

の
歴

史
に

関
す

る
横

断
的

，
基

礎
的

な
知

識
を

有
し

，
現

代
の

諸
問

題
の

歴
史

的
背

景
を

理
解

し
て

い
る

。

　
日

本
・

ア
ジ

ア
・

西
洋

各
国

の
政

治
・

経
済

・
社

会
・

文
化

・
思

想
な

ど
に

つ
い

て
歴

史
的

視
座

か
ら

検
討

し
，

ま
た

国
際

的
視

野
か

ら
比

較
す

る
こ

と
を

通
し

て
，

現
代

の
諸

地
域

の
政

治
・

経
済

・
社

会
・

文
化

・
思

想
な

ど
を

相
対

化
し

，
問

い
直

す
こ

と
の

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
文

献
資

料
あ

る
い

は
非

文
献

資
料

を
適

切
に

取
り

扱
い

，
読

み
解

く
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

ま
た

，
従

来
の

研
究

成
果

を
批

判
的

に
検

討
し

，
自

ら
の

見
解

を
論

理
的

に
組

み
立

て
，

資
料

に
基

づ
い

て
適

切
に

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
日

本
・

ア
ジ

ア
・

西
洋

各
国

の
歴

史
に

関
す

る
諸

問
題

に
つ

い
て

自
ら

の
課

題
を

見
出

し
，

主
体

的
に

探
究

す
る

意
欲

を
持

っ
て

い
る

。
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
芸

術
文

化
専

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目
１
．

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

入
門

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

研
究

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
幅

広
い

分
野

の
本

を
読

ん
で

い
る

。
２
．

□
課

程
共

通
科

目
の

実
技

基
礎

科
目

「
絵

画
基

礎
」

，
「

彫
刻

基
礎

」
，

「
工

芸
基

礎
」

，
「

デ
ザ

イ
ン

基
礎

Ａ
」

，
「

デ
ザ

イ
ン

基
礎

Ｂ
」

，
「

書
法

基
礎

」
及

び
「

芸
術

文
化

論
」

の
な

か
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

「
国

際
課

題
研

修
（

芸
術

）
」

及
び

語
学

関
連

基
礎

科
目

の
な

か
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
学

内
外

の
展

覧
会

・
講

演
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

か
ら

も
積

極
的

に
学

ん
で

い
る

。
３
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
講

義
科

目
を

履
修

し
た

。

□
学

外
・

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
な

ど
に

も
積

極
的

に
参

加
し

て
い

る
。

４
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
「

音
楽

理
論

Ⅰ
・

Ⅱ
」

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
「

美
術

史
Ⅰ

・
Ⅱ

」
，

「
書

学
」

，
「

芸
術

文
化

論
特

講
 
Ａ

・
Ｂ

」
，

「
音

楽
文

化
論

特
講

 
Ａ

・
Ｂ

」
の

な
か

か
ら

履
修

し
た

。

□
実

技
や

理
論

を
問

わ
ず

、
興

味
の

あ
る

領
域

に
つ

い
て

積
極

的
に

学
習

し
て

い
る

。
５
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
「

芸
術

文
化

論
演

習
Ａ

～
Ｄ

」
，

「
美

術
史

演
習

Ａ
～

Ｄ
」

の
中

か
ら

履
修

し
た

。

□
様

々
な

領
域

に
つ

い
て

積
極

的
に

作
品

鑑
賞

や
読

書
に

よ
っ

て
学

習
し

て
い

る
。

６
．

□
指

導
教

員
の

助
言

を
受

け
な

が
ら

「
卒

業
研

究
」

を
行

っ
た

。

□
探

求
す

る
課

題
に

つ
い

て
、

よ
く

考
え

、
解

決
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

７
．

□
各

分
野

の
造

形
実

習
の

な
か

か
ら

履
修

し
た

。

□
「

美
術

史
Ⅰ

・
Ⅱ

」
，

「
書

学
」

，
「

芸
術
文

化
論

特
講

 
Ａ

・
Ｂ

」
，

「
音

楽
文

化
論

特
講

 
Ａ

・
Ｂ

」
の

な
か

か
ら

履
修

し
た

。

□
与

え
ら

れ
た

課
題

に
つ

い
て

、
作

品
や

文
章

で
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

８
．

□
各

分
野

の
造

形
演

習
の

な
か

か
ら

履
修

し
た

。

□
「

芸
術

文
化

論
演

習
Ａ

～
Ｄ

」
，

「
美

術
史

演
習

Ａ
～

Ｄ
」

の
な

か
か

ら
履

修
し

た
。

□
積

極
的

に
「

卒
業

研
究

」
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。

□
自

分
の

思
い

や
考

え
を

作
品

や
文

章
に

よ
っ

て
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

９
．

□
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
践

演
習

（
基

礎
）

」
を
履

修
し

た
。

□
各

分
野

の
造

形
演

習
の

な
か

か
ら

履
修

し
た

。

□
芸

術
文

化
に

関
す

る
関

心
が

あ
り

，
自

ら
学

び
た

い
と

思
っ

て
い

る
。

1
0
．

□
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
践

演
習

（
発

展
）

Ⅰ
～
Ⅲ

」
を

履
修

し
た

。

□
学

ん
だ

技
術

や
知

識
を

社
会

に
活

か
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

。

□
得

ら
れ

た
成

果
を

社
会

に
発

信
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
あ

る
。

　
芸

術
文

化
に

お
け

る
ア

ー
ト

・
デ

ザ
イ

ン
・

ク
ラ

フ
ト

・
理

論
の

諸
領

域
の

い
ず

れ
か

に
関

し
て

，
実

践
的

あ
る

い
は

論
理

的
な

技
能

を
身

に
付

け
，

作
品

あ
る

い
は

文
章

に
よ

っ
て

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
探

求
す

る
課

題
に

つ
い

て
，

制
作

あ
る

い
は

文
章

に
よ

っ
て

自
分

の
考

え
を

展
開

し
，

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
芸

術
文

化
に

関
す

る
関

心
を

持
ち

，
自

ら
進

ん
で

学
ぶ

意
欲

を
有

し
て

い
る

。

　
強

い
責

任
感

を
持

っ
て

，
専

門
分

野
を

社
会

に
活

か
そ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
て

い
る

。

　
人

間
と

文
化

に
関

し
て

幅
広

い
知

識
と

教
養

を
有

し
て

い
る

。

　
芸

術
文

化
の

諸
領

域
に

関
し

て
総

合
的

な
素

養
を

身
に

付
け

て
い

る
。

　
現

代
的

状
況

や
地

域
社

会
の

下
で

，
多

様
な

視
点

か
ら

芸
術

文
化

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
芸

術
文

化
に

お
け

る
ア

ー
ト

・
デ

ザ
イ

ン
・

ク
ラ

フ
ト

・
理

論
の

諸
領

域
の

い
ず

れ
か

に
関

し
て

深
い

知
識

を
有

し
て

い
る

。

　
芸

術
文

化
に

つ
い

て
，

作
品

鑑
賞

や
文

献
を

使
っ

て
自

主
的

に
学

習
し

思
考

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
探

求
す

る
課

題
に

つ
い

て
論

理
的

に
思

考
・

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
英
語
圏
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

入
門

」
を

履
修

し
2
単

位
修

得
し

た
。

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

研
究

」
を

履
修

し
2
単

位
修

得
し

た
。

２
．

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

、
「

国
際

交
流

研
修

」
を

履
修

し
2
単

位
修

得
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

、
「

英
語

圏
文

化
論

」
を

履
修

し
2
単

位
修

得
し

た
。

３
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

に
あ

る
「

英
米

文
化

論
講

義
」

を
履

修
し

2
単

位
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

に
あ

る
「

英
米

文
学

講
義

」
を

履
修

し
2
単

位
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

に
あ

る
「

言
語

習
得

論
」

を
履

修
し

2
単

位
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

に
あ

る
「

英
語

学
講

義
」

を
履

修
し

2
単

位
修

得
し

た
。

４
．

　
英

語
圏

の
文

化
・

文
学

・
言

語
・

英
語

習
得

の
諸

分
野

の
い

ず
れ

か
に

関
し

て
深

い
知

識
を

有
し

て
い

る
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

に
あ

る
「

英
米

文
化

論
演

習
」

「
英

米
文

学
演

習
」

「
英

語
習

得
論

演
習

」
「

英
語

学
演

習
」

の
い

ず
れ

か
の

分
野

に
お

い
て

4
単

位
を

修
得

し
た

。
５

．
　

英
語

圏
の

文
化

・
文

学
・

言
語

に
つ

い
て

，
英

語
の

資
料

や
文

献
を

使
っ

て
自

主
的

に
学

習
し

思
考

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
□

プ
ロ

グ
ラ

ム
基

礎
科

目
と

展
開

科
目

に
あ

る
英

語
関

係
の

科
目

に
に

お
い

て
英

語
の

資
料

や
文

献
を

読
み

こ
な

す
こ

と
が

で
き

る
。

６
．

　
探

求
す

る
課

題
に

つ
い

て
論

理
的

に
思

考
・

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
□

必
修

科
目

で
あ

る
「

卒
業

研
究

」
で

卒
業

論
文

を
書

い
て

単
位

を
修

得
し

た
。

７
．

□
「

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
基

礎
」

を
履

修
し

2
単

位
修

得
し

た
。

□
「

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
発

展
」

を
履

修
し

2
単

位
修

得
し

た
。

□
「

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
応

用
」

を
履

修
し

2
単

位
修

得
し

た
。

８
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

に
あ

る
演

習
の

授
業

に
お

い
て

論
理

的
で

説
得

力
の

あ
る

レ
ポ

ー
ト

を
書

い

□
必

修
科

目
で

あ
る

「
卒

業
研

究
」

で
エ

ッ
セ

イ
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
の

書
き

方
に

の
っ

と
り

、
自

分
の

意
見

を
展

開
で

き
た

。
９

．
　

英
語

圏
の

文
化

と
言

語
に

関
す

る
関

心
を

持
ち

，
自

ら
進

ん
で

学
ぶ

意
欲

を
有

し
て

い
る

。
□

英
語

圏
の

文
化

と
言

語
に

つ
い

て
、

授
業

に
お

い
て

だ
け

で
な

く
授

業
以

外
の

場
で

も
積

極
的

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

学
習

し
た

。
1
0
．

　
強

い
責

任
感

を
持

っ
て

，
専

門
分

野
で

得
た

知
識

や
技

能
を

社
会

に
活

か
そ

う
と

す
る

態
度

を
身

に
付

け
て

い
る

。
□

専
門

分
野

で
学

ん
だ

知
識

や
技

能
を

活
か

し
て

活
動

す
る

意
欲

を
持

っ
て

い
る

。

　
実

践
的

な
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
付

け
，

英
語

圏
の

人
と

英
語

で
交

流
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
探

求
す

る
課

題
に

つ
い

て
，

論
理

的
な

文
章

に
よ

っ
て

自
分

の
考

え
を

表
す

こ
と

が
で

き
る

。

　
人

間
と

文
化

に
関

し
て

幅
広

い
知

識
と

教
養

を
有

し
て

い
る

。

　
国

際
的

な
視

野
に

立
っ

て
異

文
化

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
英

語
圏

の
文

化
・

文
学

・
言

語
・

英
語

習
得

の
諸

分
野

に
関

し
て

総
合

的
な

素
養

を
身

に
付

け
て

い
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
圏
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

入
門

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

研
究

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

「
人

間
行

動
論

」
「

ス
ポ

ー
ツ

科
学

」
「

現
代

文
化

論
」

「
異

文
化

間
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
論

」
「

芸
術

文
化

論
」

「
歴

史
学

概
論

」
「

英
語

圏
文

化
論

」
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
語

圏
文

化
論

」
「

ア
ジ

ア
圏

文
化

論
」

「
絵

画
基

礎
」

「
彫

刻
基

礎
」

「
工

芸
基

礎
」

「
デ

ザ
イ

ン
基

礎
Ａ

」
「

デ
ザ

イ
ン

基
礎

Ｂ
」

「
書

法
基

礎
」

か
ら

、
次

項
目

と
合

わ
せ

て
、

２
科

目
以

上
を

履
修

し
、

４
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。
２

．
□

課
程

共
通

科
目

の
う

ち
「

ド
イ

ツ
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
基

礎
」

、
「

フ
ラ

ン
ス

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

」
、

「
ロ

シ
ア

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

」
か

ら
、

前
項

目
と

合
わ

せ
て

、
２

科
目

以
上

を
履

修
し

、
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

「
国

際
交

流
研

修
」

、
「

国
際

課
題

研
修

（
芸

術
）

」
、

「
日

本
語

表
現

基
礎

」
、

「
日

本
語

読
解

基
礎

」
、

「
ド

イ
ツ

語
基

礎
」

、
「

フ
ラ

ン
ス

語
基

礎
」

、
「

ロ
シ

ア
語

基
礎

」
、

「
中

国
語

基
礎

」
、

「
韓

国
語

基
礎

」
、

「
社

会
調

査
法

」
か

ら
、

２
科

目
以

上
を

履
修

し
、

４
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。
３

．
　

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

国
の

言
語

・
文

化
の

諸
相

を
，

そ
の

歴
史

的
背

景
や

社
会

的
背

景
も

踏
ま

え
な

が
ら

理
解

で
き

る
能

力
を

有
し

て
い

る
。

□
「

ド
イ

ツ
語

学
講

義
」

「
フ

ラ
ン

ス
語

学
講

義
」

「
ロ

シ
ア

語
学

講
義

」
「

ド
イ

ツ
文

学
講

義
」

「
フ

ラ
ン

ス
文

学
講

義
」

「
ド

イ
ツ

文
化

論
講

義
」

「
フ

ラ
ン

ス
文

化
論

講
義

」
「

ロ
シ

ア
文

学
・

文
化

論
講

義
」

の
う

ち
か

ら
、

２
科

目
以

上
を

履
修

し
、

４
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。
４

．
　

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

国
の

言
語

・
文

化
・

文
学

の
諸

分
野

の
い

ず
れ

か
に

関
し

て
深

い
知

識
を

有
し

て
い

る
。

□
「

ド
イ

ツ
語

学
演

習
」

「
フ

ラ
ン

ス
語

学
演

習
」

「
ロ

シ
ア

語
学

演
習

」
「

ド
イ

ツ
文

学
演

習
」

「
フ

ラ
ン

ス
文

学
演

習
」

」
の

う
ち

か
ら

、
次

項
目

と
合

わ
せ

て
２

科
目

以
上

を
履

修
し

、
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

５
．

□
「

ド
イ

ツ
文

化
論

演
習

」
「

フ
ラ

ン
ス

文
化

論
演

習
」

「
ロ

シ
ア

文
学

・
文

化
論

演
習

」
の

う
ち

か
ら

、
前

項
目

と
合

わ
せ

て
２

科
目

以
上

を
履

修
し

、
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

語
圏

文
化

論
」

を
履

修
し

、
２

単
位

を
修

得
し

た
。

６
．

　
探

求
す

る
課

題
に

つ
い

て
論

理
的

に
思

考
・

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
□

特
別

研
究

の
指

導
を

受
け

、
６

単
位

を
修

得
し

た
。

□
特

別
研

究
を

完
成

し
、

単
位

認
定

さ
れ

た
。

７
．

　
グ

ロ
ー

バ
ル

化
社

会
に

対
応

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

と
し

て
個

別
言

語
を

用
い

て
発

信
で

き
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。
□

「
ド

イ
ツ

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

発
展

」
「

ド
イ

ツ
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
実

践
」

「
フ

ラ
ン

ス
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
発

展
」

「
フ

ラ
ン

ス
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
実

践
」

「
ロ

シ
ア

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

発
展

」
「

ロ
シ

ア
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
実

践
」

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

応
用

」
「

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
実

践
」

を
履

修
す

る
、

「
課

題
解

決
型

国
際

研
修

」
へ

参
加

す
る

、
も

し
く

は
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
参

加
す

る
な

ど
し

て
、

言
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

高
め

た
。

８
．

　
探

求
す

る
課

題
に

つ
い

て
，

論
理

的
な

文
章

に
よ

っ
て

自
分

の
考

え
を

表
す

こ
と

が
で

き
る

。
□

「
ド

イ
ツ

語
作

文
」

「
フ

ラ
ン

ス
語

作
文

」
「

ロ
シ

ア
語

作
文

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
す

る
な

ど
し

て
各

言
語

の
文

章
作

成
能

力
を

獲
得

し
た

。
９

．
　

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

諸
言

語
，

文
化

に
関

す
る

関
心

を
持

ち
，

自
ら

進
ん

で
学

ぶ
意

欲
を

有
し

て
い

る
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

た
。

1
0
.

　
多

様
な

文
化

を
積

極
的

に
学

修
し

て
多

文
化

社
会

の
あ

り
方

に
つ

い
て

主
体

的
に

探
求

す
る

態
度

を
有

し
て

い
る

。
□

プ
ロ

グ
ラ

ム
展

開
科

目
の

必
要

修
得

単
位

数
を

満
た

し
た

。

学
位
授
与
の
方
針

　
国

際
的

な
視

野
に

立
っ

て
異

文
化

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

社
会

に
お

け
る

諸
問

題
を

探
求

す
る

た
め

の
広

い
視

野
に

基
づ

い
た

思
考

力
と

社
会

的
背

景
を

踏
ま

え
た

判
断

力
を

有
し

て
い

る
。

　
人

間
と

文
化

に
関

し
て

幅
広

い
知

識
と

教
養

を
有

し
て

い
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
ア
ジ
ア
圏
文
化
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

入
門

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
課

程
導

入
科

目
「

人
間

文
化

研
究

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

「
人

間
行

動
論

」
「

ス
ポ

ー
ツ

科
学

」
「

現
代

文
化

論
」

「
異

文
化

間
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
論

」
「

芸
術

文
化

論
」

「
歴

史
学

概
論

」
「

英
語

圏
文

化
論

」
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
語

圏
文

化
論

」
「

ア
ジ

ア
圏

文
化

論
」

「
絵

画
基

礎
」

「
彫

刻
基

礎
」

「
工

芸
基

礎
」

「
デ

ザ
イ

ン
基

礎
Ａ

」
「

デ
ザ

イ
ン

基
礎

Ｂ
」

「
書

法
基

礎
」

か
ら

、
次

項
目

と
合

わ
せ

て
、

２
科

目
以

上
を

履
修

し
、

４
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。
２

．
□

課
程

共
通

科
目

の
う

ち
「

国
際

交
流

研
修

」
、

「
ア

ジ
ア

圏
文

化
論

」
を

修
得

し
た

。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

「
国

際
交

流
研

修
」

、
「

国
際

課
題

研
修

（
芸

術
）

」
、

「
日

本
語

表
現

基
礎

」
、

「
日

本
語

読
解

基
礎

」
、

「
ド

イ
ツ

語
基

礎
」

、
「

フ
ラ

ン
ス

語
基

礎
」

、
「

ロ
シ

ア
語

基
礎

」
、

「
中

国
語

基
礎

」
、

「
韓

国
語

基
礎

」
、

「
社

会
調

査
法

」
か

ら
、

２
科

目
以

上
を

履
修

し
、

４
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。
３

．
ア

ジ
ア

諸
国

の
言

語
・

文
化

の
諸

相
を

，
そ

の
歴

史
的

背
景

や
社

会
的

背
景

も
踏

ま
え

な
が

ら
理

解
で

き
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。
□

日
本

史
講

義
」

，
「

日
本

思
想

史
講

義
」

，
「

日
本

文
学

講
義

」
，

「
日

本
語

学
講

義
」

，
「

中
国

語
学

講
義

」
，

「
ア

ジ
ア

史
講

義
」

の
う

ち
か

ら
、

２
科

目
以

上
を

履
修

し
、

４
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。
４

．
　

ア
ジ

ア
諸

国
の

言
語

・
文

化
・

文
学

の
諸

分
野

の
い

ず
れ

か
に

関
し

て
深

い
知

識
を

有
し

て
い

る
。

□
「

日
本

史
演

習
」

，
「

日
本

思
想

史
演

習
」

，
「

日
本

文
学

演
習

」
，

「
日

本
語

学
演

習
」

，
「

中
国

語
学

演
習

」
，

「
ア

ジ
ア

史
演

習
」

の
う

ち
か

ら
、

２
科

目
以

上
を

履
修

し
、

４
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。
５

．
□

「
日

本
史

特
講

」
，

「
日

本
思

想
史

特
講

」
，

「
日

本
文

学
特

講
」

，
「

日
本

語
学

特
講

」
，

「
中

国
語

学
特

講
」

，
「

ア
ジ

ア
史

特
講

」
の

う
ち

か
ら

、
２

科
目

以
上

を
履

修
し

、
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

「
ア

ジ
ア

圏
文

化
論

」
を

履
修

し
、

２
単

位
を

修
得

し
た

。
６

．
　

探
求

す
る

課
題

に
つ

い
て

論
理

的
に

思
考

・
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

□
特

別
研

究
の

指
導

を
受

け
、

６
単

位
を

修
得

し
た

。

□
特

別
研

究
を

完
成

し
、

単
位

認
定

さ
れ

た
。

７
．

　
探

求
す

る
課

題
に

つ
い

て
，

論
理

的
な

文
章

に
よ

っ
て

自
分

の
考

え
を

表
す

こ
と

が
で

き
る

。
□

「
日

本
語

表
現

基
礎

」
と

「
日

本
語

読
解

基
礎

」
を

履
修

し
た

。
中

国
語

に
よ

る
論

理
的

な
文

章
を

講
読

で
き

る
た

め
に

，
「

中
国

語
学

講
読

」
を

履
修

し
た

。
８

．
　

ア
ジ

ア
の

諸
言

語
，

文
化

に
関

す
る

関
心

を
持

ち
，

自
ら

進
ん

で
学

ぶ
意

欲
を

有
し

て
い

る
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

た
。

９
．

　
多

様
な

文
化

を
積

極
的

に
学

修
し

て
多

文
化

社
会

の
あ

り
方

に
つ

い
て

主
体

的
に

探
求

す
る

態
度

を
有

し
て

い
る

。
□

プ
ロ

グ
ラ

ム
展

開
科

目
の

必
要

修
得

単
位

数
を

満
た

し
た

。

学
位
授
与
の
方
針

　
人

間
と

文
化

に
関

し
て

幅
広

い
知

識
と

教
養

を
有

し
て

い
る

。

　
国

際
的

な
視

野
に

立
っ

て
異

文
化

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
ア

ジ
ア

社
会

に
お

け
る

諸
問

題
を

探
求

す
る

た
め

の
広

い
視

野
に

基
づ

い
た

思
考

力
と

社
会

的
背

景
を

踏
ま

え
た

判
断

力
を

有
し

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
政
策
法
務
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

を
履

修
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

必
修

科
目

（
民

法
総

則
Ⅰ

ほ
か

）
３

科
目

を
す

べ
て

履
修

し
た

。

□
憲

法
（

人
権

）
Ⅰ

を
履

修
し

た
。

□
刑

法
総

論
Ⅰ

を
履

修
し

た
。

□
政

治
学

（
政

治
過

程
）

を
履

修
し

た
。

□
環

境
に

関
す

る
，

必
修

科
目

以
外

の
選

択
科

目
を

少
な

く
と

も
１

科
目

履
修

し
た

。
２

．
□

プ
ロ

グ
ラ

ム
基

礎
科

目
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
「

憲
法

（
統

治
機

構
）

Ⅱ
」

「
刑

法
各

論
Ⅰ

」
「

刑
事

訴
訟

法
Ⅰ

」
「

行
政

法
（

作
用

法
総

論
）

Ⅰ
・

Ⅱ
」

「
行

政
法

（
救

済
法

）
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

民
法

（
物

権
）

Ⅰ
」

「
民

法
（

債
権

総
論

）
Ⅰ

」
「

民
法

（
家

族
法

）
Ⅰ

」
科

目
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
「

政
治

学
（

政
治

理
論

）
」

、
「

行
政

学
I
・

Ⅱ
」

、
「

財
政

学
I
・

Ⅱ
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

以
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
展

科
目

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

以
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
展

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

た
。

３
．

□
「

憲
法

（
統

治
機

構
）

Ⅱ
」

「
刑

法
総

論
Ⅱ

」
「

民
法

（
家

族
法

）
Ⅱ

」
「

政
治

学
（

政
治

理
論

）
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
上

記
科

目
以

外
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
基

礎
科

目
を

履
修

し
た

。

□
上

記
科

目
を

複
数

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

た

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

以
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
展

科
目

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

以
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
展

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

た
。

４
．

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
「

刑
事

政
策

」
「

政
治

学
（

政
治

過
程

）
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
、

お
よ

び
「

刑
事

政
策

」
「

政
治

学
（

政
治

過
程

）
」

の
う

ち
複

数
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
、

お
よ

び
「

刑
事

政
策

」
「

政
治

学
（

政
治

過
程

）
」

の
全

て
を

履
修

し
た

。
５

．
□

「
地

域
政

策
実

践
演

習
Ａ

・
Ｂ

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
特

別
研

究
を

完
成

し
、

単
位

認
定

さ
れ

た
。

□
特

別
演

習
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。
６

．
□

「
地

域
政

策
実

践
演

習
Ａ

・
Ｂ

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

　
法

・
経

済
・

環
境

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

　
地

域
社

会
が

抱
え

る
現

実
的

な
法

的
・

政
治

的
課

題
の

内
容

や
意

義
，

歴
史

的
経

緯
に

つ
い

て
的

確
に

認
識

し
て

い
る

。

　
法

と
人

間
・

社
会

の
あ

り
方

に
つ

い
て

，
相

互
の

複
雑

な
連

関
を

踏
ま

え
て

理
解

す
る

た
め

の
法

学
的

思
考

様
式

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

　
法

学
的

思
考

様
式

を
用

い
て

現
実

の
社

会
的

課
題

に
関

す
る

判
断

を
下

す
力

を
有

し
て

い
る

。

　
法

学
全

体
に

関
す

る
基

礎
的

な
観

点
お

よ
び

公
法

，
刑

事
法

，
政

治
学

を
中

心
と

す
る

専
門

的
な

観
点

か
ら

，
地

域
社

会
が

抱
え

る
課

題
に

つ
き

，
法

学
的

思
考

様
式

を
用

い
て

政
策

立
案

を
行

い
，

そ
れ

を
論

理
的

か
つ

的
確

に
説

明
す

る
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

　
様

々
な

集
団

の
合

意
形

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

柔
軟

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
政
策
法
務
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

項
目

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。
７

．
□

「
地

域
政

策
実

践
演

習
Ａ

・
Ｂ

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

項
目

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。
８

．
□

「
地

域
政

策
実

践
演

習
Ａ

・
Ｂ

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
「

刑
事

政
策

」
「

政
治

学
（

政
治

過
程

）
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
、

お
よ

び
「

刑
事

政
策

」
「

政
治

学
（

政
治

過
程

）
」

の
う

ち
複

数
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
、

お
よ

び
「

刑
事

政
策

」
「

政
治

学
（

政
治

過
程

）
」

の
全

て
を

履
修

し
た

。
９

．
□

「
地

域
政

策
実

践
演

習
Ａ

・
Ｂ

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

8
単

位
履

修
し

た
。

□
履

修
し

た
演

習
科

目
の

全
て

で
「

秀
」

「
優

」
の

評
価

を
得

た
。

　
地

域
社

会
が

抱
え

る
課

題
の

解
決

や
地

域
創

生
・

地
域

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
強

い
関

心
を

持
っ

て
い

る
。

　
本

専
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

修
得

し
た

専
門

的
視

点
を

活
か

し
，

地
域

の
問

題
解

決
の

た
め

に
社

会
に

参
画

す
る

意
欲

を
持

っ
て

い
る

。

　
中

立
公

正
な

立
場

か
ら

高
い

倫
理

性
を

持
っ

て
，

専
門

分
野

を
社

会
貢

献
に

活
か

そ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

つ
け

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
企
業
法
務
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

を
履

修
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

必
修

科
目

（
民

法
総

則
Ⅰ

ほ
か

）
３

科
目

を
す

べ
て

履
修

し
た

。

□
憲

法
（

人
権

）
Ⅰ

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
民

事
法

関
係

の
科

目
を

少
な

く
と

も
１

科
目

履
修

し
た

。

□
政

治
学

（
政

治
過

程
）

を
履

修
し

た
。

□
環

境
に

関
す

る
，

必
修

科
目

以
外

の
選

択
科

目
を

少
な

く
と

も
１

科
目

履
修

し
た

。
２

．
□

プ
ロ

グ
ラ

ム
基

礎
科

目
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
「

憲
法

（
人

権
）

Ⅰ
」

「
民

法
（

債
権

各
論

）
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

民
法

（
家

族
法

）
Ⅰ

」
「

民
法

（
相

続
法

）
」

「
商

法
（

総
則

）
」

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
「

民
事

訴
訟

法
Ⅰ

・
Ⅱ

」
「

雇
用

管
理

法
」

「
経

営
学

総
論

Ⅰ
・

Ⅱ
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

以
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
展

科
目

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

以
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
展

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

３
．

□
「

憲
法

（
人

権
）

Ⅱ
」

「
民

法
（

家
族

法
）

Ⅱ
」

「
会

社
法

Ⅱ
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
上

記
科

目
以

外
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
基

礎
科

目
を

履
修

し
た

。

□
上

記
科

目
を

複
数

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

以
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
展

科
目

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

以
外

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
展

科
目

の
必

要
修

得
単

位
数

を
満

た
し

４
．

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
「

労
働

法
Ⅱ

」
「

商
法

（
商

取
引

法
）

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
、

お
よ

び
「

労
働

法
Ⅱ

」
「

商
法

（
商

取
引

法
）

」
の

う
ち

複
数

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
、

お
よ

び
「

労
働

法
Ⅱ

」
「

商
法

（
商

取
引

法
）

」
の

全
て

を
履

修
し

た
。

５
．

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
特

別
研

究
を

完
成

し
、

単
位

認
定

さ
れ

た
。

□
特

別
演

習
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。
６

．
□

「
地

域
政

策
実

践
演

習
Ａ

・
Ｂ

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

項
目

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。
７

．
□

「
地

域
政

策
実

践
演

習
Ａ

・
Ｂ

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。
　

地
域

産
業

が
抱

え
る

課
題

の
解

決
や

地
域

創
生

・
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

強
い

関
心

を
持

っ
て

い
る

。

　
法

・
経

済
・

環
境

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

　
地

域
産

業
が

抱
え

る
現

実
的

な
法

的
（

と
く

に
私

法
に

関
す

る
）

課
題

の
内

容
や

意
義

，
歴

史
的

経
緯

に
つ

い
て

的
確

に
認

識
し

て
い

る
。

　
法

と
人

間
・

社
会

の
あ

り
方

に
つ

い
て

，
相

互
の

複
雑

な
連

関
を

踏
ま

え
て

理
解

す
る

た
め

の
法

学
的

思
考

様
式

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

　
法

学
的

思
考

様
式

を
用

い
て

現
実

の
社

会
的

課
題

に
関

す
る

判
断

を
下

す
力

を
有

し
て

い
る

。

　
法

学
全

体
に

関
す

る
基

礎
的

な
観

点
お

よ
び

民
法

（
財

産
法

）
，

商
法

，
労

働
法

を
中

心
と

す
る

専
門

的
な

観
点

か
ら

，
地

域
産

業
が

抱
え

る
課

題
に

つ
き

，
法

学
的

思
考

様
式

を
用

い
て

政
策

立
案

を
行

い
，

そ
れ

を
論

理
的

か
つ

的
確

に
説

明
す

る
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

　
様

々
な

集
団

の
合

意
形

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

柔
軟

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
企
業
法
務
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

項
目

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。
８

．
□

「
地

域
政

策
実

践
演

習
Ａ

・
Ｂ

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
「

労
働

法
Ⅱ

」
「

商
法

（
商

取
引

法
）

」
の

い
ず

れ
か

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
、

お
よ

び
「

労
働

法
Ⅱ

」
「

商
法

（
商

取
引

法
）

」
の

う
ち

複
数

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
、

お
よ

び
「

労
働

法
Ⅱ

」
「

商
法

（
商

取
引

法
）

」
の

全
て

を
履

修
し

た
。

９
．

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
「

地
域

政
策

実
践

演
習

Ａ
・

Ｂ
」

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
で

「
秀

」
「

優
」

の
評

価
を

得
た

。

□
各

演
習

科
目

の
い

ず
れ

か
を

8
単

位
履

修
し

た
。

□
履

修
し

た
演

習
科

目
の

全
て

で
「

秀
」

「
優

」
の

評
価

を
得

た
。

　
本

専
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

修
得

し
た

専
門

的
視

点
を

活
か

し
，

地
域

産
業

の
問

題
解

決
の

た
め

に
社

会
に

参
画

す
る

意
欲

を
持

っ
て

い
る

。

　
中

立
公

正
な

立
場

か
ら

高
い

倫
理

性
を

持
っ

て
，

専
門

分
野

を
社

会
貢

献
に

活
か

そ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

つ
け

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
地
域
社
会
経
済
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
課

程
導

入
科

目
（

「
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

」
）

を
履

修
し

た
。

□
課

程
導

入
科

目
（

「
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

」
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
課

程
共

通
科

目
の

中
か

ら
８

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

中
か

ら
８

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

２
．

□
「

経
済

学
基

礎
Ⅰ

・
Ⅱ

」
を

履
修

し
た

。

□
「

経
済

学
基

礎
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
（

演
習

以
外

の
経

済
関

連
科

目
で

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
選

択
必

修
科

目
（

「
理

論
経

済
学

Ⅰ
」

，
「

理
論

経
済

学
Ⅱ

」
，

「
財

政
学

Ⅰ
」

，
「

財
政

学
Ⅱ

」
，

「
国

際
経

済
論

Ａ
」

，
「

国
際

経
済

論
Ｂ

」
，

農
業

経
済

論
Ⅰ

」
，

「
農

業
経

済
論

Ⅱ
」

，
「

ミ
ク

ロ
経

済
学

」
，

「
金

融
論

」
）

の
中

か
ら

４
単

位
以

上
を

履
修

し
た

。

□
（

演
習

以
外

の
経

済
関

連
科

目
で

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
選

択
必

修
科

目
（

「
理

論
経

済
学

Ⅰ
」

，
「

理
論

経
済

学
Ⅱ

」
，

「
財

政
学

Ⅰ
」

，
「

財
政

学
Ⅱ

」
，

「
国

際
経

済
論

Ａ
」

，
「

国
際

経
済

論
Ｂ

」
，

農
業

経
済

論
Ⅰ

」
，

「
農

業
経

済
論

Ⅱ
」

，
「

ミ
ク

ロ
経

済
学

」
，

「
金

融
論

」
）

の
中

か
ら

４
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

３
．

□
「

経
済

学
基

礎
Ⅰ

・
Ⅱ

」
を

履
修

し
た

□
「

経
済

学
基

礎
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

４
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
法

・
環

境
関

連
科

目
の

中
か

ら
少

な
く

と
も

２
単

位
を

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
法

・
環

境
関

連
科

目
の

中
か

ら
少

な
く

と
も

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

５
．

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
経

済
実

践
演

習
」

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
経

済
実

践
演

習
」

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

６
．

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
経

済
実

践
演

習
」

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
経

済
実

践
演

習
」

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

７
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
中

か
ら

演
習

科
目

を
除

き
１

２
単

位
以

上
を

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
中

か
ら

演
習

科
目

を
除

き
１

２
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

学
位
授
与
の
方
針

　
地

域
経

済
が

抱
え

る
さ

ま
ざ

ま
な

諸
問

題
や

経
済

現
象

に
強

い
関

心
を

持
っ

て
い

る
。

　
経

済
・

法
・

環
境

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
幅

広
く

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
地

域
経

済
の

し
く

み
を

総
合

的
に

理
解

す
る

た
め

の
専

門
的

な
知

識
を

修
得

し
て

い
る

。

　
経

済
と

人
間

・
社

会
の

あ
り

方
に

つ
い

て
，

相
互

の
複

雑
な

連
関

を
踏

ま
え

て
理

解
す

る
経

済
学

的
素

養
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
経

済
学

を
は

じ
め

と
し

た
専

門
的

知
識

を
活

用
し

，
地

域
経

済
の

し
く

み
と

そ
の

課
題

を
総

合
的

に
思

考
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
地

域
経

済
の

現
状

や
課

題
を

関
連

資
料

・
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て
理

論
的

・
実

証
的

に
分

析
・

評
価

し
，

そ
れ

ら
に

基
づ

く
政

策
的

判
断

が
で

き
る

。

　
様

々
な

集
団

の
合

意
形

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

柔
軟

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
地
域
社
会
経
済
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

達
成
に
必
要
な
項
目

学
位
授
与
の
方
針

８
．

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
経

済
実

践
演

習
」

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
経

済
実

践
演

習
」

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

９
．

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
経

済
実

践
演

習
」

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
経

済
実

践
演

習
」

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

　
経

済
学

を
は

じ
め

と
す

る
専

門
的

視
点

を
活

か
し

て
，

地
域

経
済

の
課

題
に

主
体

的
・

実
践

的
に

取
り

組
む

意
欲

を
持

っ
て

い
る

。

　
中

立
公

正
な

立
場

か
ら

高
い

倫
理

性
を

持
っ

て
，

専
門

分
野

を
社

会
貢

献
に

活
か

そ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

つ
け

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
地
域
社
会
連
携
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
課

程
導

入
科

目
（

「
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

」
）

を
履

修
し

た
。

□
課

程
導

入
科

目
（

「
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

」
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
課

程
共

通
科

目
の

中
か

ら
８

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
課

程
共

通
科

目
の

中
か

ら
８

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

２
．

□
「

経
済

学
基

礎
Ⅰ

・
Ⅱ

」
を

履
修

し
た

。

□
「

経
済

学
基

礎
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
（

演
習

以
外

の
経

済
関

連
科

目
で

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
選

択
必

修
科

目
（

「
経

営
学

総
論

Ⅰ
」

，
「

経
営

学
総

論
Ⅱ

」
，

「
会

計
学

Ⅰ
」

，
「

会
計

学
Ⅱ

」
，

「
社

会
保

障
論

Ⅰ
」

，
「

社
会

保
障

論
Ⅱ

」
，

「
政

治
経

済
学

Ⅰ
」

，
「

政
治

経
済

学
Ⅱ

」
，

「
環

境
経

済
論

Ⅱ
」

）
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
（

演
習

以
外

の
経

済
関

連
科

目
で

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
選

択
必

修
科

目
（

「
経

営
学

総
論

Ⅰ
」

，
「

経
営

学
総

論
Ⅱ

」
，

「
会

計
学

Ⅰ
」

，
「

会
計

学
Ⅱ

」
，

「
社

会
保

障
論

Ⅰ
」

，
「

社
会

保
障

論
Ⅱ

」
，

「
政

治
経

済
学

Ⅰ
」

，
「

政
治

経
済

学
Ⅱ

」
，

「
環

境
経

済
論

Ⅱ
」

）
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

３
．

□
「

経
済

学
基

礎
Ⅰ

・
Ⅱ

」
を

履
修

し
た

□
「

経
済

学
基

礎
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

４
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
法

・
環

境
関

連
科

目
の

中
か

ら
少

な
く

と
も

２
単

位
を

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
法

・
環

境
関

連
科

目
の

中
か

ら
少

な
く

と
も

２
単

位
を

修
得

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
中

か
ら

３
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

５
．

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

６
．

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

７
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
中

か
ら

演
習

科
目

を
除

き
１

２
単

位
以

上
を

履
修

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
中

か
ら

演
習

科
目

を
除

き
１

２
単

位
以

上
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

　
地

域
社

会
や

産
業

が
抱

え
る

さ
ま

ざ
ま

な
諸

問
題

や
経

済
現

象
に

強
い

関
心

を
持

っ
て

い
る

。

　
経

済
・

法
・

環
境

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
幅

広
く

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
地

域
社

会
や

産
業

の
し

く
み

を
総

合
的

に
理

解
す

る
た

め
の

専
門

的
な

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

　
経

済
と

人
間

・
社

会
の

あ
り

方
に

つ
い

て
，

相
互

の
複

雑
な

連
関

を
踏

ま
え

て
理

解
す

る
経

済
学

的
素

養
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
経

済
学

を
は

じ
め

と
し

た
専

門
的

知
識

を
活

用
し

，
地

域
社

会
や

産
業

の
し

く
み

と
そ

の
課

題
を

総
合

的
に

思
考

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
地

域
社

会
や

産
業

が
抱

え
る

諸
問

題
を

関
連

資
料

・
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て
理

論
的

・
実

証
的

に
分

析
・

評
価

し
，

そ
れ

ら
に

基
づ

く
政

策
的

判
断

が
で

き
る

。

　
様

々
な

集
団

の
合

意
形

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

柔
軟

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
地
域
社
会
連
携
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

８
．

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

９
．

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

を
履

修
し

た
。

□
「

地
域

経
済

調
査

演
習

」
な

い
し

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
履

修
し

た
。

□
演

習
科

目
の

中
か

ら
４

単
位

以
上

を
修

得
し

た
。

□
「

特
別

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

　
経

済
学

を
は

じ
め

と
す

る
専

門
的

視
点

を
活

か
し

て
，

地
域

社
会

や
産

業
の

課
題

に
主

体
的

・
実

践
的

に
取

り
組

む
意

欲
を

持
っ

て
い

る
。

　
中

立
公

正
な

立
場

か
ら

高
い

倫
理

性
を

持
っ

て
，

専
門

分
野

を
社

会
貢

献
に

活
か

そ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

つ
け

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
環
境
共
生
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

１
．

□
環

境
・

法
・

経
済

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

幅
広

く
学

ぶ
、

１
年

次
・

前
期

必
修

の
課

程
導

入
２

科
目

「
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

」
を

履
修

し
て

い
る

。

□
課

程
導

入
２

科
目

「
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
１

年
次

対
象

の
課

程
共

通
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

環
境

・
法

・
経

済
に

関
す

る
必

修
・

選
択

必
修

の
各

講
義

科
目

（
「

環
境

政
策

論
Ⅰ

」
な

ど
）

を
履

修
し

て
い

る
。

□
課

程
共

通
科

目
の

う
ち

、
環

境
・

法
・

経
済

に
関

す
る

必
修

・
選

択
必

修
の

講
義

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
２

・
３

年
次

対
象

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

選
択

必
修

・
選

択
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
各

分
野

の
講

義
科

目
（

「
環

境
統

計
学

Ⅰ
・

Ⅱ
」

な
ど

）
を

履
修

し
て

い
る

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

２
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

２
年

次
必

修
の

「
環

境
科

学
演

習
」

と
「

持
続

可
能

な
社

会
論

」
を

履
修

し
、

環
境

学
各

分
野

か
ら

の
環

境
問

題
研

究
手

法
・

専
門

知
識

を
学

ん
で

い
る

。

□
「

環
境

科
学

演
習

」
と

「
持

続
可

能
な

社
会

論
」

両
科

目
の

単
位

を
修

得
し

、
文

理
融

合
に

基
づ

く
環

境
研

究
の

必
要

性
を

十
分

理
解

し
て

い
る

。

□
２

・
３

年
次

対
象

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

選
択

必
修

・
選

択
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
人

文
・

社
会

科
学

系
と

自
然

科
学

系
、

各
分

野
の

講
義

・
演

習
・

実
習

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
３

・
４

年
次

対
象

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
う

ち
、

選
択

必
修

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

各
分

野
の

講
義

・
演

習
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

３
．

□
１

年
次

対
象

の
課

程
科

目
の

う
ち

、
必

修
の

課
程

導
入

２
科

目
（

「
地

域
政

策
入

門
Ａ

・
Ｂ

」
）

と
課

程
共

通
（

必
修

・
選

択
必

修
）

の
各

分
野

の
講

義
科

目
（

「
環

境
経

済
論

Ⅰ
」

な
ど

）
を

履
修

し
て

い
る

。

□
課

程
科

目
の

う
ち

、
課

程
導

入
科

目
と

課
程

共
通

の
講

義
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

数
を

修
得

し
、

環
境

と
人

間
・

社
会

の
あ

り
方

を
相

互
の

複
雑

な
連

関
を

踏
ま

え
理

解
す

る
重

要
性

を
認

識
し

て
い

る
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

２
年

次
対

象
（

選
択

必
修

）
の

人
文

・
社

会
科

学
分

野
の

講
義

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

を
履

修
し

、
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

４
．

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

２
年

次
必

修
の

「
環

境
科

学
演

習
」

と
「

持
続

可
能

な
社

会
論

」
を

履
修

し
、

具
体

的
な

環
境

問
題

の
解

決
策

・
「

持
続

可
能

な
共

生
社

会
」

構
築

策
を

環
境

学
各

分
野

の
観

点
か

ら
総

合
的

に
学

ん
で

い
る

。

□
「

環
境

科
学

演
習

」
と

「
持

続
可

能
な

社
会

論
」

両
科

目
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
２

年
次

選
択

必
修

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

と
「

環
境

社
会

調
査

演
習

」
の

い
ず

れ
か

を
選

択
し

、
社

会
科

学
的

手
法

に
基

づ
く

環
境

問
題

の
解

決
策

探
求

法
を

学
び

、
単

位
を

修
得

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

２
・

３
年

次
対

象
の

選
択

科
目

「
環

境
社

会
調

査
実

習
」

や
「

環
境

科
学

実
験

」
を

履
修

し
、

専
門

的
な

社
会

調
査

・
科

学
実

験
等

を
行

い
、

単
位

を
修

得
し

た
。

　
環

境
・

法
・

経
済

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
幅

広
く

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
文

理
融

合
に

基
づ

く
環

境
学

諸
分

野
の

研
究

手
法

と
専

門
的

な
知

識
を

修
得

し
て

い
る

。

　
環

境
と

人
間

・
社

会
の

あ
り

方
に

つ
い

て
，

相
互

の
複

雑
な

連
関

を
踏

ま
え

て
理

解
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
環

境
学

を
始

め
と

し
た

専
門

的
知

識
を

活
用

し
，

環
境

問
題

の
解

決
，

「
持

続
可

能
な

共
生

社
会

」
構

築
に

向
け

た
具

体
的

な
方

策
を

総
合

的
に

思
考

・
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
環
境
共
生
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

□
３

年
次

選
択

必
修

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

と
し

て
、

各
専

門
分

野
の

「
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

中
か

ら
１

分
野

を
選

択
・

履
修

し
、

「
Ⅰ

・
Ⅱ

」
両

方
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
４

年
次

必
修

の
課

程
共

通
科

目
で

あ
る

「
特

別
研

究
」

に
取

り
組

み
、

専
門

分
野

の
知

識
を

十
分

に
活

用
し

、
環

境
問

題
の

解
決

策
や

「
持

続
可

能
な

共
生

社
会

」
構

築
に

関
す

る
論

文
を

書
き

上
げ

、
単

位
を

修
得

し
た

。
５

．
□

２
年

次
・

前
期

必
修

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

「
環

境
科

学
演

習
」

を
履

修
し

、
環

境
学

各
分

野
か

ら
の

地
域

環
境

の
調

査
・

分
析

手
法

や
、

得
た

情
報

・
導

き
出

し
た

結
論

を
論

理
的

に
説

明
す

る
方

法
を

学
ん

で
い

る
。

□
「

環
境

科
学

演
習

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
２

年
次

選
択

必
修

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

と
「

環
境

社
会

調
査

演
習

」
の

い
ず

れ
か

を
選

択
・

履
修

し
、

地
域

環
境

に
関

す
る

社
会

科
学

的
調

査
・

分
析

手
法

や
、

そ
の

結
果

を
論

理
的

に
提

示
す

る
方

法
を

学
ん

で
い

る
。

□
「

地
域

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
践

演
習

」
と

「
環

境
社

会
調

査
演

習
」

の
う

ち
、

１
科

目
以

上
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

２
・

３
年

次
対

象
の

選
択

科
目

「
環

境
社

会
調

査
実

習
」

や
「

環
境

科
学

実
験

」
を

履
修

し
、

科
学

的
な

調
査

・
実

験
手

法
や

デ
ー

タ
分

析
・

考
察

方
法

等
を

学
ん

で
い

る
。

□
「

環
境

社
会

調
査

実
習

」
や

「
環

境
科

学
実

験
」

を
履

修
し

、
単

位
を

修
得

し
た

。

□
４

年
次

必
修

の
課

程
共

通
科

目
で

あ
る

「
特

別
研

究
」

を
書

き
上

げ
る

た
め

調
査

・
分

析
を

行
い

、
正

確
に

情
報

を
把

握
し

た
上

で
自

分
な

り
の

見
解

・
提

言
を

纏
め

、
成

果
を

論
理

的
に

説
明

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

６
．

□
２

年
次

必
修

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

「
環

境
科

学
演

習
」

と
「

持
続

可
能

な
社

会
論

」
を

履
修

し
て

い
る

。

□
「

環
境

科
学

演
習

」
と

「
持

続
可

能
な

社
会

論
」

を
履

修
し

、
授

業
担

当
教

員
・

受
講

学
生

と
円

滑
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

能
力

や
、

得
た

情
報

・
導

き
出

し
た

結
論

を
分

か
り

や
す

く
説

明
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
な

ど
の

成
果

を
上

げ
、

両
科

目
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
２

・
３

年
次

対
象

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

選
択

必
修

・
選

択
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
「

環
境

社
会

調
査

演
習

」
や

「
環

境
社

会
調

査
実

習
」

を
履

修
し

、
グ

ル
ー

プ
作

業
や

聞
き

取
り

調
査

に
よ

っ
て

、
他

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

能
力

の
向

上
や

、
自

ら
得

た
情

報
を

分
か

り
や

す
く

説
明

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

等
の

成
果

を
上

げ
、

単
位

を
修

得
し

た
。

□
３

・
４

年
次

対
象

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
う

ち
、

選
択

必
修

の
「

環
境

経
済

論
特

講
」

や
「

環
境

文
化

論
特

講
」

、
「

環
境

社
会

学
特

講
」

を
履

修
し

、
単

位
を

修
得

し
た

。

□
３

年
次

選
択

必
修

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

と
し

て
、

各
分

野
の

「
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

中
か

ら
１

分
野

を
選

択
・

履
修

し
、

演
習

担
当

教
員

・
受

講
学

生
と

円
滑

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
能

力
や

、
文

献
・

調
査

デ
ー

タ
等

を
正

確
に

読
み

解
き

理
解

し
た

り
、

そ
れ

ら
か

ら
得

た
情

報
を

分
か

り
や

す
く

説
明

す
る

能
力

・
手

法
等

を
身

に
つ

け
、

「
Ⅰ

・
Ⅱ

」
両

方
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
４

年
次

必
修

の
課

程
共

通
科

目
「

特
別

研
究

」
を

書
き

上
げ

る
た

め
、

学
内

外
で

調
査

・
分

析
を

行
い

、
他

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

能
力

や
、

文
献

・
調

査
等

か
ら

導
き

出
し

た
結

論
を

分
か

り
や

す
く

説
明

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

、
単

位
を

修
得

し
た

。
７

．
□

プ
ロ

グ
ラ

ム
基

礎
科

目
の

う
ち

、
身

近
な

地
域

環
境

の
現

状
・

取
り

組
み

に
焦

点
を

当
て

た
２

年
次

・
前

期
必

修
の

「
環

境
科

学
演

習
」

を
履

修
し

て
い

る
。

　
地

球
規

模
か

ら
身

近
な

地
域

ま
で

，
多

岐
に

わ
た

る
環

境
や

環
境

問
題

に
強

い
関

心
を

持
っ

て
い

る
。

　
地

域
社

会
と

そ
の

環
境

に
関

す
る

調
査

・
分

析
が

で
き

，
そ

こ
に

潜
む

問
題

点
や

そ
の

解
決

法
に

つ
い

て
，

自
ら

の
見

解
・

提
言

を
論

理
的

か
つ

的
確

に
説

明
す

る
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

　
様

々
な

集
団

の
合

意
形

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

柔
軟

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
環
境
共
生
専
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

□
「

環
境

科
学

演
習

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

２
・

３
年

次
対

象
の

選
択

科
目

と
し

て
、

地
球

規
模

環
境

問
題

や
開

発
途

上
国

の
開

発
を

テ
ー

マ
と

し
た

「
国

際
開

発
と

環
境

・
貧

困
」

を
履

修
し

、
単

位
を

修
得

し
た

。

□
２

・
３

年
次

対
象

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

身
近

な
地

域
環

境
に

焦
点

を
当

て
た

選
択

必
修

・
選

択
科

目
で

あ
る

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

や
「

環
境

社
会

調
査

実
習

」
、

「
環

境
科

学
実

験
」

を
履

修
し

、
単

位
を

修
得

し
た

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

を
履

修
し

、
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

８
．

□
２

年
次

・
前

期
必

修
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
基

礎
科

目
「

環
境

科
学

演
習

」
を

履
修

し
て

い
る

。

□
「

環
境

科
学

演
習

」
を

履
修

し
、

地
域

の
環

境
問

題
解

決
方

策
を

専
門

的
に

学
び

、
単

位
を

修
得

し
た

。

□
２

・
３

年
次

対
象

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

選
択

必
修

・
選

択
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
「

地
域

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
践

演
習

」
や

「
環

境
社

会
調

査
実

習
」

を
履

修
し

て
い

る
。

□
「

地
域

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
践

演
習

」
や

「
環

境
社

会
調

査
実

習
」

を
履

修
し

、
専

門
的

視
点

か
ら

地
域

環
境

を
め

ぐ
る

取
り

組
み

の
実

情
や

環
境

問
題

解
決

策
等

を
主

体
的

に
学

び
、

単
位

を
修

得
し

た
。

□
３

・
４

年
次

対
象

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
う

ち
、

「
保

全
生

物
学

」
や

「
環

境
経

済
論

特
講

」
、

「
環

境
社

会
学

特
講

」
な

ど
を

履
修

し
て

い
る

。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
数

を
修

得
し

た
。

９
．

□
２

年
次

選
択

必
修

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

「
地

域
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
実

践
演

習
」

と
「

環
境

社
会

調
査

演
習

」
の

い
ず

れ
か

を
選

択
・

履
修

し
、

調
査

手
法

・
倫

理
等

も
学

ん
で

い
る

。

□
「

地
域

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

実
践

演
習

」
と

「
環

境
社

会
調

査
演

習
」

の
う

ち
、

１
科

目
以

上
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
プ

ロ
グ

ラ
ム

基
礎

科
目

の
う

ち
、

２
・

３
年

次
対

象
の

選
択

科
目

「
環

境
社

会
調

査
実

習
」

や
「

環
境

科
学

実
験

」
を

履
修

し
、

調
査

・
研

究
倫

理
を

踏
ま

え
た

調
査

・
実

験
を

行
い

、
単

位
を

修
得

し
た

。

□
３

年
次

選
択

必
修

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

と
し

て
、

各
分

野
の

「
演

習
Ⅰ

・
Ⅱ

」
の

中
か

ら
１

分
野

を
選

択
し

、
当

該
分

野
の

研
究

を
社

会
で

活
か

す
方

法
や

、
研

究
成

果
と

社
会

と
の

関
わ

り
等

を
学

ん
で

い
る

。

□
３

年
次

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

展
開

科
目

と
し

て
、

選
択

し
た

専
門

分
野

の
「

演
習

Ⅰ
・

Ⅱ
」

を
履

修
し

、
「

Ⅰ
・

Ⅱ
」

両
方

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
４

年
次

必
修

の
「

特
別

研
究

」
を

書
き

上
げ

る
た

め
、

研
究

倫
理

に
則

っ
た

調
査

・
分

析
を

実
践

し
、

自
身

の
専

門
分

野
を

社
会

の
中

で
活

か
す

方
策

を
探

求
し

た
。

　
環

境
学

を
は

じ
め

と
す

る
専

門
的

視
点

を
活

か
し

，
環

境
や

地
域

の
問

題
解

決
の

た
め

に
社

会
に

参
画

す
る

意
欲

を
持

っ
て

い
る

。

　
中

立
公

正
な

立
場

か
ら

高
い

倫
理

性
を

持
っ

て
，

専
門

分
野

を
社

会
貢

献
に

活
か

そ
う

と
す

る
態

度
を

身
に

つ
け

て
い

る
。
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
小

学
校

教
育

コ
ー

ス
）

 

学
位

授
与

の
方

針
 

達
成

に
必

要
な

項
目

 

１
．
（
知
識
・
理
解
）
 

総
合
的
思
考
力
を
養
う
た
め
に
幅
広
い
視
野
と
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
教
養
教
育
の
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
教
養
教
育
の
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
学
内
外
の
講
演
会
等
に
参
加
し
，
幅
広
い
分
野
の
知
識
に
ふ
れ
る
機
会
を
得
て
い
る
．
  

２
．
（
知
識
・
理
解
）
 

小
学
校
教
育
及
び
子
ど
も
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
小
学
校
教
育
お
よ
び
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
  

□
 
小
学
校
教
育
お
よ
び
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

３
．
（
知
識
・
理
解
）
 

各
教
科
等
の
内
容
及
び
指
導
法
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
小
学
校
教
科
専
門
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
小
学
校
教
科
専
門
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
小
学
校
教
科
教
育
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
小
学
校
教
科
教
育
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
「
小
学
校
実
践
演
習
」
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

４
．
（
知
識
・
理
解
）
 

専
攻
す
る
学
問
分
野
の
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
，
専
門
分
野
の
内
容
を
深
く
追
求
し
た
．
  

５
．
（
思
考
・
判
断
）
 

学
校
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な
基
礎
的
知
識
と
実
践
的
な
体
験
を
通
し
て
、
学
校

教
育
に
つ
い
て
多
面
的
か
つ
実
践
的
に
思
考
・
判
断
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い

る
。
 
 

□
 
学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 
 

□
 
学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
小
学
校
お
よ
び
副
免
の
学
校
種
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

６
．
（
思
考
・
判
断
）
 

専
攻
す
る
学
問
分
野
の
探
求
的
な
活
動
を
通
し
て
、
課
題
分
析
力
、
論
理
的
思
考

力
及
び
も
の
ご
と
を
創
造
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
含
む
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
を
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
含
む
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
卒
業
研
究
の
取
り
組
み
に
お
い
て
，
課
題
を
分
析
し
，
論
理
的
に
思
考
し
，
創
造
的
に
研
究
を
遂
行

し
た
．
  

７
．
（
技
能
・
表
現
）
 

小
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
及
び
生
活
指
導
の
た
め
の
基
礎
的
な
技
能
を
身
に
つ

け
て
い
る
。
 
 

□
 
小
学
校
の
教
科
専
門
科
目
や
教
科
教
育
科
目
に
お
い
て
，
学
習
指
導
に
必
要
な
基
礎
的
技
能
に
関
す

る
指
導
を
受
け
た
．
 
 

□
 
学
校
教
育
や
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
学
校
教
育
や
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
小
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

８
．
（
技
能
・
表
現
）
 

も
の
ご
と
を
計
画
的
に
進
め
、
そ
の
結
果
を
整
理
し
て
口
頭
や
文
章
で
的
確
に
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
授
業
や
話
し
合
い
を
主
導
的
に
進
め
た
り
、
協

調
的
に
議
論
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

□
 
専
門
教
育
の
中
で
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
や
口
頭
発
表
の
や
り
方
を
学
ん
だ
．
 

□
 
卒
業
研
究
を
計
画
的
に
進
め
，
論
文
執
筆
や
成
果
発
表
を
行
っ
た
．
 

□
 
小
学
校
を
対
象
と
し
た
模
擬
授
業
や
授
業
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
た
．
 
 

□
 
小
学
校
お
よ
び
副
免
の
学
校
種
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
  

９
．
（
関
心
・
意
欲
）
 

学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
 

□
 
専
門
教
育
の
中
で
学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
．
 
 

□
 
学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
関
す
る
講
演
会
や
研
究
会
等
に
参
加
し
た
．
 

□
 
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
．
 
 

１
０
．（

態
度
）
 

学
校
教
育
に
対
す
る
強
い
使
命
感
と
責
任
を
自
覚
し
、
常
に
学
び
続
け
よ
う
と
す

る
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
教
育
に
関
す
る
専
門
教
育
を
受
け
，
学
校
教
育
に
か
か
わ
る
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
た
．
 
 

□
 
教
職
は
生
涯
学
び
続
け
る
職
業
で
あ
る
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
．
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
中

学
校

教
育

コ
ー

ス
）

 

学
位

授
与

の
方

針
 

達
成

に
必

要
な

項
目

 

１
．
（
知
識
・
理
解
）
 

総
合
的
思
考
力
を
養
う
た
め
に
幅
広
い
視
野
と
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
教
養
教
育
の
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
教
養
教
育
の
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
学
内
外
の
講
演
会
等
に
参
加
し
，
幅
広
い
分
野
の
知
識
に
ふ
れ
る
機
会
を
得
て
い
る
．
  

２
．
（
知
識
・
理
解
）
 

中
学
校
教
育
及
び
子
ど
も
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
中
学
校
教
育
お
よ
び
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
  

□
 
中
学
校
教
育
お
よ
び
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

３
．
（
知
識
・
理
解
）
 

取
得
す
る
免
許
教
科
の
内
容
及
び
指
導
法
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
る
。
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
教
科
専
門
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
教
科
専
門
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
教
科
教
育
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
教
科
教
育
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

４
．
（
知
識
・
理
解
）
 

専
攻
す
る
学
問
分
野
の
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
，
専
門
分
野
の
内
容
を
深
く
追
求
し
た
．
  

５
．
（
思
考
・
判
断
）
 

学
校
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な
基
礎
的
知
識
と
実
践
的
な
体
験
を
通
し
て
、
学
校
教

育
に
つ
い
て
多
面
的
か
つ
実
践
的
に
思
考
・
判
断
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 
 

□
 
学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
中
学
校
お
よ
び
副
免
の
学
校
種
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

６
．
（
思
考
・
判
断
）
 

専
攻
す
る
学
問
分
野
の
探
求
的
な
活
動
を
通
し
て
、
課
題
分
析
力
、
論
理
的
思
考
力

及
び
も
の
ご
と
を
創
造
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
含
む
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
を
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
含
む
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
卒
業
研
究
の
取
り
組
み
に
お
い
て
，
課
題
を
分
析
し
，
論
理
的
に
思
考
し
，
創
造
的
に
研
究
を
遂
行

し
た
．
  

７
．
（
技
能
・
表
現
）
 

中
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
及
び
生
活
指
導
の
た
め
の
基
礎
的
な
技
能
を
身
に
つ
け

て
い
る
。
  

□
 
中
学
校
の
教
科
専
門
科
目
や
教
科
教
育
科
目
に
お
い
て
，
学
習
指
導
に
必
要
な
基
礎
的
技
能
に
関
す

る
指
導
を
受
け
た
．
 
 

□
 
学
校
教
育
や
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
学
校
教
育
や
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
中
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

８
．
（
技
能
・
表
現
）
 

も
の
ご
と
を
計
画
的
に
進
め
、
そ
の
結
果
を
整
理
し
て
口
頭
や
文
章
で
的
確
に
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
授
業
や
話
し
合
い
を
主
導
的
に
進
め
た
り
、
協
調
的

に
議
論
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

□
 
専
門
教
育
の
中
で
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
や
口
頭
発
表
の
や
り
方
を
学
ん
だ
．
 

□
 
卒
業
研
究
を
計
画
的
に
進
め
，
論
文
執
筆
や
成
果
発
表
を
行
っ
た
．
 

□
 
中
学
校
を
対
象
と
し
た
模
擬
授
業
や
授
業
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
た
．
 
 

□
 
中
学
校
お
よ
び
副
免
の
学
校
種
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
  

９
．
（
関
心
・
意
欲
）
 

学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
 

□
 
専
門
教
育
の
中
で
学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
．
 
 

□
 
学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
関
す
る
講
演
会
や
研
究
会
等
に
参
加
し
た
．
 

□
 
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
．
 
 

１
０
．（

態
度
）
 

学
校
教
育
に
対
す
る
強
い
使
命
感
と
責
任
を
自
覚
し
、
常
に
学
び
続
け
よ
う
と
す
る

態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
教
育
に
関
す
る
専
門
教
育
を
受
け
，
学
校
教
育
に
か
か
わ
る
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
た
．
 
 

□
 
教
職
は
生
涯
学
び
続
け
る
職
業
で
あ
る
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
．
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
理

数
教

育
コ

ー
ス

）
 

学
位

授
与

の
方

針
 

達
成

に
必

要
な

項
目

 

１
．
（
知
識
・
理
解
）
 

総
合
的
思
考
力
を
養
う
た
め
に
幅
広
い
視
野
と
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
教
養
教
育
の
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
教
養
教
育
の
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
学
内
外
の
講
演
会
等
に
参
加
し
，
幅
広
い
分
野
の
知
識
に
ふ
れ
る
機
会
を
得
て
い
る
．
  

２
．
（
知
識
・
理
解
）
 

義
務
教
育
段
階
の
学
校
教
育
及
び
子
ど
も
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
る
。
 

□
 
学
校
教
育
お
よ
び
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．

□
 
学
校
教
育
お
よ
び
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

３
．
（
知
識
・
理
解
）
 

理
科
あ
る
い
は
算
数
・
数
学
の
内
容
及
び
指
導
法
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
る
。
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
教
科
専
門
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
教
科
専
門
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
教
科
教
育
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
教
科
教
育
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

４
．
（
知
識
・
理
解
）
 

専
攻
す
る
学
問
分
野
の
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
，
専
門
分
野
の
内
容
を
深
く
追
求
し
た
．
  

５
．
（
思
考
・
判
断
）
 

学
校
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な
基
礎
的
知
識
と
実
践
的
な
体
験
を
通
し
て
、
学
校
教

育
に
つ
い
て
多
面
的
か
つ
実
践
的
に
思
考
・
判
断
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．

□
 
学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
小
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
中
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

６
．
（
思
考
・
判
断
）
 

専
攻
す
る
学
問
分
野
の
探
求
的
な
活
動
を
通
し
て
、
課
題
分
析
力
、
論
理
的
思
考
力

及
び
も
の
ご
と
を
創
造
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
含
む
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
を
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
含
む
サ
ブ
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
卒
業
研
究
の
取
り
組
み
に
お
い
て
，
課
題
を
分
析
し
，
論
理
的
に
思
考
し
，
創
造
的
に
研
究
を
遂
行

し
た
．
  

７
．
（
技
能
・
表
現
）
 

理
数
教
育
を
中
心
と
し
て
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
の
基
礎
的
な
技

能
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
  

□
 
専
門
教
育
の
中
で
，
小
中
学
校
の
学
習
指
導
に
必
要
な
基
礎
的
技
能
に
関
す
る
指
導
を
受
け
た
．
  

□
 
小
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
中
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

８
．
（
技
能
・
表
現
）
 

小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
け
る
生
活
指
導
の
た
め
の
基
礎
的
な
技
能
を
身
に
つ
け
て

い
る
。
 

 

□
 
学
校
教
育
や
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
学
校
教
育
や
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
小
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
中
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

９
．
（
技
能
・
表
現
）
 

も
の
ご
と
を
計
画
的
に
進
め
、
そ
の
結
果
を
整
理
し
て
口
頭
や
文
章
で
的
確
に
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
授
業
や
話
し
合
い
を
主
導
的
に
進
め
た
り
、
協
調
的

に
議
論
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

□
 
専
門
教
育
の
中
で
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
や
口
頭
発
表
の
や
り
方
を
学
ん
だ
．

□
 
卒
業
研
究
を
計
画
的
に
進
め
，
論
文
執
筆
や
成
果
発
表
を
行
っ
た
．
 

□
 
小
中
学
校
を
対
象
と
し
た
模
擬
授
業
や
授
業
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
た
．
 
 

□
 
小
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
中
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 
 

１
０
．（

関
心
・
意
欲
）
 

学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
 

□
 
専
門
教
育
の
中
で
学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
．

□
 
学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
関
す
る
講
演
会
や
研
究
会
等
に
参
加
し
た
．
 

□
 
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
．
 
 

１
１
．（

態
度
）
 

学
校
教
育
に
対
す
る
強
い
使
命
感
と
責
任
を
自
覚
し
、
常
に
学
び
続
け
よ
う
と
す
る

態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
教
育
に
関
す
る
専
門
教
育
を
受
け
，
学
校
教
育
に
か
か
わ
る
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
た
．
 
 

□
 
教
職
は
生
涯
学
び
続
け
る
職
業
で
あ
る
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
．
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
特

別
支

援
教

育
コ

ー
ス

）
 

学
位

授
与

の
方

針
 

達
成

に
必

要
な

項
目

 
１
．
（
知
識
・
理
解
）
 

総
合
的
思
考
力
を
養
う
た
め
に
幅
広
い
視
野
と
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
教
養
教
育
の
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
教
養
教
育
の
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
学
内
外
の
講
演
会
等
に
参
加
し
，
幅
広
い
分
野
の
知
識
に
ふ
れ
る
機
会
を
得
て
い
る
．
  

２
．
（
知
識
・
理
解
）
 

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
教
育
及
び
小
学
校
教
育
ま
た
は
中
学
校
教
育
並
び
に
子
ど

も
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 小

学
校
教
育
あ
る
い
は
中
学
校
教
育
お
よ
び
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 小

学
校
教
育
あ
る
い
は
中
学
校
教
育
お
よ
び
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し

た
．
 

□
 
特
別
支
援
教
育
お
よ
び
障
害
児
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
，
そ
れ
ら
の
科
目
の
卒
業

必
要
単
位
を
修
得
し
た
。
 

３
．
（
知
識
・
理
解
）
 

特
別
支
援
学
校
及
び
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
各
教
科
等
の
内
容
並
び
に
指
導
法
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
科
専
門
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
科
専
門
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
科
教
育
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
科
教
育
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
特
別
支
援
学
校
に
関
す
る
専
門
科
目
を
履
修
し
，
単
位
を
取
得
し
た
．
 

４
．
（
知
識
・
理
解
）
 

特
別
支
援
教
育
の
専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
，
専
門
分
野
の
内
容
を
深
く
追
求
し
た
．
  

５
．
（
思
考
・
判
断
）
 

学
校
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な
基
礎
的
知
識
と
実
践
的
な
体
験
を
通
し
て
、
学
校
教

育
に
つ
い
て
多
面
的
か
つ
実
践
的
に
思
考
・
判
断
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 
 

□
 
学
校
教
育
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
特
別
支
援
学
校
お
よ
び
基
礎
免
の
学
校
種
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

６
．
（
思
考
・
判
断
）
 

特
別
支
援
教
育
へ
の
探
求
的
な
活
動
を
通
し
て
、
課
題
分
析
力
、
論
理
的
思
考
力
及

び
も
の
ご
と
を
創
造
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
含
む
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
を
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
含
む
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 卒

業
研
究
の
取
り
組
み
に
お
い
て
，
課
題
を
分
析
し
，
論
理
的
に
思
考
し
，
創
造
的
に
研
究
を
遂
行
し

た
．
 

７
．
（
技
能
・
表
現
）
 

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
及
び
生
活
指
導
の
た
め
の
基
礎
的
な
技

能
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
  

□
 
小
学
校
あ
る
い
は
中
学
校
の
教
科
専
門
科
目
や
教
科
教
育
科
目
に
お
い
て
，
学
習
指
導
に
必
要
な
基

礎
的
技
能
に
関
す
る
指
導
を
受
け
た
．
  

□
 
学
校
教
育
や
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
学
校
教
育
や
子
ど
も
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
小
学
校
あ
る
い
は
中
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
 

８
．
（
技
能
・
表
現
）
 

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
指
導
及
び
支
援
、
特
別
支
援
学
校
が
有
す
る
セ
ン
タ
ー
的

機
能
に
求
め
ら
れ
る
相
談
支
援
の
た
め
の
基
礎
的
な
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
 
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
科
目
に
お
い
て
，
指
導
及
び
支
援
，
相
談
支
援
に
必
要
な
基
礎
的
技

能
に
関
す
る
指
導
を
受
け
た
。
 

□
 
特
別
支
援
教
育
や
障
害
児
理
解
に
関
す
る
科
目
を
計
画
的
に
履
修
し
て
い
る
．
 

□
 
特
別
支
援
教
育
や
障
害
児
理
解
に
関
す
る
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
を
修
得
し
た
．
 

□
 
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
を
行
い
，
単
位
を
修
得
し
た
．
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
特

別
支

援
教

育
コ

ー
ス

）
 

学
位

授
与

の
方

針
 

達
成

に
必

要
な

項
目

 
１
０
．（

関
心
・
意
欲
）
 

学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う

と
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
 

□
専
門
教
育
の
中
で
学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
．
 
 

□
学
校
教
育
の
現
状
や
課
題
に
関
す
る
講
演
会
や
研
究
会
等
に
参
加
し
た
．
 

□
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
．
  

１
１
．（

関
心
・
意
欲
）
 

特
別
支
援
教
育
の
現
状
や
課
題
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
最
新
の
動
向
の
把
握
に
努

め
、
特
別
支
援
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
。
 

□
専
門
教
育
の
中
で
特
別
支
援
教
育
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
た
．
 

□
特
別
支
援
教
育
の
現
状
や
課
題
に
関
す
る
講
演
会
や
研
究
会
等
に
参
加
し
た
．
 

□
特
別
支
援
教
育
の
発
展
に
貢
献
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
．
 

１
２
．（

態
度
）
 

学
校
教
育
に
対
す
る
強
い
使
命
感
と
責
任
を
自
覚
し
、
常
に
学
び
続
け
よ
う
と
す
る

態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

□
教
育
に
関
す
る
専
門
教
育
を
受
け
，
学
校
教
育
に
か
か
わ
る
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
考
え
た
．
 
 

□
教
職
は
生
涯
学
び
続
け
る
職
業
で
あ
る
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
．
 

 
１
３
．（

態
度
）
 

特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
強
い
使
命
感
と
責
任
を
自
覚
し
、
児
童
生
徒
及
び
保
護
者

の
思
い
に
寄
り
添
う
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
 

 

□
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
教
育
を
受
け
，
特
別
支
援
教
育
に
か
か
わ
る
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て

考
え
た
．
 

□
特
別
支
援
教
育
の
教
職
は
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
の
思
い
に
寄
り
添
う
職
業
で
あ
る
と
の
考
え
を
持

っ
て
い
る
．
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学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
教

育
（

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

）
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
教

育
（

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

）
の

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
基

礎
科

目
（

数
学

，
物

理
，

化
学

，
生

物
）

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
基

礎
科

目
（

数
学

，
物

理
，

化
学

，
生

物
）

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
基

礎
教

育
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
基

礎
教

育
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
科

目
の

学
科

共
通

お
よ

び
コ

ー
ス

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
科

目
の

学
科

共
通

お
よ

び
コ

ー
ス

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

地
域

学
習

科
目

（
ソ

フ
ト

パ
ス

理
工

学
概

論
）

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
の

地
域

学
習

科
目

（
ソ

フ
ト

パ
ス

理
工

学
概

論
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

P
B
L
科

目
（

化
学

生
命

研
修

I
I
）

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
の

P
B
L
地

域
学

習
科

目
（

化
学

生
命

研
修

I
I
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

地
域

学
習

科
目

（
ソ

フ
ト

パ
ス

理
工

学
概

論
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
卒

業
研

究
に

取
り

組
み

，
成

果
を

得
た

。

□
化

学
理

工
学

実
験

Ⅰ
・

Ⅱ
を

履
修

し
て

い
る

。

□
化

学
理

工
学

実
験

Ⅰ
・

Ⅱ
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
卒

業
研

究
に

お
い

て
，

専
門

的
な

実
験

を
実

施
し

た
。

□
化

学
理

工
学

実
験

I
,
I
I
に

お
い

て
，

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

を
学

ん
だ

。

□
P
B
L
科

目
を

履
修

し
，

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
っ

た
。

□
研

究
室

の
ゼ

ミ
で

英
語

論
文

の
発

表
を

行
っ

た
。

□
研

究
室

の
ゼ

ミ
で

，
最

新
の

論
文

に
つ

い
て

発
表

し
て

い
る

。

□
卒

業
研

究
に

必
要

な
論

文
を

自
ら

調
査

し
た

。

□
卒

業
研

究
に

関
連

す
る

研
究

講
演

会
に

参
加

し
た

。

□
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
真

剣
に

考
え

た
。

□
地

域
学

習
に

お
い

て
，

地
域

の
課

題
を

考
え

て
み

た
。

□
卒

業
論

文
に

お
い

て
，

研
究

成
果

の
社

会
的

意
義

に
ふ

れ
て

い
る

。

「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
化

学
・

生
命

理
工

学
科

　
化

学
コ

ー
ス

）

４
．

化
学

に
関

す
る

専
門

知
識

に
基

づ
い

て
、

直
面

す
る

課
題

に
対

す
る

解
決

法
を

思
考

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

６
．

実
験

や
調

査
結

果
を

論
理

的
に

表
現

す
る

文
章

作
成

能
力

を
有

し
、

国
際

的
に

通
用

す
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

８
．

化
学

に
関

す
る

知
識

や
技

能
を

活
か

し
て

、
社

会
に

貢
献

す
る

意
欲

と
態

度
を

持
っ

て
い

る
。

３
．

地
域

に
お

け
る

諸
問

題
を

分
析

し
、

そ
の

解
決

法
を

論
理

的
に

提
案

で
き

る
。

７
．

地
域

に
お

け
る

課
題

、
化

学
に

関
す

る
研

究
動

向
に

関
心

を
持

っ
て

い
る

。

１
．

幅
広

い
教

養
と

理
工

学
分

野
の

基
礎

学
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

２
．

化
学

に
関

す
る

専
門

知
識

を
有

し
、

そ
れ

ら
を

応
用

で
き

る
。

５
．

化
学

技
術

者
と

し
て

必
要

な
基

本
的

実
験

技
能

を
有

す
る

。
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
化

学
・

生
命

理
工

学
科

　
生

命
コ

ー
ス

）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
教

育
の

科
目

を
履

修
し

た
。

□
教

養
教

育
の

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

取
得

し
た

。

□
学

内
外

の
講

演
会

等
に

参
加

し
、

幅
広

い
分

野
の

知
識

に
触

れ
る

機
会

を
確

保
し

た
。

□
幅

広
い

分
野

の
本

を
読

ん
だ

。

□
専

門
基

礎
科

目
を

履
修

し
た

。

□
専

門
基

礎
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
取

得
し

た
。

□
専

門
科

目
の

講
義

科
目

を
履

修
し

た
。

□
専

門
科

目
の

講
義

科
目

の
研

究
室

配
属

に
必

要
な

単
位

を
取

得
し

た
。

□
専

門
科

目
の

講
義

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

取
得

し
た

。

□
基

礎
ゼ

ミ
を

履
修

し
単

位
を

取
得

し
た

。

□
化

学
生

命
研

修
Ⅰ

を
履

修
し

単
位

を
取

得
し

た
。

□
化

学
生

命
研

修
Ⅱ

、
社

会
体

験
学

習
、

化
学

生
命

概
論

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
た

。

□
地

域
の

諸
課

題
を

理
解

し
た

。

□
生

命
科

学
分

野
の

諸
課

題
を

理
解

し
た

。
４

．
生

命
理

工
学

分
野

の
基

本
的

な
研

究
・

実
験

技
能

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
□

化
学

実
験

を
履

修
し

単
位

を
取

得
し

た
。

□
専

門
科

目
の

演
習

、
実

験
科

目
を

履
修

し
単

位
を

取
得

し
た

。

□
生

命
理

工
学

分
野

の
基

本
的

な
実

験
を

経
験

す
る

こ
と

に
よ

り
、

研
究

開
発

能
力

が
高

ま
っ

た
。

□
情

報
基

礎
及

び
外

国
語

の
科

目
を

履
修

し
、

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
取

得
し

た
。

□
科

学
英

語
Ⅰ

、
Ⅱ

を
履

修
し

単
位

を
取

得
し

た
。

□
国

際
研

修
を

履
修

し
た

。

□
英

語
論

文
購

読
Ⅰ

、
Ⅱ

を
履

修
し

単
位

を
取

得
し

た
。

□
生

命
理

工
学

情
報

を
履

修
し

単
位

を
取

得
し

た
。

□
卒

業
研

究
に

主
体

的
に

取
り

組
ん

だ
。

□
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
真

剣
に

考
え

た
。

□
卒

業
後

の
進

路
を

決
定

し
た

。

□
技

術
者

倫
理

、
ソ

フ
ト

パ
ス

理
工

学
概

論
を

履
修

し
単

位
を

取
得

し
た

。

□
工

業
経

営
管

理
論

、
知

的
財

産
権

概
論

、
特

許
法

特
論

、
原

子
力

工
学

の
い

ず
れ

か
を

履
修

し
単

位
を

取
得

し
た

。

２
．

自
然

科
学

に
関

す
る

幅
広

い
基

礎
知

識
と

、
生

命
理

工
学

に
関

す
る

専
門

知
識

を
有

し
そ

れ
ら

を
応

用
で

き
る

。

３
．

多
様

な
社

会
性

や
地

域
性

を
考

慮
し

つ
つ

、
生

命
理

工
学

の
見

地
か

ら
健

康
や

福
祉

等
の

諸
問

 
題

解
決

の
た

め
の

論
理

的
な

判
断

や
提

案
が

で
き

る
。

７
．

生
命

理
工

学
に

関
す

る
知

識
や

技
能

を
活

か
し

て
、

社
会

に
貢

献
す

る
意

欲
と

態
度

を
持

っ
て

い
る

。

５
．

日
本

語
と

英
語

に
よ

る
論

理
的

な
表

現
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
修

得
し

て
い

る
。

１
．

一
般

教
養

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

６
．

生
命

理
工

学
及

び
関

連
分

野
の

進
展

に
関

心
を

持
ち

、
主

体
的

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。
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学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
教

育
（

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

）
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
教

育
（

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

）
の

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
学

内
外

の
講

演
会

等
に

参
加

し
、

幅
広

い
分

野
の

知
識

に
触

れ
る

機
会

を
確

保
し

て
い

る
。

□
幅

広
い

分
野

の
本

を
読

ん
で

い
る

。

□
専

門
教

育
の

コ
ー

ス
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
基

礎
教

育
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
基

礎
教

育
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
講

義
科

目
と

実
験

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
の

コ
ー

ス
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

発
展

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
の

発
展

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
（

物
理

数
学

演
習

I
・

I
I
）

の
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
教

育
（

物
理

数
学

演
習

I
・

I
I
）

の
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
（

物
理

・
材

料
理

工
学

実
験

I
・

I
I
）

の
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
教

育
（

物
理

・
材

料
理

工
学

実
験

I
・

I
I
）

の
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
教

養
教

育
（

科
学

技
術

英
語

I
・

I
I
）

の
を

履
修

し
、

単
位

を
取

得
し

た
。

□
専

門
教

育
（

特
別

英
語

セ
ミ

ナ
ー

）
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
国

際
研

修
等

に
参

加
し

、
質

問
す

る
等

、
積

極
的

に
関

わ
っ

た
。

□
卒

業
研

究
に

取
り

組
み

、
一

定
の

成
果

を
出

し
た

。

□
研

究
室

の
ゼ

ミ
で

、
最

新
の

論
文

（
文

献
）

に
つ

い
て

講
読

し
て

い
る

。

□
自

ら
卒

業
研

究
に

必
要

な
論

文
（

文
献

）
等

を
探

し
、

読
ん

で
い

る
。

□
卒

業
論

文
の

中
で

、
研

究
成

果
と

社
会

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
触

れ
て

い
る

。

□
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
真

剣
に

考
え

て
い

る
。

□
卒

業
後

の
進

路
を

決
定

し
た

。

「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
物

理
・

材
料

理
工

学
科

　
数

理
・

物
理

コ
ー

ス
）

１
．

教
養

教
育

、
数

学
、

物
理

、
化

学
の

各
分

野
の

幅
広

い
基

礎
知

識
，

基
礎

学
力

を
有

し
て

い
る

。

６
．

科
学

英
語

の
読

解
力

と
文

章
力

を
有

す
る

と
と

も
に

、
英

語
に

よ
り

自
ら

の
成

果
を

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

７
．

社
会

に
お

け
る

科
学

技
術

の
役

割
を

理
解

し
、

高
い

倫
理

性
を

持
っ

て
、

獲
得

し
た

知
識

や
技

術
を

地
域

や
国

際
社

会
の

様
々

な
問

題
解

決
に

積
極

的
に

生
か

そ
う

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

４
．

科
学

技
術

の
創

成
や

人
の

暮
ら

し
や

産
業

の
発

展
を

担
う

新
現

象
の

解
明

、
研

究
手

法
の

開
発

、
お

よ
び

、
数

理
科

学
、

物
理

学
に

大
い

な
る

意
欲

を
有

し
て

い
る

。

５
．

教
育

者
、

研
究

者
あ

る
い

は
技

術
者

と
し

て
必

要
な

基
本

的
な

実
験

や
演

習
、

計
算

の
技

能
を

有
す

る
と

と
も

に
、

自
ら

の
考

え
を

論
理

的
に

説
明

で
き

る
。

２
．

数
理

科
学

お
よ

び
物

理
学

に
関

す
る

幅
広

い
専

門
知

識
を

有
し

て
い

る
。

３
．

数
理

科
学

お
よ

び
物

理
学

の
観

点
か

ら
諸

問
題

を
分

析
し

、
問

題
解

決
の

た
め

の
論

理
的

な
判

断
や

提
案

が
で

き
る

。
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学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教
養
教
育
（
文
化
・
社
会
・
自
然
・
環
境
・
地
域
）
の
科
目
を
履
修
し
て
い
る
。

□
教
養
教
育
（
文
化
・
社
会
・
自
然
・
環
境
・
地
域
）
の
科
目
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
た
。

□
学
内
外
の
講
演
会
等
に
参
加
し
、
幅
広
い
分
野
の
知
識
に
触
れ
る
機
会
を
確
保
し
て
い
る
。

□
専
門
基
礎
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
、
数
学
、
物
理
、
化
学
の
各
講
義
科
目
と
実
験
科
目
を
履
修

し
て
い
る
。

□
専
門
基
礎
科
目
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
た
。

□
幅
広
い
分
野
の
本
を
読
ん
で
い
る
。

□
専
門
教
育
の
学
科
内
共
通
科
目
を
履
修
し
て
い
る
。

□
専
門
教
育
の
学
科
内
共
通
科
目
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
た
。

□
専
門
教
育
の
コ
ー
ス
科
目
を
履
修
し
て
い
る
。

□
専
門
教
育
の
コ
ー
ス
科
目
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
た
。

□
学
内
外
の
講
演
会
等
に
参
加
し
、
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
や
材
料
科
学
の
知
識
に
触
れ
る
機
会
を
確
保
し
て

い
る
。

□
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
や
材
料
科
学
に
関
す
る
本
を
読
ん
で
い
る
。

□
専
門
教
育
の
物
理
・
材
料
理
工
学
実
験
Ⅰ
・
Ⅱ
を
履
修
し
て
い
る
。

□
専
門
教
育
の
物
理
・
材
料
理
工
学
実
験
Ⅰ
・
Ⅱ
の
単
位
を
修
得
し
た
。

□
専
門
教
育
の
社
会
体
験
学
習
も
し
く
は
工
場
見
学
を
履
修
し
、
単
位
を
修
得
し
た
。

□
卒
業
研
究
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
出
し
た
。

□
特
別
研
修
を
履
修
し
、
単
位
を
修
得
し
た
。

□
特
別
講
義
Ⅰ
･
Ⅱ
を
履
修
し
、
単
位
を
修
得
し
た
。

□
卒
業
後
の
進
路
を
考
え
る
際
、
自
身
の
専
門
性
を
社
会
で
活
か
す
こ
と
を
考
え
た
。

□
専
門
基
礎
の
物
理
学
実
験
、
化
学
実
験
を
履
修
し
て
い
る
。

□
専
門
教
育
の
物
理
・
材
料
理
工
学
実
験
Ⅰ
・
Ⅱ
を
履
修
し
て
い
る
。

□
卒
業
に
必
要
な
実
験
科
目
の
単
位
を
全
て
修
得
し
た
。

□
専
門
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
を
履
修
し
、
単
位
を
修
得
し
た
。

□
教
養
教
育
の
英
語
科
目
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
取
得
し
た
。

□
専
門
教
育
の
科
学
技
術
英
語
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
を
履
修
し
、
単
位
を
修
得
し
た
。

□
専
門
教
育
の
専
門
英
語
セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
し
て
い
る
。

□
自
ら
の
卒
業
研
究
に
関
連
す
る
、
英
語
論
文
等
を
読
ん
で
い
る
。

□
Ｃ
Ｏ
Ｃ
関
連
科
目
（
ソ
フ
ト
パ
ス
理
工
学
概
論
）
を
履
修
し
て
い
る
。

□
学
部
内
共
通
科
目
の
技
術
者
倫
理
を
履
修
し
、
単
位
を
修
得
し
た
。

□
卒
業
論
文
の
中
で
、
研
究
成
果
と
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
物

理
・

材
料

理
工

学
科

　
マ

テ
リ

ア
ル

コ
ー

ス
）

１
．
教
養
教
育
、
数
学
、
物
理
、
化
学
の
各
分
野
の
幅
広
い
基
礎
知
識
、
基
礎
学
力

を
有
し
て
い
る
。

７
．
社
会
に
お
け
る
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
お
よ
び
材
料
科
学
の
役
割
を
理
解
し
、
高
い

倫
理
性
を
持
っ
て
、
獲
得
し
た
知
識
や
技
術
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球
環
境
な
ど
の
問

題
解
決
に
積
極
的
に
生
か
そ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
．
教
育
者
、
研
究
者
あ
る
い
は
技
術
者
と
し
て
必
要
な
基
本
的
な
実
験
や
計
算
の

技
能
を
有
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
考
え
を
論
理
的
に
説
明
で
き
る
。

６
．
研
究
者
あ
る
い
は
技
術
者
と
し
て
必
要
な
科
学
技
術
英
語
の
基
礎
知
識
と
技
能

を
有
し
て
い
る
。

４
．
科
学
技
術
の
創
成
や
人
の
暮
ら
し
や
産
業
の
発
展
を
担
う
材
料
開
発
や
評
価
技

術
開
発
に
大
い
な
る
意
欲
を
有
し
て
い
る
。

２
．
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
お
よ
び
材
料
科
学
に
関
す
る
幅
広
い
専
門
知
識
を
有
し
て
い

る
。

３
．
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
お
よ
び
材
料
科
学
の
観
点
か
ら
諸
問
題
を
分
析
し
、
問
題
解

決
の
た
め
の
論
理
的
な
判
断
や
提
案
が
で
き
る
。
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学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
教

育
科

目
（

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

）
を

履
修

し
て

い
る

。

□
教

養
教

育
科

目
（

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

）
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
幅

広
い

分
野

の
本

を
読

ん
で

教
養

を
深

め
て

い
る

。

□
専

門
基

礎
教

育
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

数
学

、
物

理
、

化
学

の
各

講
義

科
目

と
実

験
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。
□

専
門

基
礎

教
育

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

コ
ー

ス
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
教

育
の

コ
ー

ス
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

電
気

電
子

工
学

課
題

実
習

Ⅰ
（

P
B
L
)
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

電
気

電
子

工
学

特
別

講
義

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

電
気

電
子

工
学

課
題

実
習

Ⅱ
（

P
B
L
)
を

修
得

し
た

。

□
教

養
教

育
科

目
の

情
報

基
礎

を
修

得
し

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
活

用
す

る
基

礎
を

身
に

付
け

た
。

□
専

門
教

育
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
及

び
演

習
を

修
得

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

□
専

門
教

育
の

電
気

電
子

工
学

基
礎

実
験

を
修

得
し

、
基

本
的

な
機

器
を

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
□

専
門

教
育

の
電

気
電

子
工

学
応

用
実

験
を

修
得

し
、

応
用

的
な

機
器

を
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

□
専

門
教

育
の

組
込

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

実
習

お
よ

び
組

込
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
実

習
を

修
得

し
た

。

□
卒

業
研

究
に

取
り

組
み

、
一

定
の

成
果

を
出

し
た

。

□
教

養
教

育
（

外
国

語
）

の
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。
ま

た
は

T
O
E
I
C
、

T
O
E
F
L
、

英
検

な
ど

を
受

験
し

た
。

□
教

養
教

育
（

外
国

語
）

の
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
P
B
L
や

実
験

・
実

習
の

科
目

で
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
時

に
、

自
ら

積
極

的
に

仲
間

と
関

わ
っ

て
い

る
。

□
専

門
教

育
の

電
気

電
子

工
学

英
語

研
修

Ⅰ
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
国

際
研

修
や

国
際

関
係

の
セ

ミ
ナ

ー
等

に
積

極
的

に
参

加
し

た
。

□
専

門
教

育
の

電
気

電
子

工
学

英
語

研
修

I
I
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

講
義

や
実

験
・

実
習

の
科

目
で

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

を
学

ん
だ

。

□
卒

業
論

文
を

書
き

上
げ

た
。

□
専

門
教

育
の

電
気

電
子

工
学

専
門

研
修

お
よ

び
電

気
電

子
工

学
特

別
講

義
で

、
最

新
の

科
学

技
術

に
つ

い
て

調
査

し
た

。
□

電
気

電
子

工
学

基
礎

実
験

お
よ

び
電

気
電

子
工

学
応

用
実

験
で

、
関

連
す

る
最

新
の

科
学

技
術

に
つ

い
て

調
査

し
た

。
□

卒
業

研
究

の
テ

ー
マ

に
関

連
す

る
文

献
や

論
文

を
調

査
し

た
。

□
学

内
外

で
開

催
さ

れ
た

研
究

会
等

に
積

極
的

に
参

加
し

た
。

□
専

門
教

育
の

ソ
フ

ト
パ

ス
理

工
学

概
論

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

技
術

者
倫

理
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
真

剣
に

考
え

て
い

る
。

□
卒

業
後

の
進

路
を

決
定

し
た

。

□
卒

業
論

文
の

中
で

、
研

究
成

果
と

社
会

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
ふ

れ
た

。

「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
シ

ス
テ

ム
創

生
工

学
科

　
電

気
電

子
通

信
コ

ー
ス

）

６
．

社
会

に
お

け
る

役
割

を
理

解
し

、
環

境
や

安
全

に
対

す
る

倫
理

観
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

５
．

科
学

技
術

の
進

展
に

高
い

関
心

を
持

ち
、

継
続

的
・

主
体

的
に

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

１
．

幅
広

い
教

養
を

備
え

、
電

気
電

子
通

信
工

学
に

関
す

る
基

本
的

な
原

理
、

法
則

、
理

論
を

理
解

し
て

い
る

。

２
．

專
門

知
識

を
実

際
の

課
題

に
結

び
つ

け
て

柔
軟

な
思

考
が

で
き

、
創

造
的

に
応

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

３
．

電
気

・
電

子
・

通
信

に
関

す
る

機
器

の
動

作
原

理
を

理
解

し
、

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

４
．

他
人

と
議

論
や

協
力

が
で

き
る

論
理

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
・

語
学

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
シ

ス
テ

ム
創

成
工

学
科

　
知

能
・

メ
デ

ィ
ア

情
報
コ
ー
ス
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

□
専
門
基
礎
科
目
（
数
学
・
物
理
・
化
学
な
ど
）
の
科
目
を
履
修
し
て
い
る
。

□
学
科
内
共
通
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
離
散
数
学
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
専
門
基
礎
科
目
（
数
学
・
物
理
・
化
学
な
ど
）
の
科
目
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
た
。

□
コ
ー
ス
科
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
関
連
科
目
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
及
び
演
習
な
ど
）
を
履
修
し
て

い
る
。

□
コ
ー
ス
科
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
及
び
演
習
I
〜
I
I
I
お
よ
び
デ
ー
タ
構
造
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
履

修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
卒
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
コ
ー
ス
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
実
験
科
目
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
実
験
な
ど
）
を
履
修
し
て
い
る
。

□
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
を
学
ん
だ
。

□
コ
ー
ス
科
目
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
実
験
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
験
，
数
値
計
算
，
情
報
工
学
専
門
実
験
を
履

修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
教
養
教
育
科
目
の
情
報
基
礎
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
コ
ー
ス
内
共
通
科
目
を
履
修
し
て
い
る
。

□
学
科
内
共
通
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
て
い
る
情
報
工
学
基
礎
お
よ
び
論
理
回
路
を
履
修
し
，
単
位
を
修

得
し
た
。

□
コ
ー
ス
科
目
の
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
コ
ー
ス
科
目
の
シ
ス
テ
ム
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
コ
ー
ス
科
目
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
グ
ル
ー
プ
討
論
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
，
質
問
を
す
る
な
ど
，
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。

□
卒
業
論
文
を
書
き
上
げ
，
提
出
し
た
。

□
教
養
教
育
（
外
国
語
）
の
科
目
を
履
修
し
て
い
る
。

□
教
養
教
育
（
外
国
語
）
の
科
目
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
た
。

□
コ
ー
ス
科
目
の
実
用
英
語
セ
ミ
ナ
ー
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
卒
業
研
究
に
必
要
な
外
国
語
論
文
を
読
ん
で
い
る
。

□
教
養
教
育
（
文
化
・
社
会
・
自
然
・
環
境
・
地
域
）
の
科
目
を
履
修
し
て
い
る
。

□
教
養
教
育
（
文
化
・
社
会
・
自
然
・
環
境
・
地
域
）
の
科
目
の
卒
業
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
た
。

□
卒
業
研
究
に
必
要
な
文
献
や
論
文
を
自
ら
探
し
，
読
ん
で
い
る
。

□
学
部
内
共
通
科
目
の
ソ
フ
ト
パ
ス
理
工
学
概
論
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
コ
ー
ス
科
目
の
情
報
工
学
特
別
講
義
を
履
修
し
，
単
位
を
修
得
し
た
。

□
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
る
。

□
卒
業
後
の
進
路
を
決
定
し
た
。

６
．

知
能

・
メ

デ
ィ

ア
情

報
工

学
及

び
そ

の
関

連
分
野
に
関
す
る
基
礎
的
な
英
語
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

７
．

自
然

科
学

、
地

域
課

題
、

及
び

知
能

・
メ

デ
ィ
ア
情
報
工
学
等
の
動
向
や
進
展

に
関

心
を

持
ち

、
主

体
的

に
学

ぶ
た

め
の

基
礎

的
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

８
．

社
会

に
お

け
る

知
能

・
メ

デ
ィ

ア
情

報
シ

ス
テ
ム
の
役
割
を
理
解
し
、
技
術
者

と
し

て
社

会
に

貢
献

す
る

基
礎

的
な

能
力

を
身

に
つ
け
て
い
る
。

１
．

幅
広

い
教

養
と

知
能

・
メ

デ
ィ

ア
情

報
工

学
に
関
す
る
基
礎
的
な
専
門
知
識
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

２
．

問
題

の
本

質
を

理
解

し
、

基
礎

的
な

課
題

に
対
し
て
解
決
法
を
考
え
る
能
力
、

お
よ

び
問

題
解

決
の

た
め

の
具

体
的

な
計

画
立

案
・
遂
行
能
力
を
身
に
つ
け
て
い

る
。

３
．

専
門

分
野

等
の

知
識

を
活

用
し

て
デ

ー
タ

を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
、
論
理
的

な
評

価
や

考
察

を
行

え
る

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る
。

４
．

知
能

・
メ

デ
ィ

ア
情

報
シ

ス
テ

ム
を

構
成

す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を

開
発

す
る

た
め

に
必

要
な

基
礎

的
能

力
を

幅
広
く
身
に
つ
け
て
い
る
。

５
．

自
ら

の
思

考
・

判
断

の
プ

ロ
セ

ス
や

結
果

を
論
理
的
に
表
現
す
る
文
章
能
力

と
、

協
創

的
課

題
解

決
の

た
め

に
他

人
に

説
明

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。
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学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
教

育
（

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

）
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
教

育
（

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

）
の

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
様

々
な

分
野

の
本

を
読

ん
だ

り
、

学
内

外
の

講
演

会
等

に
参

加
し

た
り

、
幅

広
い

分
野

の
知

識
に

触
れ

る
機

会
を

確
保

し
て

い
る

。
□

専
門

基
礎

教
育

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
数

学
、

物
理

、
化

学
の

各
講

義
科

目
と

実
験

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
基

礎
教

育
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

コ
ー

ス
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
教

育
の

コ
ー

ス
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

初
年

次
機

械
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

研
修

Ⅰ
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

研
修

Ⅱ
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

特
別

講
義

Ⅰ
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

技
術

者
倫

理
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
卒

業
研

究
に

取
り

組
み

、
一

定
の

成
果

を
出

し
た

。

□
キ

ャ
リ

ア
支

援
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
に

参
加

し
，

卒
業

後
の

進
路

に
つ

い
て

真
剣

に
考

え
て

い
る

。

□
卒

業
後

の
進

路
を

決
定

し
た

。

□
教

養
教

育
（

情
報

基
礎

）
の

単
位

を
修

得
し

パ
ソ

コ
ン

の
基

本
操

作
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

□
専

門
教

育
の

工
作

実
習

の
単

位
を

修
得

し
、

工
作

機
械

を
操

作
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

□
専

門
教

育
の

C
言

語
実

習
の

単
位

を
修

得
し

、
C
言

語
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

□
専

門
教

育
の

F
o
r
t
r
a
n
実

習
の

単
位

を
修

得
し

、
F
o
r
t
r
a
n
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

実
験

の
単

位
を

修
得

し
、

科
学

機
器

の
操

作
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

研
修

Ⅰ
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
卒

業
研

究
に

取
り

組
み

、
一

定
の

成
果

を
出

し
た

。

□
教

養
教

育
（

外
国

語
）

の
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
教

養
教

育
（

外
国

語
）

の
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
の

工
業

英
語

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

研
修

Ⅱ
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
授

業
内

外
，

学
内

外
の

セ
ミ

ナ
ー

等
で

、
質

問
を

す
る

な
ど

、
積

極
的

に
関

わ
っ

た
。

□
基

礎
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

で
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
を

学
ん

だ
。

□
専

門
教

育
の

中
で

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

を
学

ん
だ

。

□
卒

業
論

文
を

書
き

上
げ

た
。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

特
別

講
義

Ⅰ
の

中
で

、
最

新
の

研
究

成
果

・
動

向
に

つ
い

て
学

ん
だ

。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

研
修

Ⅰ
の

中
で

、
主

体
的

に
最

新
の

研
究

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

□
専

門
教

育
の

機
械

科
学

研
修

Ⅱ
の

中
で

、
主

体
的

に
最

新
の

海
外

研
究

に
つ

い
て

調
査

し
た

。

□
研

究
室

の
ゼ

ミ
で

、
最

新
の

論
文

（
文

献
）

に
つ

い
て

講
読

し
た

。

□
専

門
教

育
の

技
術

者
倫

理
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
卒

業
研

究
の

中
で

、
研

究
成

果
と

社
会

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
ふ

れ
た

。

□
専

門
教

育
の

社
会

体
験

学
習

，
工

業
経

営
管

理
論

や
機

械
科

学
特

別
講

義
Ⅰ

な
ど

の
中

で
社

会
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

学
習

し
た

。

「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
シ

ス
テ

ム
創

生
工

学
科

　
機

械
科

学
コ

ー
ス

）

６
．

社
会

に
お

け
る

機
械

科
学

の
役

割
を

理
解

し
、

環
境

や
安

全
に

対
す

る
倫

理
観

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

５
．

機
械

科
学

の
進

展
に

関
心

を
持

ち
、

専
門

的
知

識
を

応
用

し
な

が
ら

主
体

的
に

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

１
．

一
般

的
な

教
養

を
身

に
つ

け
、

工
学

に
関

す
る

幅
広

く
基

礎
的

な
知

識
と

、
機

械
科

学
に

関
す

る
専

門
的

な
知

識
及

び
技

能
を

修
得

し
て

い
る

。

２
．

幅
広

く
深

い
教

養
と

総
合

的
な

判
断

力
を

身
に

つ
け

、
社

会
に

お
け

る
科

学
技

術
者

の
在

り
方

や
社

会
へ

の
貢

献
に

つ
い

て
考

察
で

き
る

。

３
．

機
械

科
学

分
野

の
機

器
お

よ
び

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
活

用
し

、
所

望
の

機
能

を
実

現
す

る
基

礎
的

な
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

４
．

日
本

語
と

英
語

に
よ

る
論

理
的

な
表

現
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
シ

ス
テ

ム
創

生
工

学
科

　
社

会
基

盤
・

環
境

コ
ー

ス
）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
専

門
基

礎
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

数
学

系
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
基

礎
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

数
学

系
科

目
（

必
修

）
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
基

礎
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

自
然

科
学

系
科

目
お

よ
び

実
験

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
基

礎
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

自
然

科
学

系
科

目
お

よ
び

実
験

科
目

（
必

修
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
基

礎
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

情
報

技
術

系
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
基

礎
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

情
報

技
術

系
科

目
（

必
修

）
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
基

礎
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
コ

ー
ス

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
専

門
技

術
の

知
識

や
応

用
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
建

設
工

学
分

野
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
コ

ー
ス

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
専

門
技

術
の

知
識

や
応

用
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
建

設
工

学
分

野
の

科
目

（
必

修
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
コ

ー
ス

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
専

門
技

術
の

知
識

や
応

用
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
環

境
工

学
分

野
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
コ

ー
ス

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
専

門
技

術
の

知
識

や
応

用
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
環

境
工

学
分

野
の

科
目

（
必

修
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
コ

ー
ス

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
専

門
技

術
の

知
識

や
応

用
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
防

災
工

学
分

野
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
コ

ー
ス

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
専

門
技

術
の

知
識

や
応

用
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
防

災
工

学
分

野
の

科
目

（
必

修
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
卒

業
研

究
を

通
し

て
、

建
設

、
環

境
、

防
災

分
野

い
ず

れ
か

の
専

門
技

術
の

知
識

や
応

用
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
た

（
自

己
評

価
）

。

□
問

題
解

決
に

必
要

な
デ

ザ
イ

ン
能

力
を

培
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

、
実

験
・

実
習

・
演

習
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
問

題
解

決
に

必
要

な
デ

ザ
イ

ン
能

力
を

培
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

、
実

験
・

実
習

・
演

習
科

目
（

必
修

）
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
卒

業
研

究
を

通
し

て
、

情
報

収
集

能
力

お
よ

び
問

題
解

決
に

必
要

な
デ

ザ
イ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
（

自
己

評
価

）
。

□
課

題
発

見
能

力
お

よ
び

継
続

学
習

能
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

実
験

・
実

習
・

演
習

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
課

題
発

見
能

力
お

よ
び

継
続

学
習

能
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

実
験

・
実

習
・

演
習

科
目

（
必

修
）

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
継

続
的

に
科

学
技

術
英

語
の

学
習

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
（

自
己

評
価

）
。

□
卒

業
研

究
を

通
し

て
、

課
題

発
見

能
力

お
よ

び
継

続
学

習
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
（

自
己

評
価

）
。

□
環

境
を

理
解

し
持

続
可

能
な

社
会

構
築

技
術

を
考

え
る

能
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

環
境

系
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
環

境
を

理
解

し
持

続
可

能
な

社
会

構
築

技
術

を
考

え
る

能
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

環
境

系
科

目
の

単
位

を
修

得
し

た
。

４
．

自
ら

課
題

を
発

見
・

解
決

す
る

能
力

お
よ

び
主

体
的

・
持

続
的

に
学

習
を

行
う

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

（
課

題
発

見
能

力
、

継
続

学
習

能
力

）
。

１
．

数
学

・
自

然
科

学
お

よ
び

情
報

技
術

に
関

す
る

知
識

を
習

得
し

、
多

面
的

な
視

点
か

ら
考

え
る

こ
と

の
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

２
．

社
会

環
境

工
学

の
建

設
、

環
境

、
防

災
の

各
専

門
技

術
に

関
す

る
知

識
と

そ
の

知
識

を
応

用
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

３
．

問
題

の
本

質
を

理
解

し
、

必
要

な
情

報
を

収
集

・
分

析
し

て
解

決
法

を
考

え
る

能
力

、
お

よ
び

問
題

解
決

の
た

め
の

具
体

的
な

デ
ザ

イ
ン

・
計

画
を

立
て

、
遂

行
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
（

デ
ザ

イ
ン

能
力

）
。

５
．

地
球

環
境

・
地

域
環

境
を

理
解

す
る

能
力

お
よ

び
持

続
可

能
な

循
環

社
会

構
築

の
た

め
の

技
術

を
考

え
る

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
シ

ス
テ

ム
創

生
工

学
科

　
社

会
基

盤
・

環
境

コ
ー

ス
）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
技

術
者

と
し

て
の

社
会

的
使

命
・

責
任

を
認

識
す

る
能

力
を

培
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

、
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
技

術
者

と
し

て
の

社
会

的
使

命
・

責
任

を
認

識
す

る
能

力
を

培
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

、
科

目
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
卒

業
研

究
を

通
し

て
、

研
究

成
果

と
社

会
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

ふ
れ

た
。

□
教

養
教

育
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
教

育
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

文
化

・
社

会
・

自
然

・
環

境
・

地
域

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
教

養
教

育
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

外
国

語
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
教

養
教

育
科

目
と

し
て

開
講

さ
れ

て
い

る
、

外
国

語
科

目
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
コ

ー
ス

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
科

学
技

術
英

語
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
コ

ー
ス

科
目

と
し

て
開

講
さ

れ
て

い
る

、
科

学
技

術
英

語
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
文

章
作

成
能

力
を

培
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

、
実

験
・

演
習

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
文

章
作

成
能

力
を

培
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

、
実

験
・

演
習

科
目

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

P
B
L
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

P
B
L
科

目
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
卒

業
研

究
を

通
し

て
、

文
章

作
成

能
力

お
よ

び
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
た

（
自

己
評

価
）

。

□
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

実
験

・
実

習
・

演
習

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

実
験

・
実

習
・

演
習

科
目

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

P
B
L
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
力

を
培

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
、

P
B
L
科

目
の

単
位

を
取

得
し

た
。

７
．

充
分

な
語

学
力

、
お

よ
び

自
国

の
文

化
・

社
会

を
学

ぶ
と

と
も

に
世

界
の

多
様

な
価

値
観

を
理

解
し

、
国

際
的

に
通

用
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

８
．

自
分

の
意

見
や

実
験

研
究

の
内

容
・

成
果

を
論

理
的

・
客

観
的

に
表

現
す

る
文

章
作

成
能

力
と

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

９
．

他
者

と
協

力
し

て
チ

ー
ム

で
仕

事
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

（
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
力

）
。

６
．

科
学

技
術

が
社

会
や

自
然

に
お

よ
ぼ

す
影

響
を

理
解

し
て

、
技

術
者

と
し

て
の

社
会

的
使

命
・

責
任

を
認

識
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
（

倫
理

）
。
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
植

物
生

命
科

学
科

）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

に
つ

い
て

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
学

内
外

で
幅

広
い

知
識

に
触

れ
る

機
会

を
確

保
し

て
い

る
。

□
知

識
を

獲
得

す
る

手
段

を
有

し
て

い
る

。

□
専

門
教

育
科

目
の

各
講

義
科

目
と

実
験

・
実

習
・

演
習

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
科

目
の

必
修

科
目

を
す

べ
て

修
得

し
た

。

□
専

門
重

点
科

目
を

中
心

と
し

て
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

取
得

し
た

。

□
研

究
室

に
所

属
し

、
卒

業
研

究
に

関
連

す
る

分
野

の
知

識
を

十
分

に
修

得
し

、
卒

業
研

究
単

位
を

取
得

し
た

。

□
研

究
室

に
所

属
し

卒
業

研
究

に
必

要
な

情
報

を
収

集
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
自

ら
得

た
情

報
を

論
理

的
に

解
釈

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
情

報
を

基
に

次
に

行
う

べ
き

行
動

を
決

定
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
卒

業
論

文
を

提
出

し
た

。

□
専

門
の

教
育

内
容

に
関

し
て

最
新

の
研

究
成

果
・

動
向

に
つ

い
て

学
ん

で
い

る
。

□
研

究
室

に
所

属
し

、
演

習
科

目
の

単
位

を
修

得
す

る
と

と
も

に
専

門
分

野
の

研
究

の
全

体
像

を
把

握
し

て
い

る
。

□
自

ら
の

卒
業

研
究

に
必

要
な

論
文

等
を

探
し

、
読

ん
で

い
る

。

□
新

し
い

生
命

資
源

科
学

分
野

の
知

見
を

得
る

た
め

の
意

欲
と

実
行

力
を

有
し

て
い

る
。

□
専

門
分

野
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。

□
専

門
分

野
に

関
す

る
倫

理
的

な
問

題
点

を
理

解
し

て
い

る
。

□
所

属
す

る
社

会
の

構
成

員
と

協
調

し
て

行
動

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
自

ら
が

行
う

べ
き

行
動

を
自

律
的

に
判

断
し

て
行

動
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
科

学
論

文
等

を
正

確
に

読
ん

で
理

解
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
科

学
論

文
等

か
ら

得
た

情
報

を
わ

か
り

や
す

く
説

明
す

る
手

段
を

修
得

し
た

。

□
多

様
な

情
報

か
ら

導
き

出
し

た
結

論
を

論
理

的
に

説
明

で
き

る
（

卒
業

研
究

を
発

表
す

る
）

能
力

を
修

得
し

た
。

□
所

属
す

る
社

会
の

構
成

員
と

円
滑

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
能

力
を

修
得

し
た

。

１
．

 
生

命
機

能
を

解
明

し
、

農
業

生
産

に
応

用
す

る
た

め
の

自
然

科
学

、
情

報
技

術
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

有
し

て
い

る
。

　
（

知
識

・
理

解
）

５
．

生
命

資
源

の
創

出
・

発
展

の
ニ

ー
ズ

に
、

協
調

性
と

倫
理

性
を

も
っ

て
、

自
律

的
・

継
続

的
に

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

（
態

度
）

２
．

 
有

用
植

物
の

遺
伝

育
種

・
機

能
開

発
、

新
規

作
物

の
創

出
、

植
物

ウ
ィ

ル
ス

と
昆

虫
の

制
御

及
び

機
能

利
用

、
持

続
的

農
業

生
産

、
有

用
技

術
の

開
発

・
応

用
に

関
す

る
科

学
的

方
法

に
つ

い
て

十
分

に
理

解
し

て
い

る
。

　
（

知
識

・
理

解
）

３
．

生
命

資
源

・
農

学
に

関
す

る
知

識
と

理
解

を
基

礎
に

、
関

連
す

る
諸

課
題

に
対

し
て

多
面

的
に

考
察

し
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
、

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

思
考

・
判

断
）

６
．

自
ら

の
論

理
的

な
思

考
・

判
断

の
プ

ロ
セ

ス
や

結
果

を
説

明
す

る
た

め
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

修
得

し
て

い
る

。
　

（
技

能
・

表
現

）

４
．

豊
か

な
課

題
探

求
能

力
と

課
題

解
決

能
力

を
も

っ
て

生
命

資
源

に
関

連
す

る
諸

課
題

を
解

決
し

よ
う

と
す

る
意

欲
を

持
っ

て
い

る
。

　
（

関
心

・
意

欲
）
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
応

用
生

物
化

学
科

）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

に
つ

い
て

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
重

点
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
科

目
の

応
用

生
物

化
学

演
習

I
を

履
修

し
、

単
位

を
取

得
し

た
。

□
研

究
室

に
所

属
し

卒
業

研
究

に
必

要
な

情
報

を
収

集
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
自

ら
得

た
情

報
を

論
理

的
に

解
釈

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
得

ら
れ

た
専

門
的

な
情

報
を

、
研

究
室

構
成

員
に

わ
か

り
や

す
く

説
明

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
専

門
科

目
の

応
用

生
物

化
学

演
I
I
を

履
修

し
、

単
位

を
取

得
し

た
。

□
研

究
室

の
セ

ミ
ナ

ー
で

専
門

分
野

の
最

新
の

論
文

や
専

門
書

を
講

読
し

て
い

る
。

□
自

ら
の

卒
業

研
究

の
テ

ー
マ

と
関

連
し

た
論

文
等

を
検

索
し

、
講

読
し

て
い

る
。

□
科

学
論

文
等

を
正

確
に

読
ん

で
理

解
し

、
そ

の
内

容
を

わ
か

り
や

す
く

説
明

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
論

文
講

読
な

ど
に

よ
っ

て
得

ら
れ

た
情

報
を

も
と

に
、

課
題

解
決

の
た

め
の

方
策

を
提

案
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
専

門
の

教
育

内
容

に
関

し
て

最
新

の
研

究
成

果
・

動
向

に
つ

い
て

学
ん

で
い

る
。

□
自

ら
の

卒
業

研
究

に
お

い
て

、
得

ら
れ

た
成

果
の

妥
当

性
を

検
証

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
研

究
室

の
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
で

、
構

成
員

と
専

門
分

野
の

研
究

内
容

に
つ

い
て

議
論

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
自

身
の

専
門

分
野

が
社

会
の

中
で

ど
の

よ
う

に
貢

献
で

き
る

か
に

つ
い

て
深

く
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

□
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
、

自
ら

学
ん

だ
専

門
性

を
活

か
す

方
向

で
検

討
し

た
。

□
専

門
分

野
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。

□
専

門
分

野
に

関
す

る
倫

理
的

な
問

題
点

を
理

解
し

て
い

る
。

□
学

科
お

よ
び

研
究

室
で

の
構

成
員

と
の

交
流

を
通

し
て

、
協

調
性

を
備

え
た

行
動

力
を

修
得

し
た

。

□
卒

業
論

文
発

表
会

で
発

表
し

、
卒

業
論

文
を

提
出

し
た

。

５
．

自
ら

の
知

識
と

論
理

的
な

思
考

に
基

づ
い

た
判

断
結

果
を

的
確

に
説

明
す

る
表

現
力

や
、

そ
れ

を
実

践
す

る
技

能
を

修
得

し
て

い
る

。
　

（
技

能
・

表
現

）

１
．

微
生

物
や

動
植

物
な

ど
の

生
物

資
源

に
関

す
る

分
子

レ
ベ

ル
か

ら
生

態
系

レ
ベ

ル
ま

で
の

生
命

現
象

や
食

品
素

材
の

特
性

を
理

解
す

る
た

め
の

基
礎

的
な

知
識

を
化

学
的

な
視

点
で

理
解

し
て

い
る

。
　

（
知

識
・

理
解

）

２
．

 
生

物
資

源
や

食
品

素
材

に
関

す
る

知
識

と
理

解
を

基
礎

に
、

食
糧

、
環

境
、

健
康

に
関

す
る

諸
課

題
・

未
知

事
項

に
つ

い
て

、
多

面
的

に
思

考
し

、
自

ら
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

思
考

・
判

断
）

３
．

食
糧

、
環

境
、

健
康

に
関

す
る

課
題

や
未

知
事

項
に

関
心

を
持

ち
、

そ
の

解
決

・
解

明
に

意
欲

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
　

（
関

心
・

意
欲

）

４
．

生
物

資
源

の
有

効
利

用
や

そ
の

応
用

を
通

じ
て

、
食

品
産

業
や

医
薬

品
産

業
を

始
め

と
す

る
バ

イ
オ

関
連

産
業

の
創

出
・

発
展

に
寄

与
し

、
地

域
や

社
会

に
貢

献
す

る
考

え
方

や
行

動
が

と
れ

る
。

　
（

態
度

）
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
森

林
科

学
科

）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
教

育
（

情
報

、
自

然
＆

科
学

技
術

）
及

び
学

部
専

門
基

礎
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
上

記
科

目
群

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
専

門
重

点
科

目
（

学
科

科
目

）
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
重

点
科

目
の

講
義

科
目

（
必

修
）

を
履

修
し

て
い

る
。

□
学

習
・

教
育

到
達

目
標

（
J
A
B
E
E
）

と
「

学
位

授
与

の
方

針
」

の
関

係
を

教
員

に
説

明
し

た
。

□
専

門
重

点
科

目
の

講
義

（
必

修
）

の
単

位
を

す
べ

て
修

得
し

た
。

□
専

門
重

点
科

目
の

「
環

境
防

災
学

」
、

「
暖

帯
林

概
論

」
、

「
地

域
生

態
系

保
全

論
」

、
「

山
村

経
済

・
地

域
お

こ
し

論
」

、
「

森
林

保
護

学
」

の
う

ち
、

2
つ

以
上

の
単

位
を

修
得

し
た

。

□
「

森
林

科
学

応
用

演
習

I
I
」

で
頻

繁
に

質
問

・
意

見
を

述
べ

る
な

ど
、

積
極

的
に

関
わ

っ
た

。

□
専

門
重

点
科

目
の

実
習

科
目

（
必

修
）

を
履

修
し

て
い

る
。

□
上

記
実

習
（

必
修

）
の

単
位

を
す

べ
て

修
得

し
た

。

□
教

養
教

育
（

文
化

・
社

会
・

環
境

・
地

域
・

外
国

語
）

の
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
上

記
教

養
教

育
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
」

、
「

生
物

統
計

学
」

、
「

森
林

計
測

学
」

の
単

位
を

す
べ

て
修

得
し

た
。

□
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

す
べ

て
修

得
し

た
。

□
「

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
」

の
被

災
地

学
修

に
参

加
し

た
。

□
「

農
学

の
た

め
の

倫
理

学
」

、
「

海
外

・
日

本
の

林
業

」
、

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

、
「

森
林

科
学

応
用

演
習

I
」

の
単

位
を

す
べ

て
修

得
し

た
。

□
専

門
重

点
科

目
の

実
習

・
演

習
科

目
（

必
修

）
を

履
修

し
て

い
る

。

□
上

記
実

習
・

演
習

（
必

修
）

の
単

位
を

す
べ

て
修

得
し

た
。

□
「

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
」

、
「

森
林

科
学

入
門

」
の

単
位

を
す

べ
て

修
得

し
た

。

□
「

卒
業

研
究

」
の

単
位

を
除

き
、

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
す

べ
て

修
得

し
た

。

□
「

卒
業

研
究

」
の

単
位

を
修

得
し

た
。

□
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
の

研
修

先
を

決
定

し
た

。

□
「

砂
防

学
実

習
」

、
「

林
道

工
学

実
習

」
、

「
森

林
科

学
応

用
演

習
I
」

、
「

森
林

科
学

応
用

演
習

I
I
」

の
単

位
を

す
べ

て
修

得
し

た
。

□
指

導
教

員
の

許
可

を
得

て
、

卒
業

論
文

を
（

発
表

会
場

で
）

閲
覧

に
供

し
た

。

１
．

数
学

、
自

然
科

学
、

情
報

処
理

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

持
っ

て
い

る
。

（
知

識
・

理
解

）

３
．

 
森

林
の

多
面

的
機

能
に

つ
い

て
、

総
合

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
思

考
・

判
断

）

５
．

地
球

的
視

点
か

ら
、

各
地

の
文

化
や

異
な

る
価

値
観

に
関

心
を

示
し

て
い

る
。

（
関

心
・

意
欲

）

７
．

技
術

者
が

社
会

に
対

し
て

負
っ

て
い

る
責

任
を

感
じ

る
。

　
（

態
度

）

1
0
．

森
林

科
学

の
知

識
を

利
用

し
、

社
会

の
要

求
を

解
決

す
る

た
め

に
提

案
で

き
る

。
　

（
技

能
・

表
現

）

２
．

森
林

科
学

の
学

問
内

容
お

よ
び

方
法

を
説

明
で

き
る

。
　

（
知

識
・

理
解

）

４
．

 
与

え
ら

れ
た

制
約

の
下

で
計

画
的

に
仕

事
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
思

考
・

判
断

）

６
．

自
主

的
、

継
続

的
に

学
修

で
き

る
。

　
（

関
心

・
意

欲
）

８
．

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
意

識
し

て
行

動
で

き
る

。
　

（
態

度
）

９
．

日
本

語
で

論
理

的
に

記
述

・
発

表
・

討
議

で
き

る
。

　
（

技
能

・
表

現
）
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「
学
位
授
与
の
方
針
」
達
成
状
況
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
食
料
生
産
環
境
学
科
　
農
村
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
コ
ー
ス
）

学
位
授
与
の
方
針

達
成
に
必
要
な
項
目

□
教

養
教

育
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
教

育
（

専
門

基
礎

、
学

部
共

通
）

の
講

義
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
教

養
教

育
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
（

専
門

基
礎

、
学

部
共

通
）

の
講

義
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
（

専
門

重
点

科
目

、
学

科
共

通
科

目
、

専
門

展
開

科
目

）
の

講
義

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
（

専
門

重
点

科
目

、
学

科
共

通
科

目
、

専
門

展
開

科
目

）
の

講
義

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
農

村
地

域
デ

ザ
イ

ン
学

に
お

け
る

学
問

内
容

を
体

系
的

に
説

明
で

き
、

応
用

で
き

る
。

□
教

養
教

育
と

専
門

教
育

の
実

験
・

実
習

・
演

習
科

目
、

地
域

に
関

す
る

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
教

育
と

専
門

教
育

の
実

験
・

実
習

・
演

習
科

目
、

地
域

に
関

す
る

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
地

域
の

問
題

点
と

課
題

に
つ

い
て

修
得

し
た

技
術

を
用

い
て

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

□
専

門
教

育
の

実
験

・
実

習
・

演
習

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
の

実
験

・
実

習
・

演
習

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
卒

業
研

究
の

課
題

を
理

解
し

、
主

体
的

に
計

画
・

実
行

・
考

察
を

十
分

に
行

い
、

他
者

の
意

見
よ

り
改

善
で

き
た

。

□
自

ら
必

要
と

考
え

る
専

門
教

育
の

専
門

展
開

科
目

を
履

修
し

、
単

位
を

取
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

現
場

見
学

ま
た

は
実

地
研

修
の

内
容

を
取

り
入

れ
た

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
専

門
教

育
の

現
場

見
学

ま
た

は
実

地
研

修
の

内
容

を
取

り
入

れ
た

科
目

の
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。

□
修

得
し

た
知

識
と

技
術

を
用

い
て

地
域

環
境

の
課

題
に

取
り

組
む

意
欲

が
持

て
る

。

□
自

ら
必

要
と

考
え

る
専

門
教

育
の

専
門

展
開

科
目

を
履

修
し

、
単

位
を

取
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

倫
理

あ
る

い
は

外
部

技
術

者
・

有
識

者
に

よ
る

内
容

を
含

む
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
専

門
教

育
の

倫
理

あ
る

い
は

外
部

技
術

者
・

有
識

者
に

よ
る

内
容

を
含

む
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
課

題
解

決
の

た
め

に
他

者
と

協
調

し
て

適
切

に
行

動
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
専

門
教

育
の

実
地

研
修

の
内

容
を

取
り

入
れ

た
科

目
を

履
修

、
ま

た
は

自
主

的
に

社
会

と
係

る
活

動
に

参
加

し
た

。

□
卒

業
研

究
を

通
し

て
教

員
・

学
生

と
円

滑
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

能
力

を
修

得
し

た
。

□
教

養
教

育
と

専
門

教
育

の
実

験
・

実
習

・
演

習
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。

□
教

養
教

育
と

専
門

教
育

の
実

験
・

実
習

・
演

習
科

目
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
多

様
な

情
報

か
ら

導
き

出
し

た
結

論
を

論
理

的
に

説
明

で
き

る
能

力
を

自
ら

修
得

し
た

。

□
卒

業
研

究
を

十
分

に
行

い
、

卒
業

論
文

を
完

成
さ

せ
、

そ
の

内
容

を
わ

か
り

や
す

く
発

表
し

た
。

４
．

自
ら

課
題

を
見

つ
け

、
計

画
を

立
て

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

、
積

極
的

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

思
考

・
判

断
）

１
．

自
然

科
学

や
情

報
技

術
お

よ
び

地
域

文
化

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
　

（
知

識
・

理
解

）

２
．

農
村

地
域

デ
ザ

イ
ン

学
の

基
本

・
応

用
分

野
の

知
識

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
（

知
識

・
理

解
）

３
．

地
域

の
問

題
点

と
課

題
を

理
解

し
、

生
産

環
境

と
地

域
社

会
の

計
画

・
設

計
の

在
り

方
を

考
察

で
き

る
。

　
（

思
考

・
判

断
）

５
．

地
域

の
生

産
・

生
活

基
盤

の
充

実
と

環
境

改
善

に
対

す
る

関
心

を
持

ち
，

解
決

の
意

欲
が

あ
る

。
　

（
関

心
・

意
欲

）

６
．

技
術

者
と

し
て

の
社

会
的

責
任

の
重

さ
を

自
覚

し
て

い
る

。
　

（
態

度
）

７
．

地
域

・
現

場
の

人
達

と
良

好
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

能
力

が
あ

る
。

（
技

能
・

表
現

）

８
．

文
章

や
口

頭
発

表
に

よ
る

表
現

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
（

技
能

・
表

現
）
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
食

料
生

産
環

境
学

科
　

食
産

業
シ

ス
テ

ム
学

コ
ー

ス
）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目
□

専
門

教
育

科
目

（
専

門
基

礎
・

学
部

共
通

・
専

門
重

点
）

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
科

目
、

専
門

教
育

科
目

に
つ

い
て

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
展

開
科

目
を

含
め

て
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

修
得

し
た

。
□

研
究

室
に

所
属

し
、

卒
業

研
究

に
関

連
す

る
分

野
の

知
識

を
十

分
に

修
得

し
た

。
□

専
門

教
育

科
目

の
各

講
義

科
目

と
実

験
・

実
習

・
演

習
科

目
を

修
得

し
た

。
□

専
門

教
育

科
目

の
必

修
科

目
を

す
べ

て
修

得
し

た
。

□
専

門
重

点
科

目
を

中
心

と
し

て
卒

業
に

必
要

な
単

位
を

取
得

し
た

。
□

研
究

室
に

所
属

し
卒

業
研

究
を

十
分

に
行

っ
た

。
□

研
究

室
に

所
属

し
卒

業
研

究
に

必
要

な
情

報
を

収
集

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
自

ら
得

た
情

報
を

論
理

的
に

解
釈

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
情

報
を

基
に

次
に

行
う

べ
き

行
動

を
決

定
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。
□

卒
業

研
究

発
表

を
行

い
、

卒
業

論
文

を
提

出
し

た
。

□
専

門
の

教
育

内
容

に
関

し
て

最
新

の
研

究
成

果
・

動
向

に
つ

い
て

学
ん

で
い

る
。

□
研

究
室

に
所

属
し

、
専

門
分

野
の

研
究

の
全

体
像

を
把

握
し

て
い

る
。

□
自

ら
の

卒
業

研
究

に
必

要
な

論
文

等
を

探
し

、
読

ん
で

い
る

。
□

新
し

い
知

見
を

得
る

た
め

の
意

欲
と

実
行

力
を

有
し

て
い

る
。

□
専

門
分

野
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。
□

専
門

分
野

に
関

す
る

倫
理

的
な

問
題

点
を

理
解

し
て

い
る

。
□

食
産

業
シ

ス
テ

ム
学

コ
ー

ス
の

構
成

員
と

協
調

し
て

行
動

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
自

ら
が

行
う

べ
き

行
動

を
自

律
的

に
判

断
し

て
行

動
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。
□

科
学

論
文

等
を

正
確

に
読

ん
で

理
解

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
科

学
論

文
等

か
ら

得
た

情
報

を
わ

か
り

や
す

く
説

明
す

る
手

段
を

修
得

し
た

。
□

多
様

な
情

報
か

ら
導

き
出

し
た

結
論

を
論

理
的

に
説

明
で

き
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
食

産
業

シ
ス

テ
ム

学
コ

ー
ス

の
教

員
・

学
生

と
円

滑
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

能
力

を
修

得
し

た
。

６
．

自
ら

の
論

理
的

な
思

考
・

判
断

の
プ

ロ
セ

ス
や

結
果

を
説

明
す

る
た

め
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

修
得

し
て

い
る

。
　

（
技

能
・

表
現

）

１
．

 
食

産
業

に
関

わ
る

諸
問

題
を

理
解

す
る

た
め

に
必

要
な

自
然

科
学

、
情

報
技

術
お

よ
び

地
域

社
会

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
　

（
知

識
・

理
解

）

２
．

 
食

料
安

定
供

給
と

環
境

負
荷

低
減

の
両

立
や

農
業

の
６

次
産

業
化

の
推

進
な

ど
、

次
世

代
の

食
産

業
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
関

す
る

広
範

な
知

識
を

有
し

て
い

る
。

（
知

識
・

理
解

）

３
．

食
産

業
に

関
す

る
知

識
と

理
解

を
基

礎
に

、
関

連
す

る
諸

課
題

に
対

し
て

多
面

的
に

考
察

し
、

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
、

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

（
思

考
・

判
断

）

４
．

食
産

業
に

つ
い

て
多

面
的

な
関

心
を

持
ち

、
技

術
や

経
営

の
革

新
を

通
じ

て
諸

課
題

を
解

決
し

よ
う

と
す

る
意

欲
を

持
っ

て
い

る
。

　
（

関
心

・
意

欲
）

５
．

食
産

業
に

お
け

る
技

術
開

発
や

経
営

活
動

に
お

い
て

、
協

調
性

と
倫

理
性

を
も

っ
て

、
自

律
的

に
行

動
で

き
る

。
　

（
態

度
）
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
食

料
生

産
環

境
学

科
　

水
産

シ
ス

テ
ム

学
コ

ー
ス

）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
専

門
教

育
（

専
門

基
礎

）
の

必
修

講
義

科
目

を
履

修
し

、
一

定
の

成
績

を
修

め
て

い
る

。

□
教

養
教

育
科

目
を

履
修

し
、

一
定

の
成

績
を

修
め

て
い

る
。

□
水

産
シ

ス
テ

ム
の

概
念

を
説

明
で

き
る

。

□
専

門
教

育
（

専
門

基
礎

）
の

必
修

講
義

科
目

を
履

修
し

、
一

定
の

成
績

を
修

め
て

い
る

。

□
履

修
し

た
専

門
教

育
（

専
門

基
礎

）
の

講
義

科
目

の
水

産
シ

ス
テ

ム
学

に
お

け
る

位
置

付
け

を
説

明
で

き
る

。
□

対
象

と
す

る
水

産
シ

ス
テ

ム
の

領
域

を
定

義
し

、
構

造
と

そ
れ

ぞ
れ

の
構

成
セ

ク
タ

ー
の

機
能

と
シ

ス
テ

ム
内

で
の

役
割

を
叙

述
で

き
る

。

□
対

象
と

す
る

水
産

シ
ス

テ
ム

の
課

題
を

優
先

順
位

を
つ

け
て

説
明

で
き

る
。

□
対

象
と

す
る

水
産

シ
ス

テ
ム

の
課

題
に

つ
い

て
の

解
決

策
を

複
数

提
示

で
き

る
。

□
対

象
と

す
る

水
産

シ
ス

テ
ム

の
課

題
に

つ
い

て
の

複
数

解
決

策
の

中
か

ら
論

理
的

に
最

適
策

を
提

示
で

き
る

。

□
専

門
の

教
育

内
容

に
関

し
て

最
新

の
研

究
成

果
・

動
向

に
つ

い
て

学
ん

で
い

る
。

□
卒

業
研

究
課

題
の

水
産

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

位
置

付
け

を
明

確
に

説
明

で
き

る
。

□
対

象
水

産
業

の
持

続
性

と
発

展
と

は
何

か
を

自
ら

の
言

葉
で

説
明

で
き

る
。

□
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
の

研
修

先
を

決
定

し
た

。

□
対

象
と

す
る

水
産

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

倫
理

的
な

問
題

と
は

何
か

を
理

解
し

て
い

る
。

□
水

産
シ

ス
テ

ム
分

野
に

関
す

る
一

般
的

な
倫

理
的

な
問

題
点

を
理

解
し

て
い

る
。

□
専

門
家

と
し

て
自

ら
が

行
う

べ
き

行
動

を
倫

理
的

規
範

に
照

ら
し

自
律

的
に

判
断

し
て

行
動

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
専

門
教

育
（

専
門

基
礎

）
の

必
修

講
義

科
目

を
履

修
し

、
一

定
の

成
績

を
修

め
て

い
る

。

□
現

状
把

握
の

た
め

に
必

要
な

専
門

領
域

群
が

説
明

で
き

る
。

□
専

門
教

育
（

専
門

基
礎

）
の

必
修

講
義

科
目

を
履

修
し

、
一

定
の

成
績

を
修

め
て

い
る

。

□
卒

業
研

究
の

プ
ロ

セ
ス

を
再

現
可

能
な

形
で

論
理

的
に

日
英

両
語

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

７
．

調
査

や
統

計
デ

ー
タ

を
的

確
に

分
析

・
利

用
す

る
技

術
、

結
果

に
基

づ
く

論
理

的
な

思
考

能
力

、
お

よ
び

得
ら

れ
た

結
果

を
的

確
に

伝
え

る
こ

と
が

出
来

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
（

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

日
本

語
、

英
語

）
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

（
技

能
・

表
現

）

６
．

漁
業

及
び

周
辺

産
業

、
海

洋
環

境
や

水
産

資
源

管
理

の
現

状
把

握
と

分
析

の
た

め
の

基
礎

的
な

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

１
．

 
水

産
シ

ス
テ

ム
学

を
実

践
す

る
た

め
の

数
学

、
自

然
科

学
、

社
会

科
学

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
日

本
語

・
英

語
）

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
（

知
識

・
理

解
）

２
．

 
水

産
業

の
復

興
と

持
続

的
発

展
に

貢
献

す
る

た
め

に
，

水
産

科
学

分
野

に
加

え
て

，
水

産
業

に
関

わ
る

人
文

・
社

会
科

学
分

野
ま

で
の

幅
広

い
関

連
分

野
を

網
羅

し
た

水
産

シ
ス

テ
ム

学
を

体
系

的
に

身
に

つ
け

、
水

産
業

の
現

状
と

そ
の

課
題

を
俯

瞰
的

視
点

か
ら

理
解

出
来

る
。

　
（

知
識

・
理

解
）

３
．

水
産

業
が

抱
え

る
諸

課
題

に
つ

い
て

多
角

的
に

分
析

、
俯

瞰
的

に
思

考
し

、
最

善
の

解
決

策
を

判
断

で
き

る
。

　
（

思
考

・
判

断
）

４
．

日
本

と
世

界
の

水
産

業
の

持
続

的
発

展
の

諸
課

題
に

関
心

を
持

ち
，

問
題

解
決

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

関
心

・
意

欲
）

５
．

水
産

業
に

関
わ

る
専

門
家

と
し

て
の

高
い

倫
理

観
を

持
ち

、
真

摯
に

責
任

を
も

っ
て

持
続

的
水

産
業

構
築

の
諸

課
題

に
つ

い
て

積
極

的
に

携
わ

る
態

度
を

持
つ

。
（

態
度

）
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「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
動

物
科

学
科

）

学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
教

養
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

に
つ

い
て

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
重

点
科

目
（

学
科

科
目

）
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
教

養
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
教

養
科

目
、

専
門

基
礎

科
目

に
つ

い
て

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
専

門
重

点
科

目
（

学
科

科
目

）
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
研

究
室

に
所

属
し

、
卒

業
研

究
に

必
要

な
情

報
を

収
集

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
自

ら
得

た
情

報
を

理
論

的
に

解
釈

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
得

ら
れ

た
専

門
的

な
情

報
を

、
わ

か
り

や
す

く
説

明
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
自

ら
の

卒
業

研
究

の
テ

ー
マ

と
関

連
し

た
科

学
論

文
等

を
検

索
し

、
読

ん
で

い
る

。

□
科

学
論

文
等

を
読

ん
で

内
容

を
理

解
し

、
そ

の
内

容
を

わ
か

り
や

す
く

説
明

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
科

学
論

文
な

ど
に

よ
っ

て
得

た
情

報
を

も
と

に
、

課
題

解
決

の
た

め
の

方
策

を
提

案
す

る
能

力
を

修
得

し
た

。

□
専

門
の

内
容

に
関

し
て

最
新

の
研

究
成

果
・

動
向

に
つ

い
て

学
ん

で
い

る
。

□
研

究
室

の
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
で

、
構

成
員

と
専

門
分

野
の

研
究

内
容

に
つ

い
て

議
論

す
る

能
力

を
修

得
し

た
。

□
専

門
分

野
に

関
す

る
倫

理
的

な
問

題
点

を
理

解
し

て
い

る
。

□
専

門
分

野
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。

□
学

科
お

よ
び

研
究

室
の

構
成

員
と

の
交

流
を

通
し

て
、

協
調

性
を

持
っ

た
行

動
を

と
る

能
力

を
得

た
。

□
自

ら
の

研
究

内
容

を
卒

業
論

文
発

表
会

で
発

表
し

、
卒

業
論

文
を

提
出

し
た

。

１
．

農
学

や
生

命
科

学
に

つ
な

が
る

幅
広

い
知

識
及

び
そ

の
基

礎
と

な
る

教
養

を
持

っ
て

い
る

。
　

（
知

識
・

理
解

）

３
．

動
物

関
連

産
業

に
関

す
る

課
題

の
解

決
を

適
切

に
行

う
た

め
、

動
物

生
産

及
び

動
物

科
学

分
野

に
関

す
る

知
識

に
よ

り
考

察
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
思

考
・

判
断

）

４
．

動
物

関
連

産
業

に
関

す
る

課
題

に
関

心
を

持
ち

、
課

題
の

解
決

に
意

欲
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

関
心

・
意

欲
）

５
．

動
物

関
連

産
業

に
関

す
る

課
題

の
解

決
を

客
観

的
に

行
う

た
め

、
情

報
収

集
及

び
議

論
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
　

（
態

度
）

６
．

動
物

関
連

産
業

に
関

す
る

課
題

を
解

決
し

て
論

文
又

は
口

頭
で

発
表

を
行

う
か

、
修

得
し

た
動

物
生

産
及

び
動

物
科

学
分

野
の

技
術

を
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
（

技
能

・
表

現
）

２
．

動
物

生
産

及
び

動
物

科
学

分
野

に
関

す
る

知
識

を
持

っ
て

い
る

。
　

（
知

識
・

理
解

）
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学
位

授
与

の
方

針
達

成
に

必
要

な
項

目

□
基

礎
獣

医
学

科
目

群
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
病

態
獣

医
学

科
目

群
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
応

用
獣

医
学

科
目

群
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
共

通
教

育
（

外
国

語
、

人
文

社
会

科
学

、
理

数
系

基
礎

）
の

科
目

を
履

修
し

て
い

る
。

□
共

通
教

育
（

外
国

語
、

人
文

社
会

科
学

、
理

数
系

基
礎

）
の

卒
業

に
必

要
な

単
位

を
修

得
し

た
。

□
学

内
外

の
講

演
会

な
ど

に
参

加
し

、
幅

広
い

分
野

の
知

識
に

触
れ

る
機

会
を

確
保

し
て

い
る

。

□
幅

広
い

分
野

の
本

を
読

ん
で

い
る

。
□

共
通

教
育

の
外

国
語

の
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。
□

病
態

獣
医

学
科

目
群

を
す

べ
て

履
修

し
て

い
る

。
□

応
用

獣
医

学
科

目
群

を
す

べ
て

履
修

し
て

い
る

。
□

総
合

参
加

型
臨

床
実

習
を

履
修

し
て

い
る

。
□

共
通

教
育

の
外

国
語

の
科

目
を

履
修

し
て

い
る

。
□

病
態

獣
医

学
科

目
群

を
す

べ
て

履
修

し
て

い
る

。
□

応
用

獣
医

学
科

目
群

を
す

べ
て

履
修

し
て

い
る

。
□

共
通

教
育

の
理

数
系

ア
ド

バ
ン

ス
を

履
修

し
て

い
る

。
□

基
礎

獣
医

学
科

目
群

の
実

習
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
病

態
獣

医
学

科
目

群
の

実
習

を
す

べ
て

履
修

し
て

い
る

。
□

応
用

獣
医

学
科

目
群

の
実

習
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
小

動
物

臨
床

獣
医

学
科

目
群

の
実

習
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
大

動
物

臨
床

獣
医

学
科

目
群

の
実

習
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
あ

る
い

は
海

外
実

習
に

参
加

し
た

。
□

獣
医

倫
理

を
履

修
し

て
い

る
。

□
共

用
試

験
に

合
格

し
た

。
□

共
通

教
育

の
理

数
系

ア
ド

バ
ン

ス
を

履
修

し
て

い
る

。
□

基
礎

獣
医

学
科

目
群

の
実

習
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
病

態
獣

医
学

科
目

群
の

実
習

を
す

べ
て

履
修

し
て

い
る

。
□

応
用

獣
医

学
科

目
群

の
実

習
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
小

動
物

臨
床

獣
医

学
科

目
群

の
実

習
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
大

動
物

臨
床

獣
医

学
科

目
群

の
実

習
を

す
べ

て
履

修
し

て
い

る
。

□
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
あ

る
い

は
海

外
実

習
に

参
加

し
た

。
□

獣
医

学
演

習
な

ら
び

に
卒

業
研

究
を

履
修

し
て

い
る

。
□

獣
医

倫
理

を
履

修
し

て
い

る
。

□
共

用
試

験
に

合
格

し
た

。

８
．

論
理

性
と

倫
理

性
を

兼
ね

備
え

た
行

動
規

範
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

　
（

技
能

・
表

現
）

「
学

位
授

与
の

方
針

」
達

成
状

況
自

己
評

価
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
共

同
獣

医
学

科
）

７
．

高
度

な
専

門
知

識
に

基
づ

い
て

修
得

し
た

獣
医

学
領

域
で

必
要

な
技

能
を

実
践

で
き

る
。

　
（

技
能

・
表

現
）

５
．

幅
広

い
専

門
知

識
や

技
能

に
基

づ
い

た
説

明
が

で
き

る
。

　
（

態
度

）

３
．

獣
医

師
と

し
て

国
内

で
の

責
務

を
果

た
す

の
み

な
ら

ず
、

国
際

的
視

野
を

有
し

て
い

る
。

　
（

関
心

・
意

欲
）

１
．

獣
医

師
と

し
て

の
責

務
を

遂
行

す
る

た
め

に
、

動
物

の
健

康
・

福
祉

、
公

衆
衛

生
な

ど
に

関
す

る
高

度
な

専
門

知
識

を
修

得
し

て
い

る
。

　
（

知
識

・
理

解
）

２
．

獣
医

学
領

域
に

関
わ

る
課

題
に

つ
い

て
、

生
命

科
学

を
基

礎
と

し
た

知
識

と
技

能
を

用
い

て
論

理
的

に
判

断
で

き
る

。
　

（
思

考
・

判
断

）

４
．

地
球

規
模

で
の

感
染

症
対

策
や

畜
産

物
の

安
全

確
保

等
に

対
し

て
貢

献
で

き
る

知
識

を
修

得
し

て
お

り
、

意
欲

も
有

し
て

い
る

。
　

（
関

心
・

意
欲

）

６
．

倫
理

性
も

備
え

た
行

動
規

範
を

身
に

つ
け

て
お

り
、

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

。
　

（
態

度
）
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カリキュラム
チェックリスト



人文社会科学部　カリキュラムチェックリスト

教養教育科目，学部共通科目，副専修プログラム科目

人文社会科学部　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）

（思考・判断）

（技能・表現）

（関心・意欲・態度）

区　　分 授　業　科　目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 自由 1 2 3 4 5

実践知科目 基礎ゼミナール 1 50 0 0 20 30 100

技法知科目 外国語 8 30 0 0 70 0 100

健康・スポーツ 2 90 0 10 0 0 100

情報科目 2 70 0 10 10 10 100

学問知科目 文化 6 80 0 10 0 10 100

社会 6 80 0 10 0 10 100

自然＆科学技術 4 80 0 10 0 10 100

環境 2 70 0 10 0 20 100

地域 40 0 10 0 50 100

実践知科目 地域 30 0 10 10 50 100

学部共通科目 総合科学論Ⅰ 2 0 70 10 10 10 100

総合科学論Ⅱ 2 0 70 10 10 10 100

日韓学生の協働研修Ⅰ 2 0 0 10 60 30 100

日韓学生の協働研修Ⅱ 2 0 0 10 60 30 100

西部カトリック大学語学研修 2 0 0 10 60 30 100

課題解決型国際研修（英語） 2 0 0 10 60 30 100

課題解決型国際研修（ドイツ語） 2 0 0 10 60 30 100

課題解決型国際研修（フランス語） 2 0 0 10 60 30 100

課題解決型国際研修（中国語） 2 0 0 10 60 30 100

副専修プログラム科目 16 0 40 30 20 10 100

重付
合計

教
養
教
育
科
目

10

2

専
門
教
育
科
目

５．地域社会・国際社会の諸課題に実践を通して取り組み，貢献しようとする積極的態度と高い倫理性を有し
ている。

　人文社会科学部では，「総合化と専門深化」の教育理念に基づき，現代社会の諸問題を総合的観点から理解する
能力と人間・文化・社会・環境に関する専門的知識・能力を有し，地域社会および国際社会に実践を通して貢献で
きる人材の養成を目的としており，所定の教育課程を学修し，以下に示す能力を修得した者に学士「総合科学」を
授与する。

１．教養教育により幅広い分野の知識を修得している。
２．人間・文化・社会・環境について，教養教育で得た基礎的知識・技能等を土台にし，専門的な知識と理解
を有するとともに，総合的・学際的な広い視野を有している。

３．総合的な学修を活かし，変化が著しく複雑化する現代社会に対応できる柔軟な思考力と的確な判断力を有
している。

４．グロ－バル化が進む社会において，多様な考え方，異質なものを理解するとともに，自らの見解・成果を
的確に表現し，発信できる高いコミュニケ－ション能力を有している。
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人間文化課程課程科目，行動科学専修プログラム主専修プログラム科目

行動科学専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．

（思考・判断）
２．

３．

（技能・表現）
４．

５．
６．

（関心・意欲）
７．
８．

（態度）
９．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

人間文化入門 2 20 20 30 20 10 100

人間文化研究 2 20 20 20 20 10 10 100

国際交流研修 2 20 20 30 20 10 100

国際課題研修（芸術） 2 20 20 30 20 10 100

日本語表現基礎 2 60 20 20 100

日本語読解基礎 2 60 20 20 100

ドイツ語基礎 2 50 50 100

フランス語基礎 2 50 50 100

ロシア語基礎 2 50 50 100

中国語基礎 2 50 50 100

韓国語基礎 2 50 50 100

社会調査法 2 20 20 20 20 20 100

人間行動論 2 30 10 10 30 20 100

スポーツ科学 2 20 10 10 20 10 10 20 100

現代文化論 2 20 10 10 20 10 10 20 100

異文化間コミュニティ論 2 20 10 10 20 10 10 20 100

芸術文化論 2 20 10 10 20 10 10 20 100

歴史学概論 2 20 10 10 20 10 10 20 100

英語圏文化論 2 20 10 10 20 10 10 20 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 20 10 10 20 10 10 20 100

アジア圏文化論 2 20 10 10 20 10 10 20 100

絵画基礎 2 20 80 100

彫刻基礎 2 20 80 100

工芸基礎 2 20 80 100

デザイン基礎Ａ 2 20 80 100

デザイン基礎Ｂ 2 20 80 100

書法基礎 2 20 80 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 20 80 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 20 80 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 20 80 100

特別研究 6 10 10 10 20 10 10 10 20 100

　発表や討論を通じてのコミュニケーションやプレゼンテーションのスキルを修得している。

　行動科学専修プログラムでは，人間行動を個人的側面と社会的側面から総合的に理解し，情報科学的素養と人間
学的素養をもって，地域住民の心身の問題，家族の問題，生きがいの問題など，人々が抱える多様な問題に適切に
対処できる人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。

　心理学，社会学を中心とした行動科学的なアプローチから得られた人間行動に関する知識を幅広く身につけ
ており，人間行動を総合的・多元的に理解することができる。

　人間行動をめぐる諸問題に適切に対処するための情報分析能力やコミュニケーション能力を身につけてい
る。

　人間行動に関する専門的な知識等を活用して、現実の問題解決に向けてアプローチでき、地域社会に積極的
な提案を行うことができる。

　現代社会に生きる人々が新たに直面する事象を、自らの力で理解し判断する自発的課題探求力を身につけて
いる。

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

重付
合計

　経験（実習・実験）を通して、チームワークやリーダーシップなどの集団活動場面におけるスキルを修得し
ている。

　専門分野の学問内容、最新の研究成果、動向等について興味・関心を持っている。
　専門性を活かして、社会に参画する意欲を持っている。

　人間に対する深い理解と広い視野に基づく学際的・総合的な課題探求能力を習得し、現代社会の様々な課題
を全体的に把握し、それらの課題に適切かつ柔軟に対処できる。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

社会調査実習 2 10 10 10 20 30 10 10 100

心理学基礎実験 2 20 20 10 30 10 10 100

特殊実験調査Ⅰ 2 10 10 20 20 20 10 10 100

特殊実験調査Ⅱ 2 10 10 20 20 20 10 10 100

行動科学方法論 2 20 10 10 10 10 10 30 100

基礎統計学　　 2 20 30 20 10 10 10 100

統計学（検定･推定） 2 20 30 20 10 10 10 100

行動科学統計法Ａ 2 20 30 10 10 20 10 100

行動科学統計法Ｂ 2 20 40 10  20 10 100

心理学概論 2 40 30 10 20 100

実験心理学 2 40 10 30 10 10 100

認知心理学 2 40 10 30 10 10 100

人格心理学（人格心理学概論） 2 40 10 10 30 10 100

臨床心理学 2 40 10 30 10 10 100

社会心理学 2 40 10 30 10 10 100

人間学 2 30 10 40 20 100

認知情報学 2 30 20 10 30 10 100

心理･社会言語学 2 10 20 20 20 10 10 10 100

社会学概論 2 20 20 20 20 20 100

家族社会学 2 20 20 20 20 20 100

地域社会学 2 20 20 20 20 20 100

社会情報システム論 2 20 30 20 10 10 10 100

ソーシャルデザイン論 2 10 10 20 10 10 10 10 20 100

行動地理学 2 30  20 10 10 10 20 100

実験心理学特講（学習心理学概論） 2 30 10 10 30 10 10 100

実験心理学演習Ａ 2 30 20 30 10 10 100

実験心理学演習Ｂ 2 30 20 30 10 10 100

認知心理学特講 2 40 30 20 10 100

認知心理学演習Ａ 2 20 10 40 20 10 100

認知心理学演習Ｂ 2 20 10 40 20 10 100

人格心理学特講 2 30 20 30 20 100

人格心理学演習Ａ 2 10 20 10 30 20 10 100

人格心理学演習Ｂ 2 10 20 10 30 20 10 100

臨床心理学実習 2 20 10 30 10 20 10 100

臨床心理学特講 2 30 10 10 30 10 10 100

臨床心理学演習Ａ 2 20 10 10 30 10 10 10 100

臨床心理学演習Ｂ 2 20 10 10 30 10 10 10 100

心理検査法実習 2 20 10 10 20 10 20 10 100

社会心理学特講 2 30 10 10 30 10 10 100

犯罪社会心理学 2 30 10 10 30 10 10 100

社会心理学演習Ａ 2 20 10 10 30 20 10 100

社会心理学演習Ｂ 2 20 10 10 40 20 100

犯罪心理学演習 2 20 10 30 30 10 100

基礎心理学 2 40 30 20 10 100

応用心理学 2 40 10 30 10 10 100

文化心理学 2 40 10 30 10 10 100

文化人類学 2 40 10 30 10 10 100

心理療法論 2 40 10 30 10 10 100

心理学通論 2 60 30 10 100

生理学特講 2 30 20 10 30 10 100

人間学特講Ａ 2 30 10 40 20 100

人間学特講Ｂ 2 30 10 40 20 100

人間学演習Ａ 2 10 20 30 20 20 100

人間学演習Ｂ 2 10 20 30 20 20 100

人間学演習Ｃ 2 10 20 30 20 20 100

認知情報学特講 2 10 20 10 10 30 20 100

認知情報学演習 2 10 10 10 30 20 20 100

一般言語学 2 10 20 20 20 10 10 10 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

言語学演習Ａ 2 10 10 20 30 10 10 10 100

言語学演習Ｂ 2 10 10 20 30 10 10 10 100

応用倫理学 2 30 20 30 20 100

論理学 2 10 30 10 30 10 10 100

社会調査特講 2 20 20 20 20 20 100

家族社会学特講Ａ 2 20 20 20 20 20 100

家族社会学特講Ｂ 2 20 20 20 20 20 100

家族社会学演習Ａ 2 20 20 20 20 20 100

家族社会学演習Ｂ 2 20 20 20 20 20 100

地域社会学特講Ａ 2 20 20 20 20 20 100

地域社会学特講Ｂ 2 20 20 20 20 20 100

地域社会学演習Ａ 2 20 20 20 20 20 100

地域社会学演習Ｂ 2 20 20 20 20 20 100

現代社会論 2 20 20 10 30 10 10 100

社会情報システム論特講 2 20 30 20 10 10 10 100

地理情報システム論Ａ 2 20 30 20 10 10 10 100

地理情報システム論Ｂ 2 20 30 20 10 10 10 100

ソーシャルデザイン論特講 2 20 5 20 10 5 20 20 100

ソーシャルデザイン論演習Ａ 2 10 20 10 15 15 10 20 100

ソーシャルデザイン論演習Ｂ 2 10 20 10 15 15 10 20 100

社会情報学特講Ａ 2 20 30 20 10 10 10 100

社会情報学特講Ｂ 2 20 30 20 10 10 10 100

地域分析 2 20 10 20 20 　 10 20 100

人口地理学 2 30  20 10 10 10 20 100

社会地理学 2 30  20 10 10 10 20 100

人文地理学演習Ａ 2 10 10 10 10 30 10 10 10 100

人文地理学演習Ｂ 2 10 10 10 10 30 10 10 10 100

専
門
教
育
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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人間文化課程課程科目，スポーツ科学専修プログラム主専修プログラム科目

スポーツ科学専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．

（思考・判断）
３．

（技能・表現）
４．
５．

（関心・意欲）
６．

（態度）
７．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7

人間文化入門 2 50 30 20 100

人間文化研究 2 50 30 20 100

国際交流研修 2 30 10 10 20 30 100

国際課題研修（芸術） 2 30 10 10 20 30 100

日本語表現基礎 2 30 10 10 20 30 100

日本語読解基礎 2 30 10 10 20 30 100

ドイツ語基礎 2 30 10 10 20 30 100

フランス語基礎 2 30 10 10 20 30 100

ロシア語基礎 2 30 10 10 20 30 100

中国語基礎 2 30 10 10 20 30 100

韓国語基礎 2 30 10 10 20 30 100

社会調査法 2 10 70 10 10 100

人間行動論 2 40 40 20 100

スポーツ科学 2 40 40 10 10 100

現代文化論 2 50 30 20 100

異文化間コミュニティ論 2 50 30 20 100

芸術文化論 2 30 10 10 20 30 100

歴史学概論 2 30 10 10 20 30 100

英語圏文化論 2 30 10 10 20 30 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 30 10 10 20 30 100

アジア圏文化論 2 30 10 10 20 30 100

絵画基礎 2 30 10 10 20 30 100

彫刻基礎 2 30 10 10 20 30 100

工芸基礎 2 30 10 10 20 30 100

デザイン基礎Ａ 2 30 10 10 20 30 100

デザイン基礎Ｂ 2 30 10 10 20 30 100

書法基礎 2 30 10 10 20 30 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 30 10 10 20 30 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 30 10 10 20 30 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 30 10 10 20 30 100

特別研究 6 40 40 10 10 100

　地域課題を探索するために，社会調査等を利用した方法が活用できる。

　スポーツ科学専修プログラムでは，スポーツ科学の基礎的な知識を踏まえ，多様な対象者に適切な運動やスポー
ツの処方や指導ができる資質を身につけ，スポーツを通した地域づくりや地域住民の心身の健康づくりに適切に対
処できる人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。

　スポーツ科学の基礎的な知識を理解している。
　健康づくりに関する知識とその意義を理解している。

　スポーツや健康に関する地域の多様なニーズやシーズを察知でき，適切な対応策が講じられる。

　対象に応じた適切な運動処方が計画，および具体的な実践指導ができる。

課
程
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

重付
合計

　健康やスポーツによる地域の活性化や地域づくりに関心を持ち，自ら地域に出て実践的な活動をする意欲が
ある。

　専門性を生かし，グローバルな視野から地域貢献に積極的に関わる態度を身につけている。

課
程
導

入
科
目

124

カリキュラムチェックリスト：人文社会科学部



区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7

重付
合計

スポーツ文化論 2 80 20 100

スポーツプロデュース論 2 20 60 20 100

スポーツ行動論 2 80 20 100

社会学概論 2 100 100

心理学概論 2 100 100

健康運動論 2 100 100

健康管理論 2 100 100

健康づくり運動論 2 80 20 100

健康づくり運動実習 2 100 100

健康スポーツ指導法Ⅰ 1 20 80 100

健康スポーツ指導法Ⅱ 1 20 80 100

スポーツ科学方法論 2 100 100

スポーツ科学実験・実習 2 100 100

地域スポーツコーディネート実習 2 80 20 100

スポーツ社会調査実習 2 100 100

スポーツ行動論演習Ａ 2 20 20 60 100

スポーツ行動論演習Ｂ 2 20 20 60 100

健康運動論演習Ａ 2 20 20 60 100

健康運動論演習Ｂ 2 20 20 60 100

スポーツプロデュース演習Ａ 2 20 20 60 100

スポーツプロデュース演習Ｂ 2 20 20 60 100

健康障害と予防 2 100 100

運動生理学 2 100 100

スポーツ心理学 2 100 100

スポーツＮＰＯ論 2 60 20 20 100

コーチング論 2 50 20 30 100

バイオメカニクス 2 100 100

スポーツと栄養 2 50 50 100

スポーツ政策論 2 20 60 20 100

健康運動処方論 2 100 100

生理学特講 2 50 50 100

現代社会論 2 50 50 100

地域分析 2 100 100

文化人類学 2 100 100

スポーツトレーナー実習 2 10 40 50 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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人間文化課程課程科目，現代文化専修プログラム主専修プログラム科目

現代科学専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．
３．
４．

（思考・判断）
５．
６．

（技能・表現）
７．
８．

（関心・意欲・態度）
９．
１０．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目
必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人間文化入門 2 70 20 10 100

人間文化研究 2 90 10 100

国際交流研修 2 90 10 100

国際課題研修（芸術） 2 80 20 100

日本語表現基礎 2 50 50 100

日本語読解基礎 2 50 50 100

ドイツ語基礎 2 90 10 100

フランス語基礎 2 90 10 100

ロシア語基礎 2 90 10 100

中国語基礎 2 90 10 100

韓国語基礎 2 90 10 100

社会調査法 2 10 70 10 10 100

人間行動論 2 90 10 100

スポーツ科学 2 80 10 10 100

現代文化論 2 50 50 100

異文化間コミュニティ論 2 50 20 30 100

芸術文化論 2 30 50 20 100

歴史学概論 2 10 90 100

英語圏文化論 2 90 10 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 90 10 100

アジア圏文化論 2 90 10 100

絵画基礎 2 10 90 100

彫刻基礎 2 10 90 100

工芸基礎 2 10 90 100

デザイン基礎Ａ 2 10 90 100

デザイン基礎Ｂ 2 10 90 100

書法基礎 2 10 90 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 70 30 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 70 30 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 70 30 100

特別研究 6 10 10 20 30 20 10 100

　グローバルな観点が不可欠な現代的諸課題に対して，柔軟な思考で最適解を導き出せる判断力を有してい

　対象に応じた認識手段や分析手法を有している。
　企画・立案した内容や自身の見解等を的確に説明し発信できる。

　未知の事象に対しても積極的に対応し得る好奇心や意欲を持っている。
　地域社会の活性化等に主体的に関わろうとする態度を有している。

重付
合計

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

　現代文化専修プログラムでは，人間の営みの総体としての文化を近代モダニズムを含む現代的な視点から捉え，
文化現象の生成・発展・変容とともに流動化する現代社会を把握し，文化の継承や創成を通じて地域社会の活性化
に寄与できる人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を専修プログラム修了者とみなす。

　人間と文化に関して幅広い知識と素養を有している。
　国際的な視野に立って異文化を理解できる。
　地域社会の諸問題を歴史や思想などの根源的原理から考察できる。
　現代的状況の下で文化がどのように変容していくかを理解できる。

　地域社会の現況把握や遭遇する諸課題に対して，多角的な視点から対象を把握できる。

専
門
教
育
科
目
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目
必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

文化事象探究Ａ 1 20 10 30 20 20 100

文化事象探究Ｂ 1 20 10 30 20 20 100

文化事象探究Ｃ 1 20 10 30 20 20 100

文化事象探究Ｄ 1 20 10 30 20 20 100

社会文化思想論Ⅰ 2 20 10 60 10 100

社会文化思想論Ⅱ 2 20 10 60 10 100

社会文化思想論Ⅲ 2 20 10 60 10 100

社会文化思想論Ⅳ 2 20 10 60 10 100

表象文化論Ａ 2 20 20 10 50 100

表象文化論Ｂ 2 20 20 10 50 100

表象文化論Ｃ 2 20 20 10 50 100

表象文化論Ｄ 2 20 20 10 50 100

文化記号論Ⅰ 2 20 80 100

文化記号論Ⅱ 2 10 70 10 10 100

文化記号論Ⅲ 2 20 80 100

文化記号論Ⅳ 2 10 50 10 10 10 10 100

美学芸術学入門 2 10 10 70 10 100

音楽文化史Ａ 2 20 70 10 100

音楽文化史Ｂ 2 20 70 10 100

社会文化思想論特講Ａ 2 10 10 30 10 40 100

社会文化思想論特講Ｂ 2 10 10 20 10 50 100

消費文化論特講 2 10 10 20 20 40 100

表象文化論特講Ａ 2 10 20 10 10 40 10 100

表象文化論特講Ｂ 2 10 20 10 10 40 10 100

比較文学論特講Ａ 2 10 20 10 10 50 100

比較文学論特講Ｂ 2 10 20 10 10 50 100

芸術文化論特講Ａ 2 10 10 20 50 10 100

芸術文化論特講Ｂ 2 10 10 20 50 10 100

音楽文化論特講Ａ 2 10 10 20 50 10 100

音楽文化論特講Ｂ 2 10 10 20 50 10 100

ソーシャルデザイン論 2 30 20 20 30 100

ソーシャルデザイン論特講 2 30 20 20 30 100

メディア文化論特講Ａ 2 10 20 70 100

メディア文化論特講Ｂ 2 10 10 10 50 10 10 100

現代文化特講Ａ 2 10 10 10 50 10 10 100

現代文化特講Ｂ 2 10 10 10 50 10 10 100

社会文化思想論演習Ａ 2 30 10 30 10 10 10 100

社会文化思想論演習Ｂ 2 30 10 30 10 10 10 100

社会文化思想論演習Ｃ 2 30 10 30 10 10 10 100

社会文化思想論演習Ｄ 2 30 10 30 10 10 10 100

表象文化論演習Ａ 2 10 40 10 10 20 10 100

表象文化論演習Ｂ 2 10 40 10 10 20 10 100

表象文化論演習Ｃ 2 10 40 10 10 20 10 100

表象文化論演習Ｄ 2 10 40 10 10 20 10 100

文化記号論演習Ａ 2 10 60 20 10 100

文化記号論演習Ｂ 2 10 60 20 10 100

文化記号論演習Ｃ 2 10 60 20 10 100

文化記号論演習Ｄ 2 10 60 20 10 100

芸術文化論演習Ａ 2 10 60 20 10 100

芸術文化論演習Ｂ 2 10 60 20 10 100

芸術文化論演習Ｃ 2 10 60 20 10 100

芸術文化論演習Ｄ 2 10 60 20 10 100

ソーシャルデザイン論演習Ａ 2 20 20 20 40 100

ソーシャルデザイン論演習Ｂ 2 20 20 20 40 100

応用倫理学 2 20 20 60 100

著作権概論 2 10 30 60 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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人間文化課程課程科目，異文化間コミュニティ専修プログラム主専修プログラム科目

異文化間コミュニティ専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．

（思考・判断）
３．

４．

（技能・表現）
５．
６．

（関心・意欲）
７．

（態度）
８．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8

人間文化入門 2 5 40 5 5 0 5 30 10 100

人間文化研究 2 5 40 5 5 0 5 30 10 100

国際交流研修 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

国際課題研修（芸術） 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

日本語表現基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

日本語読解基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

ドイツ語基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

フランス語基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

ロシア語基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

中国語基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

韓国語基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

社会調査法 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

人間行動論 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

スポーツ科学 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

現代文化論 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

異文化間コミュニティ論 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

芸術文化論 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

歴史学概論 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

英語圏文化論 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

アジア圏文化論 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

絵画基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

彫刻基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

工芸基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

デザイン基礎Ａ 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

デザイン基礎Ｂ 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

書法基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 0 20 0 0 0 0 60 20 100

特別研究 6 5 0 5 5 0 5 20 60 100

　社会的排除当事者へのエンパワーメント・スキルのうち，基礎的な技能を身につけている。

　異文化間コミュニティ専修プログラムでは，性別，国籍，言語・民族性などの違いによってマイノリティ（少数
者）が生み出されるしくみ，社会的排除の現状と歴史的背景を学び，これらの知識と当事者へのエンパワーメン
ト・スキルを身につけ，社会的排除の乗り越えを目指す地域の創生に貢献できる人材の養成を目的としており，以
下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。

　マイノリティが生み出されるしくみについて，総合的・多角的に理解する能力を有している。
　社会的排除の現状・歴史的背景・乗り越えをめぐる模索について，人文・社会諸科学の幅広い知識にもとづ
いて理解する能力を有している。

　性別，国籍，言語・民族性などの違いによって，自らがどのような社会的位置づけに置かれているのかを，
人文・社会科学の諸議論をふまえて思考する能力を有している。

　性別，国籍，言語・民族性などの違いによって，自らにどのような視座の偏りが生じるのかについて，自覚
的な思考ができる能力を有している。

課
程
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

重付
合計

　社会的排除当事者のヴァルネラヴィリティ（社会的立場の弱さ）を考慮に入れた，行動や表現ができる能力
を有している。

　多様なコミュニケーション手段を積極的に学び，国内のみならず国際的な異文化間コミュニティ形成に対す
る関心を有している。

　社会的排除の乗り越えに対して，地域の一員として主体的に関わろうとする態度を持っている。

課
程
導

入
科
目
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8

重付
合計

ジェンダー論Ａ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

ジェンダー論Ｂ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

ジェンダー論Ｃ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

ジェンダー論Ｄ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

ジェンダー論Ｅ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

複合エスニシティ論Ａ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

複合エスニシティ論Ｂ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

複合エスニシティ論Ｃ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

複合エスニシティ論Ｄ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

異文化コミュニケーション論Ａ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

異文化コミュニケーション論Ｂ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

異文化コミュニケーション論Ｃ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

異文化コミュニケーション論Ｄ 2 60 20 5 5 5 5 0 0 100

文化記号論Ⅱ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

文化記号論Ⅲ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

日本史講義Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

日本思想史講義Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

日本思想史講義Ｄ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

アジア史講義Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

アジア史講義Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

西洋史講義Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

西洋史講義Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

西洋史講義Ｃ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

ドイツ語学講義Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

ドイツ語学講義Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

ドイツ語学講義Ｃ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

ドイツ文学講義Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

ドイツ文学講義Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

フランス文化論講義 Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

フランス文化論講義 Ｃ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

ロシア語学講義Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

ロシア語学講義Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

ロシア語学講義Ｃ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

英米文化論講義Ｇ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

英米文化論講義Ｈ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

英米文学講義Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

言語習得論Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

日本文学講義Ⅳ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

日本語学講義Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

中国思想史講義Ⅱ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

中国語学講義Ｄ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

社会学概論 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

行動科学統計法Ｂ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

人格心理学（人格心理学概論） 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

臨床心理学 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

人間学 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

家族社会学 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

民法（家族法）Ⅰ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

民法（家族法）Ⅱ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

社会保障論Ⅰ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

社会保障論Ⅱ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

環境文化論Ⅰ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

環境文化論Ⅱ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

国際開発と環境・貧困 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8

重付
合計

ジェンダー論特講Ａ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

ジェンダー論特講Ｂ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

ジェンダー論特講Ｃ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

ジェンダー論特講Ｄ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

複合エスニシティ論特講Ａ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

複合エスニシティ論特講Ｂ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

複合エスニシティ論特講Ｃ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

複合エスニシティ論特講Ｄ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

異文化コミュニケーション論特講Ａ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

異文化コミュニケーション論特講Ｂ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

異文化コミュニケーション論特講Ｃ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

異文化コミュニケーション論特講Ｄ 2 15 20 40 5 5 5 5 5 100

ジェンダー論演習Ａ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

ジェンダー論演習Ｂ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

ジェンダー論演習Ｃ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

ジェンダー論演習Ｄ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

複合エスニシティ論演習Ａ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

複合エスニシティ論演習Ｂ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

複合エスニシティ論演習Ｃ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

複合エスニシティ論演習Ｄ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

異文化コミュニケーション論演習Ａ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

異文化コミュニケーション論演習Ｂ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

異文化コミュニケーション論演習Ｃ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

異文化コミュニケーション論演習Ｄ 2 5 0 5 40 5 30 5 10 100

社会文化思想論特講Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

社会文化思想論特講Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

消費文化論特講 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

メディア文化論特講Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

メディア文化論特講Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

現代文化特講Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

現代文化特講Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

芸術文化論特講 Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

音楽文化論特講 Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

西洋史特講Ａ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

西洋史特講Ｂ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

西洋史特講Ｃ 2 15 40 40 0 5 0 0 0 100

文化心理学 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

文化人類学 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

人間学特講Ａ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

応用倫理学 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

家族社会学特講Ａ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

家族社会学特講Ｂ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

地域社会学特講Ｂ 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

スポーツＮＰＯ論 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

環境思想史 2 10 40 40 0 10 0 0 0 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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人間文化課程課程科目，歴史専修プログラム主専修プログラム科目

歴史専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．

（思考・判断）
３．

（技能・表現）
４．

（関心・意欲・態度）
５．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5

人間文化入門 2 80 20 100

人間文化研究 2 80 20 100

国際交流研修 2 80 20 100

国際課題研修（芸術） 2 80 20 100

日本語表現基礎 2 80 20 100

日本語読解基礎 2 80 20 100

ドイツ語基礎 2 80 20 100

フランス語基礎 2 80 20 100

ロシア語基礎 2 80 20 100

中国語基礎 2 80 20 100

韓国語基礎 2 80 20 100

社会調査法 2 80 20 100

人間行動論 2 80 20 100

スポーツ科学 2 80 20 100

現代文化論 2 80 20 100

異文化間コミュニティ論 2 80 20 100

芸術文化論 2 80 20 100

歴史学概論 2 80 20 100

英語圏文化論 2 80 20 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 80 20 100

アジア圏文化論 2 80 20 100

絵画基礎 2 80 20 100

彫刻基礎 2 80 20 100

工芸基礎 2 80 20 100

デザイン基礎Ａ 2 80 20 100

デザイン基礎Ｂ 2 80 20 100

書法基礎 2 80 20 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 80 20 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 80 20 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 80 20 100

特別研究 6 10 20 20 50 100

重付
合計

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

　日本・アジア・西洋各国の歴史に関する諸問題について自らの課題を見出し，主体的に探究する意欲を持っ
ている。

　歴史専修プログラムでは，日本・アジア・西洋の過去を横断的に学び，現代の諸問題の歴史的背景を理解すると
ともに，過去との対話を通して現代を相対化して捉える能力を身につけ，流動性や越境性を増す現代社会で活躍で
きる，歴史的視座と国際的視野，および比較の視点を有する人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得
した者を主専修プログラム修了者とみなす。

　人間と文化に関する幅広い知識と教養を有し，国際的な視野に立って異文化を理解することができる。
　日本・アジア・西洋各国の歴史に関する横断的，基礎的な知識を有し，現代の諸問題の歴史的背景を理解し
ている。

　日本・アジア・西洋各国の政治・経済・社会・文化・思想などについて歴史的視座から検討し，また国際的
視野から比較することを通して，現代の諸地域の政治・経済・社会・文化・思想などを相対化し，問い直すこ
とのできる能力を身につけている。

　文献資料あるいは非文献資料を適切に取り扱い，読み解く能力を身につけている。また，従来の研究成果を
批判的に検討し，自らの見解を論理的に組み立て，資料に基づいて適切に発表することができる。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5

重付
合計

歴史資料論 2 80 20 100
史学史 2 80 20 100
日本史講義Ａ 2 80 20 100
日本史講義Ｂ 2 80 20 100
日本思想史講義Ａ 2 80 20 100
日本思想史講義Ｂ 2 80 20 100
日本思想史講義Ｃ 2 80 20 100
日本思想史講義Ｄ 2 80 20 100
アジア史講義Ａ 2 80 20 100
アジア史講義Ｂ 2 80 20 100
アジア史講読Ａ 2 30 70 100
アジア史講読Ｂ 2 30 70 100
アジア史講読Ｃ 2 30 70 100
アジア史講読Ｄ 2 30 70 100
西洋史講義Ａ 2 80 20 100
西洋史講義Ｂ 2 80 20 100
西洋史講義Ｃ 2 80 20 100
社会文化思想論Ⅰ 2 80 20 100
社会文化思想論Ⅱ 2 80 20 100
社会文化思想論Ⅲ 2 80 20 100
社会文化思想論Ⅳ 2 80 20 100
漢文 2 80 20 100
ギリシャ語 2 80 20 100
ラテン語 2 80 20 100
総合英語Ａ 2 80 20 100
総合英語Ｂ 2 80 20 100
総合ドイツ語Ａ 2 80 20 100
総合ドイツ語Ｂ 2 80 20 100
総合ドイツ語Ｃ 2 80 20 100
総合フランス語Ａ 2 80 20 100
総合フランス語Ｂ 2 80 20 100
総合フランス語Ｃ 2 80 20 100
総合ロシア語 2 80 20 100
考古学講義Ａ 2 80 20 100
考古学講義Ｂ 2 80 20 100
中国思想史講義Ⅰ 2 80 20 100
中国思想史講義Ⅱ 2 80 20 100
表象文化論Ａ 2 80 20 100
表象文化論Ｂ 2 80 20 100
ジェンダー論Ｄ 2 80 20 100
ジェンダー論Ｅ 2 80 20 100
複合エスニシティ論Ｂ 2 80 20 100
複合エスニシティ論Ｃ 2 80 20 100
日本文学講義Ⅰ 2 80 20 100
日本文学講義Ⅱ 2 80 20 100
日本文学講義Ⅲ 2 80 20 100
日本文学講義Ⅳ 2 80 20 100
日本語学講義Ａ 2 80 20 100
日本古典講読Ⅰ 2 80 20 100
日本古典講読Ⅱ 2 80 20 100
ドイツ文学講義Ａ 2 80 20 100
ドイツ文学講義Ｂ 2 80 20 100
ドイツ文学講義Ｃ 2 80 20 100
フランス文学講義Ａ 2 80 20 100
フランス文学講義Ｂ 2 80 20 100
フランス文化論講義Ｂ 2 80 20 100
フランス文化論講義Ｃ 2 80 20 100
音楽文化史Ａ 2 80 20 100
音楽文化史Ｂ 2 80 20 100
書道史 2 80 20 100
美学芸術学入門 2 80 20 100
基礎法Ａ 2 80 20 100
基礎法Ｂ 2 80 20 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5

重付
合計

日本史特講Ａ 2 20 50 30 100

日本史特講Ｂ 2 20 50 30 100

日本史特講Ｃ 2 20 50 30 100

日本史特講Ｄ 2 20 50 30 100

日本史講読Ａ 2 30 70 100

日本史講読Ｂ 2 30 70 100

日本史講読Ｃ 2 30 70 100

日本史講読Ｄ 2 30 70 100

日本史演習Ⅰ 2 40 40 20 100

日本史演習Ⅱ 2 40 40 20 100

日本史演習Ⅲ 2 40 40 20 100

日本史演習Ⅳ 2 40 40 20 100

日本思想史特講Ａ 2 20 50 30 100

日本思想史特講Ｂ 2 20 50 30 100

日本思想史特講Ｃ 2 20 50 30 100

日本思想史講読Ⅰ 2 30 70 100

日本思想史講読Ⅱ 2 30 70 100

日本思想史演習Ⅰ 2 40 40 20 100

日本思想史演習Ⅱ 2 40 40 20 100

日本思想史演習Ⅲ 2 40 40 20 100

日本思想史演習Ⅳ 2 40 40 20 100

アジア史特講Ａ 2 20 50 30 100

アジア史特講Ｂ 2 20 50 30 100

アジア史特講Ｃ 2 20 50 30 100

アジア史特講Ｄ 2 20 50 30 100

アジア史特講Ｅ 2 20 50 30 100

アジア史演習Ａ 2 40 40 20 100

アジア史演習Ｂ 2 40 40 20 100

アジア史演習Ｃ 2 40 40 20 100

アジア史演習Ｄ 2 40 40 20 100

西洋史特講Ａ 2 20 50 30 100

西洋史特講Ｂ 2 20 50 30 100

西洋史特講Ｃ 2 20 50 30 100

西洋史講読Ａ 2 30 70 100

西洋史講読Ｂ 2 30 70 100

西洋史講読Ｃ 2 30 70 100

西洋史講読Ｄ 2 30 70 100

西洋史講読Ｅ 2 30 70 100

西洋史演習Ａ 2 40 40 20 100

西洋史演習Ｂ 2 40 40 20 100

西洋史演習Ｃ 2 40 40 20 100

西洋史演習Ｄ 2 40 40 20 100

社会文化思想論特講Ａ 2 20 50 30 100

社会文化思想論特講Ｂ 2 20 50 30 100

社会文化思想論演習Ａ 2 40 40 20 100

社会文化思想論演習Ｂ 2 40 40 20 100

社会文化思想論演習Ｃ 2 40 40 20 100

社会文化思想論演習Ｄ 2 40 40 20 100

考古学各論Ａ 2 20 50 30 100

考古学各論Ｂ 2 20 50 30 100

中国思想史特講Ａ 2 20 50 30 100

中国思想史特講Ｂ 2 20 50 30 100

家族社会学特講Ａ 2 20 50 30 100

美術史Ⅰ 2 20 50 30 100

美術史Ⅱ 2 20 50 30 100

中国語学演習Ｃ 2 40 40 20 100

環境思想史 2 20 50 30 100

日本経済史 2 20 50 30 100

西洋経済史 2 20 50 30 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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人間文化課程課程科目，芸術文化専修プログラム主専修プログラム科目

芸術文化専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．
３．
４．

（思考・判断）
５．
６．

（技能・表現）
７．

８．

（関心・意欲）
９．

（態度）
１０．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人間文化入門 2 100 100

人間文化研究 2 100 100

国際交流研修 2 100 100

国際課題研修（芸術） 2 80 20 100

日本語表現基礎 2 100 100

日本語読解基礎 2 100 100

ドイツ語基礎 2 100 100

フランス語基礎 2 100 100

ロシア語基礎 2 100 100

中国語基礎 2 100 100

韓国語基礎 2 100 100

社会調査法 2 100 100

人間行動論 2 100 100

スポーツ科学 2 100 100

現代文化論 2 100 100

異文化間コミュニティ論 2 100 100

芸術文化論 2 20 80 100

歴史学概論 2 100 100

英語圏文化論 2 100 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 100 100

アジア圏文化論 2 100 100

絵画基礎 2 80 20 100

彫刻基礎 2 80 20 100

工芸基礎 2 80 20 100

デザイン基礎Ａ 2 80 20 100

デザイン基礎Ｂ 2 80 20 100

書法基礎 2 80 20 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 100 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 100 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 100 100

特別研究 6 50 50 100

　芸術文化について，作品鑑賞や文献を使って自主的に学習し思考することができる。

　芸術文化専修プログラムでは，社会における文化・芸術のあり方に関する総合的な学修を基礎として，生涯教育
活動の中核となる芸術文化の実践によって，地域における文化の活性化，および地域からの文化発信に貢献できる
人材の養成を目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。

　人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。
　芸術文化の諸領域に関して総合的な素養を身に付けている。
　現代的状況や地域社会の下で，多様な視点から芸術文化を理解することができる。
　芸術文化におけるアート・デザイン・クラフト・理論の諸領域のいずれかに関して深い知識を有している。

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

重付
合計

　探求する課題について論理的に思考・判断することができる。

　芸術文化におけるアート・デザイン・クラフト・理論の諸領域のいずれかに関して，実践的あるいは論理的
な技能を身に付け，作品あるいは文章によって表現することができる。

　探求する課題について，制作あるいは文章によって自分の考えを展開し，表現することができる。

　芸術文化に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を有している。

　強い責任感を持って，専門分野を社会に活かそうとする態度を身に付けている。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

プロジェクト実践演習（基礎） 2 80 20 100

美学芸術学入門 2 20 80 100

デザイン論 2 20 80 100

色彩演習 2 20 80 100

美術史入門 2 20 80 100

書道史 2 20 80 100

音楽文化史Ａ 2 20 80 100

音楽文化史Ｂ 2 20 80 100

音楽理論Ⅰ 2 20 80 100

音楽理論Ⅱ 2 20 80 100

造形実習（絵画）Ａ 1 20 80 100

造形実習（絵画）Ｂ 1 20 80 100

造形実習（絵画）Ｃ 1 20 80 100

造形実習（絵画）Ｄ 1 20 80 100

造形実習（絵画）Ｅ 1 20 80 100

造形実習（絵画）Ｆ 1 20 80 100

造形実習（彫刻）Ａ 1 20 80 100

造形実習（彫刻）Ｂ 1 20 80 100

造形実習（彫刻）Ｃ 1 20 80 100

造形実習（彫刻）Ｄ 1 20 80 100

造形実習（彫刻）Ｅ 1 20 80 100

造形実習（彫刻）Ｆ 1 20 80 100

造形実習（版画）Ⅰ 1 20 80 100

造形実習（版画）Ⅱ 1 20 80 100

造形実習（デザイン）Ａ 1 20 80 100

造形実習（デザイン）Ｂ 1 20 80 100

造形実習（デザイン）Ｃ 1 20 80 100

造形実習（デザイン）Ｄ 1 20 80 100

造形実習（デザイン）Ｅ 1 20 80 100

造形実習（デザイン）Ｆ 1 20 80 100

造形実習（金工）Ａ 1 20 80 100

造形実習（金工）Ｂ 1 20 80 100

造形実習（金工）Ｃ 1 20 80 100

造形実習（金工）Ｄ 1 20 80 100

造形実習（金工）Ｅ 1 20 80 100

造形実習（金工）Ｆ 1 20 80 100

造形実習（窯芸）Ⅰ 1 20 80 100

造形実習（窯芸）Ⅱ 1 20 80 100

造形実習（染織）Ⅰ 1 20 80 100

造形実習（染織）Ⅱ 1 20 80 100

造形実習（視覚文化）Ａ 1 20 80 100

造形実習（視覚文化）Ｂ 1 20 80 100

造形実習（視覚文化）Ｃ 1 20 80 100

造形実習（視覚文化）Ｄ 1 20 80 100

造形実習（視覚文化）Ｅ 1 20 80 100

造形実習（視覚文化）Ｆ 1 20 80 100

造形実習（中国書法）Ａ 1 20 80 100

造形実習（中国書法）Ｂ 1 20 80 100

造形実習（中国書法）Ｃ 1 20 80 100

造形実習（中国書法）Ｄ 1 20 80 100

造形実習（中国書法）Ｅ 1 20 80 100

造形実習（中国書法）Ｆ 1 20 80 100

造形実習（日本書法）Ａ 1 20 80 100

造形実習（日本書法）Ｂ 1 20 80 100

造形実習（日本書法）Ｃ 1 20 80 100

造形実習（日本書法）Ｄ 1 20 80 100

造形実習（日本書法）Ｅ 1 20 80 100

造形実習（日本書法）Ｆ 1 20 80 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目

135

カリキュラムチェックリスト：人文社会科学部



区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

プロジェクト実践演習（発展）Ⅰ 2 20 80 100

プロジェクト実践演習（発展）Ⅱ 2 20 80 100

プロジェクト実践演習（発展）Ⅲ 2 20 80 100

美術史Ⅰ 2 80 20 100

美術史Ⅱ 2 80 20 100

書学 2 80 20 100

芸術文化論特講 Ａ 2 80 20 100

芸術文化論特講 Ｂ 2 80 20 100

音楽文化論特講 Ａ 2 80 20 100

音楽文化論特講 Ｂ 2 80 20 100

芸術文化論演習Ａ 2 80 20 100

芸術文化論演習Ｂ 2 80 20 100

芸術文化論演習Ｃ 2 80 20 100

芸術文化論演習Ｄ 2 80 20 100

美術史演習Ａ 2 80 20 100

美術史演習Ｂ 2 80 20 100

美術史演習Ｃ 2 80 20 100

美術史演習Ｄ 2 80 20 100

造形演習（絵画）Ａ 2 80 20 100

造形演習（絵画）Ｂ 2 80 20 100

造形演習（絵画）Ｃ 2 80 20 100

造形演習（絵画）Ｄ 2 80 20 100

造形演習（彫刻）Ａ 2 80 20 100

造形演習（彫刻）Ｂ 2 80 20 100

造形演習（彫刻）Ｃ 2 80 20 100

造形演習（彫刻）Ｄ 2 80 20 100

造形演習（版画）Ⅰ 2 80 20 100

造形演習（版画）Ⅱ 2 80 20 100

造形演習（デザイン）Ａ 2 80 20 100

造形演習（デザイン）Ｂ 2 80 20 100

造形演習（デザイン）Ｃ 2 80 20 100

造形演習（デザイン）Ｄ 2 80 20 100

造形演習（金工）Ａ 2 80 20 100

造形演習（金工）Ｂ 2 80 20 100

造形演習（金工）Ｃ 2 80 20 100

造形演習（金工）Ｄ 2 80 20 100

造形演習（窯芸）Ⅰ 2 80 20 100

造形演習（窯芸）Ⅱ 2 80 20 100

造形演習（染織）Ⅰ 2 80 20 100

造形演習（染織）Ⅱ 2 80 20 100

造形演習（視覚文化）Ａ 2 80 20 100

造形演習（視覚文化）Ｂ 2 80 20 100

造形演習（視覚文化）Ｃ 2 80 20 100

造形演習（視覚文化）Ｄ 2 80 20 100

造形演習（応用書法）Ⅰ 2 80 20 100

造形演習（応用書法）Ⅱ 2 80 20 100

造形演習（応用書法）Ⅲ 2 80 20 100

造形演習（応用書法）Ⅳ 2 80 20 100

著作権概論 2 50 50 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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人間文化課程課程科目，英語圏文化専修プログラム主専修プログラム科目

英語圏文化専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．
３．
４．

（思考・判断）
５．
６．

（技能・表現）
７．
８．

（関心・意欲）
９．

（態度）
１０．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人間文化入門 2 100 100

人間文化研究 2 100 100

国際交流研修 2 100 100

国際課題研修（芸術） 2 100 100

日本語表現基礎 2 50 50 100

日本語読解基礎 2 50 50 100

ドイツ語基礎 2 100 100

フランス語基礎 2 100 100

ロシア語基礎 2 100 100

中国語基礎 2 100 100

韓国語基礎 2 100 100

社会調査法 2 60 40 100

人間行動論 2 60 40 100

スポーツ科学 2 60 40 100

現代文化論 2 60 40 100

異文化間コミュニティ論 2 60 40 100

芸術文化論 2 60 40 100

歴史学概論 2 60 40 100

英語圏文化論 2 60 40 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 40 60 100

アジア圏文化論 2 40 60 100

絵画基礎 2 100 100

彫刻基礎 2 100 100

工芸基礎 2 100 100

デザイン基礎Ａ 2 100 100

デザイン基礎Ｂ 2 100 100

書法基礎 2 100 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 50 50 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 50 50 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 50 50 100

特別研究 6 25 25 25 25 100

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

重付
合計

　英語圏の文化・文学・言語について，英語の資料や文献を使って自主的に学習し思考することができる。

　英語圏文化専修プログラムでは，英語圏の文化・文学・言語について深い理解と英語の高度なコミュニケーショ
ン能力を通して，グローバル社会で活躍できる人材を養成することを目的としており，以下に示す能力を修得した
者を主専修プログラム修了者とみなす。

　人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。
　国際的な視野に立って異文化を理解することができる。
　英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野に関して総合的な素養を身に付けている。
　英語圏の文化・文学・言語・英語習得の諸分野のいずれかに関して深い知識を有している。

　探求する課題について論理的に思考・判断することができる。

　実践的な英語コミュニケーション能力を身に付け，英語圏の人と英語で交流することができる。
　探求する課題について，論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。

　英語圏の文化と言語に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を有している。

　強い責任感を持って，専門分野で得た知識や技能を社会に活かそうとする態度を身に付けている。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

英米文化論講義Ａ 2 20 40 20 20 100

英米文化論講義Ｂ 2 20 40 20 20 100

英米文化論講義Ｃ 2 20 40 20 20 100

英米文化論講義Ｄ 2 20 40 20 20 100

英米文化論講義Ｅ 2 20 40 20 20 100

英米文化論講義Ｆ 2 20 40 20 20 100

英米文化論講義Ｇ 2 20 40 20 20 100

英米文化論講義Ｈ 2 20 40 20 20 100

英米文学講義Ａ 2 20 40 20 20 100

英米文学講義Ｂ 2 20 40 20 20 100

英米文学講義Ｃ 2 20 40 20 20 100

英米文学講義Ｄ 2 20 40 20 20 100

言語習得論Ａ 2 40 20 20 20 100

言語習得論Ｂ 2 40 20 20 20 100

英語学講義Ａ 2 20 60 20 100

英語学講義Ｂ 2 20 60 20 100

英語学講義Ｃ 2 20 60 20 100

英語学講義Ｄ 2 20 60 20 100

英語学講義Ｅ 2 20 60 20 100

英語学講義Ｆ 2 20 60 20 100

総合英語Ａ 2 30 30 40 100

総合英語Ｂ 2 30 30 40 100

英語コミュニケーション基礎Ⅰ 2 20 60 20 100

英語コミュニケーション基礎Ⅱ 2 20 60 20 100

英語コミュニケーション発展Ⅰ 2 20 60 20 100

英語コミュニケーション発展Ⅱ 2 20 60 20 100

西洋史講義Ａ 2 50 50 100

西洋史講義Ｂ 2 50 50 100

西洋史講義Ｃ 2 50 50 100

ギリシャ語 2 20 20 60 100

ラテン語 2 20 20 60 100

アカデミック・イングリッシュⅠ 2 40 60 100

アカデミック・イングリッシュⅡ 2 40 60 100

パワーアップ・イングリッシュＡ 2 40 60 100

パワーアップ・イングリッシュＢ 2 40 60 100

スキルアップ・イングリッシュＡ 2 40 60 100

スキルアップ・イングリッシュＢ 2 40 60 100

英米文学演習Ａ 2 20 20 30 20 10 100

英米文学演習Ｂ 2 20 20 30 20 10 100

英米文学演習Ｃ 2 20 20 30 20 10 100

英米文学演習Ｄ 2 20 20 30 20 10 100

英米文学演習Ｅ 2 20 20 30 20 10 100

英米文学演習Ｆ 2 20 20 30 20 10 100

英米文学演習Ｇ 2 20 20 30 20 10 100

英米文学演習Ｈ 2 20 20 30 20 10 100

英米文化論演習Ａ 2 20 20 30 20 10 100

英米文化論演習Ｂ 2 20 20 30 20 10 100

英米文化論演習Ｃ 2 20 20 30 20 10 100

英米文化論演習Ｄ 2 20 20 30 20 10 100

英語習得論演習Ａ 2 25 25 25 25 100

英語習得論演習Ｂ 2 25 25 25 25 100

英語習得論演習Ｃ 2 25 25 25 25 100

英語習得論演習Ｄ 2 25 25 25 25 100

英語学演習Ａ 2 20 20 20 20 20 100

英語学演習Ｂ 2 20 20 20 20 20 100

英語学演習Ｃ 2 20 20 20 20 20 100

英語学演習Ｄ 2 20 20 20 20 20 100

英語学演習Ｅ 2 20 20 20 20 20 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

英語学演習Ｆ 2 20 20 20 20 20 100

英語学演習Ｇ 2 20 20 20 20 20 100

英語学演習Ｈ 2 20 20 20 20 20 100

英語コミュニケーション応用Ⅰ 2 20 60 20 100

英語コミュニケーション応用Ⅱ 2 20 60 20 100

英語コミュニケーション実践Ⅰ 2 20 60 20 100

英語コミュニケーション実践Ⅱ 2 20 60 20 100

英語発展ゼミナールⅠ 2 20 20 30 20 10 100

英語発展ゼミナールⅡ 2 20 20 30 20 10 100

Critical Thinking in English 2 20 60 20 100

専
門
教
育
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

139

カリキュラムチェックリスト：人文社会科学部



人間文化課程課程科目，ヨーロッパ語圏文化専修プログラム主専修プログラム科目

ヨーロッパ語圏文化専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．
３．

４．

（思考・判断）
５．

６．

（技能・表現）
７．

８．

（関心・意欲）
９．

（態度）
１０．

授業科目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人間文化入門 2 100 100

人間文化研究 2 100 100

国際交流研修 2 100 100

国際課題研修（芸術） 2 100 100

日本語表現基礎 2 100 100

日本語読解基礎 2 100 100

ドイツ語基礎 2 30 70 100

フランス語基礎 2 30 70 100

ロシア語基礎 2 30 70 100

中国語基礎 2 100 100

韓国語基礎 2 100 100

社会調査法 2 60 40 100

人間行動論 2 60 40 100

スポーツ科学 2 60 40 100

現代文化論 2 60 40 100

異文化間コミュニティ論 2 60 40 100

芸術文化論 2 60 40 100

歴史学概論 2 60 40 100

英語圏文化論 2 40 60 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 100 100

アジア圏文化論 2 40 60 100

絵画基礎 2 100 100

彫刻基礎 2 100 100

工芸基礎 2 100 100

デザイン基礎Ａ 2 100 100

デザイン基礎Ｂ 2 100 100

書法基礎 2 100 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 5 15 15 50 15 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 5 15 15 50 15 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 5 15 15 50 15 100

特別研究 6 100 100

重付
合計

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

区分 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

専
門
教
育
科
目

　ヨーロッパ語圏文化専修プログラムでは，ヨーロッパの諸言語（ドイツ語，フランス語，ロシア語）のコミュニ
ケーション能力を養成するとともに，ヨーロッパ諸国の文化的特徴・社会事情の理解，文学作品・作家についての
理解，ヨーロッパ諸言語の言語学的分析方法の習得などを通して，多文化・多言語化するグローバル化社会で活躍
できる人材を養成することを目的としており，以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。

　人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。
　国際的な視野に立って異文化を理解することができる。
　ヨーロッパ諸国の言語・文化の諸相を，その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理解できる能力を有し
ている。

　ヨーロッパ諸国の言語・文化・文学の諸分野のいずれかに関して深い知識を有している。

　多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を有している。

　ヨーロッパ社会における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背景を踏まえた判断力
を有している。

　探求する課題について論理的に思考・判断することができる。

　グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として個別言語を用いて発信できる能力を有してい
る。

　探求する課題について，論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。

　ヨーロッパの諸言語，文化に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を有している。
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授業科目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

区分 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

ドイツ語学講義Ａ 2 60 20 5 15 100

ドイツ語学講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

ドイツ語学講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

ドイツ文学講義Ａ 2 60 20 5 15 100

ドイツ文学講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

ドイツ文学講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

ドイツ文化論講義Ａ 2 60 20 5 15 100

ドイツ文化論講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

ドイツ文化論講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

フランス語学講義Ａ 2 60 20 5 15 100

フランス語学講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

フランス語学講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

フランス文学講義Ａ 2 60 20 5 15 100

フランス文学講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

フランス文学講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

フランス文化論講義Ａ 2 60 20 5 15 100

フランス文化論講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

フランス文化論講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

ロシア語学講義Ａ 2 60 20 5 15 100

ロシア語学講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

ロシア語学講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

ロシア文学・文化論講義 2 60 20 5 15 100

総合ドイツ語Ａ 2 5 10 15 15 0 30 25 100

総合ドイツ語Ｂ 2 5 10 15 15 0 30 25 100

総合ドイツ語Ｃ 2 5 10 15 15 0 30 25 100

ドイツ語コミュニケーション発展Ａ 2 5 10 15 55 15 100

ドイツ語コミュニケーション発展Ｂ 2 5 10 15 55 15 100

ドイツ語コミュニケーション発展Ｃ 2 5 10 15 55 15 100

総合フランス語Ａ 2 5 10 15 15 0 30 25 100

総合フランス語Ｂ 2 5 10 15 15 0 30 25 100

総合フランス語Ｃ 2 5 10 15 15 0 30 25 100

フランス語コミュニケーション発展Ａ 2 5 10 15 55 15 100

フランス語コミュニケーション発展Ｂ 2 5 10 15 55 15 100

フランス語コミュニケーション発展Ｃ 2 5 10 15 55 15 100

総合ロシア語 2 5 10 15 15 0 30 25 100

ロシア語コミュニケーション発展Ａ 2 5 10 15 55 15 100

ロシア語コミュニケーション発展Ｂ 2 5 10 15 55 15 100

ロシア語コミュニケーション発展Ｃ 2 5 10 15 55 15 100

英米文化論講義Ａ 2 10 70 10 10 100

英米文化論講義Ｂ 2 10 70 10 10 100

英米文化論講義Ｃ 2 10 70 10 10 100

英米文化論講義Ｄ 2 10 70 10 10 100

英米文化論講義Ｅ 2 10 70 10 10 100

英米文化論講義Ｆ 2 10 70 10 10 100

英米文化論講義Ｇ 2 10 70 10 10 100

英米文化論講義Ｈ 2 10 70 10 10 100

英米文学講義Ａ 2 10 70 10 10 100

英米文学講義Ｂ 2 10 70 10 10 100

英米文学講義Ｃ 2 10 70 10 10 100

英米文学講義Ｄ 2 10 70 10 10 100

言語習得論Ａ 2 10 30 50 10 100

言語習得論Ｂ 2 10 30 50 10 100

英語学講義Ａ 2 10 30 50 10 100

英語学講義Ｂ 2 10 30 50 10 100

英語学講義Ｃ 2 10 30 50 10 100

英語学講義Ｄ 2 10 30 50 10 100

英語学講義Ｅ 2 10 30 50 10 100

英語学講義Ｆ 2 10 30 50 10 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目
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授業科目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

区分 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

総合英語Ａ 2 10 20 60 10 100

総合英語Ｂ 2 10 20 60 10 100

ギリシャ語 2 30 20 40 10 100

ラテン語 2 30 20 40 10 100

西洋史講義Ａ 2 10 20 40 20 10 100

西洋史講義Ｂ 2 10 20 40 20 10 100

西洋史講義Ｃ 2 10 20 40 20 10 100

日本語学概説 2 20 40 40 100

日本語学講義Ａ 2 20 40 40 100

日本語学講義Ｂ 2 20 40 40 100

日本語学講義Ｃ 2 20 40 40 100

日本語学講義Ｄ 2 20 40 40 100

ジェンダー論Ｂ 2 10 25 10 15 40 100

ジェンダー論Ｄ 2 10 25 10 15 40 100

複合エスニシティ論Ｂ 2 10 25 25 40 100

複合エスニシティ論Ｄ 2 10 25 25 40 100

社会文化思想論Ⅰ 2 15 20 15 10 40 100

社会文化思想論Ⅱ 2 15 20 15 10 40 100

社会文化思想論Ⅲ 2 15 20 15 10 40 100

社会文化思想論Ⅳ 2 15 20 15 10 40 100

表象文化論Ａ 2 15 20 15 10 40 100

表象文化論Ｂ 2 15 20 15 10 40 100

表象文化論Ｃ 2 15 20 15 10 40 100

表象文化論Ｄ 2 15 20 15 10 40 100

音楽文化史Ａ 2 15 20 15 10 40 100

ドイツ語学演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100

ドイツ語学演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100

ドイツ語学演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100

ドイツ文学演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100

ドイツ文学演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100

ドイツ文学演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100

ドイツ文化論演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100

ドイツ文化論演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス語学演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス語学演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス語学演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス文学演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス文学演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス文学演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス文化論演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス文化論演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100

フランス文化論演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100

ロシア語学演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100

ロシア語学演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100

ロシア語学演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100

ロシア文学・文化論演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100

ロシア文学・文化論演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100

ロシア文学・文化論演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100

ドイツ語コミュニケーション実践Ａ 2 5 10 10 60 15 100

ドイツ語コミュニケーション実践Ｂ 2 5 10 10 60 15 100

ドイツ語コミュニケーション実践Ｃ 2 5 10 10 60 15 100

ドイツ語作文Ａ 2 5 10 10 15 50 10 100

ドイツ語作文Ｂ 2 5 10 10 15 50 10 100

ドイツ語作文Ｃ 2 5 10 10 15 50 10 100

フランス語コミュニケーション実践Ａ 2 5 10 10 60 15 100

フランス語コミュニケーション実践Ｂ 2 5 10 10 60 15 100

フランス語コミュニケーション実践Ｃ 2 5 10 10 60 15 100

フランス語作文Ａ 2 5 10 10 15 50 10 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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授業科目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

区分 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

フランス語作文Ｂ 2 5 10 10 15 50 10 100

ロシア語コミュニケーション実践Ａ 2 5 10 10 60 15 100

ロシア語コミュニケーション実践Ｂ 2 5 10 10 60 15 100

ロシア語コミュニケーション実践Ｃ 2 5 10 10 60 15 100

ロシア語コミュニケーション実践Ｄ 2 5 10 10 60 15 100

ロシア語コミュニケーション実践Ｅ 2 5 10 10 60 15 100

ロシア語コミュニケーション実践Ｆ 2 5 10 10 60 15 100

ロシア語作文 2 5 10 10 15 50 10 100

アカデミック・イングリッシュⅠ 2 30 30 40 100

アカデミック・イングリッシュⅡ 2 30 30 40 100

英語コミュニケーション応用Ⅰ 2 30 30 40 100

英語コミュニケーション応用Ⅱ 2 30 50 20 100

英語コミュニケーション実践Ⅰ 2 30 50 20 100

英語コミュニケーション実践Ⅱ 2 30 50 20 100

西洋史特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100

西洋史特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100

西洋史特講Ｃ 2 10 25 20 15 20 10 100

ジェンダー論特講Ａ 2 10 10 20 30 5 25 100

ジェンダー論特講Ｂ 2 10 10 20 30 5 25 100

ジェンダー論特講Ｃ 2 10 10 20 30 5 25 100

ジェンダー論特講Ｄ 2 10 10 20 30 5 25 100

複合エスニシティ論特講Ａ 2 20 10 10 30 5 25 100

複合エスニシティ論特講Ｂ 2 20 10 10 30 5 25 100

複合エスニシティ論特講Ｃ 2 20 10 10 30 5 25 100

複合エスニシティ論特講Ｄ 2 20 10 10 30 5 25 100

社会文化思想論特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100

消費文化論特講 2 10 25 20 15 20 10 100

表象文化論特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100

表象文化論特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100

比較文学論特講Ａ 2 10 40 20 20 10 100

人間学特講Ｂ 2 40 60 100

専
門
教
育
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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人間文化課程課程科目，アジア圏文化専修プログラム主専修プログラム科目

アジア圏文化専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．
３．

４．

（思考・判断）
５．

６．

（技能・表現）
７．

８．

（関心・意欲）
９．

（態度）
１０．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

人間文化入門 2 100 100

人間文化研究 2 100 100

国際交流研修 2 100 100

国際課題研修（芸術） 2 100 100

日本語表現基礎 2 100 100

日本語読解基礎 2 100 100

ドイツ語基礎 2 30 70 100

フランス語基礎 2 30 70 100

ロシア語基礎 2 30 70 100

中国語基礎 2 100 100

韓国語基礎 2 100 100

社会調査法 2 60 40 100

人間行動論 2 60 40 100

スポーツ科学 2 60 40 100

現代文化論 2 60 40 100

異文化間コミュニティ論 2 60 40 100

芸術文化論 2 60 40 100

歴史学概論 2 60 40 100

英語圏文化論 2 40 60 100

ヨーロッパ語圏文化論 2 100 100

アジア圏文化論 2 40 60 100

絵画基礎 2 100 100

彫刻基礎 2 100 100

工芸基礎 2 100 100

デザイン基礎Ａ 2 100 100

デザイン基礎Ｂ 2 100 100

書法基礎 2 100 100

ドイツ語コミュニケーション基礎 2 5 15 15 50 15 100

フランス語コミュニケーション基礎 2 5 15 15 50 15 100

ロシア語コミュニケーション基礎 2 5 15 15 50 15 100

特別研究 6 100 100

重付
合計

　探求する課題について論理的に思考・判断することができる。

　グローバル化社会に対応できるコミュニケーション手段として個別言語を用いて発信できる能力を有して
いる。

　探求する課題について，論理的な文章によって自分の考えを表すことができる。

　アジア圏の諸言語，文化に関する関心を持ち，自ら進んで学ぶ意欲を有している。

　多様な文化を積極的に学修して多文化社会のあり方について主体的に探求する態度を有している。

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

専
門
教
育
科
目

　アジア圏における諸問題を探求するための広い視野に基づいた思考力と社会的背景を踏まえた判断力を有
している。

　アジア圏文化専修プログラムでは，日本および中国を中心としたアジア地域の歴史的文化的特徴・社会事情の
理解，文学作品・作家についての理解，日本語および中国語の言語学的分析方法の習得などを通して，多文化・
多言語化するグローバル化社会で活躍できる人材を養成することを目的としており，以下に示す能力を修得した
者を主専修プログラム修了者とみなす。

　人間と文化に関して幅広い知識と教養を有している。
　国際的な視野に立って異文化を理解することができる。
　アジア圏の言語・文化の諸相を，その歴史的背景や社会的背景も踏まえながら理解できる能力を有してい
る。

　アジア圏の言語・文化・文学の諸分野のいずれかに関して深い知識を有している。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

日本史講義Ａ 2 60 20 5 15 100

日本史講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

日本思想史講義Ａ 2 60 20 5 15 100

日本思想史講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

日本思想史講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

日本思想史講義Ｄ 2 60 20 5 15 100

アジア史講義Ａ 2 60 20 5 15 100

アジア史講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

アジア史講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

アジア史講義Ｄ 2 60 20 5 15 100

アジア史講読Ａ 2 60 20 5 15 100

アジア史講読Ｂ 2 60 20 5 15 100

アジア史講読Ｃ 2 60 20 5 15 100

アジア史講読Ｄ 2 60 20 5 15 100

日本文学講義Ⅰ 2 60 20 5 15 100

日本文学講義Ⅱ 2 60 20 5 15 100

日本文学講義Ⅲ 2 60 20 5 15 100

日本文学講義Ⅳ 2 60 20 5 15 100

日本語学概説 2 20 40 40 100

日本語学講義Ａ 2 60 20 5 15 100

日本語学講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

日本語学講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

日本語学講義Ｄ 2 60 20 5 15 100

日本語学講読Ａ 2 60 20 5 15 100

日本語学講読Ｂ 2 60 20 5 15 100

日本語教授法講義Ⅰ 2 60 20 5 15 100

日本語教授法講義Ⅱ 2 60 20 5 15 100

日本古典講読Ⅰ 2 15 40 10 10 15 10 100

日本古典講読Ⅱ 2 15 40 10 10 15 10 100

中国思想史講義Ⅰ 2 60 20 5 15 100

中国思想史講義Ⅱ 2 60 20 5 15 100

中国文学講義Ⅰ 2 60 20 5 15 100

中国文学講義Ⅱ 2 60 20 5 15 100

中国語学講義Ａ 2 60 20 5 15 100

中国語学講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

中国語学講義Ｃ 2 60 20 5 15 100

中国語学講義Ｄ 2 60 20 5 15 100

中国語学講義Ｅ 2 60 20 5 15 100

中国語学講義Ｆ 2 60 20 5 15 100

中国語学講読Ａ 2 60 20 5 15 100

中国語学講読Ｂ 2 60 20 5 15 100

中国語学講読Ｃ 2 60 20 5 15 100

中国語学講読Ｄ 2 60 20 5 15 100

中国語学講読Ｅ 2 60 20 5 15 100

中国語学講読Ｆ 2 60 20 5 15 100

考古学講義Ａ 2 60 20 5 15 100

考古学講義Ｂ 2 60 20 5 15 100

書道史 2 60 20 5 15 100

地域社会学 2 60 20 5 15 100

漢文学概論 2 60 20 5 15 100

漢文学講義 2 60 20 5 15 100

複合エスニシティ論Ａ 2 10 25 25 40 100

複合エスニシティ論Ｂ 2 10 25 25 40 100

複合エスニシティ論Ｃ 2 10 25 25 40 100

複合エスニシティ論Ｄ 2 10 25 25 40 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目

145

カリキュラムチェックリスト：人文社会科学部



区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重付
合計

書学 2 60 20 5 15 100
日本史特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本史特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本史特講Ｃ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本史特講Ｄ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本史講読Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本史講読Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本史講読Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本史講読Ｄ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本史演習Ⅰ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本史演習Ⅱ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本史演習Ⅲ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本史演習Ⅳ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本思想史特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本思想史特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本思想史特講Ｃ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本思想史講読Ⅰ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本思想史講読Ⅱ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本思想史演習Ⅰ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本思想史演習Ⅱ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本思想史演習Ⅲ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本思想史演習Ⅳ 2 15 40 10 10 15 10 100
アジア史特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
アジア史特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100
アジア史特講Ｃ 2 10 25 20 15 20 10 100
アジア史特講Ｄ 2 10 25 20 15 20 10 100
アジア史特講Ｅ 2 10 25 20 15 20 10 100
アジア史特講Ｆ 2 10 25 20 15 20 10 100
アジア史演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100
アジア史演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100
アジア史演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100
アジア史演習Ｄ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本文学特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本文学特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本文学特講Ｃ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本文学講読Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本文学講読Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本文学講読Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本文学演習Ⅰ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本文学演習Ⅱ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本文学演習Ⅲ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本文学演習Ⅳ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本語学特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本語学特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本語学特講Ｃ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本語学特講Ｄ 2 10 25 20 15 20 10 100
日本語学演習Ⅰ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本語学演習Ⅱ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本語学演習Ⅲ 2 15 40 10 10 15 10 100
日本語学演習Ⅳ 2 15 40 10 10 15 10 100
中国思想史特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
中国思想史特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100
中国文学特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
中国文学特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100
中国語学特講Ａ 2 10 25 20 15 20 10 100
中国語学特講Ｂ 2 10 25 20 15 20 10 100
中国語学演習Ａ 2 15 40 10 10 15 10 100
中国語学演習Ｂ 2 15 40 10 10 15 10 100
中国語学演習Ｃ 2 15 40 10 10 15 10 100
中国語学演習Ｄ 2 15 40 10 10 15 10 100
考古学各論Ａ 2 15 20 15 10 40 100
考古学各論Ｂ 2 15 20 15 10 40 100
社会文化思想論特講Ｂ 2 15 20 15 10 40 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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地域政策課程課程科目，政策法務専修プログラム主専修プログラム科目

政策法務専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．

（思考・判断）
３．

４．

（技能・表現）
５．

６．

（関心・意欲）
７．
８．

（態度）
９．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

地域政策入門Ａ 2 60 20 20 100

地域政策入門Ｂ 2 40 30 10 20 100

民法（総則）Ⅰ 2 20 20 25 25 5 5 100

民法（総則）Ⅱ 2 20 20 25 25 5 5 100

経済学基礎Ⅰ 2 60 30 5 5 100

経済学基礎Ⅱ 2 60 30 5 5 100

環境政策論Ⅰ 2 60 10 20 5 5 100

環境経済論Ⅰ 2 60 30 5 5 100

特別研究 6 10 30 30 20 10 100

憲法（人権）Ⅰ 2 10 30 30 20 10 100

憲法（人権）Ⅱ 2 10 30 30 20 10 100

憲法（統治機構）Ⅰ 2 10 30 30 20 10 100

憲法（統治機構）Ⅱ 2 10 30 30 20 10 100

刑法総論Ⅰ 2 10 30 10 30 10 10 100

刑法総論Ⅱ 2 10 30 10 30 10 10 100

政治学（政治過程） 2 20 20 10 20 20 10 100

環境生態学Ａ 2 75 25 100

自然環境学Ａ 2 75 25 100

民法（物権）Ⅰ 2 10 20 25 25 10 5 5 100

民法（物権）Ⅱ 2 10 20 25 25 10 5 5 100

民法（債権総論）Ⅰ 2 20 10 20 25 10 10 5 100

民法（債権総論）Ⅱ 2 20 10 20 25 10 10 5 100

民法（債権各論）Ⅰ 2 20 10 20 25 10 10 5 100

民法（債権各論）Ⅱ 2 20 10 20 25 10 10 5 100

民法（家族法）Ⅰ 2 15 25 15 25 10 10 100

民法（家族法）Ⅱ 2 15 25 15 25 10 10 100

民法（相続法） 2 15 25 15 25 10 10 100

労働法Ⅰ 2 15 15 25 25 10 5 5 100

　様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションのスキルを
身につけている。

　地域社会が抱える課題の解決や地域創生・地域マネジメントに強い関心を持っている。
　本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし，地域の問題解決のために社会に参画する意欲を持ってい
る。

　中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけている。

専
門
教
育
科
目

重付
合計

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

　法学全体に関する基礎的な観点および公法，刑事法，政治学を中心とする専門的な観点から，地域社会が抱
える課題につき，法学的思考様式を用いて政策立案を行い，それを論理的かつ的確に説明するスキルを身につ
けている。

　政策法務専修プログラムは，法学全体，とくに公法，刑事法，政治学などに関する学修に基づき，学部・課程お
よび他専修プログラムにおける学修で得られた知見と合わせて，公共政策形成の観点から地域創生・地域マネジメ
ントの課題に取り組むことのできる人材の養成を目的とする。この目的の下，本プログラムの教育課程は，公共政
策形成に必要な専門的知識および法学的思考様式をもって，実際の政策立案・評価を効果的に行うことのできる能
力の修得を目標とし，以下に示す条件を満たした者を主専修プログラム修了者とみなす。

　法・経済・環境に関する基礎的な知識を修得している。
　地域社会が抱える現実的な法的・政治的課題の内容や意義，歴史的経緯について的確に認識している。

　法と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解するための法学的思考様式を身につけ
ている。

　法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を有している。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

労働法Ⅱ 2 15 15 25 25 10 5 5 100

雇用管理法 2 15 15 25 25 10 5 5 100

社会保障法 2 15 15 25 25 10 5 5 100

刑法各論Ⅰ 2 10 30 10 30 10 10 100

刑法各論Ⅱ 2 10 30 10 30 10 10 100

刑事訴訟法Ⅰ 2 10 30 10 30 10 5 5 100

刑事訴訟法Ⅱ 2 10 10 20 30 20 5 5 100

行政法（作用法総論）Ⅰ 2 20 20 10 20 20 10 100

行政法（作用法総論）Ⅱ 2 30 30 10 20 10 100

行政法（救済法）Ⅰ 2 20 20 10 20 20 10 100

行政法（救済法）Ⅱ 2 30 30 10 20 10 100

政治学（政治理論） 2 30 30 10 20 10 100

行政学Ⅰ 2 20 20 10 20 20 10 100

行政学Ⅱ 2 30 30 10 20 10 100

地方自治法 2 30 30 10 20 10 100

刑事政策 2 20 10 20 10 30 10 100

基礎法Ａ 2 30 10 30 20 10 100

基礎法Ｂ 2 30 10 30 20 10 100

財政学Ⅰ 2 60 30 5 5 100

財政学Ⅱ 2 60 30 5 5 100

社会保障論Ⅰ 2 60 30 5 5 100

社会保障論Ⅱ 2 60 30 5 5 100

環境政策論Ⅱ 2 60 10 20 5 5 100

地域政策実践演習Ａ 2 10 10 30 20 20 10 100

地域政策実践演習Ｂ 2 10 10 30 20 20 10 100

国際政治学Ⅰ 2 20 20 10 20 20 10 100

国際政治学Ⅱ 2 30 30 10 20 10 100

少年法 2 20 10 20 10 30 10 100

法律学特講Ａ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｂ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｃ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｄ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｅ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｆ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

地方財政論 2 60 30 5 5 100

公会計論 2 60 30 5 5 100

政治学演習Ⅰ 2 10 20 20 20 10 10 10 100

政治学演習Ⅱ 2 10 20 20 20 10 10 10 100

憲法演習Ⅰ 2 20 30 20 10 10 10 100

憲法演習Ⅱ 2 20 30 20 10 10 10 100

民法（財産法）演習Ⅰ 2 5 10 10 10 20 30 5 5 5 100

民法（財産法）演習Ⅱ 2 5 10 10 10 20 30 5 5 5 100

民法（家族法）演習Ⅰ 2 10 30 15 15 10 10 10 100

民法（家族法）演習Ⅱ 2 10 30 15 15 10 10 10 100

商法演習Ⅰ 2 5 10 20 10 10 20 5 10 10 100

商法演習Ⅱ 2 5 10 20 10 10 20 5 10 10 100

刑法演習Ⅰ 2 10 30 20 20 10 10 100

刑法演習Ⅱ 2 10 30 20 20 10 10 100

刑事訴訟法演習Ⅰ 2 5 10 20 20 20 5 10 10 100

刑事訴訟法演習Ⅱ 2 5 10 20 20 20 5 10 10 100

労働法演習Ⅰ 2 5 15 20 20 25 5 5 5 100

労働法演習Ⅱ 2 5 15 20 20 25 5 5 5 100

理論経済学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

理論経済学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

政治経済学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

政治経済学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

財政学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

財政学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

専
門
教
育
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
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科
目

プ
ロ
グ
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ム
展
開
科
目

148

カリキュラムチェックリスト：人文社会科学部



区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

農業経済論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

農業経済論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

国際経済論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

国際経済論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

経営学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

経営学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

会計学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

会計学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境政策論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境政策論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境経済論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境経済論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境文化論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境文化論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境社会学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境社会学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

自然環境学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

自然環境学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境生態学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境生態学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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地域政策課程課程科目，企業法務専修プログラム主専修プログラム科目

企業法務専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．

（思考・判断）
３．

４．

（技能・表現）
５．

６．

（関心・意欲）
７．
８．

（態度）
９．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

地域政策入門Ａ 2 60 20 20 100

地域政策入門Ｂ 2 40 30 10 20 100

民法（総則）Ⅰ 2 20 20 25 25 5 5 100

民法（総則）Ⅱ 2 20 20 25 25 5 5 100

経済学基礎Ⅰ 2 60 30 5 5 100

経済学基礎Ⅱ 2 60 30 5 5 100

環境政策論Ⅰ 2 60 10 20 5 5 100

環境経済論Ⅰ 2 60 30 5 5 100

特別研究 6 10 30 30 20 10 100

民法（物権）Ⅰ 2 10 20 25 25 10 5 5 100

民法（物権）Ⅱ 2 10 20 25 25 10 5 5 100

民法（債権総論）Ⅰ 2 20 10 20 25 10 10 5 100

民法（債権総論）Ⅱ 2 20 10 20 25 10 10 5 100

民法（債権各論）Ⅰ 2 20 10 20 25 10 10 5 100

民法（債権各論）Ⅱ 2 20 10 20 25 10 10 5 100

会社法Ⅰ 2 10 20 20 25 10 10 5 100

会社法Ⅱ 2 10 20 20 25 10 10 5 100

労働法Ⅰ 2 15 15 25 25 10 5 5 100

労働法Ⅱ 2 15 15 25 25 10 5 5 100

環境生態学Ａ 2 75 25 100

自然環境学Ａ 2 75 25 100

憲法（人権）Ⅰ 2 10 30 30 20 10 100

憲法（人権）Ⅱ 2 10 30 30 20 10 100

民法（家族法）Ⅰ 2 15 25 15 25 10 10 100

民法（家族法）Ⅱ 2 15 25 15 25 10 10 100

民法（相続法） 2 15 25 15 25 10 10 100

刑法総論Ⅰ 2 10 30 10 30 10 10 100

　法学全体に関する基礎的な観点および民法（財産法），商法，労働法を中心とする専門的な観点から，地
域産業が抱える課題につき，法学的思考様式を用いて政策立案を行い，それを論理的かつ的確に説明するス
キルを身につけている。

　企業法務専修プログラムは，法学全体，とくに民法（財産法），商法，労働法などに関する学修に基づき，学
部・課程および他専修プログラムにおける学修で得られた知見と合わせて，企業法務の観点から地域創生・地域
マネジメントの課題に取り組むことのできる人材の養成を目的とする。この目的の下，本プログラムの教育課程
は，企業法務に必要な専門的知識および法学的思考様式をもって，地域産業が抱える諸問題の解決を実行ないし
提言することのできる能力の修得を目標とし，以下に示す条件を満たした者を主専修プログラム修了者とみな
す。

　法・経済・環境に関する基礎的な知識を修得している。
　地域産業が抱える現実的な法的（とくに私法に関する）課題の内容や意義，歴史的経緯について的確に認
識している。

　法と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解するための法学的思考様式を身につ
けている。

　法学的思考様式を用いて現実の社会的課題に関する判断を下す力を有している。

専
門
教
育
科
目

重付
合計

課
程
導

入
科
目

課
程
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目
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ロ
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ム
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礎
科
目

　様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションのスキル
を身につけている。

　地域産業が抱える課題の解決や地域創生・地域マネジメントに強い関心を持っている。
　本専修プログラムで修得した専門的視点を活かし，地域産業の問題解決のために社会に参画する意欲を
持っている。

　中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけている。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

刑法総論Ⅱ 2 10 30 10 30 10 10 100

刑法各論Ⅰ 2 10 30 10 30 10 10 100

刑法各論Ⅱ 2 10 30 10 30 10 10 100

商法（総則） 2 10 20 20 25 10 10 5 100

商法（商取引法） 2 10 20 20 25 10 10 5 100

民事訴訟法Ⅰ 2 10 30 30 10 10 10 100

民事訴訟法Ⅱ 2 10 30 30 10 10 10 100

雇用管理法 2 10 30 30 10 10 10 100

基礎法Ａ 2 30 10 30 20 10 100

基礎法Ｂ 2 30 10 30 20 10 100

理論経済学Ⅰ 2 70 25 5 100

理論経済学Ⅱ 2 70 25 5 100

政治経済学Ⅰ 2 70 25 5 100

政治経済学Ⅱ 2 70 25 5 100

会計学Ⅰ 2 70 25 5 100

会計学Ⅱ 2 70 25 5 100

経営学総論Ⅰ 2 70 25 5 100

経営学総論Ⅱ 2 70 25 5 100

簿記論Ⅰ 2 70 25 5 100

簿記論Ⅱ 2 70 25 5 100

金融論 2 70 25 5 100

環境経済論Ⅱ 2 70 25 5 100

地域政策実践演習Ａ 2 10 10 30 20 20 10 100

地域政策実践演習Ｂ 2 10 10 30 20 20 10 100

金融法 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

知的財産法 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ａ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｂ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｃ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｄ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｅ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

法律学特講Ｆ 2 20 20 25 10 10 5 5 5 100

管理会計論 2 70 25 5 100

企業論 2 70 25 5 100

労働経済論 2 70 25 5 100

環境経済論特講 2 70 25 5 100

政治学演習Ⅰ 2 10 20 20 20 10 10 10 100

政治学演習Ⅱ 2 10 20 20 20 10 10 10 100

憲法演習Ⅰ 2 20 30 20 10 10 10 100

憲法演習Ⅱ 2 20 30 20 10 10 10 100

民法（財産法）演習Ⅰ 2 5 10 10 10 20 30 5 5 5 100

民法（財産法）演習Ⅱ 2 5 10 10 10 20 30 5 5 5 100

民法（家族法）演習Ⅰ 2 10 30 15 15 10 10 10 100

民法（家族法）演習Ⅱ 2 10 30 15 15 10 10 10 100

商法演習Ⅰ 2 5 10 20 10 10 20 5 10 10 100

商法演習Ⅱ 2 5 10 20 10 10 20 5 10 10 100

刑法演習Ⅰ 2 10 30 20 20 10 10 100

刑法演習Ⅱ 2 10 30 20 20 10 10 100

刑事訴訟法演習Ⅰ 2 5 10 20 20 20 5 10 10 100

刑事訴訟法演習Ⅱ 2 5 10 20 20 20 5 10 10 100

労働法演習Ⅰ 2 5 15 20 20 25 5 5 5 100

労働法演習Ⅱ 2 5 15 20 20 25 5 5 5 100

理論経済学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

理論経済学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

政治経済学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

専
門
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

政治経済学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

財政学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

財政学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

農業経済論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

農業経済論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

国際経済論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

国際経済論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

経営学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

経営学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

会計学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

会計学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境政策論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境政策論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境経済論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境経済論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境文化論演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境文化論演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境社会学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境社会学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

自然環境学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

自然環境学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境生態学演習Ⅰ 2 15 30 20 20 15 100

環境生態学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

環境生態学演習Ⅱ 2 15 30 20 20 15 100

専
門
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育
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目
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地域政策課程課程科目，地域社会経済専修プログラム主専修プログラム科目

地域社会経済専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

１．
２．

３．
４．

５．

６．

７．
８．

９．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

地域政策入門Ａ 2 70 10 10 10 100

地域政策入門Ｂ 2 70 10 10 10 100

民法（総則）Ⅰ 2 80 10 10 100

民法（総則）Ⅱ 2 80 10 10 100

経済学基礎Ⅰ 2 70 20 10 100

経済学基礎Ⅱ 2 70 20 10 100

環境政策論Ⅰ 2 80 10 10 100

環境経済論Ⅰ 2 80 10 10 100

特別研究 2 10 50 10 20 10 100

理論経済学Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

理論経済学Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

財政学Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

財政学Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

国際経済論Ａ 2 10 40 20 10 10 10 100

国際経済論Ｂ 2 10 40 20 10 10 10 100

農業経済論Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

農業経済論Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

ミクロ経済学 2 10 40 20 10 10 10 100

金融論 2 10 40 20 10 10 10 100

経営学総論Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

経営学総論Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

会計学Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

会計学Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

経済外書講読 2 10 40 20 10 10 10 100

簿記論Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

簿記論Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

憲法（統治機構）Ⅰ 2 80 10 10 100

憲法（統治機構）Ⅱ 2 80 10 10 100

行政学Ⅰ 2 80 10 10 100

行政学Ⅱ 2 80 10 10 100

行政法（作用法総論）Ⅰ 2 80 10 10 100

行政法（作用法総論）Ⅱ 2 80 10 10 100

環境政策論Ⅱ 2 80 10 10 100

持続可能な社会論 2 80 10 10 100

専
門
教
育
科
目

　地域経済に関連する資料・データ分析に基づいて地域経済の現象や課題を理論的・実証的に評価し，それら
に基づく政策的判断ができる。

　様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションのスキルを
身につけている。

重付
合計

課
程
共

通
科
目

課
程
導
入
科
目

課
程
科
目

（態度）

（関心・意欲）

（技能・表現）

（思考・判断）

（知識・理解）

　経済と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解する経済学的素養を身につけてい
　経済学をはじめとした専門的知識を活用し，地域経済のしくみとその課題を総合的に思考することができ

　経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。
　地域経済のしくみを総合的に理解するための専門的な知識を修得している。

　地域経済が抱えるさまざまな諸問題や経済現象に強い関心を持っている。
　経済学をはじめとする専門的視点を活かして，地域経済の課題に主体的・実践的に取り組む意欲を持ってい
る。

　中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけている。

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

153

カリキュラムチェックリスト：人文社会科学部



区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

政治学（政治理論） 2 80 10 10 100

環境経済論Ⅱ 2 80 10 10 100

地域経済調査演習 2 10 10 30 20 10 10 10 100

地域経済実践演習 2 10 10 30 20 10 10 10 100

環境生態学Ａ 2 70 10 10 10 100

自然環境学Ａ 2 70 10 10 10 100

応用マクロ経済学 2 10 10 10 10 30 20 10 100

経済数学（線形代数学） 2 10 10 10 10 30 20 10 100

経済数学（微分積分学） 2 10 10 10 10 30 20 10 100

日本経済史 2 10 10 10 10 30 20 10 100

西洋経済史 2 10 10 10 10 30 20 10 100

人的資源管理論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

経済思想 2 10 10 10 10 30 20 10 100

企業論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

労働経済論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

日本経済論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

公会計論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

国際開発と環境・貧困 2 80 10 10 100

理論経済学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

理論経済学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

政治経済学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

政治経済学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

財政学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

財政学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

農業経済論演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

農業経済論演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

国際経済論演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

国際経済論演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

経営学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

経営学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

会計学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

会計学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

政治学演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

政治学演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

憲法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

憲法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

民法（財産法）演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

民法（財産法）演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

民法（家族法）演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

民法（家族法）演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

商法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

商法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

刑法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

刑法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

刑事訴訟法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

刑事訴訟法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

労働法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

労働法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境政策論演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境政策論演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境経済論演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

環境経済論演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

環境文化論演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境文化論演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境社会学演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境社会学演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

自然環境学演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

自然環境学演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境生態学演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境生態学演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

専
門
教
育
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目
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地域政策課程課程科目，地域社会連携専修プログラム主専修プログラム科目

地域社会連携専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

１．
２．

３．
４．

５．

６．

７．
８．

９．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目
必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

地域政策入門Ａ 2 70 10 10 10 100

地域政策入門Ｂ 2 70 10 10 10 100

民法（総則）Ⅰ 2 80 10 10 100

民法（総則）Ⅱ 2 80 10 10 100

経済学基礎Ⅰ 2 70 20 10 100

経済学基礎Ⅱ 2 70 20 10 100

環境政策論Ⅰ 2 80 10 10 100

環境経済論Ⅰ 2 80 10 10 100

特別研究 2 10 50 10 20 10 100

経営学総論Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

経営学総論Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

会計学Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

会計学Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

社会保障論Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

社会保障論Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

政治経済学Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

政治経済学Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

環境経済論Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

農業経済論Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

農業経済論Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

財政学Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

財政学Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

簿記論Ⅰ 2 10 40 20 10 10 10 100

簿記論Ⅱ 2 10 40 20 10 10 10 100

国際経済論Ａ 2 10 40 20 10 10 10 100

国際経済論Ｂ 2 10 40 20 10 10 10 100

行政学Ⅰ 2 70 10 10 10 100

行政学Ⅱ 2 70 10 10 10 100

会社法Ⅰ 2 70 10 10 10 100

会社法Ⅱ 2 70 10 10 10 100

労働法Ⅰ 2 70 10 10 10 100

労働法Ⅱ 2 70 10 10 10 100

社会保障法 2 70 10 10 10 100

地方自治法 2 70 10 10 10 100

持続可能な社会論 2 70 10 10 10 100

環境政策論Ⅱ 2 70 10 10 10 100

環境文化論Ⅰ 2 70 10 10 10 100

環境文化論Ⅱ 2 70 10 10 10 100

重付
合計

　経済・法・環境に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。
　地域産業のしくみを総合的に理解するための専門的な知識を修得している。

　経済と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解する経済学的素養を身につけている。
　経済学をはじめとした専門的知識を活用し，地域産業のしくみとその課題を総合的に思考することができる。

　地域産業が抱えるさまざまな諸問題や経済現象に強い関心を持っている。
　経済学をはじめとする専門的視点を活かして，地域産業の課題に主体的・実践的に取り組む意欲を持ってい
る。

　中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけている。
（態度）

（関心・意欲）

（技能・表現）

（思考・判断）

（知識・理解）

課
程
科
目

課
程
共

通
科
目

課
程
導
入
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目

　地域産業に関連する資料・データ分析に基づいて地域産業が抱える諸問題を理論的・実証的に評価し，それ
らに基づく政策的判断ができる。

　様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションのスキルを
身につけている。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目
必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

社会学概論 2 70 10 10 10 100

環境社会学Ⅰ 2 70 10 10 10 100

環境社会学Ⅱ 2 70 10 10 10 100

地域経済調査演習 2 10 10 30 20 10 10 10 100

地域環境マネジメント実践演習 2 10 10 30 20 10 10 10 100

環境生態学Ａ 2 70 10 10 10 100

自然環境学Ａ 2 70 10 10 10 100

地方財政論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

公会計論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

協同組合論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

マーケティング論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

管理会計論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

企業論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

日本経済論 2 10 10 10 10 30 20 10 100

国際法Ａ 2 80 10 10 100

国際法Ｂ 2 80 10 10 100

国際政治学Ⅰ 2 80 10 10 100

国際政治学Ⅱ 2 80 10 10 100

家族社会学 2 80 10 10 100

理論経済学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

理論経済学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

政治経済学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

政治経済学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

財政学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

財政学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

農業経済論演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

農業経済論演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

国際経済論演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

国際経済論演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

経営学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

経営学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

会計学演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

会計学演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

環境政策論演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境政策論演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境経済論演習Ⅰ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

環境経済論演習Ⅱ 2 10 10 30 20 10 10 10 100

環境文化論演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境文化論演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境社会学演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境社会学演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

自然環境学演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

自然環境学演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境生態学演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

環境生態学演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

政治学演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

政治学演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

憲法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

憲法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

民法（財産法）演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

民法（財産法）演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

民法（家族法）演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

民法（家族法）演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

商法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

商法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

刑法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

刑法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

刑事訴訟法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

刑事訴訟法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

労働法演習Ⅰ 2 30 10 10 30 10 10 100

労働法演習Ⅱ 2 30 10 10 30 10 10 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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地域政策課程課程科目，環境共生専修プログラム主専修プログラム科目

環境共生専修プログラム　ディプロマ・ポリシー

（知識・理解）
１．
２．

（思考・判断）
３．
４．

（技能・表現）
５．

６．

（関心・意欲）
７．
８．

（態度）
９．

区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

地域政策入門Ａ 2 55 20 25 100

地域政策入門Ｂ 2 45 20 25 10 100

民法（総則）Ⅰ 2 30 20 20 10 10 10 100

民法（総則）Ⅱ 2 30 20 20 10 10 10 100

経済学基礎Ⅰ 2 30 25 20 15 10 100

経済学基礎Ⅱ 2 30 25 20 15 10 100

環境政策論Ⅰ 2 35 10 10 10 10 10 10 5 100

環境経済論Ⅰ 2 30 20 30 10 10 100

特別研究 6 10 30 30 15 15 100

環境政策論Ⅱ 2 5 30 25 10 5 10 10 5 100

環境経済論Ⅱ 2 25 30 25 10 10 100

環境文化論Ⅰ 2 15 30 25 10 10 10 100

環境文化論Ⅱ 2 10 35 25 10 10 10 100

環境社会学Ⅰ 2 10 35 25 10 10 10 100

環境社会学Ⅱ 2 35 25 10 10 10 10 100

持続可能な社会論 2 40 20 20 10 10 100

環境生態学Ａ 2 30 25 15 10 10 10 100

環境生態学Ｂ 2 5 25 25 15 10 10 10 100

自然環境学Ａ 2 30 25 15 10 10 10 100

自然環境学Ｂ 2 5 25 25 15 10 10 10 100

環境統計学Ⅰ 2 60 20 10 10 100

環境統計学Ⅱ 2 60 20 10 10 100

憲法（統治機構）Ⅰ 2 30 25 20 15 10 100

憲法（統治機構）Ⅱ 2 30 25 20 15 10 100

地方自治法 2 30 25 20 15 10 100

政治学（政治過程） 2 30 20 20 10 10 10 100

政治学（政治理論） 2 30 20 20 10 10 10 100

行政学Ⅰ 2 30 25 20 15 10 100

行政学Ⅱ 2 30 25 20 15 10 100

理論経済学Ⅰ 2 30 20 25 15 10 100

理論経済学Ⅱ 2 30 25 25 10 10 100

　様々な集団の合意形成を図ることができる柔軟なコミュニケーション能力やプレゼンテーションのスキル
を身につけている。

　地球規模から身近な地域まで，多岐にわたる環境や環境問題に強い関心を持っている。
　環境学をはじめとする専門的視点を活かし，環境や地域の問題解決のために社会に参画する意欲を持って
いる。

　中立公正な立場から高い倫理性を持って，専門分野を社会貢献に活かそうとする態度を身につけている。

専
門
教
育
科
目

重付
合計

課
程
導

入
科
目

課
程
共
通
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

　地域社会とその環境に関する調査・分析ができ，そこに潜む問題点やその解決法について，自らの見解・
提言を論理的かつ的確に説明するスキルを身につけている。

　環境共生専修プログラムでは，環境学・法学・経済学の総合的学修を基礎に，環境学の専門的学修を環境政
策・環境マネジメントの実践に活かし，持続可能な共生社会の構築に貢献できる人材の養成を目的としており，
以下に示す能力を修得した者を主専修プログラム修了者とみなす。

　環境・法・経済に関する基礎的な知識を幅広く身につけている。
　文理融合に基づく環境学諸分野の研究手法と専門的な知識を修得している。

　環境と人間・社会のあり方について，相互の複雑な連関を踏まえて理解する能力を身につけている。
　環境学を始めとした専門的知識を活用し，環境問題の解決，「持続可能な共生社会」構築に向けた具体的
な方策を総合的に思考・判断することができる。
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

経営学総論Ⅰ 2 30 25 20 15 10 100

経営学総論Ⅱ 2 30 25 20 15 10 100

農業経済論Ⅰ 2 25 25 20 10 10 10 100

農業経済論Ⅱ 2 25 25 20 10 10 10 100

財政学Ⅰ 2 30 25 20 15 10 100

財政学Ⅱ 2 30 25 20 15 10 100

ミクロ経済学 2 30 25 20 15 10 100

国際開発と環境・貧困 2 10 20 15 15 10 30 100

環境科学演習 2 25 15 15 15 15 15 100

環境科学実験 2 25 35 20 20 100

環境社会調査実習 2 10 15 20 10 15 15 15 100

環境社会調査演習 2 15 30 25 10 20 100

地域環境マネジメント実践演習 2 20 20 20 20 20 100

保全生物学 2 55 10 10 15 10 100

景観生態学 2 60 10 10 10 10 100

環境経済論特講 2 15 30 10 10 10 10 15 100

環境文化論特講 2 40 10 10 10 10 10 10 100

環境社会学特講 2 30 10 10 10 10 20 10 100

環境思想史 2 55 15 10 10 10 100

環境倫理学 2 25 20 10 10 10 5 10 10 100

国際法Ａ 2 30 25 20 15 10 100

国際法Ｂ 2 30 25 20 15 10 100

企業論 2 30 25 20 15 10 100

地方財政論 2 20 20 10 10 10 10 10 10 100

環境学特講Ａ 2 30 20 20 10 10 10 100

環境学特講Ｂ 2 30 20 20 10 10 10 100

環境学特講Ｃ 2 30 20 20 10 10 10 100

環境学特講Ｄ 2 30 20 20 10 10 10 100

環境科学特講Ａ 2 30 20 20 10 10 10 100

環境科学特講Ｂ 2 30 20 20 10 10 10 100

環境科学特講Ｃ 2 30 20 20 10 10 10 100

環境政策論演習Ⅰ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境政策論演習Ⅱ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境経済論演習Ⅰ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境経済論演習Ⅱ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境文化論演習Ⅰ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境文化論演習Ⅱ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境社会学演習Ⅰ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境社会学演習Ⅱ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

自然環境学演習Ⅰ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

自然環境学演習Ⅱ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境生態学演習Ⅰ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

環境生態学演習Ⅱ 2 30 5 20 5 15 10 15 100

政治学演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

政治学演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

憲法演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

憲法演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

民法（財産法）演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

民法（財産法）演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

民法（家族法）演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

民法（家族法）演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

商法演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

商法演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

刑法演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

刑法演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

刑事訴訟法演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

刑事訴訟法演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

労働法演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

専
門
教
育
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目
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区分 授業科目 単位数 ディプロマ・ポリシー項目

必修 選択 1 2 3 4 5 6 7 8 9

重付
合計

労働法演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

理論経済学演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

理論経済学演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

政治経済学演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

政治経済学演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

財政学演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

財政学演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

農業経済論演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

農業経済論演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

国際経済論演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

国際経済論演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

経営学演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

経営学演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

会計学演習Ⅰ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

会計学演習Ⅱ 2 10 10 30 10 15 10 15 100

プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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教育学部　カリキュラムチェックリスト

必修 選択 必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
実
践
知

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 1 10 20 40 20 10 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 上 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 上 級 ） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ
（ 初 級 ）

1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ
（ 初 級 ）

1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ
（ 中 級 ）

1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ
（ 中 級 ）

1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ
（ 上 級 ）

1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ
（ 上 級 ）

1 30 50 20 100

英 語 基 礎 1 30 50 20 100

英語発展Ａ（TOEIC初級） 1 30 50 20 100

英語発展Ｂ（TOEIC初級） 1 30 50 20 100

技
法
知
・
外
国
語

１．小学校教育コース

１）教養教育科目

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・判
断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする
能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

　以下に小学校教育コースの学生が受講する講義を，1）教養教育科目，2）教職専門科目（共通），3）―13）サブ
コース科目に分けて示す．この内，1）教養教育科目，2）教職専門科目（共通）は，本コース学生に共通の科目群
である．3）―13）サブコース科目は所属したサブコース毎に受講する科目群である．また，全学生は副免取得が卒
業要件となっていることから，ここに表記した科目群に加えて，副免として取得する免許に応じて他コース欄に表
記した科目群の科目を履修する必要がある．

教科
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育コース
小一種＋中二種 小一種＋特支一種
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必修 選択 必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

教科
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育コース
小一種＋中二種 小一種＋特支一種

英語発展Ｃ（TOEIC中級） 1 30 50 20 100

英語発展Ｄ（TOEIC中級） 1 30 50 20 100

英語発展Ｅ（実践英語） 1 30 50 20 100

英語発展Ｆ（実践英語） 1 30 50 20 100

英語発展Ｇ（科学英語） 1 30 50 20 100

英語発展Ｈ（科学英語） 1 30 50 20 100

初 級 ド イ ツ 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 ド イ ツ 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 ド イ ツ 語 1 30 50 20 100

初 級 フ ラ ン ス 語 ( 入 門 ) 1 30 50 20 100

初 級 フ ラ ン ス 語 ( 発 展 ) 1 30 50 20 100

中 級 フ ラ ン ス 語 1 30 50 20 100

初 級 ロ シ ア 語 ( 入 門 ) 1 30 50 20 100

初 級 ロ シ ア 語 ( 発 展 ) 1 30 50 20 100

中 級 ロ シ ア 語 1 30 50 20 100

初 級 中 国 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 中 国 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 中 国 語 1 30 50 20 100

初 級 韓 国 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 韓 国 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 韓 国 語 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ａ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｂ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｃ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｄ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｅ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｆ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｇ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｈ 1 30 50 20 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ａ 1 20 50 30 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ｂ 1 20 50 30 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ｃ
（ シ ー ズ ン )

1 20 50 30 100

情
報

情 報 基 礎 2 30 50 20 100

技
法
知
・
健
ス
ポ

技
法
知
・
外
国
語

161

カリキュラムチェックリスト：教育学部



必修 選択 必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

教科
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育コース
小一種＋中二種 小一種＋特支一種

哲 学 の 世 界 2 50 50 100

倫 理 学 の 世 界 2 50 50 100

日 本 の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

ア ジ ア の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

欧 米 の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

日 本 の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

ア ジ ア の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

欧 米 の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

ジェンダーの歴史と文化 2 50 50 100

女 性 と 科 学 の 関 係 史 2 50 50 100

大 学 の 歴 史 と 現 在 2 50 50 100

岩手大学ミュージアム学 2 50 50 100

心 の 理 解 2 50 50 100

日 本 の 文 学 2 50 50 100

言 葉 の 世 界 2 50 50 100

中 国 の 文 学 2 50 50 100

欧 米 の 文 学 2 50 50 100

欧 米 の 言 語 論 2 50 50 100

芸 術 の 世 界 2 50 50 100

日 本 語 表 現 技 術 入 門 2 50 50 100

図 書 館 へ の 招 待 2 50 50 100

コミュニケーションの現在 2 50 50 100

心 と 表 象 2 50 50 100

日 本 事 情 Ａ 2 50 50 100

日 本 事 情 Ｂ 2 50 50 100

英 語 で 学 ぶ 日 本 の 文 化 2 50 50 100

市 民 生 活 と 法 2 50 50 100

憲 法 2 50 50 100

経 済 の し く み 2 50 50 100

現 代 社 会 と 経 済 2 50 50 100

市 民 と 政 治 2 50 50 100

現 代 政 治 を 見 る 眼 2 50 50 100

社 会 的 人 間 論 2 50 50 100

現 代 社 会 の 社 会 学 2 50 50 100

地 域 と 生 活 2 50 50 100

地 域 と 社 会 2 50 50 100

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

教科
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育コース
小一種＋中二種 小一種＋特支一種

対 人 関 係 の 心 理 学 2 50 50 100

知 的 財 産 入 門 2 50 50 100

知 財 ワ ー ク シ ョ ッ プ 2 50 50 100

キ ャ リ ア を 考 え る 2 50 50 100

ボ ラ ン テ ィ ア と
リ ー ダ ー シ ッ プ

2 50 50 100

科 学 ・ 技 術 と 現 代 社 会 2 50 50 100

現 代 の 諸 問 題 2 50 50 100

公 共 社 会 2 50 50 100

多文化コミュニケーション
Ａ

2 50 50 100

多文化コミュニケーション
Ｂ

2 50 50 100

生 命 の し く み 2 50 50 100

自 然 の し く み 2 50 50 100

自 然 と 数 理 2 50 50 100

数 理 の ひ ろ が り 2 50 50 100

宇 宙 の し く み 2 50 50 100

物 質 の 世 界 2 50 50 100

自 然 と 法 則 2 50 50 100

自 然 と 数 理 の 世 界 2 50 50 100

自 然 の 科 学 2 50 50 100

科 学 と 技 術 の 歴 史 2 50 50 100

く ら し と 科 学 技 術 2 50 50 100

科 学 技 術 2 50 50 100

「 環 境 」 を 考 え る 2 50 50 100

生 活 と 環 境 2 50 50 100

都 市 と 環 境 2 50 50 100

地域の環境保全を考える 2 50 50 100

地 球 環 境 と 社 会 2 50 50 100

水 と 環 境 2 50 50 100

廃 棄 物 と 環 境 2 50 50 100

植 物 栽 培 と 環 境
テ ク ノ ロ ジ ー

2 50 50 100

森 林 と 環 境 2 50 50 100

動 物 と 環 境 2 50 50 100

人 の 暮 ら し と 生 物 環 境 2 50 50 100

環 境 マ ネ ジ メ ン ト と
岩 手 大 学

2 50 50 100

環 境 の 科 学 2 50 50 100

現 代 社 会 を み る 視 角 2 50 50 100

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

教科
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育コース
小一種＋中二種 小一種＋特支一種

岩 手 の 研 究 2 50 50 100

環境マネジメント実践学 2 50 50 100

い わ て 学 Ⅰ 2 50 50 100

い わ て 学 Ⅱ 2 50 50 100

宮 沢 賢 治 の 世 界 2 50 50 100

危 機 管 理 と 復 興 2 50 50 100

持続可能なコミュニティー
づ く り 実 践 学

2 50 50 100

地元の企業に学ぶＥＳＤ 2 50 50 100

地 場 産 業 ・ 企 業 論 2 50 50 100

三 陸 の 研 究 2 50 50 100

自 然 災 害 と 社 会 2 50 50 100

東 北 の 歴 史 2 50 50 100

地 域 を 考 え る 2 50 50 100

地 域 と 国 際 社 会 2 50 50 100

海 外 研 修 － 世 界 か ら
地 域 を 考 え る －

2 50 50 100

実
践
知

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 1 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 A 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 B 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 C 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 D 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 E 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 F 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 G 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 H 2 10 20 40 20 10 100

実
践
知

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

教 育 の 思 想 2 2 2 2 30 30 20 20 100

教 育 の 歴 史 2 2 2 2 20 20 20 10 20 10 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 2 10 10 20 20 20 10 10 100

教 育 心 理 学 2 2 2 2 20 20 20 20 20 100

発 達 心 理 学 2 2 2 2 20 20 20 20 20 100

特 別 支 援 教 育 2 2 2 2 20 20 20 40 100

教 育 法 規 2 2 2 2 10 20 20 20 20 10 100

学 校 経 営 ・ 制 度 論 2 2 2 2 20 30 10 10 10 20 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ｃ 2 2 2 2 20 10 20 20 10 10 10 100

教 育 方 法 （ 小 ） 2 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

小 学 校 実 践 研 究 1 1 1 1 10 30 10 30 10 10 100

小 学 校 の 英 語 教 育 2 2 2 2 40 20 20 10 10 100

国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 10 40 30 10 10 100

理 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 10 40 30 10 10 100

生 活 科 教 育 法 2 2 2 2 10 30 10 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 10 40 30 10 10 100

造 形 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 10 40 30 10 10 100

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・判
断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする
能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

１．小学校教育コース

２）教職専門科目（共通科目）

単
位
数

重
付
合
計

小学校教育コース
単位数

小一種＋特支一種小一種＋中二種

教科
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

区
分

科　　目　　名

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

100

2 2 20 20 100

2

30

2010 20

30

20 30

2

教 職 入 門 2

教 育 概 論 2 2

2 2 2

2 2

2

2

教
職
専
門
科
目
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必修 選択 必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

単
位
数

重
付
合
計

小学校教育コース
単位数

小一種＋特支一種小一種＋中二種

教科
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

区
分

科　　目　　名

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

体 育 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 2 20 40 10 10 20 100

道 徳 教 育 の 理 論 と 実 践
（ 小 ）

2 2 2 2 20 20 20 10 10 10 10 100

特 別 活 動 の 理 論 と 方 法
（ 小 ）

2 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

生 徒 指 導 （ 小 ） 2 2 2 2 20 20 30 20 10 100

教 育 相 談 2 2 2 2 20 20 20 10 30 100

観 察 実 習 1 1 1 1 10 10 20 20 20 20 100

学 校 体 験 実 習 1 1 1 1 10 10 20 20 20 20 100

小 学 校 教 育 実 習 4 4 4 4 10 10 20 10 10 20 20 100

小 学 校 教 育 実 習 2 4 4 4 10 10 20 10 10 20 20 100

教 育 実 習 研 究 1 1 1 1 10 10 10 10 10 10 20 20 100

教 職 実 践 演 習 2 2 2 2 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 100

必修 選択 必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

小 学 校 国 語 Ａ 2 2 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 生 活 科 2 2 2 2 10 30 10 30 10 10 100

小 学 校 音 楽 Ａ 1 1 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 図 画 工 作 2 2 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 体 育 Ａ 1 1 1 1 10 20 20 40 10 100

小 学 校 社 会 2 2 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 家 庭 科 2 2 2 2 10 30 10 30 10 10 100

小 学 校 算 数 2 2 2 2 10 20 20 10 20 10 10 100

小 学 校 理 科 Ａ 1 1 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 理 科 Ｂ 1 1 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 国 語 Ｂ 2 2 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 音 楽 Ｂ 1 1 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 体 育 Ｂ 1 1 1 1 10 20 20 40 10 100

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

単
位
数

区
分

科　　目　　名

単位数

教
科
専
門
科
目
（

小
学
校
関
係
）

小学校教育コース
小一種＋中二種 小一種＋特支一種

教科
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

教育・心理・特支
サブコース

知
識
・
理
解

教
職
専
門
科
目
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３）国語サブコース科目

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

日 本 語 学 概 論 Ａ 2 2 60 20 10 10 100

日 本 語 学 概 論 Ｂ 2 2 60 20 10 10 100

日 本 語 学 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 学 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 学 講 義 Ｃ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 学 講 義 Ｄ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 20 40 20 10 10 100

日 本 語 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 20 40 20 10 10 100

国 文 学 史 Ａ 2 60 20 10 10 100

国 文 学 史 Ｂ 2 60 20 10 10 100

国 文 学 史 Ｃ 2 60 20 10 10 100

国 文 学 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

国 文 学 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

国 文 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 20 40 20 10 10 100

国 文 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 20 40 20 10 10 100

国 文 学 実 地 研 究 2 2 20 40 20 10 10 100

漢 文 学 概 論 2 40 20 20 10 10 100

漢 文 学 講 義 2 40 20 20 10 10 100

論 語 講 読 2 2 20 40 20 10 10 100

漢 字 の 文 化 誌 2 2 20 40 20 10 10 100

漢 文 学 特 別 演 習 2 2 20 40 20 10 10 100

重
付
合
計

科　　目　　名
区
分

教
科
専
門
科
目

１．小学校教育コース

2 4

2 2

単位数

単
位
数

小学校教育
コース

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

関
心
・
意
欲

態
度

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現
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必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

科　　目　　名
区
分

単位数

単
位
数

小学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

漢 文 学 実 地 研 究 2 2 20 40 20 10 10 100

国 語 科 特 別 演 習 2 2 20 40 30 10 100

国 語 科 教 育 実 践 特 別 演 習 2 2 20 40 30 10 100

日 本 語 学 特 殊 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

国 文 学 特 殊 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

漢 文 学 特 殊 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

書 法 基 礎 2 2 20 40 20 10 10 100

海 外 実 践 学 修 2 2 20 40 20 10 10 100

日 本 語 教 育 概 論 Ⅰ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 教 育 概 論 Ⅱ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 教 材 論 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 教 授 法 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 教 育 実 習 事 前 指 導 1 1 20 40 20 10 10 100

日 本 語 教 育 実 習 1 1 40 40 10 10 100

学 校 教 育 と 日 本 語 2 2 40 20 20 10 10 100

10 4

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

小 学 校 国 語 Ａ 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 国 語 Ｂ 2 2 10 40 40 10 100

国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 10 30 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 30 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

6

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

重
付
合
計

教
科
専
門
科
目

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

卒　業　要　件
14

卒　業　研　究

教
科

単位数

単
位
数

6

小学校教育
コース

卒　業　要　件

教
職
専
門
科
目

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

関
心
・
意
欲

態
度

知
識
・
理
解

単位数

小学校教育
コース

単
位
数
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４）社会サブコース科目

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

日 本 史 概 論 Ａ 2 2 20 50 30 100

日 本 史 概 論 Ｂ 2 2 20 50 30 100

日 本 史 史 料 講 読 Ａ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 史 料 講 読 Ｂ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 史 料 講 読 Ｃ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 史 料 講 読 Ｄ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 40 40 20 100

日 本 史 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 40 40 20 100

日 本 近 現 代 史 2 2 20 50 30 100

考 古 学 概 論 2 2 20 50 30 100

考 古 学 特 殊 講 義 2 2 20 50 30 100

考 古 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

考 古 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

考 古 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

考 古 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

考 古 学 実 習 Ａ 1 1 40 40 20 100

考 古 学 実 習 Ｂ 1 1 40 40 20 100

重
付
合
計

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

教
科
専
門
科
目

１．小学校教育コース

単
位
数

小学校教育
コース

単位数

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

態
度
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

単位数

態
度

考 古 学 実 習 Ｃ 1 1 40 40 20 100

考 古 学 実 習 Ｄ 1 1 40 40 20 100

西 洋 史 概 論 2 2 20 50 30 100

西 洋 史 外 書 講 読 Ａ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 外 書 講 読 Ｂ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 外 書 講 読 Ｃ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 外 書 講 読 Ｄ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 40 40 20 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 40 40 20 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 40 40 20 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 40 40 20 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 40 40 20 100

東 洋 史 概 論 2 2 20 50 30 100

人 文 地 理 学 概 論 Ａ 2 2 20 50 30 100

人 文 地 理 学 概 論 Ｂ 2 2 20 50 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 A Ⅰ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 A Ⅱ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 A Ⅲ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 B Ⅰ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 B Ⅱ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 B Ⅲ 2 2 30 40 30 100

地 理 学 実 習 Ａ Ⅰ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ａ Ⅱ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ａ Ⅲ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅰ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅱ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅲ 1 1 40 40 20 100

自 然 地 理 学 概 論 Ａ 2 2 20 50 30 100

自 然 地 理 学 概 論 Ｂ 2 2 20 50 30 100

地 誌 学 2 2 20 50 30 100

法 学 概 論 2 2 20 50 30 100

人 権 と 教 育 2 2 20 50 30 100

法 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

単位数

態
度

法 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

法 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

法 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

法 学 特 別 演 習 Ｅ 2 2 30 40 30 100

法 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 20 50 30 100

法 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 20 50 30 100

国 際 政 治 学 2 2 20 50 30 100

現 代 政 治 と 公 民 教 育 2 2 20 50 30 100

社 会 学 概 論 2 2 20 50 30 100

社 会 学 特 殊 講 義 2 2 20 50 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅰ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅱ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅲ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅳ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅴ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅰ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅱ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅲ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅳ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅴ 2 2 30 40 30 100

経 済 学 概 論 2 2 20 50 30 100

国 際 経 済 論 2 2 20 50 30 100

労 働 問 題 2 2 20 50 30 100

哲 学 概 論 2 2 20 50 30 100

哲 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 20 50 30 100

哲 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 20 50 30 100

倫 理 学 概 論 2 2 20 50 30 100

倫 理 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 20 50 30 100

倫 理 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 20 50 30 100

倫 理 思 想 史 Ⅰ 2 2 20 50 30 100

倫 理 思 想 史 Ⅱ 2 2 20 50 30 100

倫 理 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

倫 理 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

倫 理 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

倫 理 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 40 40 20 100

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 40 40 20 100

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

単位数

態
度

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 40 40 20 100

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 40 40 20 100

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 40 40 20 100

宗 教 学 2 2 20 50 30 100

社会科教育学概論Ａ（地理歴史） 2 2 20 50 30 100

社 会 科 教 育 学 特 殊 講 義 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅰ

2 2 20 50 30 100

社 会 科 教 育 学 特 殊 講 義 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅱ

2 2 20 50 30 100

社 会 科 教 育 学 特 別 演 習 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅰ

2 2 30 40 30 100

社 会 科 教 育 学 特 別 演 習 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅱ

2 2 30 40 30 100

社 会 科 教 育 学 特 別 演 習 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅲ

2 2 30 40 30 100

社 会 科 教 育 学 特 別 演 習 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅳ

2 2 30 40 30 100

社会科教育学概論Ｂ（公民） 2 2 20 50 30 100

社会科教育学特殊講義Ｂ（公民）
Ⅰ

2 2 20 50 30 100

社会科教育学特殊講義Ｂ（公民）
Ⅱ

2 2 20 50 30 100

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）
Ⅰ

2 2 30 40 30 100

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）
Ⅱ

2 2 30 40 30 100

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）
Ⅲ

2 2 30 40 30 100

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）
Ⅳ

2 2 30 40 30 100

14

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
教
科

小 学 校 社 会 2 2 10 40 40 10 100

社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 40 10 20 10 10 10 100

社 会 科 教 材 研 究 法 2 2 40 10 20 10 10 10 100

社 会 科 学 習 内 容 構 築 論 2 2 40 20 10 20 10 100

中 等 社 会 科 教 育 法 A

（ 社 会 ・ 地 歴 ）

中 等 社 会 科 教 育 法 B

（ 社 会 ・ 公 民 ）

地 理 歴 史 科 教 育 法 2 2 40 10 20 10 10 10 100

公 民 科 教 育 法 2 2 40 10 20 10 10 10 100

6

重
付
合
計

100

100

10 10

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

態
度

関
心
・
意

欲

2

1020

10

卒　業　要　件

教
科
専
門
科
目

40 102

単
位
数

小学校教育
コース

単位数

14

卒　業　要　件

教
職
専
門
科
目

2

402 2 1010 20 10
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

単位数

態
度

20 40 30 10 100卒　業　研　究 6
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５）技術サブコース科目

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

木 材 概 論 Ⅰ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

木 材 概 論 Ⅱ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

製 図 演 習 1 1 10 30 20 20 10 10 100

機 械 材 料 学 2 2 10 30 20 20 10 10 100

金 属 加 工 実 習 1 1 10 30 20 20 10 10 100

機 械 工 学 概 論 2 2 10 30 20 20 10 10 100

機 械 工 学 実 験 1 1 10 30 20 20 10 10 100

電 気 電 子 工 学 Ⅰ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

電 気 電 子 工 学 Ⅱ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

栽 培 理 論 Ⅰ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

栽 培 理 論 Ⅱ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

作 物 生 産 論 2 2 10 30 20 20 10 10 100

栽 培 学 実 験 1 1 10 30 20 20 10 10 100

情 報 工 学 Ⅰ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

情 報 工 学 Ⅱ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 2 2 10 30 20 20 10 10 100

ネ ッ ト ワ ー ク 演 習 2 2 10 30 20 20 10 10 100

情 報 社 会 と 倫 理 2 2 10 30 20 20 10 10 100

技 術 史 2 2 10 30 20 20 10 10 100

15

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

１．小学校教育コース

単位数

単
位
数

小学校教育
コース

態
度

重
付
合
計

卒　業　要　件
15

教
科
専
門
科
目

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

単位数

単
位
数

小学校教育
コース

態
度

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

技 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 30 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

2

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

卒　業　研　究

教
職
専
門
科
目

6

卒　業　要　件

単位数 関
心
・
意
欲

態
度
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６）家庭サブコース科目

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

生 活 経 営 学 2 2 20 40 10 10 10 10 100

被 服 学 Ⅰ 2 2 50 20 30 100

被 服 学 Ⅱ 2 2 50 20 30 100

被 服 学 Ⅲ 2 2 50 30 20 100

被 服 学 Ⅳ 2 2 50 30 20 100

被 服 学 実 験 実 習 Ⅰ 1 40 20 20 20 100

被 服 学 実 験 実 習 Ⅱ 1 40 20 20 20 100

被 服 学 実 験 実 習 Ⅲ 1 40 20 20 20 100

食 物 学 Ⅰ 2 2 50 20 30 100

食 物 学 Ⅱ 2 2 50 20 30 100

食 物 学 Ⅲ 2 2 50 30 20 100

食 物 学 Ⅳ 2 2 50 30 20 100

食 物 学 実 験 実 習 Ⅰ 1 40 20 20 20 100

食 物 学 実 験 実 習 Ⅱ 1 40 30 30 100

食 生 活 学 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 40 30 30 100

食 生 活 学 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 40 30 30 100

住 居 学 2 2 40 20 20 20 100

保 育 学 2 2 50 20 30 100

生 活 工 学 2 2 40 10 30 20 100

家 政 学 特 講 Ⅰ 2 2 40 10 30 20 100

家 政 学 特 講 Ⅱ 2 2 40 10 30 20 100

12 2

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

１．小学校教育コース

卒　業　要　件
14

知
識
・
理
解

重
付
合
計

1 2

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単位数

単
位
数

小学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

教
科
専
門
科
目

1 1
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

知
識
・
理
解

重
付
合
計

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単位数

単
位
数

小学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

教
科

小 学 校 家 庭 科 2 2 10 30 10 30 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 10 30 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 30 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 　 20 20 10 10 100

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100卒　業　研　究

教
職
専
門
科
目

6

単
位
数

小学校教育
コース

卒　業　要　件

単位数 関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現
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７）英語サブコース科目

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

英 語 学 の 世 界 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 の 文 法 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 学 特 別 演 習 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 学 特 別 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 学 特 別 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 米 文 学 概 論 2 2 40 20 20 10 10 100

英 米 文 学 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 米 文 学 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 米 文 学 特 別 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 米 文 学 特 別 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 音 声 学 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 音 声 学 特 別 演 習 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｓ ) Ⅰ 2 2 20 20 40 10 10 100

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｓ ) Ⅱ 2 2 20 20 40 10 10 100

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｗ ) Ⅰ 2 2 20 20 40 10 10 100

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｗ ) Ⅱ 2 2 20 20 40 10 10 100

英 語 表 現 特 別 研 究 Ａ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 表 現 特 別 研 究 Ｂ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 表 現 特 別 研 究 Ｃ 2 2 20 40 20 10 10 100

異 文 化 理 解 2 2 40 20 20 10 10 100

英語インターンシッププログラム
Ａ

2 2 20 20 20 30 10 100

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
科
専
門
科
目

１．小学校教育コース

重
付
合
計

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

態
度

小学校教育
コース

技
能
・
表
現

単位数

単
位
数

思
考
・
判
断
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

態
度

小学校教育
コース

技
能
・
表
現

単位数

単
位
数

思
考
・
判
断

英語インターンシッププログラム
Ｂ

2 2 20 20 20 30 10 100

英 語 科 教 育 法 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 科 教 育 法 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 科 教 育 法 特 別 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 科 教 育 法 特 別 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

14

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 40 30 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

小 学 校 の 英 語 教 育 2 2 40 20 20 10 10 100

2

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

卒　業　要　件

教
科
専
門
科
目

重
付
合
計

重
付
合
計

卒　業　要　件

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

関
心
・
意
欲

態
度

6卒　業　研　究

単位数

単
位
数

小学校教育
コース

教
職
専
門
科
目

単
位
数

小学校教育
コース

単位数

14
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８）音楽サブコース科目

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ａ Ⅰ 1 20 30 40 10 100

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ｂ Ⅰ 1 20 30 40 10 100

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ａ Ⅱ 1 1* 20 30 40 10 100

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ｂ Ⅱ 1 1* 20 30 40 10 100

声 楽 Ⅰ 1 1 20 20 10 40 10 100

声 楽 Ⅱ 1 1 20 20 10 40 10 100

声 楽 Ⅲ 1 1 20 20 10 40 10 100

声 楽 Ⅳ 1 1 20 20 10 40 10 100

合 唱 1 1 10 20 20 20 10 10 10 100

器 楽 Ａ Ⅰ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ａ Ⅱ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ａ Ⅲ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ａ Ⅳ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ｂ Ⅰ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ｂ Ⅱ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ｂ Ⅲ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ｂ Ⅳ 1 1 20 20 10 40 10 100

伴 奏 法 1 1 20 20 40 20 100

合 奏 Ａ 1 1 10 20 20 20 10 10 10 100

合 奏 Ｂ 1 1 10 30 20 20 10 10 100

器 楽 Ｃ 1 1 20 50 30 100

１．小学校教育コース

重
付
合
計

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

関
心
・
意
欲

態
度

1*

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

器 楽 Ｄ 1 1 20 50 30 100

指 揮 法 1 1 10 10 50 30 100

音 楽 理 論 Ⅰ 2 2 10 30 30 30 100

音 楽 理 論 Ⅱ 2 2 10 30 30 30 100

作 曲 法 Ⅰ 2 2 20 20 20 20 20 100

作 曲 法 Ⅱ 2 2 20 20 20 20 20 100

音 楽 史 Ａ 2 2 20 50 30 100

音 楽 史 Ｂ 2 2 20 50 30 100

声 楽 演 習 Ⅰ 1 1 20 30 50 100

声 楽 演 習 Ⅱ 1 1 20 30 50 100

声 楽 演 習 Ⅲ 1 1 20 30 50 100

声 楽 演 習 Ⅳ 1 1 20 30 50 100

器 楽 演 習 Ａ Ⅰ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ａ Ⅱ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ａ Ⅲ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ａ Ⅳ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ｂ Ⅰ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ｂ Ⅱ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ｂ Ⅲ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ｂ Ⅳ 1 1 20 30 30 20 100

作 曲 演 習 Ⅰ 1 1 10 30 10 30 10 10 100

作 曲 演 習 Ⅱ 1 1 10 30 10 30 10 10 100

作 曲 演 習 Ⅲ 1 1 10 30 10 30 10 10 100

作 曲 演 習 Ⅳ 1 1 10 30 10 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅰ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅱ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅲ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅳ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅰ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅱ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅲ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅳ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

14
14

教
科
専
門
科
目

卒　業　要　件
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

小 学 校 音 楽 Ａ 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 音 楽 Ｂ 1 1 10 40 40 10 100

音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 10 40 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 40 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 演 習 A 1 1 30 10 20 30 10 100

音 楽 科 教 育 法 演 習 B 1 1 30 10 20 30 10 100

保 育 内 容 （ 音 楽 ） 2 2 40 20 20 10 10 100

5

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

重
付
合
計

卒　業　要　件

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

教
科

教
職
専
門
科
目

関
心
・
意
欲

態
度

卒　業　研　究 6

単
位
数

技
能
・
表
現

小学校教育
コース
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９）美術サブコース科目

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

絵 画 基 礎 2 2 10 10 50 30 100

彫 刻 基 礎 2 2 10 10 50 30 100

デ ザ イ ン 基 礎 Ａ 2 2 10 10 50 30 100

工 芸 基 礎 2 2 10 10 50 30 100

美 術 史 入 門 2 2 10 10 50 30 100

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｂ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｆ 1 1 50 50 100

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｂ 1 1 50 50 100

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
科
専
門
科
目

１．小学校教育コース

技
能
・
表
現

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育
コース

コース・単位数

態
度

思
考
・
判
断

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

技
能
・
表
現

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育
コース

コース・単位数

態
度

思
考
・
判
断

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｆ 1 1 50 50 100

デ ザ イ ン 基 礎 Ｂ 2 2 10 10 50 30 100

造形特別演習（デザイン）Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（デザイン）Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（デザイン）Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（デザイン）Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｂ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｆ 1 1 50 50 100

造形特別演習（視覚文化）Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（視覚文化）Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（視覚文化）Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（視覚文化）Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｂ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｆ 1 1 50 50 100

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｂ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｆ 1 1 50 50 100

美 術 史 Ⅰ 2 2 10 10 50 30 100

美 術 史 Ⅱ 2 2 10 10 50 30 100

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

技
能
・
表
現

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育
コース

コース・単位数

態
度

思
考
・
判
断

知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

美 術 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 10 10 40 40 100

美 術 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

美 術 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

美 術 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

色 彩 論 特 別 演 習 2 2 10 10 40 40 100

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ａ 2 2 20 10 20 20 20 10 100

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｂ 2 2 20 10 20 20 20 10 100

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｃ 2 2 20 10 20 20 20 10 100

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｄ 2 2 20 10 20 20 20 10 100

10 4

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
教
科

小 学 校 図 画 工 作 2 2 10 40 40 10 100

造 形 教 育 法 （ 小 ） 2 2 10 40 30 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 40 20 10 20 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 40 20 10 20 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 40 20 10 20 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 40 20 10 20 10 100

保 育 内 容 （ 絵 画 ） 2 2 10 10 50 30 100

6

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

教
科
専
門
科
目

卒　業　要　件

重
付
合
計

コース・単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

重
付
合
計

卒　業　要　件

コース・単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

卒　業　研　究 6

単
位
数

小学校教育
コース

14

関
心
・
意
欲

態
度

関
心
・
意
欲

態
度

教
職
専
門
科
目

単
位
数

小学校教育
コース
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１０）保健体育サブコース科目

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

基礎体育実技（体つくり運動含む） 1 1 10 10 10 10 30 10 10 10 100

体 育 実 技 Ａ （ 水 泳 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体育実技Ｂ（冬季スポーツ含む） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｃ （ 陸 上 競 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｄ （ 器 械 運 動 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｅ （ 武 道 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｆ （ ダ ン ス 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｇ （ 球 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｈ （ 球 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｉ （ 球 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｊ （ 球 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 学 Ａ （ 体 育 原 理 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

体育学Ｃ（体育経営管理学含む） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

体 育 学 Ｄ （ 体 育 社 会 学 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

運 動 学 （ 運 動 方 法 学 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

生 理 学 （ 運 動 生 理 学 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

衛 生 ・ 公 衆 衛 生 学 2 2 20 40 10 10 10 10 100

学校保健Ａ（小児保健・精神保健・
学 校 安 全 含 む ）

2 2 20 40 10 10 10 10 100

学 校 保 健 Ｂ （ 救 急 処 置 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

体 育 学 実 験 1 1 10 10 40 40 100

体 育 学 特 別 演 習 2 2 10 10 40 40 100

※19

　※いずれか１科目選択必修。

１．小学校教育コース

サ
ブ
コ
ー

ス
所
属
専
門
科
目

卒　業　要　件

※2

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・判
断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする
能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

重
付
合
計

コース・単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

19

関
心
・
意
欲

態
度
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

コース・単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

小学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

小 学 校 体 育 Ａ 1 1 10 20 20 40 10 100

小 学 校 体 育 Ｂ 1 1 10 20 20 40 10 100

体 育 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 10 10 30 30 10 10 100

保 育 内 容 （ 健 康 ） 2 2 20 40 10 10 20 100

5

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100卒 業 研 究

コース・単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

6

教
職
専
門
科
目

教
科

重
付
合
計

関
心
・
意
欲

態
度単

位
数

小学校教育
コース

卒　業　要　件
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１１）教育学サブコース科目

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

教 職 入 門 2 30 20 20 30 100

教 育 概 論 2 20 30 10 20 20 100

教 育 の 思 想 2 2 2 30 30 20 20 100

教 育 の 歴 史 2 2 2 20 20 20 10 20 10 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 10 10 20 20 20 10 10 100

教 育 学 演 習 Ａ 1 ※3 ※3 20 20 20 20 10 10 100

教 育 学 演 習 Ｂ 1 ※3 ※3 20 20 20 10 20 10 100

教 育 法 規 2 2 2 10 20 20 20 20 10 100

学 校 経 営 ・ 制 度 論 2 2 2 20 30 10 10 10 20 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ｃ 2 2 2 20 10 20 20 10 10 10 100

教 育 学 演 習 Ｄ 1 ※3 ※3 20 30 30 20 100

教 育 方 法 （ 小 ） 2 10 20 30 10 20 10 100

教 育 方 法 （ 中 ） 2 20 10 30 10 20 10 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 20 10 20 20 10 10 10 100

道徳教育の理論と実践（小） 2 20 20 20 10 10 10 10 100

道徳教育の理論と実践（中） 2 20 20 20 10 10 10 10 100

特別活動の理論と方法（小） 2 10 20 30 10 20 10 100

特別活動の理論と方法（中） 2 10 20 30 10 20 10 100

教 育 学 演 習 Ｃ 1 ※3 ※3 20 30 20 20 10 100

教 授 行 動 論 2 2 2 20 20 20 20 20 100

授 業 実 践 研 究 2 2 2 20 20 20 20 20 100

重
付
合
計

小学校教育コース
単位数

小一種＋中二種

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
職
専
門
科
目

１．小学校教育コース

単
位
数

小一種＋特支一種

教育学サブ
コース

教育学サブ
コース

区
分

科　　目　　名

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

重
付
合
計

小学校教育コース
単位数

小一種＋中二種単
位
数

小一種＋特支一種

教育学サブ
コース

教育学サブ
コース

区
分

科　　目　　名

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

生 活 科 教 育 法 2
小
2

中
2

10 30 10 30 10 10 100

幼 稚 園 の 教 育 課 程 2 2 2 10 10 20 20 10 20 10 100

保 育 内 容 （ 人 間 関 係 ） 2 2 2 10 10 10 20 10 10 20 10 100

保 育 内 容 （ 環 境 ） 2 2 2 10 10 20 10 10 10 10 10 10 100

小 学 校 生 活 科 2
小
2

中
2

10 30 10 30 10 10 100

10 6

※教育学演習A～Dのうち、2科目以上,計2単位以上選択必修。

区
分

科　　目　　名

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100卒　業　研　究

知
識
・
理
解

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

コース・単位数

小学校教育コース

必修 選択

6

思
考
・
判
断

単
位
数

態
度

重
付
合
計

6
卒　業　要　件

教
職
専
門
科
目

10
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１２）心理学サブコース科目

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

教 育 心 理 学 2 20 20 20 20 20 100

発 達 心 理 学 2 20 20 20 20 20 100

教 育 心 理 学 概 論 2 2 2 40 30 30 100

教 育 心 理 学 演 習 1 1※ 1※ 20 10 10 20 10 10 10 10 100

発 達 心 理 学 演 習 1 1※ 1※ 30 30 20 10 10 100

学 習 心 理 学 演 習 1 1※ 1※ 10 10 10 10 10 10 20 20 100

認 知 心 理 学 2 2 2 30 30 20 20 100

心 理 ・ 教 育 統 計 法 Ⅰ 2 2 2 30 30 40 100

心 理 ・ 教 育 統 計 法 Ⅱ 2 2 2 30 30 40 100

心 理 学 実 験 1 1 1 40 30 30 100

心 理 学 実 習 Ⅰ 1 1 1 30 30 40 100

心 理 学 実 習 Ⅱ 1 1 1 20 40 40 100

心 理 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 40 30 30 100

心 理 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 2 40 30 30 100

心 理 学 特 殊 講 義 Ｃ 2 2 2 40 30 30 100

心 理 学 特 殊 講 義 Ｄ 2 2 2 40 30 30 100

教 育 評 価 2 2 2 10 30 10 20 10 20 100

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 （ 中 ） 2 20 20 30 20 10 100

生 徒 指 導 （ 小 ） 2 20 20 30 20 10 100

教 育 相 談 2 20 20 20 10 30 100

教育臨床（いじめ・不登校）心理
学

2 2 2 20 20 30 20 10 100

教
職
専
門
科
目

心理学サブ
コース

１．小学校教育コース

心理学サブ
コース

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育コース
小一種＋中二種 小一種＋特支一種
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

心理学サブ
コース

心理学サブ
コース

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育コース
小一種＋中二種 小一種＋特支一種

教 育 臨 床 心 理 学 演 習 1 1※ 1※ 10 10 20 20 10 30 100

学 校 カ ウ ン セ リ ン グ Ⅰ 2 2 2 10 10 20 20 20 20 100

学 校 カ ウ ン セ リ ン グ Ⅱ 2 2 2 10 10 10 10 10 10 20 20 100

保 育 内 容 （ こ と ば ） 2 2 2 20 20 20 20 20 100

幼 児 の 指 導 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

幼 児 心 理 学 2 2 2 20 20 20 20 20 100

8 2 6

※４科目のうち、３科目選択必修

区
分

科　　目　　名

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

教
職
専
門
科
目

卒　業　研　究 6

卒　業　要　件
10 6

重
付
合
計

単
位
数

小学校教育コース

必修 選択

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

コース・単位数
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１３）特別支援教育サブコース科目

区
分

科　　目　　名

選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

特 別 支 援 教 育 概 説 2 2 10 10 30 30 10 10 100

知 的 障 害 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 50 30 20 100

特 別 支 援 心 理 検 査 法 2 2 2 40 20 20 20 100

肢 体 不 自 由 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 50 30 20 100

病 弱 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 50 30 20 100

知 的 障 害 教 育 課 程 論 2 2 10 40 10 20 10 10 100

知 的 障 害 教 育 指 導 法 2 2 10 40 10 20 10 10 100

特 別 支 援 教 育 指 導 法 2 2 20 30 20 10 10 10 100

知 的 障 害 教 育 授 業 論 2 2 2 10 40 10 20 10 10 100

肢 体 不 自 由
教 育 課 程 ・ 指 導 法

2 2 10 30 20 20 20 100

病 弱 教 育 課 程 ・ 指 導 法 2 2 40 20 20 20 100

特 別 支 援 教 育 実 践 論 2 2 2 20 10 10 20 20 20 100

視 覚 障 害 教 育 総 論 1 1 10 40 10 20 10 10 100

聴 覚 障 害 教 育 総 論 1 1 60 40 100

言 語 障 害 教 育 総 論 1 1 60 40 100

重 度 重 複 障 害 教 育 総 論 1 1 10 40 10 20 10 10 100

軽 度 発 達 障 害 総 論 1 1 60 40 100

特 別 支 援 教 育 実 習 2 2 30 20 20 20 10 100

特 別 支 援 教 育 実 習 研 究 1 1 30 20 20 20 10 100

10 26 6

【小学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②小学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③各教科等の内容及び指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思
考・判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチ
する能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話
し合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

所
属
専
門
科
目

卒　業　要　件

10

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

態
度

単位数

小一種＋中二
種

小一種＋特
支一種

必修

関
心
・
意
欲

10 32
小一種＋中 小一種＋特

１．小学校教育コース

知
識
・
理
解

重
付
合
計
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区
分

科　　目　　名

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

教
職

特 別 支 援 教 育 2 20 20 20 40 100

区
分

科　　目　　名

選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

関
心
・
意
欲

態
度

卒　業　研　究

単位数

小一種＋中二
種

小一種＋特
支一種

必修

6

関
心
・
意
欲

態
度

単
位
数

2

重
付
合
計

重
付
合
計

必修 選択

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

学校教育教員養成課程
全学生
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
実
践
知

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 1 10 20 40 20 10 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 上 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 上 級 ） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1 30 50 20 100

英 語 基 礎 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ａ （ TOEIC 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｂ （ TOEIC 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｃ （ TOEIC 中 級 ） 1 30 50 20 100

合
計

単
位
数

中学校教育コース

中一種＋小
二種

２．中学校教育コース

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

１）教養教育科目

　以下に中学校教育コースの学生が受講する講義を，1）教養教育科目，2）教職専門科目（共通），3）―10）サ
ブコース科目に分けて示す．この内，1）教養教育科目，2）教職専門科目（共通）は，本コース学生に共通の科
目群である．3）―10）サブコース科目は所属したサブコース毎に受講する科目群である．また，全学生は副免取
得が卒業要件となっていることから，ここに表記した科目群に加えて，副免として取得する免許に応じて他コー
ス欄に表記した科目群の科目を履修する必要がある．

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

技
法
知
・
外
国
語

中一種＋他
教科二種

思
考
・
判
断
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

合
計

単
位
数

中学校教育コース

中一種＋小
二種

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

中一種＋他
教科二種

思
考
・
判
断

英 語 発 展 Ｄ （ TOEIC 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｅ （ 実 践 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｆ （ 実 践 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｇ （ 科 学 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｈ （ 科 学 英 語 ） 1 30 50 20 100

初 級 ド イ ツ 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 ド イ ツ 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 ド イ ツ 語 1 30 50 20 100

初 級 フ ラ ン ス 語 ( 入 門 ) 1 30 50 20 100

初 級 フ ラ ン ス 語 ( 発 展 ) 1 30 50 20 100

中 級 フ ラ ン ス 語 1 30 50 20 100

初 級 ロ シ ア 語 ( 入 門 ) 1 30 50 20 100

初 級 ロ シ ア 語 ( 発 展 ) 1 30 50 20 100

中 級 ロ シ ア 語 1 30 50 20 100

初 級 中 国 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 中 国 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 中 国 語 1 30 50 20 100

初 級 韓 国 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 韓 国 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 韓 国 語 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ａ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｂ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｃ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｄ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｅ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｆ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｇ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｈ 1 30 50 20 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ａ 1 20 50 30 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ｂ 1 20 50 30 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ｃ （ シ ー ズ ン ) 1 20 50 30 100

情
報

情 報 基 礎 2 30 50 20 100

哲 学 の 世 界 2 50 50 100

倫 理 学 の 世 界 2 50 50 100

日 本 の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

ア ジ ア の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

技
法
知
・
健
ス
ポ

技
法
知
・
外
国
語

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

合
計

単
位
数

中学校教育コース

中一種＋小
二種

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

中一種＋他
教科二種

思
考
・
判
断

欧 米 の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

日 本 の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

ア ジ ア の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

欧 米 の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

ジ ェ ン ダ ー の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

女 性 と 科 学 の 関 係 史 2 50 50 100

大 学 の 歴 史 と 現 在 2 50 50 100

岩 手 大 学 ミ ュ ー ジ ア ム 学 2 50 50 100

心 の 理 解 2 50 50 100

日 本 の 文 学 2 50 50 100

言 葉 の 世 界 2 50 50 100

中 国 の 文 学 2 50 50 100

欧 米 の 文 学 2 50 50 100

欧 米 の 言 語 論 2 50 50 100

芸 術 の 世 界 2 50 50 100

日 本 語 表 現 技 術 入 門 2 50 50 100

図 書 館 へ の 招 待 2 50 50 100

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 現 在 2 50 50 100

心 と 表 象 2 50 50 100

日 本 事 情 Ａ 2 50 50 100

日 本 事 情 Ｂ 2 50 50 100

英 語 で 学 ぶ 日 本 の 文 化 2 50 50 100

市 民 生 活 と 法 2 50 50 100

憲 法 2 50 50 100

経 済 の し く み 2 50 50 100

現 代 社 会 と 経 済 2 50 50 100

市 民 と 政 治 2 50 50 100

現 代 政 治 を 見 る 眼 2 50 50 100

社 会 的 人 間 論 2 50 50 100

現 代 社 会 の 社 会 学 2 50 50 100

地 域 と 生 活 2 50 50 100

地 域 と 社 会 2 50 50 100

対 人 関 係 の 心 理 学 2 50 50 100

知 的 財 産 入 門 2 50 50 100

知 財 ワ ー ク シ ョ ッ プ 2 50 50 100

キ ャ リ ア を 考 え る 2 50 50 100

ボ ラ ン テ ィ ア と リ ー ダ ー シ ッ プ 2 50 50 100

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

合
計

単
位
数

中学校教育コース

中一種＋小
二種

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

中一種＋他
教科二種

思
考
・
判
断

科 学 ・ 技 術 と 現 代 社 会 2 50 50 100

現 代 の 諸 問 題 2 50 50 100

公 共 社 会 2 50 50 100

多 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ａ 2 50 50 100

多 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ｂ 2 50 50 100

生 命 の し く み 2 50 50 100

自 然 の し く み 2 50 50 100

自 然 と 数 理 2 50 50 100

数 理 の ひ ろ が り 2 50 50 100

宇 宙 の し く み 2 50 50 100

物 質 の 世 界 2 50 50 100

自 然 と 法 則 2 50 50 100

自 然 と 数 理 の 世 界 2 50 50 100

自 然 の 科 学 2 50 50 100

科 学 と 技 術 の 歴 史 2 50 50 100

く ら し と 科 学 技 術 2 50 50 100

科 学 技 術 2 50 50 100

「 環 境 」 を 考 え る 2 50 50 100

生 活 と 環 境 2 50 50 100

都 市 と 環 境 2 50 50 100

地 域 の 環 境 保 全 を 考 え る 2 50 50 100

地 球 環 境 と 社 会 2 50 50 100

水 と 環 境 2 50 50 100

廃 棄 物 と 環 境 2 50 50 100

植 物 栽 培 と 環 境 テ ク ノ ロ ジ ー 2 50 50 100

森 林 と 環 境 2 50 50 100

動 物 と 環 境 2 50 50 100

人 の 暮 ら し と 生 物 環 境 2 50 50 100

環 境 マ ネ ジ メ ン ト と 岩 手 大 学 2 50 50 100

環 境 の 科 学 2 50 50 100

現 代 社 会 を み る 視 角 2 50 50 100

岩 手 の 研 究 2 50 50 100

環 境 マ ネ ジ メ ン ト 実 践 学 2 50 50 100

い わ て 学 Ⅰ 2 50 50 100

い わ て 学 Ⅱ 2 50 50 100

宮 沢 賢 治 の 世 界 2 50 50 100

危 機 管 理 と 復 興 2 50 50 100

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

合
計

単
位
数

中学校教育コース

中一種＋小
二種

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

中一種＋他
教科二種

思
考
・
判
断

持続可能なコミュニティーづくり実践学 2 50 50 100

地 元 の 企 業 に 学 ぶ Ｅ Ｓ Ｄ 2 50 50 100

地 場 産 業 ・ 企 業 論 2 50 50 100

三 陸 の 研 究 2 50 50 100

自 然 災 害 と 社 会 2 50 50 100

東 北 の 歴 史 2 50 50 100

地 域 を 考 え る 2 50 50 100

地 域 と 国 際 社 会 2 50 50 100

海外研修－世界から地域を考える－ 2 50 50 100

実
践
知

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 1 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 A 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 B 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 C 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 D 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 E 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 F 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 G 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 H 2 10 20 40 20 10 100

卒　業　要　件

実
践
知

学
問
知

198

カリキュラムチェックリスト：教育学部



必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

教 職 入 門 2 2 2 30 20 20 30 100

教 育 概 論 2 2 2 20 30 10 20 20 100

教 育 の 思 想 2 2 2 30 30 20 20 100

教 育 の 歴 史 2 2 2 20 20 20 10 20 10 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 10 10 20 20 20 10 10 100

教 育 心 理 学 2 2 2 20 20 20 20 20 100

発 達 心 理 学 2 2 2 20 20 20 20 20 100

特 別 支 援 教 育 2 2 2 20 20 20 40 100

教 育 法 規 2 2 2 10 20 20 20 20 10 100

学 校 経 営 ・ 制 度 論 2 2 2 20 30 10 10 10 20 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ｃ 2 2 2 20 10 20 20 10 10 10 100

教 育 方 法 （ 中 ） 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

中 等 社 会 科 教 育 法 Ａ
（ 社 会 ・ 地 歴 ）

2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

中 等 社 会 科 教 育 法 Ｂ
（ 社 会 ・ 公 民 ）

2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

社 会 科 教 材 研 究 法 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

社 会 科 教 育 内 容 研 究 2 2 2 40 20 10 20 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

２．中学校教育コース

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
職
専
門
科
目

2 2

2 2

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

２）教職専門科目（共通科目）

合
計

単
位
数

中学校教育コース

中一種＋小
二種

中一種＋他
教科二種
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

単
位
数

中学校教育コース

中一種＋小
二種

中一種＋他
教科二種

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 　 20 20 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 演 習 Ａ 1 2 2 30 10 20 30 10 100

音 楽 科 教 育 法 演 習 Ｂ 1 2 2 30 10 20 30 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 10 10 30 30 10 10 100

地 理 歴 史 科 教 育 法 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

公 民 科 教 育 法 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

道徳教育の理論と実践（中） 2 2 2 20 20 20 10 10 10 10 100

特別活動の理論と方法（中） 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 （ 中 ） 2 2 2 20 20 30 20 10 100

教
職
専
門
科
目

所
属
科
の
教
育
法
8

所
属
科
の
教
育
法
8
 
＋
 
他
教
科
の
教
育
法
2
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

単
位
数

中学校教育コース

中一種＋小
二種

中一種＋他
教科二種

教 育 相 談 2 2 2 20 20 20 10 30 100

観 察 実 習 1 1 1 10 10 20 20 20 20 100

学 校 体 験 実 習 1 1 1 10 10 20 20 20 20 100

中 学 校 教 育 実 習 4 4
4＋2
※

10 10 20 10 10 20 20 100

中 学 校 教 育 実 習 2 4
4＋2
※

10 10 20 10 10 20 20 100

教 育 実 習 研 究 1 1 1 10 10 10 10 10 10 20 20 100

教 職 実 践 演 習 2 2 2 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 100

※主免４単位＋他教科２単位

教
職
専
門
科
目

卒　業　要　件
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

日 本 語 学 概 論 Ａ 2 2 60 20 10 10 100

日 本 語 学 概 論 Ｂ 2 2 60 20 10 10 100

日 本 語 学 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 学 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 学 講 義 Ｃ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 学 講 義 Ｄ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 20 40 20 10 10 100

日 本 語 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 20 40 20 10 10 100

国 文 学 史 Ａ 2 2 60 20 10 10 100

国 文 学 史 Ｂ 2 2 60 20 10 10 100

国 文 学 史 Ｃ 2 2 60 20 10 10 100

国 文 学 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

国 文 学 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

国 文 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 20 40 20 10 10 100

国 文 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 20 40 20 10 10 100

国 文 学 実 地 研 究 2 2 20 40 20 10 10 100

漢 文 学 概 論 2 2 40 20 20 10 10 100

漢 文 学 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

論 語 講 読 2 2 20 40 20 10 10 100

漢 字 の 文 化 誌 2 2 20 40 20 10 10 100

漢 文 学 特 別 演 習 2 2 20 40 20 10 10 100

態
度

単位数

単
位
数

中学校教育
コース

２．中学校教育コース

３）国語サブコース科目

関
心
・
意
欲

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

態
度

単位数

単
位
数

中学校教育
コース

関
心
・
意
欲

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

漢 文 学 実 地 研 究 2 2 20 40 20 10 10 100

国 語 科 特 別 演 習 2 2 20 40 30 10 100

国 語 科 教 育 実 践 特 別 演 習 2 2 20 40 20 10 10 100

日 本 語 学 特 殊 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

国 文 学 特 殊 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

漢 文 学 特 殊 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

書 法 基 礎 2 2 20 40 20 10 10 100

海 外 実 践 学 修 2 2 20 40 20 10 10 100

日 本 語 教 育 概 論 Ⅰ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 教 育 概 論 Ⅱ 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 教 材 論 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 教 授 法 2 2 40 20 20 10 10 100

日 本 語 教 育 実 習 事 前 指 導 1 1 20 40 20 10 10 100

日 本 語 教 育 実 習 1 1 40 40 10 10 100

学 校 教 育 と 日 本 語 2 2 40 20 20 10 10 100

18 12

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

小 学 校 国 語 Ａ 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 国 語 Ｂ 2 2 10 40 40 10 100

国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 10 30 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 30 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

8

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

卒　業　要　件

卒　業　要　件

単位数

30

中学校教育
コース

教
科
専
門
科
目

合
計

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

関
心
・
意
欲

態
度

関
心
・
意
欲

態
度

技
能
・
表
現

卒　業　研　究

教
科

教
職
専
門
科
目

単
位
数

単
位
数

6

単位数

中学校教育
コース
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

日 本 史 概 論 Ａ 2 2 20 50 30 100

日 本 史 概 論 Ｂ 2 2 20 50 30 100

日 本 史 史 料 購 読 Ａ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 史 料 購 読 Ｂ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 史 料 購 読 Ｃ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 史 料 購 読 Ｄ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

日 本 史 特 別 研 究 Ⅰ 1 1 40 40 20 100

日 本 史 特 別 研 究 Ⅱ 1 1 40 40 20 100

日 本 近 現 代 史 2 2 20 50 30 100

考 古 学 概 論 2 2 20 50 30 100

考 古 学 特 殊 講 義 2 2 20 50 30 100

考 古 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

考 古 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

考 古 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

考 古 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

考 古 学 実 習 Ａ 1 1 40 40 20 100

考 古 学 実 習 Ｂ 1 1 40 40 20 100

２．中学校教育コース

４）社会サブコース科目

中学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
科
専
門
科
目

単位数

単
位
数
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

中学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単位数

単
位
数

考 古 学 実 習 Ｃ 1 1 40 40 20 100

考 古 学 実 習 Ｄ 1 1 40 40 20 100

西 洋 史 概 論 2 2 20 50 30 100

西 洋 史 外 書 購 読 Ａ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 外 書 購 読 Ｂ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 外 書 購 読 Ｃ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 外 書 購 読 Ｄ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 40 40 20 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 40 40 20 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 40 40 20 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 40 40 20 100

西 洋 史 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 40 40 20 100

東 洋 史 概 論 2 2 20 50 30 100

人 文 地 理 学 概 論 Ａ 2 2 20 50 30 100

人 文 地 理 学 概 論 Ｂ 2 2 20 50 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 A Ⅰ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 A Ⅱ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 A Ⅲ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 B Ⅰ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 B Ⅱ 2 2 30 40 30 100

人 文 地 理 学 特 別 演 習 B Ⅲ 2 2 30 40 30 100

地 理 学 実 習 Ａ Ⅰ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ａ Ⅱ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ａ Ⅲ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅰ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅱ 1 1 40 40 20 100

地 理 学 実 習 Ｂ Ⅲ 1 1 40 40 20 100

自 然 地 理 学 概 論 Ａ 2 2 20 50 30 100

自 然 地 理 学 概 論 Ｂ 2 2 20 50 30 100

地 誌 学 2 2 20 50 30 100

法 学 概 論 2 2 20 50 30 100

人 権 と 教 育 2 2 20 50 30 100

法 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

中学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単位数

単
位
数

法 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

法 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

法 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

法 学 特 別 演 習 Ｅ 2 2 30 40 30 100

法 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 20 50 30 100

法 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 20 50 30 100

国 際 政 治 学 2 2 20 50 30 100

現 代 政 治 と 公 民 教 育 2 2 20 50 30 100

社 会 学 概 論 2 2 20 50 30 100

社 会 学 特 殊 講 義 2 2 20 50 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅰ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅱ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅲ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅳ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ａ Ⅴ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅰ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅱ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅲ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅳ 2 2 30 40 30 100

社 会 学 特 別 演 習 Ｂ Ⅴ 2 2 30 40 30 100

経 済 学 概 論 2 2 20 50 30 100

国 際 経 済 論 2 2 20 50 30 100

労 働 問 題 2 2 20 50 30 100

哲 学 概 論 2 2 20 50 30 100

哲 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 20 50 30 100

哲 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 20 50 30 100

倫 理 学 概 論 2 2 20 50 30 100

倫 理 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 20 50 30 100

倫 理 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 2 20 50 30 100

倫 理 思 想 史 Ⅰ 2 2 20 50 30 100

倫 理 思 想 史 Ⅱ 2 2 20 50 30 100

倫 理 学 特 別 演 習 Ａ 2 2 30 40 30 100

倫 理 学 特 別 演 習 Ｂ 2 2 30 40 30 100

倫 理 学 特 別 演 習 Ｃ 2 2 30 40 30 100

倫 理 学 特 別 演 習 Ｄ 2 2 30 40 30 100

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅰ 2 2 40 40 20 100

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅱ 2 2 40 40 20 100

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

中学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単位数

単
位
数

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅲ 2 2 40 40 20 100

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅳ 2 2 40 40 20 100

倫 理 学 特 別 研 究 Ⅴ 2 2 40 40 20 100

宗 教 学 2 2 20 50 30 100

社会科教育学概論Ａ（地理歴史） 2 2 20 50 30 100

社 会 科 教 育 学 特 殊 講 義 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅰ

2 2 20 50 30 100

社 会 科 教 育 学 特 殊 講 義 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅱ

2 2 20 50 30 100

社 会 科 教 育 学 特 別 演 習 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅰ

2 2 30 40 30 100

社 会 科 教 育 学 特 別 演 習 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅱ

2 2 30 40 30 100

社 会 科 教 育 学 特 別 演 習 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅲ

2 2 30 40 30 100

社 会 科 教 育 学 特 別 演 習 Ａ
（ 地 理 歴 史 ） Ⅳ

2 2 30 40 30 100

社会科教育学概論Ｂ（公民） 2 2 20 50 30 100

社会科教育学特殊講義Ｂ（公民）
Ⅰ

2 2 20 50 30 100

社会科教育学特殊講義Ｂ（公民）
Ⅱ

2 2 20 50 30 100

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）
Ⅰ

2 2 30 40 30 100

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）
Ⅱ

2 2 30 40 30 100

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）
Ⅲ

2 2 30 40 30 100

社会科教育学特別演習Ｂ（公民）
Ⅳ

2 2 30 40 30 100

26 4

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
教
科

小 学 校 社 会 2 2 10 40 40 10 100

社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 40 10 20 10 10 10 100

社 会 科 教 材 研 究 法 2 2 40 10 20 10 10 10 100

社 会 科 教 育 内 容 研 究 2 2 40 20 10 20 10 100

中 等 社 会 科 教 育 法 A

（ 社 会 ・ 地 歴 ）

中 等 社 会 科 教 育 法 B

（ 社 会 ・ 公 民 ）

地 理 歴 史 科 教 育 法 2 2 40 10 20 10 10 10 100

公 民 科 教 育 法 2 2 40 10 20 10 10 10 100

8

関
心
・
意

欲
態
度

30

単位数 思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

10

2 2 40 10 1020

20 10

10 10

40 102 2

卒　業　要　件

教
職
専
門
科
目

100

100

単
位
数

中学校教育
コース

合
計

知
識
・
理
解

10

卒　業　要　件

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

中学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単位数

単
位
数

20 40 30 10 1006卒　業　研　究
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

木 材 概 論 Ⅰ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

木 材 概 論 Ⅱ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

製 図 演 習 1 1 10 30 20 20 10 10 100

機 械 材 料 学 2 2 10 30 20 20 10 10 100

金 属 加 工 実 習 1 1 10 30 20 20 10 10 100

機 械 工 学 概 論 2 2 10 30 20 20 10 10 100

機 械 工 学 実 験 1 1 10 30 20 20 10 10 100

電 気 電 子 工 学 Ⅰ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

電 気 電 子 工 学 Ⅱ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

栽 培 理 論 Ⅰ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

栽 培 理 論 Ⅱ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

作 物 生 産 論 2 2 10 30 20 20 10 10 100

栽 培 学 実 験 1 1 10 30 20 20 10 10 100

情 報 工 学 Ⅰ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

情 報 工 学 Ⅱ 2 2 10 30 20 20 10 10 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 2 2 10 30 20 20 10 10 100

ネ ッ ト ワ ー ク 演 習 2 2 10 30 20 20 10 10 100

情 報 社 会 と 倫 理 2 2 10 30 20 20 10 10 100

技 術 史 2 2 10 30 20 20 10 10 100

25 5

２．中学校教育コース

５）技術サブコース科目

単位数

単
位
数

中学校教育
コース

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
科
専
門
科
目

卒　業　要　件
30
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

単位数

単
位
数

中学校教育
コース

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

技 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 30 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

8

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100卒　業　研　究

教
職
専
門
科
目

6

中学校教育
コース

単位数

単
位
数

卒　業　要　件

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

生 活 経 営 学 2 2 20 40 10 10 10 10 100

被 服 学 Ⅰ 2 2 50 20 30 100

被 服 学 Ⅱ 2 2 50 20 30 100

被 服 学 Ⅲ 2 2 50 30 20 100

被 服 学 Ⅳ 2 2 50 30 20 100

被 服 学 実 験 実 習 Ⅰ 1 40 20 20 20 100

被 服 学 実 験 実 習 Ⅱ 1 40 20 20 20 100

被 服 学 実 験 実 習 Ⅲ 1 40 20 20 20 100

食 物 学 Ⅰ 2 2 50 20 30 100

食 物 学 Ⅱ 2 2 50 20 30 100

食 物 学 Ⅲ 2 2 50 30 20 100

食 物 学 Ⅳ 2 2 50 30 20 100

食 物 学 実 験 実 習 Ⅰ 1 1 40 20 20 20 100

食 物 学 実 験 実 習 Ⅱ 1 1 40 30 30 100

食 生 活 学 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 40 30 30 100

食 生 活 学 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 40 30 30 100

住 居 学 2 2 40 20 20 20 100

保 育 学 2 2 50 20 30 100

生 活 工 学 2 2 40 10 30 20 100

家 政 学 特 講 Ⅰ 2 2 40 10 30 20 100

家 政 学 特 講 Ⅱ 2 2 40 10 30 20 100

17 13

２．中学校教育コース

６）家庭サブコース科目

知
識
・
理
解

単位数

単
位
数

中学校教育
コース

合
計

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
科
専
門
科
目

1 2

卒　業　要　件
30

211

カリキュラムチェックリスト：教育学部



区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

知
識
・
理
解

単位数

単
位
数

中学校教育
コース

合
計

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

教
科

小 学 校 家 庭 科 2 2 10 30 10 30 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 10 30 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 30 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 　 20 20 10 10 100

8

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

卒　業　研　究

教
職
専
門
科
目

6

単
位
数

中学校教育
コース

卒　業　要　件

単位数
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

英 語 学 の 世 界 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 の 文 法 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 学 特 別 演 習 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 学 特 別 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 学 特 別 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 米 文 学 概 論 2 2 40 20 20 10 10 100

英 米 文 学 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 米 文 学 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 米 文 学 特 別 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 米 文 学 特 別 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 音 声 学 講 義 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 音 声 学 特 別 演 習 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｓ ) Ⅰ 2 2 20 20 40 10 10 100

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｓ ) Ⅱ 2 2 20 20 40 10 10 100

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｗ ) Ⅰ 2 2 20 20 40 10 10 100

英 語 表 現 特 別 演 習 ( Ｗ ) Ⅱ 2 2 20 20 40 10 10 100

英 語 表 現 特 別 研 究 Ａ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 表 現 特 別 研 究 Ｂ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 表 現 特 別 研 究 Ｃ 2 2 20 40 20 10 10 100

異 文 化 理 解 2 2 40 20 20 10 10 100

英語インターンシッププログラム
Ａ

2 2 20 20 20 30 10 100

２．中学校教育コース

７）英語サブコース科目

技
能
・
表
現

単位数

中学校教育
コース

単
位
数

知
識
・
理
解

合
計

関
心
・
意
欲

態
度

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

思
考
・
判
断

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

技
能
・
表
現

単位数

中学校教育
コース

単
位
数

知
識
・
理
解

合
計

関
心
・
意
欲

態
度

思
考
・
判
断

英語インターンシッププログラム
Ｂ

2 2 20 20 20 30 10 100

英 語 科 教 育 法 特 別 演 習 Ⅰ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 科 教 育 法 特 別 演 習 Ⅱ 2 2 20 40 20 10 10 100

英 語 科 教 育 法 特 別 講 義 Ａ 2 2 40 20 20 10 10 100

英 語 科 教 育 法 特 別 講 義 Ｂ 2 2 40 20 20 10 10 100

26 4

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 40 30 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

小 学 校 の 英 語 教 育 2 2 40 20 20 10 10 100

8

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

30
卒　業　要　件

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

卒　業　研　究

単位数

単
位
数

中学校教育
コース

教
職
専
門
科
目

6

合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

教
科
専
門
科
目

技
能
・
表
現

単
位
数

中学校教育
コース

卒　業　要　件

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単位数 関
心
・
意
欲

態
度
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ａ Ⅰ 1 20 30 40 10 100

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ｂ Ⅰ 1 20 30 40 10 100

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ａ Ⅱ 1 20 30 40 10 100

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ｂ Ⅱ 1 20 30 40 10 100

声 楽 Ⅰ 1 1 20 20 10 40 10 100

声 楽 Ⅱ 1 1 20 20 10 40 10 100

声 楽 Ⅲ 1 1 20 20 10 40 10 100

声 楽 Ⅳ 1 1 20 20 10 40 10 100

合 唱 1 1 10 20 20 20 10 10 10 100

器 楽 Ａ Ⅰ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ａ Ⅱ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ａ Ⅲ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ａ Ⅳ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ｂ Ⅰ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ｂ Ⅱ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ｂ Ⅲ 1 1 20 20 10 40 10 100

器 楽 Ｂ Ⅳ 1 1 20 20 10 40 10 100

伴 奏 法 1 1 20 20 40 20 100

合 奏 Ａ 1 1 10 20 20 20 10 10 10 100

合 奏 Ｂ 1 1 10 30 20 20 10 10 100

器 楽 Ｃ 1 1 20 50 30 100

２．中学校教育コース

８）音楽サブコース科目

1*

1*

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

合
計

技
能
・
表
現

単
位
数

中学校教育
コース

単位数 関
心
・
意
欲

態
度

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

合
計

技
能
・
表
現

単
位
数

中学校教育
コース

単位数 関
心
・
意
欲

態
度

器 楽 Ｄ 1 1 20 50 30 100

指 揮 法 1 1 10 10 50 30 100

音 楽 理 論 Ⅰ 2 2 10 30 30 30 100

音 楽 理 論 Ⅱ 2 2 10 30 30 30 100

作 曲 法 Ⅰ 2 2 20 20 20 20 20 100

作 曲 法 Ⅱ 2 2 20 20 20 20 20 100

音 楽 史 Ａ 2 2 20 50 30 100

音 楽 史 Ｂ 2 2 20 50 30 100

声 楽 演 習 Ⅰ 1 1 20 30 50 100

声 楽 演 習 Ⅱ 1 1 20 30 50 100

声 楽 演 習 Ⅲ 1 1 20 30 50 100

声 楽 演 習 Ⅳ 1 1 20 30 50 100

器 楽 演 習 Ａ Ⅰ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ａ Ⅱ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ａ Ⅲ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ａ Ⅳ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ｂ Ⅰ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ｂ Ⅱ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ｂ Ⅲ 1 1 20 30 30 20 100

器 楽 演 習 Ｂ Ⅳ 1 1 20 30 30 20 100

作 曲 演 習 Ⅰ 1 1 10 30 10 30 10 10 100

作 曲 演 習 Ⅱ 1 1 10 30 10 30 10 10 100

作 曲 演 習 Ⅲ 1 1 10 30 10 30 10 10 100

作 曲 演 習 Ⅳ 1 1 10 30 10 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅰ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅱ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅲ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ａ Ⅳ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅰ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅱ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅲ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

音 楽 科 教 育 学 演 習 Ｂ Ⅳ 1 1 10 20 20 20 20 10 100

21 9
30

教
科
専
門
科
目

卒　業　要　件
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

合
計

技
能
・
表
現

単
位
数

中学校教育
コース

単位数 関
心
・
意
欲

態
度

小 学 校 音 楽 Ａ 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 音 楽 Ｂ 1 1 10 40 40 10 100

音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 10 40 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 40 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 演 習 A 1 1 30 10 20 30 10 100

音 楽 科 教 育 法 演 習 B 1 1 30 10 20 30 10 100

保 育 内 容 （ 音 楽 ） 2 2 40 20 20 10 10 100

8

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100卒　業　研　究 6

単
位
数

教
科

教
職
専
門
科
目

関
心
・
意
欲

態
度 合

計

卒　業　要　件

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

中学校教育
コース
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

絵 画 基 礎 2 2 10 10 50 30 100

彫 刻 基 礎 2 2 10 10 50 30 100

デ ザ イ ン 基 礎 Ａ 2 2 10 10 50 30 100

工 芸 基 礎 2 2 10 10 50 30 100

美 術 史 入 門 2 2 10 10 50 30 100

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 絵 画 ） Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｂ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 絵 画 ） Ｆ 1 1 50 50 100

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 彫 刻 ） Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｂ 1 1 50 50 100

合
計

単
位
数

中学校教育
コース

コース・単位数 知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

態
度

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・
判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチす
る能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し
合いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

２．中学校教育コース

９）美術サブコース科目

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

合
計

単
位
数

中学校教育
コース

コース・単位数 知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

態
度

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 彫 刻 ） Ｆ 1 1 50 50 100

デ ザ イ ン 基 礎 Ｂ 2 2 10 10 50 30 100

造形特別演習（デザイン）Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（デザイン）Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（デザイン）Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（デザイン）Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｂ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ デ ザ イ ン ） Ｆ 1 1 50 50 100

造形特別演習（視覚文化）Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（視覚文化）Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（視覚文化）Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造形特別演習（視覚文化）Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｂ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 視 覚 文 化 ） Ｆ 1 1 50 50 100

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ａ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 特 別 演 習 （ 工 芸 ） Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ａ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｂ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｃ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｄ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｅ 1 1 50 50 100

造 形 実 習 （ 工 芸 ） Ｆ 1 1 50 50 100

美 術 史 Ⅰ 2 2 10 10 50 30 100

教
科
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

合
計

単
位
数

中学校教育
コース

コース・単位数 知
識
・
理
解

関
心
・
意
欲

態
度

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

美 術 史 Ⅱ 2 2 10 10 50 30 100

美 術 史 特 別 演 習 Ａ 2 2 10 10 40 40 100

美 術 史 特 別 演 習 Ｂ 2 2 10 10 40 40 100

美 術 史 特 別 演 習 Ｃ 2 2 10 10 40 40 100

美 術 史 特 別 演 習 Ｄ 2 2 10 10 40 40 100

色 彩 論 特 別 演 習 2 2 10 10 40 40 100

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ａ 2 2 20 10 20 20 20 10 100

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｂ 2 2 20 10 20 20 20 10 100

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｃ 2 2 20 10 20 20 20 10 100

美 術 科 教 育 特 別 演 習 Ｄ 2 2 20 10 20 20 20 10 100

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
教
科

小 学 校 図 画 工 作 2 2 20 30 20 20 10 100

造 形 教 育 法 （ 小 ） 2 2 10 40 10 20 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 10 40 30 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 30 10 30 10 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 20 20 20 20 10 10 100

保 育 内 容 （ 絵 画 ） 2 2 10 10 50 30 100

8

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

合
計

コース・単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

合
計

コース・単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

関
心
・
意
欲

単
位
数

中学校教育
コース

態
度

卒　業　研　究 6

教
職
専
門
科
目

卒　業　要　件

単
位
数

中学校教育
コース

教
科
専
門
科
目

卒　業　要　件
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

基礎体育実技（体つくり運動含む） 1 1 10 10 10 10 30 10 10 10 100

体 育 実 技 Ａ （ 水 泳 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体育実技Ｂ（冬季スポーツ含む） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｃ （ 陸 上 競 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｄ （ 器 械 運 動 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｅ （ 武 道 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｆ （ ダ ン ス 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｇ （ 球 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｈ （ 球 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｉ （ 球 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 実 技 Ｊ （ 球 技 含 む ） 1 1 10 10 10 10 40 10 10 100

体 育 学 Ａ （ 体 育 原 理 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

体育学Ｃ（体育経営管理学含む） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

体 育 学 Ｄ （ 体 育 社 会 学 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

運 動 学 （ 運 動 方 法 学 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

生 理 学 （ 運 動 生 理 学 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

衛 生 ・ 公 衆 衛 生 学 2 2 20 40 10 10 10 10 100

学校保健Ａ（小児保健・精神保健・
学 校 安 全 含 む ）

2 2 20 40 10 10 10 10 100

学 校 保 健 Ｂ （ 救 急 処 置 含 む ） 2 2 20 40 10 10 10 10 100

体 育 学 実 験 1 1 10 10 40 40 100

体 育 学 特 別 演 習 2 2 10 10 40 40 100

※19 11

　※いずれか１科目選択必修。

教
科
専
門
科
目

卒　業　要　件

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

中学校教育
コース

30

関
心
・
意
欲

態
度

２．中学校教育コース

１０）保健体育サブコース科目

【中学校教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②中学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③取得する免許教科の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・判断す
る能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする能力
を身につけている。

（技能・表現）
⑦中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合いを
主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑨学校教育の現状や課題に強い関心を持ち、学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。

（態度）
⑩学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

※2

合
計

コース・単位数 知
識
・
理
解

221

カリキュラムチェックリスト：教育学部



区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

単
位
数

中学校教育
コース

関
心
・
意
欲

態
度

合
計

コース・単位数 知
識
・
理
解

小 学 校 体 育 Ａ 1 1 10 20 20 40 10 100

小 学 校 体 育 Ｂ 1 1 10 20 20 40 10 100

体 育 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 10 10 30 30 10 10 100

保 育 内 容 （ 健 康 ） 2 2 20 40 10 10 20 100

8

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

20 40 30 10 100

コース・単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

合
計

関
心
・
意
欲

態
度

6

単
位
数

中学校教育
コース

卒　業　研　究

卒　業　要　件

教
職
専
門
科
目

教
科
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
実
践
知

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 1 10 20 40 20 10 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 上 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 上 級 ） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1 30 50 20 100

英 語 基 礎 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ａ （ TOEIC 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｂ （ TOEIC 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｃ （ TOEIC 中 級 ） 1 30 50 20 100

重
付
合
計

単
位
数

理数教育コース
小一種＋中一種

３．理数教育コース

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

　以下に理数教育コースの学生が受講する講義を，1）教養教育科目，2）教職専門科目（共通），3）―4）サブ
コース科目に分けて示す．この内，1）教養教育科目，2）教職専門科目（共通）は，本コース学生に共通の科目群
である．3）―4）サブコース科目は所属したサブコース毎に受講する科目群である．

【理数教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②義務教育段階の学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③理科あるいは算数・数学の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識，理数教育に関する知識，及び実践的な体験を通して，学校教育について
実践的に思考・判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする
能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦理数教育を中心として小学校及び中学校における学習指導の基本的な技能を身につけている。
⑧小学校及び中学校における生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑨ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑩学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，理数教育の充実を中心として学校教育の発　展に貢献しようとする意
欲を持っている。

（態度）
⑪学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

中一種＋小二種

小学校専修 中学校専修

１）教養教育科目

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

技
法
知
・
外
国
語
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

重
付
合
計

単
位
数

理数教育コース
小一種＋中一種区

分
科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

中一種＋小二種

小学校専修 中学校専修

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

英 語 発 展 Ｄ （ TOEIC 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｅ （ 実 践 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｆ （ 実 践 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｇ （ 科 学 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｈ （ 科 学 英 語 ） 1 30 50 20 100

初 級 ド イ ツ 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 ド イ ツ 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 ド イ ツ 語 1 30 50 20 100

初 級 フ ラ ン ス 語 ( 入 門 ) 1 30 50 20 100

初 級 フ ラ ン ス 語 ( 発 展 ) 1 30 50 20 100

中 級 フ ラ ン ス 語 1 30 50 20 100

初 級 ロ シ ア 語 ( 入 門 ) 1 30 50 20 100

初 級 ロ シ ア 語 ( 発 展 ) 1 30 50 20 100

中 級 ロ シ ア 語 1 30 50 20 100

初 級 中 国 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 中 国 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 中 国 語 1 30 50 20 100

初 級 韓 国 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 韓 国 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 韓 国 語 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ａ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｂ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｃ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｄ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｅ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｆ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｇ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｈ 1 30 50 20 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ａ 1 20 50 30 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ｂ 1 20 50 30 100

健康・スポーツＣ （シーズン ) 1 20 50 30 100

情
報

情 報 基 礎 2 30 50 20 100

哲 学 の 世 界 2 50 50 100

倫 理 学 の 世 界 2 50 50 100

日 本 の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

ア ジ ア の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

欧 米 の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

技
法
知
・
健
ス
ポ

学
問
知

技
法
知
・
外
国
語
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

重
付
合
計

単
位
数

理数教育コース
小一種＋中一種区

分
科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

中一種＋小二種

小学校専修 中学校専修

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

日 本 の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

ア ジ ア の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

欧 米 の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

ジ ェ ン ダ ー の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

女 性 と 科 学 の 関 係 史 2 50 50 100

大 学 の 歴 史 と 現 在 2 50 50 100

岩 手 大 学 ミ ュ ー ジ ア ム 学 2 50 50 100

心 の 理 解 2 50 50 100

日 本 の 文 学 2 50 50 100

言 葉 の 世 界 2 50 50 100

中 国 の 文 学 2 50 50 100

欧 米 の 文 学 2 50 50 100

欧 米 の 言 語 論 2 50 50 100

芸 術 の 世 界 2 50 50 100

日 本 語 表 現 技 術 入 門 2 50 50 100

図 書 館 へ の 招 待 2 50 50 100

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 現 在 2 50 50 100

心 と 表 象 2 50 50 100

日 本 事 情 Ａ 2 50 50 100

日 本 事 情 Ｂ 2 50 50 100

英 語 で 学 ぶ 日 本 の 文 化 2 50 50 100

市 民 生 活 と 法 2 50 50 100

憲 法 2 50 50 100

経 済 の し く み 2 50 50 100

現 代 社 会 と 経 済 2 50 50 100

市 民 と 政 治 2 50 50 100

現 代 政 治 を 見 る 眼 2 50 50 100

社 会 的 人 間 論 2 50 50 100

現 代 社 会 の 社 会 学 2 50 50 100

地 域 と 生 活 2 50 50 100

地 域 と 社 会 2 50 50 100

対 人 関 係 の 心 理 学 2 50 50 100

知 的 財 産 入 門 2 50 50 100

知 財 ワ ー ク シ ョ ッ プ 2 50 50 100

キ ャ リ ア を 考 え る 2 50 50 100

ボランティアとリーダーシップ 2 50 50 100

科 学 ・ 技 術 と 現 代 社 会 2 50 50 100

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

重
付
合
計

単
位
数

理数教育コース
小一種＋中一種区

分
科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

中一種＋小二種

小学校専修 中学校専修

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

現 代 の 諸 問 題 2 50 50 100

公 共 社 会 2 50 50 100

多文化コ ミ ュニケー シ ョ ン Ａ 2 50 50 100

多 文 化 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン Ｂ 2 50 50 100

生 命 の し く み 2 50 50 100

自 然 の し く み 2 50 50 100

自 然 と 数 理 2 50 50 100

数 理 の ひ ろ が り 2 50 50 100

宇 宙 の し く み 2 50 50 100

物 質 の 世 界 2 50 50 100

自 然 と 法 則 2 50 50 100

自 然 と 数 理 の 世 界 2 50 50 100

自 然 の 科 学 2 50 50 100

科 学 と 技 術 の 歴 史 2 50 50 100

く ら し と 科 学 技 術 2 50 50 100

科 学 技 術 2 50 50 100

「 環 境 」 を 考 え る 2 50 50 100

生 活 と 環 境 2 50 50 100

都 市 と 環 境 2 50 50 100

地 域 の 環 境 保 全 を 考 え る 2 50 50 100

地 球 環 境 と 社 会 2 50 50 100

水 と 環 境 2 50 50 100

廃 棄 物 と 環 境 2 50 50 100

植物栽培と環境テクノロジー 2 50 50 100

森 林 と 環 境 2 50 50 100

動 物 と 環 境 2 50 50 100

人 の 暮 ら し と 生 物 環 境 2 50 50 100

環境マネジメン トと岩手大学 2 50 50 100

環 境 の 科 学 2 50 50 100

現 代 社 会 を み る 視 角 2 50 50 100

岩 手 の 研 究 2 50 50 100

環 境 マ ネ ジ メ ン ト 実 践 学 2 50 50 100

い わ て 学 Ⅰ 2 50 50 100

い わ て 学 Ⅱ 2 50 50 100

宮 沢 賢 治 の 世 界 2 50 50 100

危 機 管 理 と 復 興 2 50 50 100

持 続 可 能 な コ ミ ュ ニ テ ィ ー
づ く り 実 践 学

2 50 50 100

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

重
付
合
計

単
位
数

理数教育コース
小一種＋中一種区

分
科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

中一種＋小二種

小学校専修 中学校専修

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

地 元 の 企 業 に 学 ぶ Ｅ Ｓ Ｄ 2 50 50 100

地 場 産 業 ・ 企 業 論 2 50 50 100

三 陸 の 研 究 2 50 50 100

自 然 災 害 と 社 会 2 50 50 100

東 北 の 歴 史 2 50 50 100

地 域 を 考 え る 2 50 50 100

地 域 と 国 際 社 会 2 50 50 100

海 外 研 修
－ 世 界 か ら地 域 を 考 え る－

2 50 50 100

実
践
知

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 1 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 A 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 B 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 C 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 D 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 E 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 F 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 G 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 H 2 10 20 40 20 10 100

実
践
知

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

教 職 入 門 2 2 2 30 20 20 30 100

教 育 概 論 2 2 2 20 30 10 20 20 100

教 育 心 理 学 2 2 2 20 20 20 20 20 100

発 達 心 理 学 2 2 2 20 20 20 20 20 100

教 育 の 思 想 2 2 2 30 30 20 20 100

教 育 の 歴 史 2 2 2 20 20 20 10 20 10 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 10 10 20 20 20 10 10 100

教 育 法 規 2 2 2 10 20 20 20 20 10 100

学 校 経 営 ・ 制 度 論 2 2 2 20 30 10 10 10 20 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ｃ 2 2 2 20 10 20 20 10 10 10 100

特 別 支 援 教 育 2 2 2 20 20 20 40 100

教 育 方 法 （ 小 ） 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

教 育 方 法 （ 中 ） 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

ICT を 活 用 し た 理 数 教 育 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 数 教 材 開 発 研 究 1 1 1 30 10 30 10 10 10 100

小 学 校 実 践 研 究 1 1 1 10 30 10 30 10 10 100

国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

理 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

生 活 科 教 育 法 2 2 2 10 30 10 30 10 10 100
12
※

2 2

重
付
合
計

単
位
数

理数教育コース
小一種＋中一種 中一種＋小二種

小学校専修 中学校専修

【理数教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②義務教育段階の学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③理科あるいは算数・数学の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識，理数教育に関する知識，及び実践的な体験を通して，学校教育について
実践的に思考・判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする
能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦理数教育を中心として小学校及び中学校における学習指導の基本的な技能を身につけている。
⑧小学校及び中学校における生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑨ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑩学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，理数教育の充実を中心として学校教育の発　展に貢献しようとする意
欲を持っている。

（態度）
⑪学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
職
専
門
科
目

３．理数教育コース

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意

欲
態
度

２）教職専門科目（共通科目）

228

カリキュラムチェックリスト：教育学部



必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

重
付
合
計

単
位
数

理数教育コース
小一種＋中一種 中一種＋小二種

小学校専修 中学校専修

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意

欲
態
度

音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

造 形 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

体 育 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 20 40 10 10 20 100

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

道徳教育の理論と実践（小） 2 2 2 20 20 20 10 10 10 10 100

道徳教育の理論と実践（中） 2 2 2 20 20 20 10 10 10 10 100

特別活動の理論と方法（小） 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

特別活動の理論と方法（中） 2 2 2 10 20 30 10 10 10 10 100

生 徒 指 導 （ 小 ） 2 2 2 20 20 30 20 10 100

生徒指導・進路指導（中） 2 2 2 20 20 30 20 10 100

教 育 相 談 2 2 2 20 20 20 10 30 100

観 察 実 習 1 1 1 10 10 20 10 10 20 20 100

学 校 体 験 実 習 1 1 1 10 10 20 10 10 20 20 100

小 学 校 教 育 実 習 4 4 2 10 10 10 10 10 10 20 20 100

中 学 校 教 育 実 習 2 2 4 10 10 10 10 10 10 20 20 100

教 育 実 習 研 究 1 1 1 10 10 10 10 10 10 20 20 100

教 職 実 践 演 習 2 2 2 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 100

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

小 学 校 国 語 Ａ 2 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 生 活 科 2 2 2 10 30 10 30 10 10 100

小 学 校 音 楽 Ａ 1 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 図 画 工 作 2 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 体 育 Ａ 1 1 1 10 20 20 40 10 100

小 学 校 社 会 2 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 家 庭 科 2 2 2 10 30 10 30 10 10 100

8 4卒　業　要　件

小一種＋中一種 中一種＋小二種

小学校専修 中学校専修

教
科
専
門
科
目
（

小
学
校
関
係
）

8 4

卒　業　要　件

区
分

科　　目　　名

単位数

単
位
数

理数教育コース
態
度

重
付
合
計

技
能
・
表
現

関
心
・
意

欲

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

教
職
専
門
科
目
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

理数科クロスカリキュラム論 2 2 2 20 10 20 20 10 10 10 100

入 門 物 理 学 2 2 2 60 40 100

入 門 化 学 2 2 2 60 40 100

入 門 生 物 学 2 2 2 60 40 100

入 門 地 学 2 2 2 60 40 100

物 理 学 A 2 2 2 50 30 20 100

物 理 学 B 2 2 2 50 30 20 100

古 典 力 学 2 2 2 50 40 10 100

電 磁 気 学 2 2 2 50 40 10 100

量 子 力 学 2 2 2 50 40 10 100

量 子 統 計 力 学 2 2 2 50 40 10 100

物 理 学 実 験 Ⅰ 1 1 1 40 60 100

物 理 学 実 験 Ⅱ 1 1 1 30 10 50 10 100

化 学 A 2 2 2 50 30 20 100

化 学 B 2 2 2 50 30 20 100

無 機 化 学 2 2 2 50 40 10 100

物 理 化 学 2 2 2 50 40 10 100

分 析 化 学 2 2 2 50 40 10 100

有 機 化 学 2 2 2 50 40 10 100

【理数教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②義務教育段階の学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③理科あるいは算数・数学の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識，理数教育に関する知識，及び実践的な体験を通して，学校教育について
実践的に思考・判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする
能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦理数教育を中心として小学校及び中学校における学習指導の基本的な技能を身につけている。
⑧小学校及び中学校における生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑨ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑩学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，理数教育の充実を中心として学校教育の発　展に貢献しようとする意
欲を持っている。

（態度）
⑪学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
科
専
門
科
目

単
位
数

理数教育
コース

小学校教育
専修

理数教育
コース

中学校教育
専修

３．理数教育コース

３）理科サブコース科目（小学校教育専修・中学校教育専修）

コース・専修・単位数

態
度

関
心
・
意
欲

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

単
位
数

理数教育
コース

小学校教育
専修

理数教育
コース

中学校教育
専修

コース・専修・単位数

態
度

関
心
・
意
欲

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

化 学 演 習 A 1 1 1 20 30 40 10 100

化 学 演 習 B 1 1 1 20 30 40 10 100

化 学 実 験 Ⅰ 1 1 1 40 60 100

化 学 実 験 Ⅱ 1 1 1 30 10 50 10 100

化 学 専 門 実 験 1 1 1 50 20 20 10 100

生 物 学 A 2 2 2 50 30 20 100

生 物 学 B 2 2 2 50 30 20 100

動 物 科 学 2 2 2 50 40 10 100

分 子 生 物 学 2 2 2 50 40 10 100

生 物 学 演 習 A 1 1 1 20 30 50 100

生 物 学 演 習 B 1 1 1 20 30 50 100

生 命 科 学 演 習 Ａ 1 1 1 20 30 50 100

生 命 科 学 演 習 Ｂ 1 1 1 20 30 50 100

生 物 学 実 験 Ⅰ 1 1 1 40 60 100

生 物 学 実 験 Ⅱ 1 1 1 30 10 50 10 100

動 物 科 学 実 験 1 1 1 20 30 50 100

分 子 生 物 学 実 験 1 1 1 20 30 50 100

動 物 学 特 別 実 験 1 1 1 20 30 50 100

地 学 A 2 2 2 50 30 20 100

地 学 B 2 2 2 50 30 20 100

地 球 惑 星 進 化 学 2 2 2 50 40 10 100

岩 石 学 2 2 2 50 40 10 100

気 象 学 2 2 2 50 40 10 100

地 学 野 外 巡 検 A 1 1 1 10 50 10 20 10 100

地 学 野 外 巡 検 B 1 1 1 10 50 10 20 10 100

地 学 野 外 巡 検 C 1 1 1 10 50 10 20 10 100

地 学 野 外 巡 検 D 1 1 1 10 50 10 20 10 100

地 学 実 験 Ⅰ 1 1 1 40 60 100

地 学 実 験 Ⅱ 1 1 1 30 10 50 10 100

理 科 教 育 特 講 Ⅰ 2 2 2 40 20 30 10 100

理 科 教 育 特 講 Ⅱ 2 2 2 40 20 30 10 100

理 科 教 育 特 講 Ⅲ 2 2 2 40 20 30 10 100

理 科 教 育 実 験 特 講 Ⅰ 2 2 2 40 20 30 10 100

理 科 教 育 実 験 特 講 Ⅱ 2 2 2 40 20 30 10 100

理 科 教 育 実 験 特 講 Ⅲ 2 2 2 40 20 30 10 100

18 4 26 4

教
科
専
門
科
目

卒　業　要　件
22 30
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

単
位
数

理数教育
コース

小学校教育
専修

理数教育
コース

中学校教育
専修

コース・専修・単位数

態
度

関
心
・
意
欲

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

小 学 校 理 科 Ａ 1 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 理 科 Ｂ 1 1 1 10 40 40 10 100

ＩＣＴを活用した理数教育 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 数 教 材 開 発 研 究 1 1 1 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

13 11

区
分

科　　目　　名

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

20 40 30 10 100卒　業　研　究

コース・専修・単位数

6

卒　業　要　件

教
職
専
門
科
目

教
科

単
位
数

理数教育
コース

小学校教育
専修

理数教育
コース

中学校教育
専修

関
心
・
意
欲

態
度

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

重
付
合
計
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

代 数 学 Ⅰ 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

代 数 学 Ⅱ 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

代 数 学 Ⅲ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

代 数 学 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

幾 何 学 Ⅰ 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

幾 何 学 Ⅱ 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

幾 何 学 Ⅲ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

幾 何 学 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

解 析 学 Ⅰ 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

解 析 学 Ⅱ 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

解 析 学 Ⅲ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

解 析 学 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

確 率 論 入 門 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 2 2 2 10 10 20 20 10 10 10 10 100

代 数 学 各 論 2 2 2 10 30 10 10 20 10 10 100

幾 何 学 各 論 2 2 2 10 30 10 10 20 10 10 100

解 析 学 各 論 2 2 2 10 30 10 10 20 10 10 100

応 用 数 学 2 2 2 10 30 10 10 20 10 10 100

数 学 教 育 2 2 2 10 10 10 20 10 10 20 10 100

理数科クロスカリキュラム論 2 2 2 20 10 20 20 10 10 10 100

【理数教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②義務教育段階の学校教育及び子どもに関する基礎的な知識を身につけている。
③理科あるいは算数・数学の内容及び指導法に関する知識を身につけている。
④専攻する学問分野の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識，理数教育に関する知識，及び実践的な体験を通して，学校教育について
実践的に思考・判断する能力を身につけている。
⑥専攻する学問分野の探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする
能力を身につけている。

（技能・表現）
⑦理数教育を中心として小学校及び中学校における学習指導の基本的な技能を身につけている。
⑧小学校及び中学校における生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑨ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑩学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，理数教育の充実を中心として学校教育の発　展に貢献しようとする意
欲を持っている。

（態度）
⑪学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し、常に学び続けようとする態度を身につけている。

教
科
専
門
科
目

３．理数教育コース

４）数学サブコース科目（小学校教育専修・中学校教育専修）

理数教育
コース

中学校教育
専修

コース・専修・単位数

単
位
数

理数教育
コース

小学校教育
専修

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

233

カリキュラムチェックリスト：教育学部



区
分

科　　目　　名

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

理数教育
コース

中学校教育
専修

コース・専修・単位数

単
位
数

理数教育
コース

小学校教育
専修

関
心
・
意
欲

態
度

重
付
合
計

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

代 数 学 特 別 講 義 4 4 10 10 20 30 10 20 100

幾 何 学 特 別 講 義 4 4 10 10 20 30 10 20 100

解 析 学 特 別 講 義 4 4 10 10 20 30 10 20 100

数 学 教 育 特 別 講 義 4 4 10 10 20 30 10 20 100

18 4 22 8

区
分

科　　目　　名

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
教
科

小 学 校 算 数 2 2 2 10 20 20 10 20 10 10 100

ＩＣＴを活用した理数教育 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 数 教 材 開 発 研 究 1 1 1 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

13 11

区
分

科　　目　　名

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

20 40 30 10 100

教
科
専
門
科
目

卒　業　要　件

技
能
・
表
現

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

関
心
・
意
欲

4

30

卒　業　研　究

単
位
数

理数教育
コース

小学校教育
専修

教
職
専
門
科
目

思
考
・
判
断

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

単
位
数

理数教育
コース

小学校教育
専修

理数教育
コース

中学校教育
専修

コース・専修・単位数

6

理数教育
コース

中学校教育
専修

コース・専修・単位数
重
付
合
計

重
付
合
計

卒　業　要　件

22

知
識
・
理
解

態
度
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬
実
践
知

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 1 10 20 40 20 10 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅰ （ 上 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 総 合 Ⅱ （ 上 級 ） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（初級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（初級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（中級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（中級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅠ（上級） 1 30 50 20 100

英語コミュニケーションⅡ（上級） 1 30 50 20 100

重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

１）教養教育科目

関
心
・
意
欲

態
度

【特別支援教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②特別支援学校における教育及び小学校教育または中学校教育並びに子どもに関する基礎的な知識を身につけてい
る。
③特別支援学校及び小学校または中学校の各教科等の内容並びに指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④特別支援教育の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・判
断する能力を身につけている。
⑥特別支援教育への探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする能
力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校または中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧特別支援学校における指導及び支援、特別支援学校が有するセンター的機能に求められる相談支援のための基礎
的な技能を身につけている。
⑨ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑩学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。
⑪特別支援教育の現状や課題に強い関心を持ち，最新の動向の把握に努め，特別支援教育の発展に貢献しようとす
る意欲を持っている。

（態度）
⑫学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し，常に学び続けようとする態度を身につけている。
⑬特別支援教育に対する強い使命感と責任を自覚し，児童生徒及び保護者の思いに寄り添う態度を身につけてい
る。

４．特別支援教育コース

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

　以下に特別支援教育コースの学生が受講する講義を，1）教養教育科目，2）教職専門科目（共通），3）特別支
援専門科目に分けて示す．これらの科目群は，本コースの学生に共通の科目群である．本コースの学生は，この他
に基礎免許となる小学校教員免許あるいは中学校教員免許の取得が必要である．よって，ここに表記した科目群に
加えて，基礎免として取得する免許に応じて他コース欄に表記した科目群の科目を履修する必要がある．

技
法
知
・
外
国
語
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

英 語 基 礎 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ａ （ TOEIC 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｂ （ TOEIC 初 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｃ （ TOEIC 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｄ （ TOEIC 中 級 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｅ （ 実 践 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｆ （ 実 践 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｇ （ 科 学 英 語 ） 1 30 50 20 100

英 語 発 展 Ｈ （ 科 学 英 語 ） 1 30 50 20 100

初 級 ド イ ツ 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 ド イ ツ 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 ド イ ツ 語 1 30 50 20 100

初 級 フ ラ ン ス 語 ( 入 門 ) 1 30 50 20 100

初 級 フ ラ ン ス 語 ( 発 展 ) 1 30 50 20 100

中 級 フ ラ ン ス 語 1 30 50 20 100

初 級 ロ シ ア 語 ( 入 門 ) 1 30 50 20 100

初 級 ロ シ ア 語 ( 発 展 ) 1 30 50 20 100

中 級 ロ シ ア 語 1 30 50 20 100

初 級 中 国 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 中 国 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 中 国 語 1 30 50 20 100

初 級 韓 国 語 （ 入 門 ） 1 30 50 20 100

初 級 韓 国 語 （ 発 展 ） 1 30 50 20 100

中 級 韓 国 語 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ａ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｂ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｃ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｄ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｅ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｆ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｇ 1 30 50 20 100

上 級 日 本 語 Ｈ 1 30 50 20 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ａ 1 20 50 30 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ Ｂ 1 20 50 30 100

健康・スポーツＣ （シーズン ) 1 20 50 30 100

情
報

情 報 基 礎 2 30 50 20 100

技
法
知
・
健
ス
ポ

技
法
知
・
外
国
語
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

哲 学 の 世 界 2 50 50 100

倫 理 学 の 世 界 2 50 50 100

日 本 の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

ア ジ ア の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

欧 米 の 思 想 と 文 化 2 50 50 100

日 本 の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

ア ジ ア の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

欧 米 の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

ジ ェ ン ダ ー の 歴 史 と 文 化 2 50 50 100

女 性 と 科 学 の 関 係 史 2 50 50 100

大 学 の 歴 史 と 現 在 2 50 50 100

岩 手 大 学 ミ ュ ー ジ ア ム 学 2 50 50 100

心 の 理 解 2 50 50 100

日 本 の 文 学 2 50 50 100

言 葉 の 世 界 2 50 50 100

中 国 の 文 学 2 50 50 100

欧 米 の 文 学 2 50 50 100

欧 米 の 言 語 論 2 50 50 100

芸 術 の 世 界 2 50 50 100

日 本 語 表 現 技 術 入 門 2 50 50 100

図 書 館 へ の 招 待 2 50 50 100

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 現 在 2 50 50 100

心 と 表 象 2 50 50 100

日 本 事 情 Ａ 2 50 50 100

日 本 事 情 Ｂ 2 50 50 100

英 語 で 学 ぶ 日 本 の 文 化 2 50 50 100

市 民 生 活 と 法 2 50 50 100

憲 法 2 50 50 100

経 済 の し く み 2 50 50 100

現 代 社 会 と 経 済 2 50 50 100

市 民 と 政 治 2 50 50 100

現 代 政 治 を 見 る 眼 2 50 50 100

社 会 的 人 間 論 2 50 50 100

現 代 社 会 の 社 会 学 2 50 50 100

地 域 と 生 活 2 50 50 100

地 域 と 社 会 2 50 50 100

対 人 関 係 の 心 理 学 2 50 50 100

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

知 的 財 産 入 門 2 50 50 100

知 財 ワ ー ク シ ョ ッ プ 2 50 50 100

キ ャ リ ア を 考 え る 2 50 50 100

ボランティアとリーダーシップ 2 50 50 100

科 学 ・ 技 術 と 現 代 社 会 2 50 50 100

現 代 の 諸 問 題 2 50 50 100

公 共 社 会 2 50 50 100

多文化コ ミ ュニケー シ ョ ン Ａ 2 50 50 100

多 文 化 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン Ｂ 2 50 50 100

生 命 の し く み 2 50 50 100

自 然 の し く み 2 50 50 100

自 然 と 数 理 2 50 50 100

数 理 の ひ ろ が り 2 50 50 100

宇 宙 の し く み 2 50 50 100

物 質 の 世 界 2 50 50 100

自 然 と 法 則 2 50 50 100

自 然 と 数 理 の 世 界 2 50 50 100

自 然 の 科 学 2 50 50 100

科 学 と 技 術 の 歴 史 2 50 50 100

く ら し と 科 学 技 術 2 50 50 100

科 学 技 術 2 50 50 100

「 環 境 」 を 考 え る 2 50 50 100

生 活 と 環 境 2 50 50 100

都 市 と 環 境 2 50 50 100

地 域 の 環 境 保 全 を 考 え る 2 50 50 100

地 球 環 境 と 社 会 2 50 50 100

水 と 環 境 2 50 50 100

廃 棄 物 と 環 境 2 50 50 100

植物栽培と環境テクノロジー 2 50 50 100

森 林 と 環 境 2 50 50 100

動 物 と 環 境 2 50 50 100

人 の 暮 ら し と 生 物 環 境 2 50 50 100

環境マネジメン トと岩手大学 2 50 50 100

環 境 の 科 学 2 50 50 100

現 代 社 会 を み る 視 角 2 50 50 100

岩 手 の 研 究 2 50 50 100

環 境 マ ネ ジ メ ン ト 実 践 学 2 50 50 100

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

態
度

区
分

科　　目　　名

単位数 知
識
・
理
解

い わ て 学 Ⅰ 2 50 50 100

い わ て 学 Ⅱ 2 50 50 100

宮 沢 賢 治 の 世 界 2 50 50 100

危 機 管 理 と 復 興 2 50 50 100

持 続 可 能 な コ ミ ュ ニ テ ィ ー
づ く り 実 践 学

2 50 50 100

地 元 の 企 業 に 学 ぶ Ｅ Ｓ Ｄ 2 50 50 100

地 場 産 業 ・ 企 業 論 2 50 50 100

三 陸 の 研 究 2 50 50 100

自 然 災 害 と 社 会 2 50 50 100

東 北 の 歴 史 2 50 50 100

地 域 を 考 え る 2 50 50 100

地 域 と 国 際 社 会 2 50 50 100

海 外 研 修 － 世 界 か ら
地 域 を 考 え る －

2 50 50 100

実
践
知

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 1 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 A 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 B 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 C 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 D 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 E 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 F 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 G 2 10 20 40 20 10 100

地 域 課 題 演 習 H 2 10 20 40 20 10 100

卒　業　要　件

実
践
知

学
問
知
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

教 職 入 門 2 2 2 30 20 20 30 100

教 育 概 論 2 2 2 20 30 10 20 20 100

教 育 の 思 想 2 2 2 30 30 20 20 100

教 育 の 歴 史 2 2 2 20 20 20 10 20 10 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ａ 2 2 2 10 10 20 20 20 10 10 100

教 育 心 理 学 2 2 2 20 20 20 20 20 100

発 達 心 理 学 2 2 2 20 20 20 20 20 100

特 別 支 援 教 育 2 2 2 20 20 20 40 100

教 育 法 規 2 2 2 10 20 20 20 20 10 100

学 校 経 営 ・ 制 度 論 2 2 2 20 30 10 10 10 20 100

教 育 学 特 殊 講 義 Ｃ 2 2 2 20 10 20 20 10 10 10 100

教 育 方 法 （ 小 ） 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

教 育 方 法 （ 中 ） 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

小 学 校 実 践 研 究 1 1 1 10 30 10 30 10 10 100

小 学 校 の 英 語 教 育 2 2 2 40 20 20 10 10 100

国 語 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

社 会 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

【特別支援教育コース】
（知識・理解）
①総合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②特別支援学校における教育及び小学校教育または中学校教育並びに子どもに関する基礎的な知識を身につけてい
る。
③特別支援学校及び小学校または中学校の各教科等の内容並びに指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④特別支援教育の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・判
断する能力を身につけている。
⑥特別支援教育への探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする能
力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校または中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧特別支援学校における指導及び支援、特別支援学校が有するセンター的機能に求められる相談支援のための基礎
的な技能を身につけている。
⑨ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑩学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。
⑪特別支援教育の現状や課題に強い関心を持ち，最新の動向の把握に努め，特別支援教育の発展に貢献しようとす
る意欲を持っている。

（態度）
⑫学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し，常に学び続けようとする態度を身につけている。
⑬特別支援教育に対する強い使命感と責任を自覚し，児童生徒及び保護者の思いに寄り添う態度を身につけてい
る。

教
職
専
門
科
目

2 2

態
度

関
心
・
意
欲

４．特別支援教育コース

区
分

科　　目　　名

単位数
重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

２）教職専門科目（共通科目）

2 2
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

態
度

関
心
・
意
欲

区
分

科　　目　　名

単位数
重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

数 学 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

理 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

生 活 科 教 育 法 2 2 2 10 30 10 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

造 形 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 40 30 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

体 育 科 教 育 法 （ 小 ） 2 2 2 20 40 10 10 20 100

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

中 等 社 会 科 教 育 法 Ａ
（ 社 会 ・ 地 歴 ）

2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

中 等 社 会 科 教 育 法 Ｂ
（ 社 会 ・ 公 民 ）

2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

社 会 科 教 材 研 究 法 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

社 会 科 教 育 内 容 研 究 2 2 2 40 20 10 20 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

数 学 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

理 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

技 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 30 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

家 庭 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 　 20 20 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

教
職
専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

重
付
合
計

区
分

科　　目　　名

単位数

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

所
属
科
の
教
育
法
8

関
心
・
意
欲

小学校基
礎免許

中学校
基礎免許

態
度
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

態
度

関
心
・
意
欲

区
分

科　　目　　名

単位数
重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

音 楽 科 教 育 法 演 習 Ａ 1 2 2 30 10 20 30 10 100

音 楽 科 教 育 法 演 習 Ｂ 1 2 2 30 10 20 30 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 10 40 30 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 30 10 30 10 10 10 100

美 術 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 20 20 20 20 10 10 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅰ 2 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅱ 2 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅲ 2 2 2 20 40 10 10 20 100

保 健 体 育 科 教 育 法 Ⅳ 2 2 2 10 10 30 30 10 10 100

地 理 歴 史 科 教 育 法 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

公 民 科 教 育 法 2 2 2 40 10 20 10 10 10 100

必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

道徳教育の理論と実践（小） 2 2 2 20 20 20 10 10 10 10 100

道徳教育の理論と実践（中） 2 2 2 20 20 20 10 10 10 10 100

特別活動の理論と方法（小） 2 2 2 10 20 30 10 20 10 100

特別活動の理論と方法（中） 2 2 2 20 10 30 20 10 10 100

生 徒 指 導 （ 小 ） 2 2 2 20 20 30 20 10 100

生徒指導・進路指導（中） 2 2 2 20 20 30 20 10 100

教 育 相 談 2 2 2 20 20 20 10 30 100

観 察 実 習 1 1 1 10 10 30 30 10 10 100

学 校 体 験 実 習 1 1 1 10 10 30 30 10 10 100

小 学 校 教 育 実 習 4 4 2 10 30 30 10 10 10 100

中 学 校 教 育 実 習 4 2 4 10 30 30 10 10 10 100

教 育 実 習 研 究 1 1 1 20 10 20 20 10 20 100

教 職 実 践 演 習 2 2 2 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 100

54 41

教
職
専
門
科
目

合
計

区
分

科　　目　　名

単位数

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

知
識
・
理
解

教
職
専
門
科
目

卒　業　要　件
54 41

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

関
心
・
意
欲

態
度
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必修 選択 必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

態
度

関
心
・
意
欲

区
分

科　　目　　名

単位数
重
付
合
計

単
位
数

特別支援教育コース
特支一種＋小一種 特支一種＋中一種

小学校
基礎免許

中学校
基礎免許

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

小 学 校 国 語 Ａ 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 生 活 科 2 2 10 30 10 30 10 10 100

小 学 校 音 楽 Ａ 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 図 画 工 作 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 体 育 Ａ 1 1 10 20 20 40 10 100

小 学 校 社 会 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 家 庭 科 2 2 10 30 10 30 10 10 100

小 学 校 算 数 2 2 10 20 20 10 20 10 10 100

小 学 校 理 科 Ａ 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 理 科 Ｂ 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 国 語 Ｂ 2 2 10 40 40 10 100

小 学 校 音 楽 Ｂ 1 1 10 40 40 10 100

小 学 校 体 育 Ｂ 1 1 10 20 20 40 10 100

16

教
科
専
門
科
目
（

小
学
校
関
係
）

卒　業　要　件
16
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

特 別 支 援 教 育 概 説 2 2 10 20 20 10 20 20 100

知 的 障 害 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 40 20 20 20 100

特 別 支 援 心 理 検 査 法 2 2 40 20 10 10 10 10 100

肢 体 不 自 由 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 40 20 20 20 100

病 弱 者 の
心 理 ・ 生 理 ・ 病 理

2 2 40 20 20 20 100

知 的 障 害 教 育 課 程 論 2 2 10 10 20 20 20 10 10 100

知 的 障 害 教 育 指 導 法 2 2 10 10 20 10 20 10 10 10 100

特 別 支 援 教 育 指 導 法 2 2 10 20 10 10 10 10 10 20 100

知 的 障 害 教 育 授 業 論 2 2 10 10 20 10 20 10 10 10 100

肢 体 不 自 由
教 育 課 程 ・ 指 導 法

2 2 10 30 20 10 10 10 10 100

病 弱 教 育 課 程 ・ 指 導 法 2 2 30 20 10 20 10 10 100

特 別 支 援 教 育 実 践 論 2 2 10 10 10 20 20 10 20 100

視 覚 障 害 教 育 総 論 1 1 10 10 20 20 20 10 10 100

聴 覚 障 害 教 育 総 論 1 1 50 30 20 100

言 語 障 害 教 育 総 論 1 1 50 30 20 100

重 度 重 複 障 害 教 育 総 論 1 1 10 10 20 20 20 10 10 100

軽 度 発 達 障 害 総 論 1 1 50 30 20 100

特 別 支 援 教 育 実 習 2 2 30 10 10 10 10 10 10 10 100

特 別 支 援 教 育 実 習 研 究 1 1 30 10 10 10 10 10 10 10 100

26

４．特別支援教育コース

３）特別支援教育科目

単位数

単
位
数

小学校基礎免許
中学校基礎免許

態
度

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

卒　業　要　件
26

関
心
・
意
欲

【特別支援教育コース】
（知識・理解）
①合的思考力を養うために幅広い視野と教養を身につけている。
②特別支援学校における教育及び小学校教育または中学校教育並びに子どもに関する基礎的な知識を身につけてい
る。
③特別支援学校及び小学校または中学校の各教科等の内容並びに指導法に関する基礎的な知識を身につけている。
④特別支援教育の専門的知識を身につけている。

（思考・判断）
⑤学校教育に関する総合的な基礎的知識と実践的な体験を通して、学校教育について多面的かつ実践的に思考・判
断する能力を身につけている。
⑥特別支援教育への探求的な活動を通して、課題分析力、論理的思考力及びものごとを創造的にアプローチする能
力を身につけている。

（技能・表現）
⑦小学校または中学校における学習指導及び生活指導のための基礎的な技能を身につけている。
⑧特別支援学校における指導及び支援、特別支援学校が有するセンター的機能に求められる相談支援のための基礎
的な技能を身につけている。
⑨ものごとを計画的に進め、その結果を整理して口頭や文章で的確に表現することができる。また、授業や話し合
いを主導的に進めたり、協調的に議論したりすることができる。

（関心・意欲）
⑩学校教育の現状や課題に強い関心を持ち，学校教育の発展に貢献しようとする意欲を持っている。
⑪特別支援教育の現状や課題に強い関心を持ち，最新の動向の把握に努め，特別支援教育の発展に貢献しようとす
る意欲を持っている。

（態度）
⑫学校教育に対する強い使命感と責任を自覚し，常に学び続けようとする態度を身につけている。
⑬特別支援教育に対する強い使命感と責任を自覚し，児童生徒及び保護者の思いに寄り添う態度を身につけてい
る。

所
属
専
門
科
目

重
付
合
計
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区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬
教
職

特 別 支 援 教 育 2 2 20 20 20 40 100

区
分

科　　目　　名

必修 選択 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

6 20 40 20 10 10 100

態
度

学校教育教員
養成課程全学

生

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

卒 業 研 究

単位数

単
位
数

小学校基礎免
許

中学校基礎免
許

6

知
識
・
理
解

態
度

重
付
合
計

単
位
数

知
識
・
理
解

思
考
・
判
断

技
能
・
表
現

関
心
・
意
欲

関
心
・
意
欲

重
付
合
計
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化学コースの学位授与の方針
（知識・理解）
１．幅広い教養と理工学分野の基礎学力を身につけている。
２．化学に関する専門知識を有し、それらを応用できる。

（思考・判断） 
３．地域における諸問題を分析し、その解決法を論理的に提案できる。
４．化学に関する専門知識に基づいて、直面する課題に対する解決法を思考することができる。

（技能・表現）
５．化学技術者として必要な基本的実験技能を有する。

（関心・意欲・態度） 
７．地域における課題、化学に関する研究動向に関心を持っている。
８．化学に関する知識や技能を活かして、社会に貢献する意欲と態度を持っている。

1 2 3 4 5 6 7 8

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 30 30 10 20 10 100

外 国 語 科 目 20 80 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 100 100

情 報 科 目 20 20 40 20 100

文 化 科 目 80 20 100

社 会 科 目 80 20 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 80 20 100

環 境 科 目 80 20 100

地 域 科 目 50 30 20 100

地 域 課 題 演 習 60 20 10 10 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 40 20 10 20 10 100

基 礎 数 学 100 100

微 分 積 分 学 Ⅰ 100 100

微 分 積 分 学 Ⅱ 100 100

線 形 代 数 学 100 100

微 分 方 程 式 100 100

ベ ク ト ル 解 析 100 100

確 率 統 計 学 100 100

フ ー リ エ 解 析 100 100

物 理 学 Ⅰ 100 100

物 理 学 Ⅱ 100 100

化 学 Ⅰ 50 50 100

化 学 Ⅱ 50 50 100

生 物 学 100 100

理工学部　カリキュラムチェックリスト

６．実験や調査結果を論理的に表現する文章作成能力を有し、国際的に通用するプレゼンテーション能力を身に
つけている。

教
養
教
育
科
目

化学・生命理工学科　化学コース

知識・理解 思考・判断 技能・表現
興味・関心・

態度

科
目
区
分

授業科目の名称

重
付
合
計

学位授与の方針

専
門
基
礎
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8

知識・理解 思考・判断 技能・表現
興味・関心・

態度

科
目
区
分

授業科目の名称

重
付
合
計

学位授与の方針

ソ フ ト パ ス 理 工 学 概 論 20 30 20 30 100

原 子 力 工 学 50 50 100

技 術 者 倫 理 50 50 100

工 業 経 営 管 理 論 50 50 100

知 的 財 産 権 概 論 50 50 100

特 許 法 特 講 50 50 100

社 会 体 験 学 習 30 30 40 100

国 際 研 修 30 30 40 100

化 学 生 命 研 修 Ⅰ 30 30 20 20 100

化 学 生 命 研 修 Ⅱ 30 30 20 20 100

化 学 生 命 概 論 40 20 20 20 100

科 学 英 語 Ⅰ 50 50 100

科 学 英 語 Ⅱ 50 50 100

基 礎 分 析 化 学 50 50 100

無 機 構 造 化 学 50 50 100

基 礎 物 理 化 学 50 50 100

物 理 化 学 Ⅰ 50 50 100

有 機 化 学 Ⅰ 50 50 100

量 子 化 学 50 50 100

基 礎 化 学 工 学 50 50 100

有 機 合 成 化 学 50 50 100

生 化 学 50 50 100

神 経 科 学 概 論 50 50 100

発 生 生 物 学 50 50 100

分 子 遺 伝 学 50 50 100

医 薬 品 科 学 50 50 100

無 機 反 応 化 学 50 50 100

物 理 化 学 Ⅱ 50 50 100

有 機 化 学 Ⅱ 50 50 100

有 機 化 学 Ⅲ 50 50 100

基 礎 高 分 子 化 学 50 50 100

高 分 子 合 成 化 学 50 50 100

無 機 物 質 化 学 Ⅰ 50 50 100

無 機 物 質 化 学 Ⅱ 50 50 100

化
学
コ
ー

ス
科
目

学
部
内
共
通
科
目

学
科
内
共
通
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8

知識・理解 思考・判断 技能・表現
興味・関心・

態度

科
目
区
分

授業科目の名称

重
付
合
計

学位授与の方針

物 性 物 理 化 学 50 50 100

構 造 物 理 化 学 50 50 100

分 析 化 学 50 50 100

有 機 反 応 化 学 50 50 100

構 造 有 機 化 学 50 50 100

無 機 工 業 化 学 50 50 100

化 学 工 学 Ⅰ 50 50 100

機 器 分 析 化 学 50 50 100

反 応 工 学 50 50 100

化 学 工 学 Ⅱ 50 50 100

分 子 構 造 解 析 学 50 50 100

高 分 子 材 料 化 学 50 50 100

有 機 工 業 化 学 50 50 100

化 学 理 工 学 情 報 Ⅰ 50 50 100

化 学 理 工 学 情 報 Ⅱ 50 50 100

化 学 理 工 学 演 習 Ⅰ 50 50 100

化 学 理 工 学 演 習 Ⅱ 50 50 100

化 学 理 工 学 実 験 Ⅰ 10 20 50 20 100

化 学 理 工 学 実 験 Ⅱ 10 20 50 20 100

化 学 理 工 学 研 修 50 50 100

卒 業 研 究 20 40 40 100

分 子 細 胞 生 物 学 Ⅰ 0

分 子 細 胞 生 物 学 Ⅱ 0

分 子 細 胞 生 物 学 Ⅲ 0

基 礎 生 理 学 0

人 体 解 剖 学 0

生 命 情 報 学 0

生 体 計 測 工 学 0

生 物 統 計 学 0

臨 床 生 理 学 0

ブ レ イ ン サ イ エ ン ス 0

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 0

シ ス テ ム 生 理 学 0

再 生 医 療 工 学 0

化
学
コ
ー

ス
科
目

生
命
コ
ー

ス
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8

知識・理解 思考・判断 技能・表現
興味・関心・

態度

科
目
区
分

授業科目の名称

重
付
合
計

学位授与の方針

医 療 機 器 工 学 0

微 生 物 学 概 論 0

栄 養 化 学 0

生 命 理 工 学 演 習 Ⅰ 0

生 命 理 工 学 演 習 Ⅱ 0

英 語 論 文 講 読 Ⅰ 0

英 語 論 文 講 読 Ⅱ 0

生 命 理 工 学 実 験 Ⅰ 0

生 命 理 工 学 実 験 Ⅱ 0

生 命 理 工 学 情 報 0

卒 業 研 究 0

理 工 学 入 門 数 学 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 化 学 100 100

34 39 8 43 5 13 23 12
2580 1860 270 1950 180 490 730 340

生
命
コ
ー

ス
科
目

対応科目数
重み付け合計

高
大
連
携
科
目
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化学・生命理工学科　生命コース

生命コースの学位授与の方針

思考判断

1 2 3 4 5 6 7

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 20 60 20 100

外 国 語 科 目 100 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 100 100

情 報 科 目 80 20 100

文 化 科 目 100 100

社 会 科 目 100 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 60 40 100

環 境 科 目 100 100

地 域 科 目 80 20 100

地 域 課 題 演 習 80 10 10 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 60 40 100

基 礎 数 学 100 100

微 分 積 分 学 Ⅰ 100 100

微 分 積 分 学 Ⅱ 100 100

線 形 代 数 学 100 100

微 分 方 程 式 100 100

ベ ク ト ル 解 析 100 100

確 率 統 計 学 100 100

フ ー リ エ 解 析 100 100

物 理 学 Ⅰ 100 100

物 理 学 Ⅱ 100 100

化 学 Ⅰ 100 100

化 学 Ⅱ 100 100

化 学 実 験 50 50 100

生 物 学 100 100

（知識・理解）
１．一般教養を身につけている。
２．自然科学に関する幅広い基礎知識と、生命理工学に関する専門知識を有しそれらを応用できる。

（思考・判断）
３．多様な社会性や地域性を考慮しつつ、生命理工学の見地から健康や福祉等の諸問題解決のための論理的な
判断や提案ができる。

（技能・表現）
４．生命理工学分野の基本的な研究・実験技能を身につけている。
５．日本語と英語による論理的な表現力とコミュニケーション能力を修得している。

（関心・意欲・態度）
６．生命理工学及び関連分野の進展に関心を持ち、主体的に学ぶことができる。
７．生命理工学に関する知識や技能を活かして、社会に貢献する意欲と態度を持っている。

教
養
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

区
分

授業科目

重
付
合
計

学位授与の方針

知識理解 技能表現 関心意欲態度
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思考判断

1 2 3 4 5 6 7

区
分

授業科目

重
付
合
計

学位授与の方針

知識理解 技能表現 関心意欲態度

ソ フ ト パ ス 理 工 学 概 論
30 20 50

100

原 子 力 工 学
100

100

技 術 者 倫 理
50 50

100

工 業 経 営 管 理 論
50 50

100

知 的 財 産 権 概 論
50 50

100

特 許 法 特 講
50 50

100

社 会 体 験 学 習
50 50

100

国 際 研 修
20 80

100

化 学 生 命 研 修 Ⅰ
40 30 30

100

化 学 生 命 研 修 Ⅱ
40 30 30

100

化 学 生 命 概 論
50 20 30

100

科 学 英 語 Ⅰ
50 50

100

科 学 英 語 Ⅱ
50 50

100

基 礎 分 析 化 学
100

100

無 機 構 造 化 学
100

100

基 礎 物 理 化 学
100

100

物 理 化 学 Ⅰ
100

100

有 機 化 学 Ⅰ
100

100

量 子 化 学
100

100

基 礎 化 学 工 学
100

100

有 機 合 成 化 学
100

100

生 化 学
100

100

神 経 科 学 概 論
100

100

発 生 生 物 学
100

100

分 子 遺 伝 学
100

100

医 薬 品 科 学
100

100

分 子 細 胞 生 物 学 Ⅰ
100

100

分 子 細 胞 生 物 学 Ⅱ
100

100

分 子 細 胞 生 物 学 Ⅲ
100

100

基 礎 生 理 学
100

100

人 体 解 剖 学
100

100

生 命 情 報 学
100

100

生 体 計 測 工 学
100

100

生 物 統 計 学
100

100

学
部
内
共
通
科
目

学
科
内
共
通
科
目

生
命
コ
ー

ス
科
目
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思考判断

1 2 3 4 5 6 7

区
分

授業科目

重
付
合
計

学位授与の方針

知識理解 技能表現 関心意欲態度

臨 床 生 理 学
100

100

ブ レ イ ン サ イ エ ン ス
100

100

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー
100

100

シ ス テ ム 生 理 学
100

100

再 生 医 療 工 学
100

100

医 療 機 器 工 学
100

100

微 生 物 学 概 論
100

100

栄 養 化 学
100

100

生 命 理 工 学 演 習 Ⅰ
50 50

100

生 命 理 工 学 演 習 Ⅱ
50 50

100

英 語 論 文 講 読 Ⅰ
50 50

100

英 語 論 文 講 読 Ⅱ
50 50

100

生 命 理 工 学 実 験 Ⅰ
10 90

100

生 命 理 工 学 実 験 Ⅱ
10 90

100

生 命 理 工 学 情 報
20 30 50

100

卒 業 研 究
80 20

100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅰ
100

100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅱ
100

100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅰ
100

100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅱ
100

100

理 工 学 入 門 化 学
100

100

9 60 9 8 9 7 12

720 5290 310 410 440 380 450

対応科目数

重み付け合計

高
大
連
携
科
目

生
命
コ
ー

ス
科
目
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数理・物理コースの学位授与方針

態度

1 2 3 4 5 6 7

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 50 20 30 100

外 国 語 科 目 100 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 100 100

情 報 科 目 80 20 100

文 化 科 目 80 20 100

社 会 科 目 80 20 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 40 40 20 100

環 境 科 目 60 20 20 100

地 域 科 目 60 20 20 100

地 域 課 題 演 習 50 10 40 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 40 20 40 100

基 礎 数 学
50 50 100

微 分 積 分 学 Ⅰ
50 50 100

微 分 積 分 学 Ⅱ
50 50 100

線 形 代 数 学
50 50 100

微 分 方 程 式
50 50 100

ベ ク ト ル 解 析
50 50 100

複 素 解 析
50 50 100

確 率 統 計 学
50 50 100

フ ー リ エ 解 析
50 50 100

物 理 学
50 50 100

教
養
教
育
科
目

重
付
合
計

物理・材料理工学科　数理・物理コース

区
分
等

科　目　名 知識・理解 思考・判断 技能・表現

学位授与の方針

（知識・理解）
１． 教養教育、数学、物理、化学の各分野の幅広い基礎知識，基礎学力を有している。
２． 数理科学および物理学に関する幅広い専門知識を有している。

（思考・判断）
３．数理科学および物理学の観点から諸問題を分析し、問題解決のための論理的な判断や提案ができる。

（興味・関心）
４．科学技術の創成や人の暮らしや産業の発展を担う新現象の解明、研究手法の開発、および、数理科学、物
理学に大いなる意欲を有している。

（技能・表現）
５．教育者、研究者あるいは技術者として必要な基本的な実験や演習、計算の技能を有するとともに、自らの
考えを論理的に説明できる。
６．科学英語の読解力と文章力を有するとともに、英語により自らの成果をプレゼンテーションすることがで
きる。

（態度）
７．社会における科学技術の役割を理解し、高い倫理性を持って、獲得した知識や技術を地域や国際社会の
様々な問題解決に積極的に生かそうとすることができる。

専
門
基
礎
科
目
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態度

1 2 3 4 5 6 7

重
付
合
計

区
分
等

科　目　名 知識・理解 思考・判断 技能・表現

学位授与の方針

物 理 学 実 験
40 10 20 20 10 100

化 学 Ⅰ
50 50 100

化 学 Ⅱ
50 50 100

化 学 実 験
40 10 20 20 10 100

生 物 学
100 100

地 学
100 100

量 子 物 理 学 Ⅱ
100 100

物 理 数 学 演 習 Ⅰ
60 40 100

物 理 数 学 演 習 Ⅱ
60 40 100

粒 子 線 計 測 学
100 100

現 代 物 理 学 Ⅰ
100 100

現 代 物 理 学 Ⅱ
100 100

応 用 確 率 統 計 学
100 100

応 用 微 分 方 程 式
100 100

複 雑 系 科 学
100 100

ゲ ー ム 理 論
100 100

応 用 解 析 学
100 100

幾 何 学 Ⅰ
100 100

幾 何 学 Ⅱ
100 100

物 理 ･ 材 料 理 工 学 基 礎 演 習
20 20 20 30 10 100

設 計 製 図
30 30 40 100

科 学 技 術 英 語 Ⅰ
50 50 100

科 学 技 術 英 語 Ⅱ
50 50 100

数 値 計 算 法
80 20 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 学
50 50 100

物 理 ･ 材 料 理 工 学 実 験 Ⅰ
20 20 30 10 20 100

物 理 ･ 材 料 理 工 学 実 験 Ⅱ
20 20 30 10 20 100

専 門 英 語 セ ミ ナ ー
50 50 100

特 別 研 修
20 20 60 100

特 別 講 義 Ⅰ
20 20 60 100

特 別 講 義 Ⅱ
20 20 60 100

工 場 見 学
20 20 60 100

熱 力 学
100 100

材 料 組 織 学 Ⅰ
100 100

数
理
・
物
理
コ
ー

ス
科
目

専
門
基
礎
科
目

学
科
内
共
通
科
目
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態度

1 2 3 4 5 6 7

重
付
合
計

区
分
等

科　目　名 知識・理解 思考・判断 技能・表現

学位授与の方針

電 気 回 路 学
100 100

電 磁 気 学 Ⅰ
100 100

電 磁 気 学 Ⅱ
100 100

量 子 物 理 学 Ⅰ
100 100

統 計 物 理 学
100 100

光 学
100 100

固 体 物 理 学
100 100

電 子 物 性 学
100 100

材 料 計 測 学
100 100

誘 電 体 材 料 学
100 100

半 導 体 理 工 学
100 100

有 機 材 料 学
100 100

磁 性 理 工 学
100 100

超 伝 導 理 工 学
100 100

ナ ノ 理 工 学
100 100

ソ フ ト パ ス 理 工 学 概 論
30 30 40 100

原 子 力 工 学
100 100

技 術 者 倫 理
100 100

工 業 経 営 管 理 論
50 50 100

知 的 財 産 権 概 論
50 50 100

特 許 法 特 講
50 50 100

社 会 体 験 学 習
40 30 30 100

国 際 研 修
20 20 40 20 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅰ
100 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅱ
100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅰ
100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅱ
100 100

理 工 学 入 門 化 学
100 100

卒業
研究

卒 業 研 究
40 30 20 10 100

39 43 20 13 19 6 21

2780 3050 570 490 570 310 630

対応科目数

重み付け合計

学
部
内
共
通
科
目

学
科
内
共
通
科
目

高
大
連
携
科
目
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マテリアルコースの学位授与方針
(知識・理解)

(思考・判断)

(興味・関心)

(技能・表現)

(態度)

思考・判断 興味・関心 態度

1 2 3 4 5 6 7

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 20 40 40 100

外 国 語 科 目 100 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 100 100

情 報 科 目 80 20 100

文 化 科 目 80 20 100

社 会 科 目 80 20 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 40 40 20 100

環 境 科 目 60 40 100

地 域 科 目 60 20 20 100

地 域 課 題 演 習 50 10 40 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 40 20 40 100

基 礎 数 学
50 50 100

微 分 積 分 学 Ⅰ
50 50 100

微 分 積 分 学 Ⅱ
50 50 100

線 形 代 数 学
50 50 100

微 分 方 程 式
50 50 100

ベ ク ト ル 解 析
50 50 100

複 素 解 析
50 50 100

確 率 統 計 学
50 50 100

フ ー リ エ 解 析
50 50 100

３．マテリアル工学および材料科学の観点から諸問題を分析し、問題解決のための論理的な判断や提案ができ
る。

技能・表現

教
養
教
育
科
目

５．教育者、研究者あるいは技術者として必要な基本的な実験や計算の技能を有するとともに、自らの考えを
論理的に説明できる。

４．科学技術の創成や人の暮らしや産業の発展を担う材料開発や評価技術開発に大いなる意欲を有している。

物理・材料理工学科　マテリアルコース

知識・理解

重
付
合
計

学位授与の方針

科　目　名
区
分
等

２．マテリアル工学および材料科学に関する幅広い専門知識を有している。
１．教養教育、数学、物理、化学の各分野の幅広い基礎知識、基礎学力を有している。

７．社会におけるマテリアル工学および材料科学の役割を理解し、高い倫理性を持って、獲得した知識や技術
をエネルギーや地球環境などの問題解決に積極的に生かそうとすることができる。

６．研究者あるいは技術者として必要な科学技術英語の基礎知識と技能を有している。

専
門
基
礎
科
目
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思考・判断 興味・関心 態度

1 2 3 4 5 6 7

技能・表現知識・理解

重
付
合
計

学位授与の方針

科　目　名
区
分
等

物 理 学
50 50 100

物 理 学 実 験
40 10 20 20 10 100

化 学 Ⅰ
50 50 100

化 学 Ⅱ
50 50 100

化 学 実 験
40 10 20 20 10 100

生 物 学
100 100

地 学
100 100

材 料 力 学
100 100

材 料 物 理 化 学 Ⅰ
100 100

材 料 物 理 化 学 Ⅱ
100 100

材 料 組 織 学 Ⅱ
100 100

金 属 構 造 材 料 学
100 100

材 料 強 度 学
100 100

電 気 化 学
100 100

半 導 体 デ バ イ ス 工 学
100 100

エ コ 材 料 学
100 100

接 合 工 学
100 100

反 応 工 学
100 100

鉄 鋼 製 錬
100 100

非 鉄 製 錬
100 100

鋳 造 材 料 学
100 100

複 合 材 料 学
100 100

物 理 ･ 材 料 理 工 学 基 礎 演 習
20 20 20 30 10 100

設 計 製 図
30 30 40 100

科 学 技 術 英 語 Ⅰ
50 50 100

科 学 技 術 英 語 Ⅱ
50 50 100

数 値 計 算 法
80 20 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 学
50 50 100

物 理 ･ 材 料 理 工 学 実 験 Ⅰ
20 20 10 30 20 100

物 理 ･ 材 料 理 工 学 実 験 Ⅱ
20 20 10 30 20 100

専 門 英 語 セ ミ ナ ー
50 50 100

特 別 研 修
20 20 60 100

特 別 講 義 Ⅰ
20 20 60 100

マ
テ
リ
ア
ル
コ
ー

ス
科
目

専
門
基
礎
科
目

学
科
内
共
通
科
目
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思考・判断 興味・関心 態度

1 2 3 4 5 6 7

技能・表現知識・理解

重
付
合
計

学位授与の方針

科　目　名
区
分
等

特 別 講 義 Ⅱ 20 20 60 100

工 場 見 学 20 20 60 100

熱 力 学 100 100

材 料 組 織 学 Ⅰ 100 100

電 気 回 路 学 100 100

電 磁 気 学 Ⅰ 100 100

電 磁 気 学 Ⅱ 100 100

量 子 物 理 学 Ⅰ 100 100

統 計 物 理 学 100 100

光 学 100 100

固 体 物 理 学 100 100

電 子 物 性 学 100 100

材 料 計 測 学 100 100

誘 電 体 材 料 学 100 100

半 導 体 理 工 学 100 100

有 機 材 料 学 100 100

磁 性 理 工 学 100 100

超 伝 導 理 工 学 100 100

ナ ノ 理 工 学 100 100

ソ フ ト パ ス 理 工 学 概 論 30 30 40 100

原 子 力 工 学 100 100

技 術 者 倫 理 100 100

工 業 経 営 管 理 論 50 50 100

知 的 財 産 権 概 論 50 50 100

特 許 法 特 講 50 50 100

社 会 体 験 学 習 40 30 30 100

国 際 研 修 20 20 40 20 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 化 学 100 100

卒業
研究

卒 業 研 究
40 30 20 10 100

30 54 20 12 17 6 21

1980 4130 570 420 530 310 660

対応科目数

重み付け合計

学
部
内
共
通
科
目

学
科
内
共
通
科
目

高
大
連
携
科
目
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システム創成工学科 　電気電子通信コース

システム創成工学科　電気・電子通信コースの学位授与の方針

知識理解 思考判断 関心意欲 態度

1 2 3 4 5 6

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 20 20 40 20 100

外 国 語 科 目 100 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 100 100

情 報 科 目 40 60 100

文 化 科 目 80 20 100

社 会 科 目 60 20 20 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 40 20 20 20 100

環 境 科 目 40 40 20 100

地 域 科 目 40 40 20 100

地 域 課 題 演 習 20 20 40 20 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 20 20 40 20 100

基 礎 数 学 100 100

微 分 積 分 学 Ⅰ 100 100

微 分 積 分 学 Ⅱ 100 100

線 形 代 数 学 100 100

微 分 方 程 式 100 100

ベ ク ト ル 解 析 100 100

複 素 解 析 100 100

確 率 統 計 学 100 100

フ ー リ エ 解 析 100 100

物 理 学 Ⅰ 100 100

物 理 学 Ⅱ 100 100

化 学 100 100

教
養
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

（知識・理解）
１．幅広い教養を備え、電気電子通信工学に関する基本的な原理、法則、理論を理解している。

（思考・判断）
２．專門知識を実際の課題に結びつけて柔軟な思考ができ、創造的に応用することができる。

（技能・表現）
３．電気・電子・通信に関する機器の動作原理を理解し、活用することができる。
４．他人と議論や協力ができる論理的なコミュニケーション能力・語学力を身につけている。

（関心・意欲）
５．科学技術の進展に高い関心を持ち、継続的・主体的に学習することができる。

（態度）
６．社会における役割を理解し、環境や安全に対する倫理観を身につけている。

重
付
合
計

区
分
等

科　目　名 技能表現

学位授与の方針
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知識理解 思考判断 関心意欲 態度

1 2 3 4 5 6

重
付
合
計

区
分
等

科　目　名 技能表現

学位授与の方針

電 気 数 学 100 100

電 気 回 路 論 Ⅱ 100 100

電 気 回 路 論 Ⅲ 100 100

電 磁 気 学 Ⅱ 100 100

電 磁 波 工 学 100 100

デ ィ ジ タ ル 電 子 回 路 100 100

応 用 電 子 回 路 100 100

電 気 電 子 計 測 学 100 100

情 報 通 信 理 論 100 100

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 100 100

通 信 シ ス テ ム 100 100

コ ン ピ ュ ー タ 工 学 100 100

制 御 シ ス テ ム 工 学 100 100

デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 100 100

電 子 材 料 物 性 学 100 100

電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅰ 100 100

電 子 デ バ イ ス 工 学 Ⅱ 100 100

半 導 体 LSI 工 学 100 100

光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 100 100

エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 100 100

電 気 機 器 工 学 100 100

発 電 工 学 100 100

高 電 圧 プ ラ ズ マ 工 学 100 100

送 配 電 工 学 100 100

電 気 電 子 工 学 課 題 実 習 Ⅰ 10 30 20 20 10 10 100

電 気 電 子 工 学 基 礎 実 験 20 20 10 20 20 10 100

電 気 電 子 工 学 応 用 実 験 20 20 10 20 20 10 100

プ ロ グ ラ ム 言 語 及 び 演 習 20 20 30 10 10 10 100

組 込 ソ フ ト ウ ェ ア 実 習 20 20 30 10 10 10 100

組 込 ハ ー ド ウ ェ ア 実 習 20 20 30 10 10 10 100

電 気 電 子 工 学 英 語 研 修 Ⅰ 30 70 100

電 気 電 子 工 学 英 語 研 修 Ⅱ 30 70 100

電 気 電 子 工 学 専 門 研 修 50 50 100

電 気 電 子 工 学 特 別 講 義 50 30 20 100

電
気
電
子
通
信
コ
ー

ス
科
目
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知識理解 思考判断 関心意欲 態度

1 2 3 4 5 6

重
付
合
計

区
分
等

科　目　名 技能表現

学位授与の方針

電 気 電 子 工 学 課 題 実 習 Ⅱ 10 30 20 20 10 10 100

電 気 設 計 製 図 50 10 40 100

電 気 法 規 80 20 100

電 波 法 規 80 20 100

卒 業 研 究
20 30 10 10 20 10

100

電 気 回 路 論 Ⅰ 100 100

ア ナ ロ グ 電 子 回 路 100 100

電 磁 気 学 Ⅰ 100 100

情 報 工 学 基 礎 100 100

離 散 数 学 100 100

論 理 回 路 100 100

材 料 力 学 Ⅰ 100 100

機 械 力 学 100 100

機 械 設 計 学 100 100

測 量 学 100 100

構 造 力 学 Ⅰ 100 100

環 境 工 学 100 100

ソ フ ト パ ス 理 工 学 概 論 20 30 10 20 20 100

原 子 力 工 学 100 100

技 術 者 倫 理 30 70 100

工 業 経 営 管 理 論 30 70 100

知 的 財 産 権 概 論 30 70 100

特 許 法 特 講 30 70 100

社 会 体 験 学 習 10 10 10 10 50 10 100

国 際 研 修 10 10 60 10 10 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 化 学 100 100

81 19 11 17 18 27

6360 470 270 500 430 670

学
科
内
共
通
科
目

学
部
内
共
通
科
目

高
大
連
携
科
目

重み付け合計

対応科目数

電
気
電
子
通
信
コ
ー

ス
科
目
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システム創成工学科　知能・メディア情報コース

知能・メディア情報コースの学位授与の方針
(知識・理解)

(思考・判断)

(技能・表現)

(興味・関心・態度)

知識・理解

1 2 3 4 5 6 7 8

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 50 50 100

外 国 語 科 目 100 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 100 100

情 報 科 目 50 50 100

文 化 科 目 50 50 100

社 会 科 目 50 50 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 50 50 100

環 境 科 目 50 50 100

地 域 科 目 40 60 100

地 域 課 題 演 習 40 20 20 20 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 40 10 40 10 100

基 礎 数 学 100 100

微 分 積 分 学 Ⅰ 100 100

微 分 積 分 学 Ⅱ 100 100

線 形 代 数 学 Ⅰ 100 100

線 形 代 数 学 Ⅱ 100 100

微 分 方 程 式 50 50 100

ベ ク ト ル 解 析 100 100

複 素 解 析 100 100

フ ー リ エ 解 析 50 50 100

１．幅広い教養と知能・メディア情報工学に関する基礎的な専門知識を身につけている。

８．社会における知能・メディア情報システムの役割を理解し、技術者として社会に貢献する基礎的な能力を
身につけている。

７．自然科学、地域課題、及び知能・メディア情報工学等の動向や進展に関心を持ち、主体的に学ぶための基
礎的な能力を身につけている。

６．知能・メディア情報工学及びその関連分野に関する基礎的な英語能力を身につけている。

５．自らの思考・判断のプロセスや結果を論理的に表現する文章能力と、協創的課題解決のために他人に説明
するコミュニケーション能力を身につけている。

４．知能・メディア情報システムを構成するハードウェアやソフトウェアを開発するために必要な基礎的能力
を幅広く身につけている。

３．専門分野等の知識を活用してデータを分析することができ、論理的な評価や考察を行える能力を身につけ
ている。

２．問題の本質を理解し、基礎的な課題に対して解決法を考える能力、および問題解決のための具体的な計画
立案・遂行能力を身につけている。

専
門
基
礎
科
目

重
付
合
計

学位授与の方針

思考・判断 技能・表現
興味・関心

・態度
授業科目

区
分

教
養
教
育
科
目
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知識・理解

1 2 3 4 5 6 7 8

重
付
合
計

学位授与の方針

思考・判断 技能・表現
興味・関心

・態度
授業科目

区
分

確 率 統 計 学 50 50 100

物 理 学 100 100

化 学 100 100

生 物 学 100 100

信 号 処 理 10 10 80 100

画 像 処 理 と パ タ ー ン 認 識 10 10 80 100

人 工 知 能 10 10 80 100

ロ ボ テ ィ ク ス 10 10 80 100

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス 10 10 80 100

メ デ ィ ア シ ス テ ム 10 10 80 100

ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス 10 10 80 100

情 報 工 学 基 礎 30 50 10 10 100

離 散 数 学 100 100

論 理 回 路 50 50 100

デ ー タ 構 造 と ア ル ゴ リ ズ ム 50 50 100

数 値 計 算 80 20 100

デ ィ ジ タ ル 回 路 設 計 20 50 30 100

コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャ 50 50 100

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 50 50 100

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 50 50 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 入 門 50 50 100

ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 論 50 50 100

集 積 回 路 50 50 100

デ ー タ 解 析 50 50 100

デ ィ ジ タ ル 通 信 50 50 100

形 式 言 語 と オ ー ト マ ト ン 50 50 100

情 報 理 論 50 50 100

コ ン パ イ ラ 50 50 100

数 理 計 画 法 50 50 100

デ ー タ ベ ー ス 50 50 100

キ ャ リ ア セ ミ ナ ー 100 100

実 用 英 語 セ ミ ナ ー 100 100

専
門
基
礎
科
目

コ
ー

ス
内
共
通
科
目

専
門
科
目
（

知
能
）
専
門
科
目
（

メ
デ
ィ

ア
）
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知識・理解

1 2 3 4 5 6 7 8

重
付
合
計

学位授与の方針

思考・判断 技能・表現
興味・関心

・態度
授業科目

区
分

情 報 工 学 特 別 講 義 50 50 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 及 び 演 習 Ⅰ 20 30 50 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 及 び 演 習 Ⅱ 20 30 50 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 及 び 演 習 Ⅲ 10 30 60 100

ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 及 び 演 習 20 60 20 100

ハ ー ド ウ ェ ア 設 計 及 び 演 習 20 60 20 100

ハ ー ド ウ ェ ア 実 験 10 30 30 10 20 100

ネ ッ ト ワ ー ク 実 験 10 30 30 10 20 100

情 報 工 学 専 門 実 験 40 20 20 10 10 100

創 造 プ ロ ジ ェ ク ト 10 70 20 100

シ ス テ ム 創 成 プ ロ ジ ェ ク ト 10 10 50 30 100

電 気 回 路 論 Ⅰ 100 100

ア ナ ロ グ 電 子 回 路 100 100

電 磁 気 学 Ⅰ 100 100

材 料 力 学 Ⅰ 100 100

機 械 力 学 100 100

機 械 設 計 学 100 100

測 量 学 100 100

構 造 力 学 Ⅰ 100 100

環 境 工 学 100 100

ソ フ ト パ ス 理 工 学 概 論 30 30 40 100

原 子 力 工 学 100 100

技 術 者 倫 理 100 100

工 業 経 営 管 理 論 50 50 100

知 的 財 産 権 概 論 50 50 100

特 許 法 特 講 50 50 100

社 会 体 験 学 習 20 20 30 30 100

国 際 研 修 10 10 40 20 20 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 化 学 100 100

コ
ー

ス
内
共
通
科
目

学
科
内
共
通
科
目

学
部
内
共
通
科
目

高
大
連
携
科
目
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知識・理解

1 2 3 4 5 6 7 8

重
付
合
計

学位授与の方針

思考・判断 技能・表現
興味・関心

・態度
授業科目

区
分

卒業
研究

卒 業 研 究 20 20 20 20 10 10 100

60 24 20 30 11 4 21 12
4060 570 470 1560 390 250 830 470

対応科目数
重み付け合計
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システム創成工学科　機械科学コース　

機械科学コースの学位授与の方針

知識理解 思考判断 技能表現 技能表現 関心意欲 態度

1 2 3 4 5 6

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 20 40 20 20 100

外 国 語 科 目 100 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 100 100

情 報 科 目 100 100

文 化 科 目 50 50 100

社 会 科 目 40 40 20 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 20 60 20 100

環 境 科 目 20 20 60 100

地 域 科 目 60 20 20 100

地 域 課 題 演 習 20 20 20 20 20 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 20 30 20 20 10 100

基 礎 数 学 100 100

微 分 積 分 学 Ⅰ 100 100

微 分 積 分 学 Ⅱ 100 100

線 形 代 数 学 100 100

微 分 方 程 式 100 100

ベ ク ト ル 解 析 100 100

複 素 解 析 100 100

確 率 統 計 学 100 100

フ ー リ エ 解 析 100 100

物 理 学 Ⅰ 100 100

物 理 学 Ⅱ 100 100

物 理 学 実 験 50 10 10 10 10 10 100

化 学 100 100

重
付
合
計

科　目　名
区
分
等

専
門
基
礎
科
目

（知識・理解）
１．一般的な教養を身につけ、工学に関する幅広く基礎的な知識と、機械科学に関する専門的な知識及び技能
を修得している。

（思考・判断）
２．幅広く深い教養と総合的な判断力を身につけ、社会における科学技術者の在り方や社会への貢献について
考察できる。

（技能・表現）
３．機械科学分野の機器およびコンピュータを活用し、所望の機能を実現する基礎的な能力を身につけてい
る。
４．日本語と英語による論理的な表現力とコミュニケーション能力を身につけている。

（関心・意欲）
５．機械科学の進展に関心を持ち、専門的知識を応用しながら主体的に学習することができる。

（態度）
６．社会における機械科学の役割を理解し、環境や安全に対する倫理観を身につけている。

教
養
教
育
科
目

学位授与の方針
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知識理解 思考判断 技能表現 技能表現 関心意欲 態度

1 2 3 4 5 6

学位授与の方針
重
付
合
計

科　目　名
区
分
等

機 械 工 作 実 習 20 20 10 10 20 20 100

初 年 次 機 械 ゼ ミ ナ ー ル 10 30 10 10 30 10 100

機 械 基 礎 製 図 Ⅰ 50 50 100

機 械 基 礎 製 図 Ⅱ 20 80 100

Ｃ Ａ Ｄ 実 習 20 80 100

機 械 設 計 製 図 30 30 20 20 100

機 械 科 学 実 験 20 20 10 20 20 10 100

材 料 力 学 演 習 80 20 100

機 械 材 料 学 100 100

水 力 学 100 100

水 力 学 演 習 80 20 100

機 械 力 学 演 習 80 20 100

熱 力 学 100 100

熱 力 学 演 習 80 20 100

機 械 加 工 学 100 100

制 御 工 学 100 100

Ｆ Ｏ Ｒ Ｔ Ｒ Ａ Ｎ 実 習 30 50 20 100

Ｃ 言 語 実 習 30 50 20 100

機 械 科 学 特 別 講 義 Ⅰ 20 10 10 40 20 100

機 械 科 学 特 別 講 義 Ⅱ 50 50 100

工 業 英 語 100 100

機 械 科 学 研 修 Ⅰ 10 10 10 10 50 10 100

機 械 科 学 研 修 Ⅱ
10 10 70 10

100

自 動 車 工 学 概 論
100

100

生 産 加 工 学
100

100

材 料 力 学 Ⅱ
100

100

伝 熱 工 学
100

100

燃 焼 工 学
100

100

環 境 と エ ネ ル ギ ー
100

100

ト ラ イ ボ ロ ジ ー
100

100

ロ ボ ッ ト 工 学 概 論
100

100

生 体 工 学
100

100

精 密 工 学
100

100

シ ス テ ム 制 御 工 学
100

100

機
械
科
学
コ
ー

ス
科
目
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知識理解 思考判断 技能表現 技能表現 関心意欲 態度

1 2 3 4 5 6

学位授与の方針
重
付
合
計

科　目　名
区
分
等

計 測 工 学 100 100

ロ ボ テ ィ ク ス 工 学 100 100

航 空 宇 宙 工 学 概 論 100 100

粘 性 流 体 工 学 100 100

数 値 計 算 法 100 100

固 体 力 学 100 100

基 礎 計 算 力 学 100 100

航 空 流 体 工 学 100 100

航 空 宇 宙 シ ス テ ム 工 学 100 100

卒 業 研 究 20 10 10 10 40 10 100

電 気 回 路 論 Ⅰ 100 100

ア ナ ロ グ 電 子 回 路 100 100

電 磁 気 学 Ⅰ 100 100

情 報 工 学 基 礎 100 100

離 散 数 学 100 100

論 理 回 路 100 100

材 料 力 学 Ⅰ 100 100

機 械 力 学 100 100

機 械 設 計 学 100 100

測 量 学 100 100

構 造 力 学 Ⅰ 100 100

環 境 工 学 100 100

ソ フ ト パ ス 理 工 学 概 論 20 30 10 20 20 100

原 子 力 工 学 100 100

技 術 者 倫 理 30 70 100

工 業 経 営 管 理 論 30 70 100

知 的 財 産 権 概 論 30 70 100

特 許 法 特 講 30 70 100

社 会 体 験 学 習 10 10 10 10 50 10 100

国 際 研 修 10 10 60 10 10 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 化 学 100 100

85 24 13 16 24 20

6540 640 450 490 620 560

機
械
科
学
コ
ー

ス
科
目

対応科目数

重み付け合計

学
科
内
共
通
科
目

学
部
内
共
通
科
目

高
大
連
携
科
目
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システム創成工学科　社会基盤・環境コース

社会基盤・環境コースの学位授与の方針
（知識・理解）

（思考・判断）

（関心・意欲・態度）

（技能・表現）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 10 10 20 20 20 10 10 100

外 国 語 100 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 40 60 100

情 報 科 目 80 20 100

文 化 10 10 80 100

社 会 20 20 60 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 20 40 40 100

環 境 20 60 20 100

地 域 20 20 60 100

地 域 課 題 演 習 30 20 20 10 20 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 40 20 20 20 100

基 礎 数 学 100 100

微 分 積 分 学 Ⅰ 100 100

微 分 積 分 学 Ⅱ 100 100

線 形 代 数 学 100 100

微 分 方 程 式 100 100

ベ ク ト ル 解 析 100 100

確 率 統 計 学 100 100

３．問題の本質を理解し，必要な情報を収集・分析して解決法を考える能力，および問題解決のための具体的
なデザイン・計画を立て，遂行する能力を身につけている（デザイン能力）。

２．社会環境工学の建設，環境，防災の各専門技術に関する知識とその知識を応用する能力を身につけてい
る。

１．数学・自然科学および情報技術に関する知識を習得し，多面的な視点から考えることのできる能力を身に
つけている。

区
分
等

科　目　名

学位授与の方針

９．他者と協力してチームで仕事をすることができる能力を身につけている（チームワーク力）。

８．自分の意見や実験研究の内容・成果を論理的・客観的に表現する文章作成能力とプレゼンテーション能力
を身につけている。

６．科学技術が社会や自然におよぼす影響を理解して，技術者としての社会的使命・責任を認識する能力を身
につけている（倫理）。

５．地球環境・地域環境を理解する能力および持続可能な循環社会構築のための技術を考える能力を身につけ
ている。

４．自ら課題を発見・解決する能力および主体的・持続的に学習を行う能力を身につけている（課題発見能
力、継続学習能力）。

７．充分な語学力，および自国の文化・社会を学ぶとともに世界の多様な価値観を理解し，国際的に通用する
コミュニケーション能力を身につけている。

重
付
合
計

知識・理解 思考・判断
関心・意欲

・態度
技能・表現

教
養
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

重
付
合
計

知識・理解 思考・判断
関心・意欲

・態度
技能・表現

区
分
等

科　目　名

学位授与の方針

フ ー リ エ 解 析 100 100

物 理 学 Ⅰ 100 100

物 理 学 Ⅱ 100 100

物 理 学 実 験 50 0 0 25 25 100

化 学 Ⅰ 100 100

化 学 Ⅱ 100 100

化 学 実 験 50 0 0 25 25 100

地 学 100 100

入 門 地 域 創 生 論 50 25 25 100

地 域 創 生 課 題 演 習 Ⅰ 25 25 25 25 100

地 域 創 生 課 題 演 習 Ⅱ 25 25 25 25 100

地 域 創 生 課 題 演 習 Ⅲ 25 25 25 25 100

社 会 基 盤 ・ 環 境 工 学 実 験 20 20 20 20 20 100

社会基盤・環境プログラミング演習 50 25 25 100

数 値 計 算 法 100 100

科 学 技 術 英 語 Ⅰ 25 75 100

科 学 技 術 英 語 Ⅱ 25 50 25 100

測 量 学 実 習 Ⅰ 25 25 25 25 100

測 量 学 実 習 Ⅱ 25 25 25 25 100

構 造 力 学 Ⅱ 100 100

構 造 力 学 演 習 50 50 100

鋼 構 造 学 100 100

コ ン ク リ ー ト 工 学 100 100

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 学 100 100

建 設 材 料 学 100 100

施 設 維 持 管 理 工 学 75 25 100

水 理 学 Ⅰ 100 100

水 理 学 Ⅱ 100 100

水 理 学 演 習 50 50 100

水 工 学 80 10 10 100

土 質 力 学 Ⅰ 100 100

土 質 力 学 Ⅱ 100 100

土 質 力 学 演 習 50 50 100

地 質 工 学
25

75 100

専
門
基
礎
科
目

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー

ス
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

区
分
等

科　目　名

学位授与の方針
重
付
合
計

知識・理解 思考・判断
関心・意欲

・態度
技能・表現

地 盤 工 学 100 100

耐 震 工 学 100 100

地 震 • 火 山 防 災 工 学
0

100 100

水 ・ 土 砂 防 災 工 学
0

100 100

都 市 計 画 学 75 25 100

交 通 計 画 学 75 25 100

公 共 政 策 学 50 25 25 100

上 下 水 道 工 学 75 25 100

水 環 境 工 学 75 25 100

大 気 環 境 工 学 75 25 100

地 盤 環 境 工 学 75 25 100

生 態 環 境 保 全 学 50 25 25 100

資 源 循 環 工 学 50 50 100

設 計 製 図 0 100 100

施 工 法 50 50 100

特 別 演 習 50 0 50 100

卒 業 研 究 25 25 25 25 100

電 気 回 路 論 Ⅰ 100 100

ア ナ ロ グ 電 子 回 路 100 100

電 磁 気 学 Ⅰ 100 100

情 報 工 学 基 礎 100 100

離 散 数 学 100 100

論 理 回 路 100 100

材 料 力 学 Ⅰ 100 100

機 械 力 学 100 100

機 械 設 計 学 100 100

測 量 学 100 100

構 造 力 学 Ⅰ 100 100

環 境 工 学 50 25 25 100

ソ フ ト パ ス 理 工 学 概 論 50 50 100

原 子 力 工 学 100 100

技 術 者 倫 理 25 50 25 100

工 業 経 営 管 理 論 100 100

知 的 財 産 権 概 論 100 100

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー

ス
科
目

学
部
内
共
通
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

区
分
等

科　目　名

学位授与の方針
重
付
合
計

知識・理解 思考・判断
関心・意欲

・態度
技能・表現

特 許 法 特 講 100 100

社 会 体 験 学 習 25 25 25 25 100

国 際 研 修 100 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 数 学 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅰ 100 100

理 工 学 入 門 物 理 Ⅱ 100 100

理 工 学 入 門 化 学 100 100

30 51 17 20 15 22 9 12 12

2305 3760 435 530 410 810 590 255 305

学
部
内
共
通
科
目

重み付け合計

高
大
連
携
科
目

対応科目数
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植物生命科学科

【植物生命科学科の学位授与の方針】

（知識・理解）

（思考・判断）

（関心・意欲）

（態度）

（技能・表現）

思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6
実
践
知
科
目

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 40 40 20 100

外 国 語 科 目 80 20 100

健 康 ･ ス ポ ー ツ 科 目 100 100

情 報 科 目 50 50 100

文 化 科 目 50 50 100

社 会 科 目 50 50 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 40 10 50 100

環 境 科 目 50 50 100

地 域 科 目 40 10 50 100

実
践
知
科
目

地 域 課 題 演 習 30 20 10 40 100

実
践
知
科
目

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 30 50 20 100

基 礎 数 学 入 門 100 100

線 形 代 数 学 入 門 100 100

微 分 積 分 学 入 門 100 100

重
付
合
計

区
分

授業科目

専
門
基
礎
科
目

ディプロマポリシーの項目

知識・理解

農学部　カリキュラムチェックリスト

６．自らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーション能力とコミュニケー
ション能力を修得している。

５．生命資源の創出・発展のニーズに、協調性と倫理性をもって、自律的・継続的に行動することができる。

４．豊かな課題探求能力と課題解決能力をもって生命資源に関連する諸課題を解決しようとする意欲を持って
いる。

３．生命資源・農学に関する知識と理解を基礎に、関連する諸課題に対して多面的に考察し、自分の考えをま
とめ、行動することができる。

２．有用植物の遺伝育種・機能開発、新規作物の創出、植物ウィルスと昆虫の制御及び機能利用、持続的農業
生産、有用技術の開発・応用に関する科学的方法について十分に理解している。

１．生命機能を解明し、農業生産に応用するための自然科学、情報技術、コミュニケーション技術に関する基
礎知識を有している。

技
法
知
科
目

学
問
知
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

重
付
合
計

区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

知識・理解

物 理 学 入 門 100 100

化 学 入 門 100 100

生 物 学 入 門 100 100

地 学 入 門 100 100

生 物 統 計 学 100 100

基 礎 数 学 演 習 60 20 20 100

基 礎 物 理 学 演 習 60 20 20 100

基 礎 物 理 学 実 験 20 40 20 20 100

基 礎 化 学 実 験 20 40 20 20 100

基 礎 生 物 学 実 験 20 40 20 20 100

物 理 学 100 100

化 学 100 100

生 物 学 100 100

小計（16）科目

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 10 90 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 実 習 20 20 20 40 100

科 学 文 献 読 解 法 30 20 25 25 100

海 外 特 別 実 習 20 25 30 25 100

農 学 の た め の 倫 理 学 100 100

地 域 お こ し 論 50 50 100

6 次 産 業 化 論 30 30 30 10 100

卒 業 研 究 10 10 20 20 20 20 100

イ ン タ ー ン シ ッ プ 10 10 20 20 20 20 100

科 学 英 語 40 20 40 100

小計（10）科目

農 学 概 論 100 100

作 物 栽 培 学 概 論 100 100

蔬 菜 ・ 花 卉 園 芸 学 概 論 100 100

遺 伝 学 概 論 100 100

生 物 制 御 学 概 論 100 100

農 業 経 済 学 100 100

環 境 植 物 生 理 学 100 100

専
門
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

専
門
重
点
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

重
付
合
計

区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

知識・理解

General Plant Biology 80 20 100

農 場 実 習 Ⅰ 20 20 20 40 100

農 場 実 習 Ⅱ 20 20 20 40 100

農 場 特 別 実 習 20 20 20 40 100

食 用 作 物 学 Ⅰ 100 100

食 用 作 物 学 Ⅱ 100 100

果 樹 園 芸 学 概 論 100 100

蔬 菜 園 芸 学 各 論 100 100

花 卉 園 芸 学 各 論 100 100

果 樹 園 芸 学 各 論 100 100

植 物 育 種 学 Ⅰ 100 100

植 物 育 種 学 Ⅱ 100 100

植 物 病 理 学 Ⅰ 100 100

植 物 病 理 学 Ⅱ 100 100

植 物 ウ イ ル ス 学 100 100

応 用 昆 虫 学 Ⅰ 100 100

応 用 昆 虫 学 Ⅱ 100 100

昆 虫 生 理 学 100 100

遺 伝 育 種 学 100 100

作 物 学 実 験 20 35 15 15 15 100

園 芸 学 実 験 20 35 15 15 15 100

植 物 生 理 学 実 験 20 35 15 15 15 100

植 物 育 種 学 実 験 20 35 15 15 15 100

植 物 病 理 学 実 験 20 35 15 15 15 100

応 用 昆 虫 学 実 験 20 35 15 15 15 100

農 業 時 事 演 習 30 20 20 10 20 100

植 物 生 命 科 学 演 習 Ⅰ 30 20 20 10 20 100

植 物 生 命 科 学 演 習 Ⅱ 30 20 20 10 20 100

食 料 ・ 農 業 政 策 論 100 100

農 業 経 営 学 10 90 100

植 物 生 理 学 20 80 100

生 化 学 Ⅰ 20 80 100

専
門
重
点
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

重
付
合
計

区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

知識・理解

生 化 学 Ⅱ 20 80 100

分 子 生 物 学 Ⅰ 20 80 100

雑 草 防 除 論 100 100

小計（42）科目

植 物 ス ト レ ス 応 答 学 20 80 100

有 機 化 学 概 論 20 80 100

土 壌 資 源 利 用 論 20 80 100

遺 伝 子 工 学 20 80 100

細 胞 生 物 学 20 80 100

植 物 栄 養 学 ・ 肥 料 学 20 80 100

植 物 栄 養 生 理 学 20 80 100

生 化 学 Ⅲ 20 80 100

分 子 生 物 学 Ⅱ 20 80 100

基 礎 分 析 化 学 20 80 100

農 業 気 象 ・ 環 境 学 20 80 100

食 産 業 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 20 80 100

小計（12）科目

必要修得単位数

合計必要修得単位数

重み付け合計 2090 4290 925 865 470 460 9100

専
門
展
開
科
目

専
門
重
点
科
目
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応用生物化学科

【応用生物化学科の学位授与方針】

（知識・理解）

（思考・判断）

（関心・意欲）

（態度）

（技能・表現）

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

実
践
知
科
目

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 40 40 20 100

外 国 語 80 20 100

健 康 ･ ス ポ ー ツ 100 100

情 報 基 礎 50 50 100

文 化 100 100

社 会 100 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 50 50 100

環 境 100 100

地 域 100 100

地 域 課 題 演 習 40 40 20 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 100 100

基 礎 数 学 入 門 100 100

線 形 代 数 学 入 門 100 100

微 分 積 分 学 入 門 100 100

生 物 統 計 学 100 100

基 礎 数 学 演 習 100 100

物 理 学 入 門 100 100

基 礎 物 理 学 演 習 100 100

基 礎 物 理 学 実 験 20 40 40 100

重
付
合
計

１．微生物や動植物などの生物資源に関する分子レベルから生態系レベルまでの生命現象や食品素材の特性を
理解するための基礎的な知識を化学的な視点で理解している。

２．生物資源や食品素材に関する知識と理解を基礎に、食糧、環境、健康に関する諸課題・未知事項につい
て、多面的に思考し、自らの考えをまとめることができる。

３．食糧、環境、健康に関する課題や未知事項に関心を持ち、その解決・解明に意欲的に取り組むことができ
る。

４．生物資源の有効利用やその応用を通じて、食品産業や医薬品産業を始めとするバイオ関連産業の創出・発
展に寄与し、地域や社会に貢献する考え方や行動がとれる。

５．自らの知識と論理的な思考に基づいた判断結果を的確に説明する表現力や、それを実践する技能を修得し
ている。

授業科目

ディプロマポリシーの項目

技
法
知
科
目

学
問
知
科
目

実
践
知
科
目

区
分

専
門
基
礎
科
目
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知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

重
付
合
計

授業科目

ディプロマポリシーの項目

区
分

物 理 学 100 100

化 学 入 門 100 100

化 学 100 100

生 物 学 入 門 100 100

基 礎 生 物 学 実 験 20 40 40 100

生 物 学 100 100

地 学 入 門 100 100

基 礎 化 学 実 験 20 40 40 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 20 40 40 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 実 習 20 40 40 100

地 域 お こ し 論 50 50 100

6 次 産 業 化 論 50 50 100

イ ン タ ー ン シ ッ プ 30 40 30 100

科 学 英 語 40 20 40 100

科 学 文 献 読 解 法 20 20 20 40 100

海 外 特 別 実 習 20 80 100

農 学 の た め の 倫 理 学 100 100

卒 業 研 究 10 30 30 10 20 100

有 機 化 学 概 論 100 100

生 化 学 I 100 100

基 礎 分 析 化 学 100 100

生 化 学 II 100 100

土 壌 資 源 利 用 論 80 20 100

食 品 化 学 100 100

食 品 化 学 工 学 100 100

天 然 物 化 学 100 100

微 生 物 学 概 論 100 100

栄 養 化 学 100 100

分 子 生 物 学 Ⅰ 100 100

植 物 栄 養 生 理 学 100 100

ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジ ー 100 100

微 生 物 生 理 学 80 20 100

植 物 栄 養 学 ・ 肥 料 学 100 100

専
門
重
点
科
目

学
部
共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目
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知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

重
付
合
計

授業科目

ディプロマポリシーの項目

区
分

食 品 衛 生 学 80 20 100

生 化 学 Ⅲ 80 20 100

食 品 物 理 化 学 100 100

遺 伝 子 工 学 80 20 100

分 子 生 物 学 Ⅱ 100 100

公 衆 衛 生 学 80 20 100

機 器 分 析 化 学 60 20 20 100

産 業 微 生 物 学 80 20 100

土 壌 環 境 微 生 物 学 ・ 生 化 学 80 20 100

美 味 学 80 20 100

食 品 保 蔵 学 80 20 100

食 品 機 能 学 80 20 100

細 胞 生 物 学 100 100

植 物 ス ト レ ス 応 答 学 100 100

応 用 生 物 化 学 演 習 Ⅰ 40 20 40 100

応 用 生 物 化 学 演 習 Ⅱ 40 20 40 100

食 品 加 工 シ ス テ ム 学 80 20 100

分 析 化 学 実 験 30 30 40 100

植 物 栄 養 学 実 験 30 30 40 100

食 品 化 学 実 験 30 30 40 100

生 化 学 実 験 30 30 40 100

微 生 物 学 実 験 30 30 40 100

化 学 生 物 学 実 験 30 30 40 100

栄 養 化 学 実 験 30 30 40 100

食 品 化 学 工 学 実 験 30 30 40 100

分 子 生 物 学 実 験 30 30 40 100

環 境 計 測 実 験 30 30 40 100

植 物 生 理 学 100 100

環 境 植 物 生 理 学 100 100

General Plant Biology 100 100

環 境 計 測 学 100 100

林 産 化 学 100 100

作 物 栽 培 学 概 論 100 100

専
門
重
点
科
目

専
門
展
開
科
目
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知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

重
付
合
計

授業科目

ディプロマポリシーの項目

区
分

食 用 作 物 学 Ⅰ 100 100

蔬 菜 ・ 花 卉 園 芸 学 概 論 100 100

植 物 育 種 学 Ⅰ 100 100

植 物 病 理 学 Ⅰ 100 100

応 用 昆 虫 学 Ⅰ 100 100

農 業 経 済 学 50 50 100

農 産 食 品 プ ロ セ ス 工 学 50 50 100

動 物 資 源 利 用 学 Ⅰ 50 50 100

動 物 資 源 利 用 学 Ⅱ 50 50 100

水 産 微 生 物 学 50 50 100

水 産 食 品 加 工 学 50 50 100

水 産 化 学 50 50 100

生 命 情 報 学 50 50 100

医 薬 品 科 学 50 50 100

必要修得単位数

合計必要修得単位数

重付け集計 5920 790 1290 940 960

専
門
展
開
科
目
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森林科学科

【森林科学科の学位授与の方針】
（知識・理解）

１．数学、自然科学、情報処理に関する基礎的知識を持っている。

２．森林科学の学問内容および方法を説明できる。

（思考・判断）

３．森林の多面的機能について、総合的に考えることができる。

４．与えられた制約の下で計画的に仕事を進めることができる。

（関心・意欲）

５．地球的視点から、各地の文化や異なる価値観に関心を示している。

６．自主的、継続的に学修できる。

（態度）

７．技術者が社会に対して負っている責任を感じる。

８．チームワークを意識して行動できる。

（技能・表現）

９．日本語で論理的に記述・発表・討議できる。

10．森林科学の知識を利用し、社会の要求を解決するために提案できる。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

転 換 教 育 科 目 20 30 50 100

地 域 関 連 科 目 40 10 30 20 100

外 国 語 科 目 80 10 10 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 80 20 100

情 報 科 目 80 10 10 100

文 化 科 目 80 10 10 100

社 会 科 目 80 10 10 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 科 目 50 30 10 10 100

環 境 科 目 80 10 10 100

地 域 科 目 80 10 10 100

基 礎 数 学 入 門 80 10 10 100

線 形 代 数 学 入 門 80 10 10 100

微 分 積 分 学 入 門 80 10 10 100

物 理 学 入 門 80 10 10 100

物 理 学 80 10 10 100

化 学 入 門 80 10 10 100

化 学 80 10 10 100

生 物 学 入 門 80 10 10 100

生 物 学 80 10 10 100

重
付
合
計

森林科学科

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現
区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

実
践
知
科
目

技
法
知
科
目

学
問
知
科
目

専
門
基
礎
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重
付
合
計

森林科学科

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現
区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

地 学 入 門 80 10 10 100

生 物 統 計 学 40 50 10 100

基 礎 数 学 演 習 70 20 10 100

基 礎 物 理 学 演 習 70 20 10 100

基 礎 物 理 学 実 験 40 50 10 100

基 礎 化 学 実 験 40 50 10 100

基 礎 生 物 学 実 験 40 50 10 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 90 10 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 実 習 20 80 100

地 域 お こ し 論 60 10 20 10 100

６ 次 産 業 化 論 60 10 20 10 100

イ ン タ ー ン シ ッ プ 10 40 30 10 10 100

科 学 英 語 50 40 10 100

科 学 文 献 読 解 法 50 40 10 100

海 外 特 別 実 習 70 20 10 100

農 学 の た め の 倫 理 学 90 10 100

卒 業 研 究 10 10 40 40 100

森 林 科 学 入 門 40 20 10 30 100

森 林 科 学 基 礎 演 習 30 20 10 10 30 100

樹 木 学 60 20 10 10 100

樹 木 学 実 習 40 10 10 10 30 100

森 林 測 量 学 I 70 10 10 10 100

森 林 測 量 学 実 習 I 20 10 30 20 20 100

環 境 防 災 学 30 40 10 10 10 100

森 林 計 測 学 30 10 50 10 100

林 業 ・ 木 材 産 業 論 30 40 10 20 100

暖 帯 林 概 論 30 40 10 10 10 100

野 生 動 物 管 理 学 30 40 10 10 10 100

地 域 生 態 系 保 全 論 30 40 10 10 10 100

森 林 保 全 生 態 学 50 20 10 10 10 100

森 林 測 量 学 II 70 10 10 10 100

森 林 測 量 学 実 習 II 20 10 30 20 20 100

林 業 生 産 工 学 50 20 10 10 10 100

学
部
共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
重
点
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重
付
合
計

森林科学科

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現
区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

森 林 ・ 雪 氷 水 文 学 50 20 10 10 10 100

山 村 経 済 ・ 地 域 お こ し 論 20 40 10 10 10 10 100

地 域 観 光 学 20 20 40 10 10 100

森 林 環 境 教 育 論 20 20 40 10 10 100

木 材 と 住 宅 70 10 10 10 100

林 産 化 学 70 10 10 10 100

森 林 科 学 研 修 10 10 20 10 10 30 10 100

森 林 造 成 学 30 20 10 10 10 20 100

森 林 造 成 学 実 習 10 30 20 20 20 100

野 生 動 物 管 理 学 実 習 10 30 10 30 10 10 100

林 業 生 産 工 学 実 習 30 10 10 30 10 10 100

林 道 工 学 30 20 10 10 10 20 100

砂 防 学 20 30 10 10 10 20 100

森 林 計 測 学 実 習 30 30 20 20 100

森 林 政 策 学 20 30 10 20 20 100

海 外 ・ 日 本 の 林 業 20 20 10 10 30 10 100

自 然 環 境 保 全 論 10 20 30 10 10 10 10 100

NPO ・ 環 境 ガ バ ナ ン ス 論 10 20 10 10 30 10 10 100

木 材 工 学 50 10 10 10 20 100

森 林 バ イ オ マ ス の 成 分 利 用 50 10 10 10 20 100

木 材 工 学 演 習 20 30 10 20 10 10 100

森 林 化 学 演 習 20 30 10 20 10 10 100

森 林 科 学 応 用 演 習 I 10 30 10 10 40 100

環 境 と 樹 木 の 生 理 40 20 10 10 20 100

森 林 保 護 学 20 30 10 10 10 20 100

林 道 工 学 実 習 30 20 20 30 100

砂 防 学 実 習 30 20 20 30 100

森 林 計 画 学 10 10 40 20 20 100

デ ー タ 分 析 演 習 10 30 10 30 20 100

森 林 科 学 応 用 演 習 II 10 10 10 20 50 100

専
門
重
点
科
目
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

重
付
合
計

森林科学科

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現
区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

応 用 昆 虫 学 Ⅰ 40 40 10 10 100

植 物 生 理 学 40 40 10 10 100

植 物 病 理 学 Ⅰ 40 40 10 10 100

植 物 病 理 学 Ⅱ 40 40 10 10 100

有 機 化 学 概 論 80 10 10 100

天 然 物 化 学 60 20 10 10 100

生 化 学 I 80 10 10 100

微 生 物 学 概 論 60 20 10 10 100

分 子 生 物 学 Ⅰ 60 20 10 10 100

機 器 分 析 化 学 40 10 30 10 10 100

応 用 力 学 80 10 10 100

応 用 数 学 80 10 10 100

構 造 力 学 60 20 10 10 100

水 理 学 60 20 10 10 100

農 業 労 働 科 学 20 40 10 20 10 100

地 域 マ ネ ジ メ ン ト 論 20 40 10 20 10 100

緑 地 環 境 学 40 40 10 10 100

施 設 開 発 管 理 学 20 40 10 20 10 100

地 域 景 観 保 全 論 10 30 20 10 20 10 100

重み付け合計 1890 1480 1210 630 1010 1100 550 500 1190 540 10100

専
門
展
開
科
目

専
門
展
開
科
目

合計必要修得単位数

必要修得単位数
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食料生産環境学科　農村地域デザイン学コース

【農村地域デザイン学コースの学位授与の方針】

（知識・理解）
１．自然科学や情報技術および地域文化の基礎知識を身につけている。

２．農村地域デザイン学の基本・応用分野の知識を身につけている。

（思考・判断）

３．地域の問題点と課題を理解し、生産環境と地域社会の計画・設計の在り方を考察できる。

４．自ら課題を見つけ、計画を立て、自分の考えをまとめ、積極的に表現することができる。

（関心・意欲）

５．地域の生産・生活基盤の充実と環境改善の必要性に関心を持ち，解決の意欲がある。

（態度）

６．技術者としての社会的責任の重さを自覚している。

（技能・表現）

７．地域・現場の人達と良好なコミュニケーションを図る能力がある。

８．文章や口頭発表による表現力を身につけている。　

関心・意欲 態度

1 2 3 4 5 6 7 8
実
践
知
科
目

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 20 20 20 40 100

外 国 語 60 20 20 100

健 康 ･ ス ポ ー ツ 50 50 100

情 報 科 目 50 50 100

文 化 100 100

社 会 100 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 100 100

環 境 100 100

地 域 100 100

実
践
知
科
目

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 40 30 10 20 100

基 礎 数 学 入 門 100 100

線 形 代 数 学 入 門 100 100

微 分 積 分 学 入 門 100 100

物 理 学 入 門 100 100

物 理 学 100 100

化 学 入 門 100 100

化 学 100 100

生 物 学 入 門 100 100

生 物 学 100 100

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

知識・理解 思考・判断 技能・表現

教
養
教
育
科
目

技
法
知
科
目

学
問
知
科
目

区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目
重
付
合
計
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関心・意欲 態度

1 2 3 4 5 6 7 8

知識・理解 思考・判断 技能・表現
区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目
重
付
合
計

地 学 入 門 100 100

生 物 統 計 学 100 100

基 礎 数 学 演 習 60 20 20 100

基 礎 物 理 学 演 習 60 20 20 100

基 礎 物 理 学 実 験 40 20 20 20 100

基 礎 化 学 実 験 40 20 20 20 100

基 礎 生 物 学 実 験 40 20 20 20 100

農 学 の た め の 倫 理 学 20 80 100

海 外 特 別 実 習 25 25 50 100

科 学 文 献 読 解 法 50 50 100

科 学 英 語 50 50 100

イ ン タ ー ン シ ッ プ 20 80 100

地 域 お こ し 論 50 30 20 100

６ 次 産 業 化 論 50 50 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 30 50 20 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 実 習 30 50 20 100

卒 業 研 究 25 10 15 25 25 100

食 料 生 産 環 境 学 概 論 50 20 30 100

応 用 力 学 100 100

応 用 数 学 100 100

情 報 処 理 演 習 50 30 10 10 100

構 造 力 学 100 100

構 造 力 学 演 習 50 50 100

土 質 力 学 100 100

土 質 力 学 演 習 50 50 100

測 量 学 100 100

測 量 学 基 礎 実 習 50 50 100

測 量 学 フ ィ ー ル ド 実 習 25 25 30 20 100

地 理 情 報 処 理 学 100 100

地 理 情 報 処 理 演 習 50 50 100

水 理 学 100 100

水 資 源 論 80 10 10 100

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
重
点
科
目

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目
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関心・意欲 態度

1 2 3 4 5 6 7 8

知識・理解 思考・判断 技能・表現
区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目
重
付
合
計

水 理 学 実 験 演 習 45 45 10 100

土 壌 物 理 学 100 100

施 設 開 発 管 理 学 100 100

水 文 ・ 水 利 学 100 100

農 地 工 学 100 100

土 壌 ・ 土 質 実 験 50 50 100

材 料 実 験 45 45 10 100

地 域 デ ザ イ ン 論 50 50 100

地 域 マ ネ ジ メ ン ト 論 50 50 100

環 境 防 災 学 100 100

農 村 計 画 学 100 100

緑 地 環 境 学 80 20 100

地 域 生 態 系 保 全 論 100 100

環 境 デ ザ イ ン 演 習 50 50 100

地 域 景 観 保 全 論 50 50 100

地 域 振 興 政 策 論 50 50 100

環 境 計 測 学 100 100

農 村 生 態 工 学 50 50 100

海 外 農 林 開 発 論 30 30 40 100

環 境 修 復 学 50 30 20 100

環 境 計 測 実 験 50 50 100

農 村 地 域 デ ザ イ ン 学 演 習 50 50 100

農 村 地 域 デ ザ イ ン 実 践 論 25 25 50 100

農 村 地 域 デ ザ イ ン 学 セ ミ ナ ー 10 30 30 30 100

農 山 村 調 査 実 習 10 10 20 20 40 100

作 物 栽 培 学 概 論 50 25 25 100

農 業 経 済 学 50 25 25 100

農 業 気 象 ・ 環 境 学 50 25 25 100

栽 培 施 設 学 50 25 25 100

食 産 業 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 50 25 25 100

農 業 ・ 食 料 政 策 論 50 25 25 100

農 業 動 力 利 用 学 50 25 25 100

専
門
教
育
科
目

専
門
重
点
科
目

専
門
展
開
科
目
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関心・意欲 態度

1 2 3 4 5 6 7 8

知識・理解 思考・判断 技能・表現
区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目
重
付
合
計

土 壌 資 源 利 用 論 50 25 25 100

土 壌 環 境 微 生 物 学 ・ 生 化 学 50 25 25 100

栽 培 環 境 制 御 学 50 25 25 100

有 機 化 学 概 論 50 25 25 100

天 然 物 化 学 50 25 25 100

基 礎 分 析 化 学 50 25 25 100

機 器 分 析 化 学 50 25 25 100

食 品 化 学 工 学 50 25 25 100

食 品 物 理 化 学 50 25 25 100

木 材 と 住 宅 50 25 25 100

森 林 環 境 教 育 論 10 40 25 25 100

野 生 動 物 管 理 学 10 40 25 25 100

砂 防 学 10 40 25 25 100

未 利 用 資 源 利 用 学 50 25 25 100

地 域 観 光 学 10 40 25 25 100

NPO ・ 環 境 ガ バ ナ ン ス 論 10 40 25 25 100

2230 2970 1510 1215 890 445 305 335 9900

専
門
教
育
科
目

専
門
展
開
科
目

合計必要修得単位数

重み付け合計

必要修得単位数
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食料生産環境学科　食産業システム学コース

【食産業システム学コースの学位授与の方針】

（知識・理解）

（思考・判断）

  （関心・意欲）

  （態度）

  （技能・表現）

思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6
実
践
知
科
目

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 40 40 20 100

外 国 語 80 20 100

健 康 ･ ス ポ ー ツ 100 100

情 報 科 目 50 50 100

文 化 100 100

社 会 100 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 50 50 100

環 境 50 50 100

地 域 50 50 100

地 域 課 題 演 習 20 20 40 10 10 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 100 100

基 礎 数 学 入 門 80 20 100

線 形 代 数 学 入 門 80 20 100

微 分 積 分 学 入 門 80 20 100

物 理 学 入 門 80 20 100

物 理 学 80 20 100

化 学 入 門 80 20 100

化 学 80 20 100

１． 食産業に関わる諸問題を理解するために必要な自然科学、情報技術および地域社会に関する基礎知識を身
につけている。

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

６．自らの論理的な思考・判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーション能力とコミュニケー
ション能力を修得している。

５．食産業における技術開発や経営活動において、協調性と倫理性をもって、自律的に行動できる。

４．食産業について多面的な関心を持ち、技術や経営の革新を通じて諸課題を解決しようとする意欲を持って
いる。

３．食産業に関する知識と理解を基礎に、関連する諸課題に対して多面的に考察し、自分の考えをまとめ、行
動することができる。

２．食料安定供給と環境負荷低減の両立や農業の６次産業化の推進など、次世代の食産業システムの構築に関
する広範な知識を有している。

教
養
教
育
科
目

区
分

実
践
知
科
目

授業科目

ディプロマポリシーの項目

知識・理解

技
法
知
科
目

学
問
知
科
目

重
付
合
計
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

知識・理解

重
付
合
計

生 物 学 入 門 80 20 100

生 物 学 80 20 100

地 学 入 門 80 20 100

生 物 統 計 学 80 20 100

基 礎 数 学 演 習 60 20 20 100

基 礎 物 理 学 演 習 60 20 20 100

基 礎 物 理 学 実 験 20 40 20 20 100

基 礎 化 学 実 験 20 40 20 20 100

基 礎 生 物 学 実 験 20 40 20 20 100

農 学 の た め の 倫 理 学 50 50 100

海 外 特 別 実 習 10 10 25 25 30 100

科 学 文 献 読 解 法 25 25 50 100

科 学 英 語 20 20 20 40 100

イ ン タ ー ン シ ッ プ 10 10 20 20 20 20 100

地 域 お こ し 論 50 50 100

６ 次 産 業 化 論 15 15 30 30 10 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 40 40 20 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 実 習 10 10 20 20 40 100

卒 業 研 究 5 5 25 25 15 25 100

食 料 生 産 環 境 学 概 論 10 10 20 30 30 100

応 用 力 学 50 50 100

応 用 数 学 50 50 100

情 報 処 理 演 習 30 30 20 20 100

栽 培 施 設 学 80 20 100

農 業 気 象 ・ 環 境 学 80 20 100

植 物 環 境 物 理 学 80 20 100

栽 培 環 境 制 御 学 80 20 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 40 20 40 100

農 作 業 シ ス テ ム 学 80 20 100

農 業 動 力 利 用 学 80 20 100

農 業 労 働 科 学 80 20 100

未 利 用 資 源 利 用 学 80 20 100

機 械 と 施 設 の 設 計 80 20 100

も の づ く り 実 習 15 40 15 15 15 100

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
重
点
科
目

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

知識・理解

重
付
合
計

ポ ス ト ハ ー ベ ス ト 工 学 80 20 100

熱 工 学 80 20 100

農 産 食 品 プ ロ セ ス 工 学 80 20 100

生 物 理 工 学 80 20 100

農 業 経 済 学 80 20 100

農 業 経 営 学 80 20 100

食 料 ・ 農 業 政 策 論 80 20 100

農 業 経 営 ・ 経 済 学 演 習 20 15 25 15 25 100

食 産 業 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 80 20 100

農 業 情 報 処 理 20 20 20 20 20 100

食 産 業 シ ス テ ム 学 実 験 Ⅰ 20 40 20 20 100

食 産 業 シ ス テ ム 学 実 験 Ⅱ 20 40 20 20 100

食 産 業 シ ス テ ム 学 演 習 Ⅰ 20 20 20 20 20 100

食 産 業 シ ス テ ム 学 演 習 Ⅱ 20 15 25 15 25 100

作 物 栽 培 学 概 論 50 50 100

果 樹 園 芸 学 概 論 50 50 100

蔬 菜 ・ 花 卉 園 芸 学 概 論 50 50 100

遺 伝 学 概 論 50 50 100

雑 草 防 除 論 50 50 100

食 用 作 物 学 Ⅰ 50 50 100

果 樹 園 芸 学 各 論 50 50 100

蔬 菜 園 芸 学 各 論 50 50 100

花 卉 園 芸 学 各 論 50 50 100

植 物 育 種 学 Ⅰ 50 50 100

植 物 病 理 学 Ⅰ 50 50 100

応 用 昆 虫 学 Ⅰ 50 50 100

植 物 生 理 学 50 50 100

農 場 実 習 Ⅰ 10 10 20 20 40 100

農 場 実 習 Ⅱ 10 10 20 20 40 100

農 場 特 別 実 習 10 10 20 20 40 100

制 御 工 学 50 50 100

ロ ボ テ ィ ク ス 工 学 50 50 100

専
門
重
点
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
展
開
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

区
分

授業科目

ディプロマポリシーの項目

知識・理解

重
付
合
計

土 質 力 学 100 100

地 理 情 報 処 理 学 100 100

水 資 源 論 80 10 10 100

水 理 学 100 100

土 壌 物 理 学 100 100

農 地 工 学 100 100

農 村 計 画 学 100 100

土 壌 資 源 利 用 論 50 25 25 100

植 物 栄 養 学 ・ 肥 料 学 100 100

食 品 化 学 工 学 100 100

食 品 化 学 100 100

食 品 保 蔵 学 80 20 100

美 味 学 80 20 100

食 品 衛 生 学 80 20 100

公 衆 衛 生 学 80 20 100

2465 3990 1485 950 520 490 9900

必要修得単位数

合計必要修得単位数

重み付け合計

専
門
教
育
科
目

専
門
展
開
科
目
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食料生産環境学科　水産システム学コース

【水産システム学コースの学位授与の方針】

（知識・理解）

（思考・判断）

（関心・意欲）

（態度）

（技能・表現）

思考・判断 関心・意欲 態度

1 2 3 4 5 6 7
実
践
知
科
目

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 40 40 10 10 100

外 国 語 80 20 100

健 康 ･ ス ポ ー ツ 100 100

情 報 科 目 50 20 30 100

文 化 100 100

社 会 100 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 50 50 100

環 境 40 10 50 100

地 域 50 50 100

地 域 課 題 演 習 20 20 40 10 10 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 100 100

基 礎 数 学 入 門 80 20 100

線 形 代 数 学 入 門 80 20 100

微 分 積 分 学 入 門 80 20 100

物 理 学 入 門 80 20 100

物 理 学 80 20 100

化 学 入 門 80 20 100

専
門
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目

１．水産システム学を実践するための数学、自然科学、社会科学、コミュニケーション（日本語・英語）に関
する基礎的知識を身につけている。

３．水産業が抱える諸課題について多角的に分析、俯瞰的に思考し、最善の解決策を判断できる。

４．日本と世界の水産業の持続的発展の諸課題に関心を持ち、問題解決に意欲的に取り組むことができる。

５．水産業に関わる専門家としての高い倫理観を持ち、真摯に責任をもって持続的水産業構築の諸課題につい
て積極的に携わる態度を持つ。

６．漁業及び周辺産業、海洋環境や水産資源管理の現状把握と分析のための基礎的な技術を身につけている。

２．水産業の復興と持続的発展に貢献するために、水産科学分野に加えて、水産業に関わる人文・社会科学分
野までの幅広い関連分野を網羅した水産システム学を体系的に身につけ、水産業の現状とその課題を俯瞰的視
点から理解できる。

７． 調査や統計データを的確に分析・利用する技術、結果に基づく論理的な思考能力、および得られた結果を
的確に伝えることが出来るコミュニケーション力 （プレゼンテーション、日本語、英語）を身につけている。

ディプロマポリシーの項目

区
分

授業科目 知識・理解 技能・表現

教
養
教
育
科
目

技
法
知
科
目

学
問
知
科
目

実
践
知
科
目

重
付
合
計
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思考・判断 関心・意欲 態度

1 2 3 4 5 6 7

ディプロマポリシーの項目

区
分

授業科目 知識・理解 技能・表現

重
付
合
計

化 学 80 20 100

生 物 学 入 門 80 20 100

生 物 学 80 20 100

地 学 入 門 80 20 100

生 物 統 計 学 80 20 100

基 礎 数 学 演 習 60 20 20 100

基 礎 物 理 学 演 習 60 20 20 100

基 礎 物 理 学 実 験 20 40 20 20 100

基 礎 化 学 実 験 20 40 20 20 100

基 礎 生 物 学 実 験 20 40 20 20 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 40 40 20 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 実 習 10 10 20 20 40 100

地 域 お こ し 論 50 50 100

６ 次 産 業 化 論 15 15 30 30 10 100

イ ン タ ー ン シ ッ プ 10 10 20 20 20 10 10 100

科 学 英 語 40 20 40 100

科 学 文 献 読 解 法 50 50 100

海 外 特 別 実 習 15 10 25 25 25 100

農 学 の た め の 倫 理 学 50 50 100

卒 業 研 究 5 10 20 25 15 15 10 100

食 料 生 産 環 境 学 概 論 10 10 20 30 30 100

応 用 力 学 100 100

応 用 数 学 100 100

情 報 処 理 演 習 60 20 0 20 100

水 産 科 学 技 術 者 倫 理 5 20 25 25 25 100

水 産 科 学 入 門 25 25 25 20 5 100

水 産 増 殖 学 60 30 10 100

水 産 動 物 学 60 30 10 100

水 産 植 物 学 60 30 10 100

水 族 ゲ ノ ム 生 物 学 60 30 10 100

水 族 生 理 学 60 30 10 100

漁 業 資 源 生 態 学 60 30 10 100

専
門
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
重
点
科
目

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度

1 2 3 4 5 6 7

ディプロマポリシーの項目

区
分

授業科目 知識・理解 技能・表現

重
付
合
計

海 洋 物 理 学 60 30 10 100

水 圏 環 境 学 60 30 10 100

数 理 漁 業 資 源 学 40 30 30 100

水 産 食 品 加 工 学 60 30 10 100

水 産 化 学 60 30 10 100

水 産 微 生 物 学 60 30 10 100

漁 村 計 画 学 25 25 25 25 100

地 域 マ ネ ー ジ メ ン ト 概 論 25 25 25 25 100

地 域 振 興 経 済 ・ 政 策 論 25 25 25 25 100

自 然 環 境 政 策 論 25 25 25 25 100

漁 業 ・ 漁 業 資 源 経 済 学 40 30 30 100

漁業経営・水産マーケティング論 60 30 10 100

水 産 物 流 通 論 60 30 10 100

水 産 制 度 学 60 30 10 100

水 産 政 策 学 60 30 10 100

起 業 学 入 門 20 5 25 25 15 0 10 100

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 20 5 25 25 15 0 10 100

コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 概 論 20 5 25 25 15 0 10 100

起 業 学 実 習 20 5 25 25 15 0 10 100

水 産 生 物 学 実 験 60 30 10 100

分 析 化 学 実 験 60 30 10 100

海 洋 実 習 60 30 10 100

漁 村 調 査 実 習 25 25 25 15 10 100

遺 伝 学 概 論 50 10 30 5 5 100

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 40 20 10 30 100

熱 工 学 50 10 30 5 5 100

農 産 食 品 プ ロ セ ス 工 学 50 10 30 5 5 100

生 物 理 工 学 50 10 30 5 5 100

食 産 業 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 50 10 30 5 5 100

地 域 デ ザ イ ン 論 50 10 30 5 5 100

地 域 生 態 系 保 全 論 50 10 30 5 5 100

遺 伝 子 工 学 50 10 30 5 5 100

専
門
重
点
科
目

専
門
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度

1 2 3 4 5 6 7

ディプロマポリシーの項目

区
分

授業科目 知識・理解 技能・表現

重
付
合
計

基 礎 分 析 化 学 50 10 30 5 5 100

細 胞 生 物 学 50 10 30 5 5 100

食 品 衛 生 学 50 10 30 5 5 100

食 品 化 学 50 10 30 5 5 100

食 品 機 能 学 50 10 30 5 5 100

食 品 加 工 シ ス テ ム 学 50 10 30 5 5 100

公 衆 衛 生 学 50 10 30 5 5 100

生 化 学 Ⅰ 50 10 30 5 5 100

食 品 化 学 工 学 50 10 30 5 5 100

食 品 保 蔵 学 50 10 30 5 5 100

Ｎ Ｐ Ｏ ・ 環 境 ガ バ ナ ン ス 論 50 10 30 5 5 100

動 物 組 織 学 50 10 30 5 5 100

動 物 発 生 学 50 10 30 5 5 100

ロ ボ テ ィ ク ス 工 学 50 10 30 5 5 100

制 御 工 学 50 10 30 5 5 100

3130 1745 2420 1005 310 550 440 9600

専
門
展
開
科
目

専
門
教
育
科
目

必要修得単位数

合計必要修得単位数

重み付け合計
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動物科学科

【動物科学科の学位授与の方針】

（知識・理解）

（思考・判断）

（関心・意欲）

（態度）

（技能・表現）

思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6
実
践
知
科
目

転
換
教
育
科
目

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 5 5 20 20 10 40 100

外 国 語 科 目 15 15 20 50 100

情 報 科 目 15 15 20 50 100

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 目 10 10 30 50 100

文 化 25 25 50 100

社 会 25 25 50 100

自 然 ＆ 科 学 技 術 25 25 50 100

環 境 科 目 25 25 50 100

地 域 科 目 25 25 50 100

地 域 課 題 演 習 科 目 5 5 20 20 10 40 100

初 年 次 自 由 ゼ ミ ナ ー ル 5 5 20 20 10 40 100

基 礎 数 学 入 門 30 20 50 100

線 形 代 数 学 入 門 30 20 50 100

微 分 積 分 学 入 門 30 20 50 100

物 理 学 入 門 30 20 50 100

化 学 入 門 30 20 50 100

生 物 学 入 門 30 20 50 100

地 学 入 門 30 20 50 100

生 物 統 計 学 15 10 25 25 25 100

基 礎 数 学 演 習 15 10 25 25 25 100

１．農学や生命科学につながる幅広い知識及びその基礎となる教養を持っている。

４．動物関連産業に関する課題に関心を持ち、課題の解決に意欲的に取り組むことができる。

６．動物関連産業に関する課題を解決して論文又は口頭で発表を行うか、修得した動物生産及び動物科学分野
の技術を実践することができる。

５．動物関連産業に関する課題の解決を客観的に行うため、情報収集及び議論を積極的に行うことができる。

３．動物関連産業に関する課題の解決を適切に行うため、動物生産及び動物科学分野に関する知識により考察
することができる。

授業科目

ディプロマポリシーの項目

区
分

専
門
基
礎
科
目

重
付
合
計

知識・理解

実
践
知
科
目

地
域
関
連
科
目

２．動物生産及び動物科学分野に関する知識を持っている。

技
法
知
科
目

学
問
知
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

授業科目

ディプロマポリシーの項目

区
分

重
付
合
計

知識・理解

基 礎 物 理 学 演 習 15 10 25 25 25 100

基 礎 物 理 学 実 験 15 10 25 25 25 100

基 礎 化 学 実 験 15 10 25 25 25 100

基 礎 生 物 学 実 験 15 10 25 25 25 100

物 理 学 30 20 50 100

化 学 30 20 50 100

生 物 学 30 20 50 100

農 学 の た め の 倫 理 学 50 50 100

地 域 お こ し 論 15 15 30 40 100

6 次 産 業 論 15 15 30 40 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 25 25 50 100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 実 習 5 10 15 15 15 40 100

海 外 特 別 実 習 50 50 100

科 学 文 献 読 解 法 50 50 100

イ ン タ ー ン シ ッ プ 10 10 20 20 20 20 100

科 学 英 語 50 50 100

卒 業 研 究 10 10 20 20 20 20 100

動 物 科 学 総 論 10 15 25 25 25 100

実 験 動 物 学 概 論 10 15 25 25 25 100

動 物 生 理 学 Ⅰ 10 15 25 25 25 100

動 物 生 理 学 Ⅱ 10 15 25 25 25 100

動 物 形 態 学 Ⅰ 10 15 25 25 25 100

動 物 形 態 学 Ⅱ 10 15 25 25 25 100

動 物 組 織 学 10 15 25 25 25 100

動 物 遺 伝 育 種 学 10 15 25 25 25 100

家 畜 育 種 学 10 15 25 25 25 100

動 物 発 生 学 10 15 25 25 25 100

動 物 生 殖 学 10 15 25 25 25 100

動 物 生 殖 学 各 論 10 15 25 25 25 100

家 畜 生 殖 技 術 論 10 15 25 25 25 100

動 物 栄 養 学 Ⅰ 15 10 25 25 25 100

動 物 栄 養 学 Ⅱ 10 15 25 25 25 100

専
門
基
礎
科
目

専
門
重
点
科
目

学
部
共
通
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

重
付
合
計

知識・理解授業科目

ディプロマポリシーの項目

区
分

飼 料 機 能 学 10 15 25 25 25 100

家 畜 生 産 生 理 学 10 15 25 25 25 100

家 畜 飼 養 学 10 15 25 25 25 100

愛 玩 動 物 栄 養 学 10 15 25 25 25 100

草 地 学 10 15 25 25 25 100

畜 産 環 境 評 価 論 10 15 25 25 25 100

動 物 管 理 学 10 15 25 25 25 100

動 物 行 動 学 10 15 25 25 25 100

動 物 園 学 10 15 25 25 25 100

野 生 動 物 学 10 15 25 25 25 100

動 物 資 源 利 用 学 Ⅰ 10 10 20 20 20 20 100

動 物 資 源 利 用 学 Ⅱ 10 10 20 20 20 20 100

動 物 科 学 実 験 Ⅰ 10 10 20 20 20 20 100

動 物 科 学 実 験 Ⅱ 10 10 20 20 20 20 100

牧 場 実 習 10 10 20 20 20 20 100

農 業 経 営 学 50 50 100

食 品 化 学 工 学 50 50 100

応 用 昆 虫 学 Ⅰ 50 50 100

食 品 化 学 50 50 100

生 化 学 Ⅰ 50 50 100

生 化 学 Ⅱ 50 50 100

野 生 動 物 管 理 学 50 50 100

分 子 生 物 学 Ⅰ 50 50 100

遺 伝 子 工 学 50 50 100

細 胞 生 物 学 50 50 100

食 品 保 蔵 学 50 50 100

地 域 生 態 系 保 全 論 50 50 100

遺 伝 学 概 論 50 50 100

微 生 物 学 概 論 50 50 100

植 物 栄 養 学 ・ 肥 料 学 50 50 100

有 機 化 学 概 論 50 50 100

植 物 生 理 学 50 50 100

専
門
重
点
科
目

専
門
展
開
科
目
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思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

1 2 3 4 5 6

授業科目

ディプロマポリシーの項目

区
分

重
付
合
計

知識・理解

天 然 物 化 学 50 50 100

美 味 学 50 50 100

公 衆 衛 生 学 50 50 100

合計必要修得単位数

2155 2145 1050 1070 1830 450 8700

専
門
展
開
科
目

重み付け合計

必要修得単位数
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共同獣医学科

【共同獣医学科の学位授与の方針】

（知識・理解）

（思考・判断）

（関心・意欲）

（関心・意欲）

（態度）

（態度）

（技能・表現）

（技能・表現）

知識・理解 思考・判断

1 2 3 4 5 6 7 8

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル 20 20 20 20 20

100

健 康 ・ ス ポ ー ツ A 100
100

健 康 ・ ス ポ ー ツ B 100
100

英 語 総 合 Ⅰ 100
100

英 語 総 合 Ⅱ 100
100

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ 50 50
100

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ 50 50
100

英 語 総 合 Ⅲ 50 50
100

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅲ 50 50
100

哲 学 の 世 界 100
100

倫 理 学 の 世 界 100
100

憲 法 100
100

経 済 の し く み 100
100

現 代 社 会 の 社 会 学 100
100

重
付
合
計

区
分
１

区
分
2

授業科目

８．論理性と倫理性を兼ね備えた行動規範を身につけている。

関心・意欲 態度 技能・表現

ディプロマポリシーの項目

１．獣医師としての責務を遂行するために，動物の健康・福祉，公衆衛生などに関する高度な専門知識を修得
している。

２．獣医学領域に関わる課題について，生命科学を基礎とした知識と技能を用いて論理的に判断できる。

３．獣医師として国内での責務を果たすのみならず，国際的視野を有している。

４．地球規模での感染症対策や畜産物の安全確保等に対して貢献できる知識を修得しており，意欲も有してい
る。

５．幅広い専門知識や技能に基づいた説明ができる。

ス
ポ
ー

ツ
健
康

科
目
群

大
学
教
育
導
入

科
目
群

６．倫理性も備えた行動規範を身につけており，適切なコミュニケーションができる。

７．高度な専門知識に基づいて修得した獣医学領域で必要な技能を実践できる。

外
国
語
科
目
群

人
文
社
会
科
学
科
目
群
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知識・理解 思考・判断

1 2 3 4 5 6 7 8

重
付
合
計

区
分
１

区
分
2

授業科目 関心・意欲 態度 技能・表現

ディプロマポリシーの項目

心 の 理 解 100
100

日 本 の 歴 史 と 文 化 100
100

市 民 と 政 治 100
100

生 物 学 50 50
100

化 学 50 50
100

獣 医 細 胞 生 物 学 50 50
100

情 報 基 礎 50 50
100

初 級 ド イ ツ 語 （ 入 門 ） 100
100

初 級 ド イ ツ 語 （ 発 展 ） 50 50
100

初 級 フ ラ ン ス 語 （ 入 門 ） 100
100

初 級 フ ラ ン ス 語 （ 発 展 ） 50 50
100

初 級 中 国 語 （ 入 門 ） 100
100

初 級 中 国 語 （ 発 展 ） 50 50
100

初 級 韓 国 語 （ 入 門 ） 100
100

初 級 韓 国 語 （ 発 展 ） 50 50
100

く ら し と 科 学 技 術 50 50
100

知 的 財 産 入 門 50 25 25
100

岩 手 大 学 ミ ュ ー ジ ア ム 学 100
100

水 と 環 境 100
100

動 物 と 環 境 50 50
100

生 活 と 環 境 50 50
100

農 学 の た め の 倫 理 学 20 80
100

人 の 暮 ら し と 生 物 環 境 40 60
100

欧 米 の 思 想 と 文 化 100
100

市 民 生 活 と 法 100
100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 60 40
100

総 合 フ ィ ー ル ド 科 学 実 習 20 20 20 40
100

生 命 の し く み 40 60
100

自 然 の し く み 100
100

物 理 学 入 門 100
100

線 形 代 数 学 入 門 100
100

人
文
社
会
科
学

科
目
群

配
置
大
学
特
色
科
目
群

理
数
系
ア
ド
バ
ン
ス

理
数
系
基
礎
科
目
群

外
国
語
ア
ド
バ
ン
ス

持
続
可
能
な
環
境
・
社
会
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知識・理解 思考・判断

1 2 3 4 5 6 7 8

重
付
合
計

区
分
１

区
分
2

授業科目 関心・意欲 態度 技能・表現

ディプロマポリシーの項目

微 分 積 分 学 入 門 100
100

生 物 統 計 学 60 20 20
100

基 礎 化 学 実 験 25 25 25 25
100

基 礎 生 物 学 実 験 25 25 25 25
100

基 礎 物 理 学 演 習 25 25 25 25
100

獣 医 学 概 論 25 25 25 25
100

獣 医 倫 理 50 50
100

獣 医 事 法 規 25 25 50
100

運 動 器 ・ 神 経 系 解 剖 学 100
100

内 臓 ・ 脈 管 系 解 剖 学 100
100

解 剖 学 実 習 20 20 20 40
100

組 織 学 100
100

組 織 学 実 習 100
100

発 生 学 100
100

統 合 生 理 学 100
100

器 官 制 御 生 理 学 100
100

内 分 泌 学 100
100

生 理 学 実 習 20 20 20 40
100

獣 医 遺 伝 育 種 学 100
100

動 物 行 動 学 100
100

実 験 動 物 学 100
100

実 験 動 物 学 実 習 20 20 20 40
100

基 礎 放 射 線 学 100
100

獣 医 基 礎 生 化 学 100
100

獣 医 代 謝 生 化 学 100
100

生 化 学 実 習 20 20 20 40
100

基 盤 薬 理 学 100
100

統 合 薬 理 学 100
100

薬 理 学 実 習 20 20 20 40
100

基
盤
獣
医
学
科
目

配
置
大
学
特
色
科
目
群

理
数
系
ア
ド
バ
ン
ス

基
礎
獣
医
学
科
目
群
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知識・理解 思考・判断

1 2 3 4 5 6 7 8
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付
合
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区
分
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区
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授業科目 関心・意欲 態度 技能・表現

ディプロマポリシーの項目

微 生 物 学 総 論 100
100

病 原 微 生 物 学 60 20 20
100

微 生 物 学 実 習 50 50
100

免 疫 学 60 20 20
100

原 虫 ・ 原 虫 病 学 60 20 20
100

蠕 虫 ・ 蠕 虫 病 ・ 衛 生 動 物 学 60 20 20
100

寄 生 虫 学 実 習 20 15 10 10 15 30
100

動 物 感 染 症 学 50 25 25
100

家 禽 疾 病 学 50 25 25
100

魚 病 学 50 25 25
100

動 物 病 理 学 総 論 100
100

動 物 病 理 学 各 論 A （ 主 要 臓 器 ） 50 25 25
100

動物病理学各論B（他臓器・組織） 50 25 25
100

病 理 学 実 習 20 15 10 10 15 30
100

公 衆 衛 生 学 総 論 50 25 25
100

疫 学 50 25 25
100

人 獣 共 通 感 染 症 学 50 25 25
100

環 境 衛 生 学 50 25 25
100

公 衆 衛 生 学 実 習 20 15 10 10 15 30
100

毒 性 学 50 25 25
100

毒 性 学 実 習 20 15 10 10 15 30
100

動 物 衛 生 学 50 25 25
100

動 物 衛 生 学 実 習 20 15 10 10 15 30
100

野 生 動 物 学 50 25 25
100

食 品 衛 生 学 （ 獣 医 ） 50 25 25
100

食 品 衛 生 学 実 習 20 10 10 10 20 30
100

公 衆 衛 生 実 践 実 習 20 10 10 10 20 30
100

内 科 学 総 論 100
100

呼 吸 器 病 ・ 循 環 器 病 学 100
100

消 化 器 病 学 100
100

外 科 学 総 論 100
100

基
盤
獣
医
学
科
目

実
証
獣
医
学
科
目

病
態
獣
医
学
科
目
群

応
用
獣
医
学
科
目
群

小
動
物
臨
床
獣
医
学
科
目
群
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知識・理解 思考・判断

1 2 3 4 5 6 7 8

重
付
合
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区
分
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区
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授業科目 関心・意欲 態度 技能・表現

ディプロマポリシーの項目

麻 酔 学 ・ 手 術 学 100
100

軟 部 外 科 学 100
100

小 動 物 内 科 学 実 習 ・ 基 礎 編 25 25 25 25
100

小 動 物 内 科 学 実 習 ・ 応 用 編 25 25 25 25
100

小 動 物 外 科 学 実 習 ・ 基 礎 編 25 25 25 25
100

小 動 物 外 科 学 実 習 ・ 応 用 編 25 25 25 25
100

内 分 泌 病 ・ 皮 膚 病 学 100
100

代 謝 病 ・ 中 毒 学 100
100

血 液 免 疫 病 学 100
100

神 経 病 ・ 運 動 器 病 学 100
100

泌 尿 器 病 ・ 生 殖 器 病 学 100
100

臨 床 病 理 学 100
100

臨 床 薬 理 学 100
100

臨 床 腫 瘍 学 100
100

臨 床 栄 養 学 100
100

画 像 診 断 学 100
100

画 像 診 断 実 習 100
100

眼 科 学 100
100

動 物 行 動 治 療 学 100
100

総 合 参 加 型 臨 床 実 習 Ⅰ 25 25 25 25
100

総 合 参 加 型 臨 床 実 習 Ⅱ 25 25 25 25
100

総 合 参 加 型 臨 床 実 習 Ⅲ 25 25 25 25
100

総 合 参 加 型 臨 床 実 習 Ⅳ 25 25 25 25
100

繁 殖 機 能 制 御 学 100
100

臨 床 繁 殖 学 100
100

繁 殖 機 能 制 御 学 実 習 100
100

臨 床 繁 殖 学 実 習 25 25 25 25
100

産 業 動 物 臨 床 学 Ⅰ 100
100

産 業 動 物 臨 床 学 Ⅱ 100
100

馬 臨 床 学 100
100

大 動 物 臨 床 実 習 ・ 基 礎 編 25 25 25 25
100

大 動 物 臨 床 実 習 ・ 応 用 編 25 25 25 25
100

総 合 参 加 型 臨 床 実 習 Ⅴ 10 20 10 10 20 30
100

総 合 参 加 型 臨 床 実 習 VI 10 20 10 10 20 30
100

実
証
獣
医
学
科
目

実
証
獣
医
学
科
目

大
動
物
臨
床
獣
医
学
科
目
群

小
動
物
臨
床
獣
医
学
科
目
群
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ディプロマポリシーの項目

イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 獣 医 ） 10 20 10 10 20 30
100

海 外 実 習 10 20 10 10 20 30
100

人 と 動 物 関 係 学 100
100

動 物 品 種 論 100
100

食 品 安 全 管 理 学 50 25 25
100

動 物 園 動 物 学 50 25 25
100

国 際 感 染 症 制 御 学 50 25 25
100

動 物 病 院 経 営 学 100
100

獣 医 学 演 習 25 25 10 10 30
100

卒 業 研 究 15 15 10 10 20 30
100

6860 3695 680 1030 1080 175 1205 175 14900

専修
科目

重み付け合計

合計必要修得単位数

選
択
科
目

必要修得単位数
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